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は し が き 2t 

I  〕 この 仕事の 由来." ~- 國寶の 保存と 調査 は 誠に 國 家 的 な 

仕事で ある. そし て， そ れ は， こ れ ま で は， た だ 建築 や 鎗畫の や う 

な 造-形 美 術 だ け に 限 ら れ て ゐ た. し 力 i し 二 ッ ボン 人の 作 り 出 
した 藝術 は， ただ 建築 ゃ繪畫 だけで ない. 音 樂もぁ る. 

その 音樂 にも 二種 ある. 一つ は 雅樂， 能樂， 三味線の や うな 責 
族 や 富裕な 階級の 作り 出 した 音樂 である. 一つ は 平 民 階 級 の 
作り出した 民謠 である. この 二つの 昔樂 のうち で， 責 族 や 富裕 
な 階級の 作 り 出 した 音樂 さ へ も， 私共 は 未だ 完全に 保存 さ れ， 調 
査 された とい ふ 例 を 聞 か な い. 平民 社 會の音 樂 は， た だ 時 代 の 

(1) 

變 るに 從 つて 廢 れ る まま に まかせて あった. 誰 一人 顧みる も 
の もなかつ た. しかし 私 は それ もや は り 建築 や 繪畫ゃ 彫 刻 と 
同じ やう に, 二 ツボン 人の 作り出し た 貴 重 な藝 術と し て， 保 存 さ. 
れ， 調 査 されなくて はな ら ない ものであると 思 ふ. 

音 樂 は 何よ り も まづ 第一に 縦 畫ゃ彫 亥 IJ の やうな 骨董と して 
の價 値に 乏し い. 愛玩 の 具 に な り に く い. そ して それ を 取扱 
ふ に' は 多少の 專門 的な 知識 もい る. その上に 二 ッ ボ ン では 昔 
樂 は從來 卑 しい ものと 思 は れ て ゐ た. その やうな 事 で， 恐 ら く 


(1) 例 へば 有名 な 小 泉 八 ft; の 民 m 集 や， 文 部 省 文 藝 委負會 の ，， 慨 
集" の やうな 文句の 集 はこれ まで 澤山 試みられた. しかし 昔 樂 は 
ほ とん ど 集められて ゐ ない. 文句 の ） だ 集の 文獻 は 別の/おで 述べる- 
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ife ぶ 

曰 架/ t  lo は 

网 賈 

リ J 

ソ 

r> 刀ゝ づ K<K  ！ュゝ 

て 
A し し 

り 

寸' 
レ 

ので あらう. し 力、 

し 

― ッ ホン の 

乂  TL 

、、化 

？    ^ 八 a て、 
ん/ L  -  /    H し 

1 斗 

1 んて 

1 
ん 

ナ， 

考へ方 は も う 大抵 改 

仏 ^ お ナ， f 
の りォ しな 、 

て 1 十 
し t 丄 

ナ， 

ス 

i い 
よい • 

1^ レ ffS 

？- ん) 
\  ― ン 

w 

て 
し 

/ナ 音 +、 i  \y、 
は tt 思 /J^  V 

て 

れ 

A レ 

は 二 ッ ボン 語が 昔 

樂 

rr\  -iv 
CO  71^ レ な ン 

孑， _ . 

奄 
糸 

ナ， +H. 八 で 

あ ス 
の 'oJ 

ぺム 

共の 二 ッ ボン 語の 

性 

< ^か あ n ス レ 

1- え、 

ッ 

ギ、 ノの ^  ife 

ベ、 ンレソ 日 >v< 

の 性 

知る 上に も， 非常に 

大 

+71 ナ， 咨 >M. で 

^ ス 

の 0 

の /u\  -/ix 
レリ 人 HJ  /J ゝ TTT 

つ 文 

學 

■ 1 - 

の 大きな 價値は 今 

考 

ハ ナ， い >  ) 
、/ふいし レ 

て ま、 
し お 

レン 

香 ifti; けぜ, k 

曰 木 は ひ 

と も 

はよ く 調べて 見な 

< 

/十 十， に す， 
v~ はなり, ぶ 

1/ヽ 

い x> 

レソ 

し 

CO    ,<J  • 

よ し， て ォし 

ぶ、 /nT 

刀、 1HJ 

学 

问 よの IPC 亂 

を 持た 

ナ， 
な 

いものに しても， 二 

、ソ 

ボン 人の 大 

多數 

か 

PI 

の な卞 A:  /in 

會 の 

術 

を 時代の 變遷 と 共 

に 

む ざ む ざ と 

亡 ぼ 

し 

て 

し ま ふ 理由 

は な 

い 

必 す や 保 存 だ け は 

れ なくて は 

な ら 

ナ， 

い 

ものである. 

マ 

れ 

/十 
は 

. _ .  [55!  n~\  -tV*       fi^ 十， 44- 

wi の 义 TL  Rii  nr 

审 
爭 

である. ' 

そ して 私が こ 

の 

や 

う な 事に つ 

い て 

it 

事 

をしょう と 思 ひ 立 

つ 

た の は， 二 ッ 

ポ ン 

の 

民俗 研究の 泰 

斗， 柳 

田 

國 

•Tj 先生の 仕事 を 見 

た 

からで あ る. 

有 

名 

な 

，，海山の あ 

ひ だ 

を 

作った 歌人 も， その 

践 

に 同じ やう 

な 事 

書 

い た， 禾ム の 

こ の 

仕 

事 

も 結局 同 じ 意味で 

あ 

る. ただ そ 

の 見 力3 

た 

が 多少 違 ふ 

だ け 

で 

あ 

る. 

私 は, 幸 

に 

し て， か 

つ 

て 

財 

圍 

法 人 啓明會 

の 補助 

を 得て， こ 

の 

R- 讅 

集 と 硏 

究 

の 難事 

業 

始 

め 

たこと が あ 

る. そ 

の當 時， す 

で' 

に 私 

，丄 一 ッ る 

ン 

の 民 讅 

の 

や 

ラ 

な 

も のが 西 洋 

の 樂 譜 

に 書かれ 

よ 

ラ と 

は 思って 

ゐ 

な 力 ^ つ 

た. 

よ 

し 

極概く らゐ 

は 書け 

た に し て 

も 

，そ の 

は しがき St 
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樂 譜 を哏っ て， 正 しく その 民 〔# の 形 に な る やうな ものであると 
は 決して 考 へなかった. 私 はま づ民謠 そのもの を錄 昔し て, そ 

して その 性質 を 調べた 上 で, そ れ が 樂 m に ど れ だ け 雀-' ける もの 

かを考 へようと した. それな ら ば, よ しその 樂 譜 は 不 完全な も 

ので あっても， レコー ドに錄 昔され たもの は， そ の錄 昔の 程度で 

永く 保存され ると 思つ た. 'お 時 は レコー ドに 錄 音す る 方 法 も 

非常に 幼稚で あつ た. 私 は 最後に は エヂ ソン 式 の 獵 ff に 喇 叭 

から 民 誰 を 吹き こんだ. そして その 昔 波 を どう 力、 して 機械的 

に擴 大して 見ようと した. それより 前に は， 私 は スクリ プテュ 

ァ の 方 法 で， 平 面 板 レコー ドの 音波 も擴 大して 見よ う と した. 

これ は 機械の 精密 度が 足ら す， 擴 大して 得た 波形が レコ- ドの 

(1) 

音波と ど れ だけ 一致す る か， 頗 る 疑 はしい もので あつ た. 
この 仕事 は， 途中で 大震災に あつ て， 一 物も殘 さす 燒 けて しま 

つた. 120 本の 蝶 管, それ を 取扱 はう と した 装置， H 錄， 力- ド， 民讅 
の 分布 を 調べた 地 圖， 文 句 を 集めた 帳 面， 書 き か け た 樂 譜, —— こ 
の やうな もの 一切 は, そ れを 保管した 人と 一緒にみ な燒 けて し 
まった. 私 は 全く 手が 力 1 り を 失つ た. 私 はこの 仕事 を 放棄し 
た. そして 10 年の 月日が 流れた.  ， 

今から 2 年 前, 私 は 幸に して 大原 孫三郞 氏の 一時的な 出資で， 
この 仕事 を 復興す る 基礎 を 得た. それで 前よ り も遙 に， 遙に優 
秀 な， 科 學 的な 装置 で, 音 考の 保存 や 硏究を 試みる 事が 出 來るゃ 
うにな つた. 私 は 啓 明會の 仕事 を鑌け はじめ た. こ れ は そ の 


(1) この 極めて 原始的な 裝 tffi の 方 は， ト- キヨ- 帝 大 の 心理 學敎室 
に, 今 も その 残骸 を 止めて ゐ る- 
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ar^ 1 囘 

の 報告で 

あ る. 

私が 

この 科學 

的な 装置 

を 

利 用 

し 

て 着 

手 

し た 仕事 は， も ち ろ ん 

た だ 僅 

に こ れ だ 

けの こ と 

で 

な い. 

ま だ 

3： 

だ， い ろ い ろ な 让 事が 

あ る. 

今 は た だ 

そのうち 

の 

に 

つ い 

て 

の 部分 を 報告す る だ 

け で あ 

る. その 

報 吿 に し 

て 

も， も 

ち 

ろ ん, 

れ がそ の全體 では な 

い. 特 

に 樂譜の 

原稿が 相 

PI 

澤 山 

あ 

る. 

二 

ッ ボンの 音樂を 西洋 

の樂譜 

に 書いて 

ど れ だ け 

の 

事が 

わ 

カュ る 

力、 

は， 私 は 多少 考 へた. 

と も 力、 

く 樂譜 も 

樂譜 とし 

て 

或 る 

程 

度 に 

は 

役 に 立 つ. 私 は 二 ッ 

ボンの 

民 謠 や， そ 

の 他の 音 

樂 

の 準 

§ 並 

も ま 

と 

めて 出版 られる や 

ぃノ     ^    t-M ゾ^/ 人 '― ^       (->     ^  、 

う な 機 

會を 待つ 

て ゐ る. 

こ の 

報告が 出 

版され る 

つ い 

ャ 

は， 特 

この やうな 仕事の 墓 

礎 を 作 

つた 大原 

孫 三 郞 氏 

厚 く 

感 

謝の 

辭 

^述べ る. 

ま た 

こ の 出 版 

を 快諾し 

た 

^波 

書 

店 の 

厚 

意 を 大變ぁ り が た く 

思 つ て ゐ る. 


11〕 協力者の 

紹 介. -一 こ 

の や 

ラ 

な 仕 事 が 協 力 ま- た し に 出 來 

る わ け は な い. 

私 カミこ こ i こ 

書い 

た 

事 は， 私 がメ ジ 女子大 學の 

學 尘. 宮 內 玉子 嫂 

と， そ の 友人 

で あ 

る 

同 じ學 校の 學生， 酒 井 笑子孃 

の 人の 協 力 か 

ふ 

で あ 

る. 

. この 2 人力； ゐ な か つた ら， 

この 仕事 は出來 

上 ら な か つ 

た. 

ミヤ ゥチ さん 

\X コン ノくラ 

タ 一 

の 

測定 を 引受け た. サ 力 ィ さ 

ん は 面倒 な， こ ま 

かい；] ト^ を 

根氣 

よ 

く 續 （ナ た. 

%  (i コン ノくラ 

タ一 の '測 定 

の 誤 

差 

が， ミヤ ゥチ さんの 練 や？ の 進 

む に 從 つて だ ん 

だ ん 減 つ て 

行 く 

有 

樣を觀 測しょう と し た. こ 

れは 同じ 一つの 波形の ト で じ 場所 を 10 囘 測 つ て， そ の 平均 を 確 ら 

し い 値 と 見 て， 各 } の 一 囘 づ つ の 測 量 の 値 が そ の 確 ら し い 他 か ら 

n) 

ど の ぐ らゐ 離れて ゐ るか を 誤差と 考 へた. 下 に 極めて 大體の 
數を あげる. 

測 つた 囘數  鼠 I 差 (人 體 の 平 だ J で） 
初 め の 20 囘  .±  0.01 

次の 30  ±0.007 
次 の 70  「uj  土  0.006 
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次の 50 m 

その あと 

あとで ま だ 10 囘 
土 0.002  mill の邊 

結 果 は 得 ら れ な 
を 心 理 的， 或 は 數 


士  0.003 
±  0.002 

この やうな 事 を 試みた. 
であると きめた. 普通の 
レ、. 

學 的に 取扱 ふの は ま だ 早 
機械から も來る し， 測 り 
力、 ら來 る. そ の 區別は 
ゥチ さんの 大體の 測量 


そ し 
人 で 

計で 
一)] i い 
非常 


て 測 
は 決 

あ る. 
ら も 
に む 


の樣子 を 


私 はこの 
量の 誤差 は 
して こんな 

この結果 
そ して 誤差と 言って も， それ は 
來る. 殊に 對象 物の 見分け 方 


づ 力:^ し い. こ 

こ で 

は, た 

だ ミ ャ 

話 し た だ け で 

あ る 

彼女 等 は 自 

分自 

身で 

レヽ ろ レヽ 

子音の 性質に 

つ い 

て は 

彼女 等 

る と 私 は 思 ふ 

私 

は こ 

の報吿 

錄 した. この 

報告 

の 間 

に 合 は 

てゐる 他の 仕 

事 も 

あ る 

ろな 事 を考へ た. 二 ッ ボン 語の 
の觀察 はよ く事實 にあたって ゐ 
の う ち に， 彼 女 等 自身の 記 述を採 
なかった が， 彼女 等が さ ら に 試み 


(1) は しがき 5?. コンパ ラタ-の- 誤^ 參 照. 
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彼女 等の 考 へた 事で, 私が 急に 赞成 しなかった 事 も ある. 一 
例 を あ げ る. 

二 ッポン 語の，， チ" や，， ッ" や ，， シ " な ど は, へ ボ ン 式， 或 は 

標 準 式 で は 全 然英 語の 綴を眞 似して cli:，  tsu,  shi の やうに 書 か 

れてゐ る. しかし 私共の 發音 がそん な もので ない 事く らゐは 

常 識 で でも わかる. それならば 實際 はどうで あらう. そ れ は 

CD 

， ，チ" も ，， ッ " も ， ，シ" もや は り ti，  tu,  si である. それが 西 
'洋 の發 音と 違ふ點 は， t, や S に つづく 母 昔の i や" が, その 最初 
の 3，  4 波く らゐの 間, 少 し 形が 變 つて ゐる事 である. それで 西 
洋風の 發音 は， 私 共 の ti，  tu,  8i に 何 か 符號を 付けて 表 はした の 
が 一番 事 實に近 い. たと へ ば tVi，  "11， sVi などで ある. ミヤ ゥ 
チ さん はこ の 特に 變 つた 母音の 部分 を擴大 して, それ を フ―リ 
ェ級數 の 方 法 で 計算し て， そ こ 特有の スぺク トル を 得よ う と し 
た. 

私 も事實 は 或は そんな 事 かも しれない と 思 ふ. あれほど 澤 
山の 音波 を 見た 人の 官ふ事 だし， また 私自身 も， さ ぅ霄 はれる と， 
さう らしく も 思 ふ. し 力、 し， そ れ を 證據 立て る に は， ま だ ま だ 多 
く の經驗 がい る. そ して， それにつ いて 今 フ 一 リ ヱ 級数の 計算 
あ 結果 を 書いて 見て も， そんな 事 は 素人お どか し 以上に 多 く 出 
ない. そんな 結果 を 書く 事に は， 私 は あま り 贊 //X し なかつ た. 

(1) 小幡 博士が ォスチ n グ ラフで 撮影し た ， ，チ" と " ti  " の 一 例 
を 兑ても ，子 昔の は じめ の 部分 はか な りょく 似て ゐる. や》 音 は 人 々 で 
非 常 に m ふ か ら， 子 昔 も 相 お 人々 でち が ふ であらう' し 力、 し 私 も， とも 
力 1 く  ， ，チ" は ，， ti  " の 一種で あると は 思って ゐる. 小幡 博士： 實驗 
賓- 饗學. ぺ―ヂ 1リ8 參照. 
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た だ 相 當 m ら しい 豫 想 と い ふ だ けで ある. 

こんな 事 は， ま だ ま だ 他 に 澤 山 あ る. 私 は それ を 一つ一つ 丁 
寧に 帳面に 書き と めて お い た. 彼 女 等 は， 將 來, 或 はこの ^ 面 か 
ら 多く の 報吿を 取り 出す かも し れ な い. 私 共 は こ の 帳 面 を 冗 
談に ，，新版 雨 月 物語" と 呼んで， 非常に 大切な ものにして ゐ る. 

以上 は 直接の 協力者の 紹介で ある. こ れ は 協 力 者 と い ふ に 

は當ら ない が， 有名な 計算 術の 大 家， 安 部 元 3^ 氏 に 計 算の 事に つ 

いていろ いろ 指導 を 仰 い だ. ここに 厚く 御 禮 を tr つてお く， 
村 料の 蒐集 ゃ錄 音に ついては 別の 機會で 述べる， 


は しがき 》 


I〕 この 仕事の 性質， 目的. 

この 仕事 は 全く 文學 的な 仕事で ある. 私 は 物理 學の 領域で 
は 何の 仕事 を しょ う と も 思って ゐな い. 

何 が文學 的で ある か， 何 が 物理 學的 であるかと い ふ やうな 事 
は 問 題 に な ら な い. それ はた だ 便宜上の 分 け ')] で， 物 事の 眞相 
を 知らう とする ことに は 變 り な い. 

ただこの 仕事の 對象 物が 今まで 文 學の對 象と なって 來た も 
ので ある. 言葉と 昔樂 である. この 意味で 私 はこの 仕事 を 文 
學 的と いふ. そして この 仕事の 終りに は， 私 は その 對象 物の 私 
共に 對 する 意味 ゃ價 値を考 へよ う と 思って ゐる. むしろ その 

一方 が この 仕事の R 的で ある 力、 もしれ ない. そして そ れは 全く 
文學 的な 仕事で ある. 今 この 報告で は, 仕 事の 進行が それまで 
に 達して ゐ な い だ けで ある. し 力、 し， ここに 收 めた 5 篇の 記 述 
は, そ れ は その 题 R の範圍 で， そ れ ぞれ 或る 程度に ま と まった 
觀察 であ る. 

この 報告で は 私 は 主と して 對象物 そのものの 性質 をなる ベ 
く  il: 的 に 記 述 しょうと した. 客観的な 現象 を 量的 に 記述す る 
とい ふ 事 は, 或 る 程 度 に 物理 學的 だと も 1? はれる. そして 私 は 
記 述の 混雜を PA ぐ た め に， 出 來る だけ 客觀 的な もの は客觀 的に 

と 心 が け た. 主 觀 的 な 狀 態 の 記 述と n: 別 しょうと し た. そ ビ:> 
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事 はこの 仕事に 或は 多少の 物理 犖 的な 色彩 を與へ た で あ ら う . 
しかし， こ れ は た だ 將 來 の文學 的な 観察の 一 小 序 說 に す ぎ ない. 
ヴント でも， シュ ト ゥ ンプ でも， ゥ ：^. ル ト ハイマー でも， その 大事 
業の 助けに は， み な 機械の 力 を 力、 り て ゐ る. み な 客觀的 な 物 を 
客觀 的に 觀 察して ゐる. それに 比べた ら， こ の 私 の 仕 事の 物理 
學 的な 部分 は 誠に 少 い. —— もちろん, これ は譬 である. 私 は こ 
の 僅な 仕事 を もって シュ トゥンプ ゃケ —ラーな ど の 偉 業に 比 
ベよ う とする やう な 馬 鹿 げ た 狂 人 で は な い. た だ 物の 譬 であ 
る. 

附錄に 私 はフ— リ ェの級 數の事 を 少し 書 い た. また 音波 を 

フー リ ヱの 級數に 展開す る 或る 一 ソ 5 法 を 書い た. 今まで 知ら 

れ て ゐる第 1'2 倍 音， 或 は 第 18 倍音まで を計箅 する 方 法 で は 母 音 

の 波形の や うな 複雑な もの は 計 算 しにくい と 思 つた. それ で 

私 は 第 20 倍 昔まで 求める 計算 表 を 作った. 數學の 大家， 力 -ル' 

ルンゲが 第 18 倍音まで を 求める 方 法 を わ ざ わざ 數學 の雜 誌 に 

fi) 

發 表して ゐる と ころ を もって 察しる と， この 第 20 倍音まで を 求 
め る 計算 表 は， 或は 多少 自然 科學的 だと 言 はれる かも しれ ない, 
しかし， これに は 別 に 何の 原理 的た も の はな い. た だ 數値 積分 
の —方 法 を 多少 詳しくし ただけ である. た だ 腕づく の 仕事で あ 
る. これで 禾厶 のこの 仕事に ひどく 物理 學 的な 色彩 は 加 はらな 
い と 思 ふ. 

(1) C.  Runge  ：  Zeitschrift  f.  Muth.  i レ Phys.  48(1903)- こ れ は 小幡 博士： 
赏驗昔 響 學の附 錄に引 月 j されて ゐる. 私 は 今 H まで ま だ この 論文 を 
見る 機會 がな か つ た. 
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繰返して 言 ふ， —— 

私 は 物 理 學の 領域 [^3 で 何も 

仕 

事 をして ゐ 

な い. これ は 私の 文 

學 的な 觀 察の 一 小 部分で あ 

る. 

, た だ 昔 ュ 

― ゴ 一が 言った や う 

に， 數 學も詩 もみな つながつ 

て 

ゐ る だ け で 

あ る. 

ドィ ッに ，， Eiimial, 

keiniiial ' と レヽ ヱ' 目 葉 力； あ る. 

こ の 仕事 は， 

ほ とん ど， そ れ に相當 

す る. 私 は 出來る だけ 丁寧 

に 

物 を 見， 出來 

る だけ 誤差 を 避け よ 

うとした. し 力、 し， もちろん 

多 

く の 誤差が 

知らす 識ら すの 問 に 

はいって ゐる であらう. 私 

の 

こ の /J、 著 の 

問題が 物理 學 者の 手 

で， も う 一度 別 な 方 法 で 試み 

ら 

れる事 を 私 

は 熱望して ゐる. そ 

したら 事實 はよ ほど 明瞭に 

な 

るで あ らう. 

II： 

この 仕 

事に 用 

ね 7 こ 

機械に つ 

い 

て. 

實驗 

心理 學 

カミ v> ろ 

い ろ 

な 機械の 

力 

を 借 り 

て その 

仕 事 を 

して 

ゐるゃ 

う に, 私 

もこの 

仕事 

に 機械の 

力 

を 借 り 

た. 

そ れ 

は 1) 面 

積 型 ト 

- キ 

-錄音 機 

C1) 
と， 

,2) 簡易 

なコン 

ノく ラ 

タ 

は 

—と， 

3) 音叉 

とで あ 

る. は 

じ め 

に 私 は コ 

ン 

ノく ラタ 

一 の 代 

り に 

幻燈で 

フィ ノレ 

ムを方 

m 紙 の 

上 に 

擴大 して 

寫 

して, そ 

れ を 測 

ら う 

と 

した. 

g ふ よ 

で も な 

く  ，そ ん 

な 粗 

雜な方 法 

で 

は 何 も 

力、 ら 

な い 

あ と 

でコン 

ノく ラタ 

― に 改 

めた. 

この 機械の 性質 や 誤差 を 知る 事 は, この 仕事に とって は 非常 
に 必要 で あ る. 


物の 大きさ を絶對 的に 定める こ と はむ づ かし い. 物の 絶 封 


(1)  保 阪 機械工 場 製 作.  ' 

(2)  Uj  7 It 製 作 所. いづれ も fi 作 所 の 較 正 表 は な か つ た. 
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的 な 他 は 知 ら れ な い. こ の 仕 事 は， た だ 成 る 範 園 1^ で ，太 體 の 
常 をつ ける とい ふ だ け の 事で あ る. 

A〕 コンパ ラターに よる 測定の 誤 差. —— これ は 測 定 する 個 

人の 心理的な 誤差， 疲勞か ら 來る 誤差 も 加 は つ て， そ の 程度 を き 


める 事 は 相 'お 困 

Iii である. そして 今 の 

處， 機械の 誤差 と 

心 现 的 

な 誤差 を 確實に 

わ 

け る 方法 は 見當 ら な 

い 

a) 測 定の装 

置 

 フ イノ レム を その 

上 

に の ば して H 

ける や 

うに， 丄メ一 ト ノレ 

< 

らゐ の臺を 作った. 

鍮 板 を 張 つ て 

そして 

コンノ く ラターの 

十字線の 一本が フ ィ ル 

ム 

の 昔 溝に いつ 

も 平行 

に な る や う に， こ 

の 

眞鍮 板に 處々 案內の 

小 

さな K 録 板 を 

取 り つ 

けた. フィルム 

を 

こ の眞 銅板に 固定 し 

て 

1 メー  トルの 

問 コ ン 

ノ 《ラターの ブプを 

動 

かして 測定す る やう 

に 

した. 

b) 測 定の誤 

差 

1 ) 同じ もの を' る 

と 

き. —— - まづ同 

じ もの 

を 幾囘も 測 る と 

き 

どのく らゐの 誤差が 

出 

來るか を 見た 

測られる もの 

i ) 細 い ペン先で フ ィ 

ル 

ム の 上 { こ g 1 レ、 

た 細 い 

線の 長さ. ii) セ 

ノレ 

ロイ ドの上 に 銳 い 小 

刀 

で つ け た 二つ 

のきす 

の 間 の 2ぉ 離. iii) 

母 

音の 波 や 音叉の 波の 

つ だ け. 

測った 結果. 各》 

その 場合に， コンパ ラ 

タ 

一 を 必す右 か 

ら 左に 

進め， 目盛 は必す ヴァ— ニァの ある 目盛の 部分で 讀ん だ. それ 
で， 今 後 この コンパ ラター を さ らに 高級な もので 較正す る 機が 
あったら， この 數 字に その 較正の 數字を かける 事が 出來 る. 

同 じ もの を 測 る 時に は， い つで も 10 囘づっ 同 じ 事 を 繰 返 した. 

そして その 平均 を 確ら しい 値と 見 て, 各！ の 測 定が この 確 ら し い 
愤 から 離れて ゐる だけ を 誤差と した， それ は 
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は し 

が 

き S3 

(1) 

士  0.( 

111111 

で あ る. 

こ れ よ り 誤 差 は 多 く 

な 

ら ないやう である. この 數字 

その も 

の は 小 さ い 力;， 實際 では 

ヴ 

ァ— ニァ 目盛 板の 上で は 0.001 

の 差で 

も ，か な り 大きな 差で あ 

こ の 誤差 は 必す しも 小 さ い 

と は 言 

は 

れ な い. 

こ の 

差 に は 心 理 的な もの 

も 

あら う し， また コンノ く ラターの 

偉な ，， 

が 

た" も 含まって ゐる 

で 

めら つ. 

こ の 

土 

0.002  mm と い ふ 數 字 

は: 

，測られる ものの 大 さの 函數 に 

なって 

變 

る カ\ —— この 事 は 全 

< 

別 の 問 題で ある. 私の 試み た 

の は， 大 

體 

V  O.i)  mm  i) ゝ lo  4 111111 く 

ら 

ゐ の 問 である. 實用上 それ 以 

外 は い 

ら 

ない. こ の 問 で は, 私 

の 

見 た 限 り 土  0.002  mm とい ふ數 

字 に は 

大 

し た 變 り は ないや う 

で 

ある. もし あっても， それ は 見 

逃して 

い 

い 程度の ものら し い 

2) 

波 

をつ づけて 測る と き. 

一音 叉の 波 をつ づけて 10 波た' 

け 測 つ 

て 

見る. つまり 1 波 を 

囘 だ け 測 つて， 10 波 だけ 逸ん で 

見 る. 

そ 

の 時 は， そ の 一つ 一-つ 

に 

士  （).0G2  mm の 誤差です む と い 

ュ 1 わ け 

に 

ネ T 力、 ない. その 一つ 

つの 波 を 10 囘づ つ、 測って 平均 

し た 値 

と, 

，た だ 1 囘 だ け 測 つ て 

通り 過した 値との 差 を 誤差と す 

れ ば, そ 

れ 

は 最大な もの で 

土  O.OOl 

' nnn 

で あ る 

これ は 後に 述べる 音叉の 波 自身の 不 揃と いふ 事 は 全 

く  £11： 外 

し て, 一 つ 一 つ の 波 に 

ついて， 10 囘の 平均と lliiJ だけの 

(1) は し が き 3:. 協. 力 者 の 紹 介のと ころ 參 m- 
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測 おとの 差 だけ を贯 つたので ある. この 誤 差 は, 波 の ぼ や け, ね 
ち' の 僅 な 不 平 均， ね ぢ を ま はし 始 め る 時 と ||-. め る 時 の fl!^ 差の m 
な り な ど が ZK な 原 困で あ ら う. そして 誤 ^ の 原 理 に は 反 す る 
け れ ど， 私 は 便 梵 上 この 最大の 誤差が いつでも 起って ゐる もの 
と 見て お い た. も ちろ ん實際 は これよ り 少 い. 

以上が コ ン ノくラ タ 一 その も のにつ いて， こ； a まで 私の 知 り 得 
た 事で ある. し 力、 し， ここに 他の 一つの 難問 题が ある. これが 
こ の 測 定 の 仕 事の 確ら しさ に 非 常に 關 係して 來る. それ は 音 
叉 そのものの 性 質 である. 次 に 別 に それ を 述べ る. 

CD 

B] 音叉の 波 に つ い て. —— 音叉の 波 は 長さの 測定の 檩 準に 

な り 得 る 力、 

この 事 は それ 身 相當な 物理 學 的な 問題で ある. 私 は も ち 
ろん 私の 仕事 に 必 要 た だ けこの 事に 觸れ る. 物理 學 的に は, 初 
め に 振 動 の 方程式 を 論じな く て は な ら な い. そ れ は 私 の 仕 事 
で な い. 

a) 音波の 非常な 不揃. 私の これ ま で の 經 驗 で は， 昔 叉から 
正しい sill- 波 を 得た 事が な い. フー リヱの 開 展 で 計算す れ ば, 
いつも 倍 昔が 出る. 

音叉の 波 を 一つ一つ その 波長 を コ ン パラ タ —で 測定す れば, 
次 に グラフで 示す やうに 非常に 波長が 變 動して ゐる. コン パ 
ラター そのものの 誤差と は ほとんど 比較に ならない く らゐこ 
の 動搖は 大きい. 


(1) 雜 誌 " 科 學 " 1937 年 7 月號 ，，音叉の 音波に ついて" 參 照. 
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70 


60 


50 


40 


0.130 


波 長 （1 波づ つ） 害 音叉 440〜 叩いて Vso 秒 あと 3022 〜く らゐ. 


し 禾' と 


これ は 測定 の 誤差と は 思 は れ な い. そ れ は 音叉 を 叩 い た 時 
はいつ でも， 動 搖がひ ど く て， 時 間 が た つに 從 つて, その 動 搖 が 減 
る. どの 音叉で もこの 現象 は 同じ 事で ある. 誤差からで は, そ 
んな事 は出來 な い. 


波長 （ 1 波づ つ) 


黑昔 叉. 523〜 
(木箱の 上で） 


0.850 


第 


機械の！ ii る 動 か ら で も， この やうな 規 則 的 な 事 は 起 り 得 な い. 
フ イノ レム の 現像の ための 膜 面 の 仲 縮 力、 h で も， この や う な 規 
則 的 な 事 は 起る わ け が な い， これ はフ ィ ルムの 丄の昔 叉の 波 

そのものの 性 n とい ふよ り 外 に は說明 出來ま い と 思 ふ- 
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昔 叉の 音波. 靑 音 叉 440〜. （1) は 叩い た 途 端. （2) 
は 叩いて 1 秒 あと. 木 笳 の 上で 共 鳴 させた 場 合. 

第  3  圖 


b) 使った 昔 叉の 種類. 私は假 に黑昔 叉, ま た は W- 昔 叉 と 言 

つて ゐる もの と， 靑昔 叉， ま た は D- 音叉 と 言って ゐる ものとの 二 
(1) 

種類 を 使った. どちらも 實用 音 叉 で あ る. 
高さ は 主と して 440〜 と 523 〜の を 使った. 

音叉 を 叩き は じめ 力、 ら錄 音す る こと は 困難で ある. 叩いた 
途 端 は 昔 が 强 すぎる. その 時 は 遮 斷 の ため ボール 紙の 壁 を 使 
つた. 大體 1 秒 くら ゐ の 後， そ れを取 去つ た. 

共鳴 器な し に 昔 叉 を 錄音 する こと も 困難で あ る. 測定 出來 
る ほ ど 明 瞭 な 波 が ネさ ら れ な い. 幅 が 小 さ す ぎ る. 音叉の と 
き だけ 增幅 装置の 感度 を 無暗に 變 へて は， 一般の 錄 音のと きの 


ひ） 黑 (VV) 昔 叉 は ^Valker 會 社 製. 鐵 のま ま. 1せ (D) 音 叉 は I  Jeagai: 曾 
it 製. -ッ ケル鎮 金. 


ミク P フォン や it 幅 装！^ 力、 む n の 肜 に ゆ が み が 起 る 事 は Tf 

ふ ま で も な い. し 力、 し， 相 隣る 二つ の 波の 長さが その； in  m か ら 

だ けで この やう に ゆ が み 得 る 力、 は 問 IS である. これ は 恐らく 
音叉 そのものの t%    で で も あ ら う . 
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較正に 役立たない. ここに 相當な 困難が ある. 

私 は 多くの 場 合, 共 嗚箱を 使った. そして 音叉の 二つの 叉 を 
ミクロフ オンに 對し て, い つも 平行の 位置に おく やうに し た. 
距 離 は大體 15  cm    く ら ゐ 離 し て お い た. 

この 共鳴 箱の 物理的 影 響 は， ま た 別 の 問 题 で あ る. 今, 私 は あ 
りの ままの 事實を 次に 述べる. 

C) 共鳴 箱. 私 は 共鳴 箱と して 二つの 方法 を 試みた. i) ヴ 
ィ ォ リ ネ の 胴. U を は づ' し て 胴 だ け に し て， 音 叉 を 叩いた 後, 嗣 
に 靜 に， 大 體ヴィ ォ リ ネの こまの ある 附近に 昔 叉 をつ け た. ii) 
厚さ 4 111111 く ら ゐ の 板 で, 長 さ 12  cm, 高さ 5  cm,  Ipg  丁  （'m  く らゐ の一 
-JJ が 開 い た 共鳴 箱 を 作つ て， そ の 上に 音叉 を 固定し た. 

共 鳴 箱が 音叉の 波 に ど ん な 影 響 を 及ぼす か， そ れを 物理 學的 

に說 明す る 事 はむ づか し い. し か し， こ の 影響 は 非常な も CO ら 

し い. 私 も 意外に 思 つたく らゐ である. 
共 嗚 箱 の 影 響 は ヴ ィ ォ リ ネ の 胴の 方 が 大きい. 1 波と 1 波 

の娠 幅の 差 は 0.05  mill く らゐの 問に ある. 木 $ 首 では それ は 
U.0-1 111111 く らゐの 問 に ある. これ は 同一の 音义 で 試みた 事で あ 
る. そして 囘 も 相 常 やって 見 た. 私 はこの 事 は ほとんど 客 

觀 的な 事 赏 で ある やうに 思 ふ. 
この やう な 錄昔 を 5 波づ つまと めて 測る と ，何 故 か は わ 力、 ら 

な い が， 4-i0〜 の 昔 叉の お で は 甚 だ 不 明 瞭 で， ,->：^： ；〜 の 音叉で は， 大 
體 1 秒 に （ ；〜 或 は 7〜 く らゐの 大き な 波 が >i ら れ る. これ は 後 
に 述べる やう に 心 W の 屮 心 し，） くるひ 力、 もし れ な い. 

結 局, 昔 叉 を 測 定 の 基礎に す るに は， も 少し ぼ-叉 そのものの 事 
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がわ 力、 らな いとだめ である. 今のところ， こ れ 以上； しい 事 は 
わ 力、 ら な v、. 

c〕 電氣發 振 器. —— そ の 波 は 長さ の 測定の 標準に な り 得 る 
か. 私の 處で唸 を 利 用す る 型 の 電^ 發 U 装置 を 作 つ た. 使 用 

した 眞空 管の 種類 は UX  201 A,  UX  32,  VX 12 人で ある. その 昔 
は，：^^ では 少しの 動搖も 感じな い. し 力、 しその 錄 昔 を 1 波づっ 
測 れ ば グ ラフで 示 す やうな 極め て 規 則 正 し い， 大 きな 波が 得ら 
れる. そして この グラフ は 音叉の グラフ と はよ ほど 樣 子が 違 
ふ. 


波長ぐ 1 波づ つ) 


電氣發 振 器 


1.100 


1.0-50 


笫  4  圖 

この 波 は電氣 容量の 變 化に よ る か， 或 は 囘路 のど こか に こ ん 
な 寄生 振動が あるの か， そ れ は 別 の 問題で あ る. 發报 装置 に つ 
いて 私 は 今 論じよ う と は 思 は な い. こ れ は ただ 測定の 誤差 を 
失 口る ためで あ る. 

この やうな 事 力； コ ンパ ラターの 測量の 誤差 力、 らは 起り 得 な 
い. 誤差 だけから この やう な 規 只 IJ 正しい 波が 書 け る と は 考 へ 
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ら れ な い. こ の '測 定 で は，' こ のく らゐの もの はわ 力 ^ ると いふ そ 
の 程度 を 知れば 私の 目的 は 達する. 

D〕 錄音 機. —— 錄音 機の 性能 を 全部 較正す る こ と は， これ は 
大 仕事で ある. 追々 でなくて は 出 來 な い， 

私 はこの 中から 電氣 部分の 較正 を 全く あと ま はしに した. 
ミクロフ オン は 私 は M.H. 型， 放 送 局の 第 399 を 使った. コン デ 
ンザ トル 型の は， こ の 報 吿 に は 問 に 合 は な か つ た. 炭 素 型 は， 或 
る 時の 狀-態 を 一度 較正して 見て も 多く の 意味 は ない. 

私 は電氣 部分の 較正な し に は 論 じ ら れ な い や う た 問 題 に は 
決 し て 觸 れ な い 事 に し た. た とへば 音波の 形 の 問題 や 昔の 强 
さ の 問 题 な ど は さう であ る. 

この 較正 に， 私 は 決して 耳 を 使 はな い. 耳 は 研究さん る もの 
で， 較 正の 標準 に はなり 得ない ものである. 耳 を 較正の 道 よ!： に 
する の は 全然 見當違 ひで ある と 私 は 思 ふ. た だ 常識的に， こ の 
錄昔 機で は，， ，ァ" と 言った もの は "了" らしく，，， ィ" と 1? つ 
たもの は ， ，ィ" らしく 錄 昔出來 ると い ふ だ けで ある. そして 
そ れ を 再 生 す れ ば， 14' できいて 大體も との 音色の やうな ものが 
得られる と い ふ だ けで ある. 何も 定量 的 な 意 味 は な い. 

それで 今 私 が この 機械 で 測 定出來 る こ と は, 音 の 高さ とい ふ 
事 だけで ある. それに は フィルムの 速さ をき める 事が 必 >a( で 
あ る. 

a) フ ィ ル ム の 速 さ. 私 は 黑昔义 （W) と 靑昔叉 D) の 440 〜の 
もの を 各, 5 波づ つま とめて 1 秒と 思 はれる 問 だ け 測 定 し た. 
1 波づ つよりも 測 おの 誤差 は 少 く な る. その 平均の 結 菜， 
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m  fr 义 の 】 波の 長さ  1.034  mm 


靑 音叉 

の 1 波の 畏さ 

この 結 菜 を ii ると 

この 二つの 音叉の 波長の 差 

は 0.004 

で 

め 0. 

この種の 實用 昔义と 

し て は 常 な 正 確 さで あら 

ラ . 

この どちら を 基礎 

に す る か は 問 题 である が， 今 

は そ 

れ 

を 

き め 

る 高級な 手段が ない 

私 は 昔 叉の 様子から 判 斷 

し て 

假 

に 

靑昔 

叉の 方 を 基礎に し た 

そして フ イノ レムの # 速 を 

453.34  mm 

と 定め た. これが 私 

の こ の 仕事の 基礎に なった 

數卞 

で 

あ 

私 は あとで 3 種の 

黑 音叉の 435〜， ，-)17〜， '"U リ〜 

を 錄 

rfr: 

し 

て 測 

つて 見た. そして そ 

の 結 果 は 上 に 述べた;!!^ 差の 

範圍 

で 

よ 

の數 字と 一致す る. 

そ れ で 私 はこの 453.34  mm と 

い ふ 

數 

を 大 

體で 信用す る ことに 

した. 

才スチ ロタ、、 ラフな 

ら ば 時 問 の 線 を 入れる 事が 

出來 

る. 

ト ― 

キーで は それ が む づ 力 A しい. これ はこの 機械の 弱點 である. 
今 はこの 秒速 を 信じる より ほ 力、 に -)j 法 は な い. 

b) フィルムの 動 搖 から 來る 誤差. フィルム は その 走る 方 
向に も， それと 直角の ブ y 向に も搖れ る. このうち 大 切 な の は， 走 
る 方 向 の 搖 れ 方で ある. こ れ は 昔 の 高さに 直接に 關係 する. 

今 440 〜の 靑 音叉の 波 を 波づ つま と めて 丄秒 問 だ け 測 定 し 
てみ た. これで はスブ ロケットの 動搖 にもし 周期が あると し 

て も， よく わ 力:^ ら ない. 私 は さ ら に ;-)2:3 〜の 音 义の波 を 同じ やう 
に 1 秒の 問 だ け 測 つ た. - 

ス プロ ケッ トの動 搖 に は 多少の 周期が ある や う でも あ る. 


は し が き S3 


併し この 方法 で は これ 以上 わ 力、 ら ない. もし あれ ば  9〜 

前後の 程度で あらう. 振幅 は 0.01 """，大きく 見 積って 0.02  mm 
ぐら ゐ あらう. 


黑 音叉. 523 〜（； 5  &づっ 測る） 


圜 


この 惠は 音叉よ り 他の もの を 測って みても 大體 同じ 結果が 


(1) 


得られる. 今 ここに その 一例と して 雅樂の 第 篥を昔 叉と 同じ 
方 法 で 測 つ た グラフ を擧げ てお く. 


40 
30 
20 
10 
1.200 
1.190 


波長 （ 1 波づ つ） 

笫  6  圃 

心 棒の 中心からの すれと 言って も ，そ れ は 非常に! If 昧な も の 
である. ここに あ げ た グ ラ フ が大體 一致す る と こ ろ を その 周 
期 と 思 ふ よ り 仕 力 が な い. ^  、 づ れ に しても これら の お 動 は 赏 


(1) 學-術 板 興會の も II 助 で 私 はこの やう な 錄 昔 や ^ 究 の 仕 事 を した' 
そ の あい 采は 別 に 報く きす る.  - 
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際 の 仕事に あ ま り 影 m し な い. 


そ の 他， 私 は 機 

械 の動搖 を ふせ ぐ た め 

M. 綿 

ム 

を 

使，) た. 

こ の ゴ ム の )ii が 

不平 均で あ る た め に そ 

こ 

力 i 

ら 

非常 

に 

糸 IH 力、 い 動 

描が 來な いと も 

U ら な い. 

しかし， も し 非 

常 に 細か い 動搖が フ、 ブ 

ケ 

ッ 

ト 

力、 

ら 

音波の 上 

に 來てゐ るな ら 

ば. そ れ を 再生 し て 聞 い 

た 

時 

に 

は 

そ 

れ 

は 老 人 の 

暖れ聲 の やうな 

も の に な る は すで ある 

こ 

れ 

は 

經 

驗 

丄 の 事 赏 

である. し 力、 し 

こ の錄音 機で は， ま だ そ 

の 

や 

つ 

な 

場 

八 

は 一 度 も 

經驗 しない. こ 

の 動搖は それ ほ ど の も 

の 

で 

は 

な 

\  、. 

實 [^な に は 

無 iji 見 さ えして L 、レ、 

やうで ある. 

义， も し 機械 か 

ら 非常に 細かい 動搖が 

來 

る 

と 

す 

る 

な 

ら ば， フ ィ 

ノ レムと スフ。 ロケ 

ッ トと 觸れて ゐ る 點 は 

フ 

ィ 

ノレ 

ム 

の 

兩 

側 の 穴 で 

ある 力、 ら， まづそ 

の 穴の 處で動 搖 が 起る 

と 

考 

る 

の 

は 

常識的で 

あらう. 穴 は 1 

秒 問 に 大體で 95 個 く ら 

ゐ 

あ 

る 

そ 

れ 

で 音叉の 

440、，  523 〜 な ど 

に は， 4.7 或は 5.5 波 ご と 

に 

何 

等 

力、 

の 

動 

搖が見 ら 

才し て い い は す で 

ある. 人の 聲 でも 同 じ 

事 

が 

起 

つ 

て 

い 

い は す で 

ある. し 力、 し圖 

で 示 すと ほり， この やう 

た 

動 

搖 

は 

一 

度 

も 私共 は 

經驗 し な い. 

音叉の 高さの 

グ ラ フの 上の 激しい 凹 

凸 

に， 

つ 

つ 

の 波が 正 

し い sill- 波 で な 

い 力、 ら， そ の ゆがみ を 書 

い 

て 

ゐ 

る 

の 

で 

あると 思 

ふ. 耳の 感覺 に 

高 さの 動搖と して は 感 

じ 

ら 

れ 

な 

い 

c) フ イノ レム 

の 現像の ための 膜 面の 

皺 

れ 

も 

も 

リり /X/ 

差のう ちの 主な 

もので あらう. 溫 度の 

is 

ふ 

現 

像 

液 

と 

定着液 と 

に ぬら し, 7j く 道 の 

水で 洗って, そ して 乾す 

膜 

面 

に 

は 

相 當 ひっつ 

2G 
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りが 出來る と 思 はなくて は な ら な い. しかし こ れ は 測 定 する 
- Jj 法 がない. 1 波づっ 音叉 を 測 定 した グラブ の 非常な 不 揃 な 
波長の う ちの 或る 部分 は， こ の 膜 面の 皺から も 原因して ゐる と 
,©、 ふより 外 に， 今 のと ころ 何ともし か た が な い. 

私 は その 程度 を 知 る た め に， 試 み に ガラスの 物 さし をフィ ル 
ム に 密 着燒に して， それ を 普通 に 現像して, そして そ れ を か な り 
詳 しく 比べて 測 つてみ た. し 力 A しこの くら ゐの 方法で はこ の 
誤差 を箅 出す る こ と はむ づ かし い. 明 瞭 に は わ か ら な か つ た. 

全體の 誤差. —— 以上の や う な 事を考 へる と， この 仕事に 
ど れ だ けの 誤差 を 見 積 れ ば い い か は， 相 當 む づ か し い 問 題 に な 
る.  ' 


a)      5 波 づっ測 

る 

m 八 

, 音波の 波 

長 

を 1 波づっ 測る こと は 

非常に 危險 であ る. 

こ の 

場 合 に 誤 差 

は 

一番 ひど く な る. 私 は 

なるべく その やう 

な 

測定 

を 避け た. 

の 高さ をき める にに 1 

波づっ 測 る 事 は ほ 

と 

ん ど 

意味が な い, 

5 波づっ 測 つて 十分で 

ある. そして そ れ 

に 

コ ン 

ノく ラタ— の 

誤 

差， 土  0.007  mm を考 へる. 

或は 機械の 動 搖 な 

ど 

を 考 

へ て， ±0.01 

と 

しても いい. し カュ し 赏 

際の 場合， こ れは ほ 

ん ど 

問 题 に な ら 

な 

い. 

b) 1 波 づっ測 

る 

場 化 

. 1 波づっ 

測 

る こと が 必要な 場合に 

は, 私 は昔义 の動搖 

を 

全部 誤差 と 見た. 

も ち ろん， これ は 本 常 に 

は;!!^^ と は rr は れ 

な 

い. 

し か し ，今 私 

の 

測 ら うとす る n 的 に 對 

して は, 誤差 とも Ay、 

は 

れ る. 

, rf 义 の 波 

長 

の 性 ft が も 少 し 明瞭に 

わ か ら ない 以 昔 叉の 波長に 非 常 な 相 遠が ある 範!^  1^ で は, 他 
の 昔の 波長の 相違 は あ ま り 細 か く は .i-^ じられ な い. 


は し が き お 


27 


そ れ で 私 は 力、 り に グ ラ フ で  した^ 义 の 動 jf^f の 範 m を み な 
誤差のう ちに 入れた. それな ら ば, そ の う ち に は, 機 械 の動搖 も， 
フ イルムの 膜 面の 皺 も 含まる わけで ある. この 誤差 を 

±0.02  mm 

と 見 積った. つま り 或る 波と 他の 波の 波長の 差が 0.04  mm よ 
り 小 さ い 場 合 は， 事 の 腐 相 はよ くわ 力 A らな いものと して 論 外 に 
おいた. もちろん これ は 誤差と は W はれ な い. 電氣發 板 器 の 
測 定 で は, 波 は こ の 0.04mm の 範 圍 內 で 相 當 規 則 的 に グ ラフに 
かけて ゐ る. 純粹の 誤差 はこれ よ り 遙 に 少 い と 思 は れ る. し 
か し 今， 誤差の 原因 を 明かに し て， 一つ一つの 誤差の 分量 を 定め 
る 方 法 が な い. そ れ で, 今 し ば ら く  0.04mm 以 の もの を 論じ 
な い 事に し た. 

コンノ く ラタ一 では 1/lOOOmm ま で 測 られ る. その 1/25  く ら 
ゐ まで を 信 用 して， あ と は捨 て る と い ふ の は, 非 常 に 能 率の 惡ぃ 
仕事で あ. る. しか し, 音 波の 1 波 づっを 定量 的に 論じよ う とす 
るなら ば， 今 のと ころ これ 以上の 事 はむ づ かし カュら う と 思 ふ. 

人 間 は 物の 絕對 的 な 値 を 知る 事 は. 出來 ない. 私の この 仕 事 
は 以上 述べた やう な 誤差の 範圍內 で, な るべ く 確 ら しい 値 を 求 
めようと し た だ け で あ る. 


以上 述べた 數字を 表に してお く. こ は は 墓 礎に な る數字 で 
あ る. 

]. フィルムの 速さ  4513.34  mi"/Sel" 
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a)  コンノ ぐ ラター 

i)  同じ 物 を 測 ると き，  ±0.002  mm 

ii)  波 その も のの 動搖 と は無關 係に， ただ 1 波 づっ績 けて 測 

る と き， 同 じ も の を 】0 囘 づっ 測つ た 値の 平均 と, 各！ の 1 囘 

の 測 定 の 値 との 差，  士  0. り 07  mm 

iii)  實 際の 場合， 音波 を 1 波 づっ續 けて 測る と き， 音叉の 動揺 
を 誤差と 見れば，  士  0.02  mm 以 下 
或は 波長の 差  0.04  mm 以 下 

b)  錄音 機の 心棒の 中心からの ずれ  周期 （；， 7〜 ？ 

あさ 幅 0.02  mm  ？ 
こ れ は， し か し 非 常 に 不 確 實 である. 實 際の 場合 に は， も し 
必 要 あれ ば， 士  0.02  mm の 誤差の う ちに 含まれる. 

この 錄音 機での 波の 長さ と 高さ と の雙 曲線 的な 關係 

振動 數， ル' 波の 長さ， ん 

453.34 

w=  

I 

私 は 始 め に， S0〜 か ら 999〜 まで を 全部 計算して 1 册 
の 表 を 作って お い た. 一 例 を あ げ る. 


振 動 数 

波の 長さ 

差 

J  00 

4.53 

101 

4.49 

0.04 

200 

2.27 

201 

2.26 

0.01 

300 

1.511 

301 

1.500 

0.005 

400 

1.1333 

40】 

1.1305 

0.0U2S 

m 

0.755(5 

601 

0.7543 

0.0013 
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板 励 fc 
099 


波の 長さ 
0.45425 
0.45379 


き 


0.00046 


附 記 

A) グ ラフに ついて. —— 

私 は 以上 述べた や う な 手 繽 
を し て. 實 際の 昔 ゃ聲を コ ンパ 
ラターで 測 つた. そして その 

測定の 結果 を 私 は グ ラフに 書 
いた. この 事に ついて， ちょつ 

と 下の 事 を ことわって おく. 
そ して， これ は この tt 事の 全體 
の 基礎になる 考 でも ある. 

言葉 ゃ音樂 を 高さ の變化 と 
い ふ點 から だ け み れ ば, そ の 高さ は連續 的に 變 化する も ので あ 
る. 

こ れ は 振動す る ものが さ氣 であって, それ は 必 す 惰 性 を 持つ 
てゐ る. その やうな ものの 振動が 連續 して 變 化する とい ふ 寧 
は 容易に 考 へられる 事で ある. 

グラ フの 上の 意味 は 次の や う に考 へる. —— 今 音波の A と 13 
があって， A の 波の 長さが B の 波の 長さの 2 倍で ある とする. 

つまり 音波 は B で 完全に 1 才ク ター ヴ 上った とする. 波 は 一 
つの 量子で あつ て, 時 問 が 0 力- ら ti ま で, 或 は t, 力、 ら " ま で 經 過 
しなくて は 波 に な ら ない. その 事 で は 連續と い ふ 事は考 へら 
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れ た い. その 波長で 高さ を 計算し た 時 に は， 高 さ は 軸 の 上の 
—點で 表 はされ る. その 點を 便宜上 波長の 右の 端に 書く とす 
る. さう すると 私共 は A,  B の 二つの 波に 對 して 1ん P, の 二つ 
の點を 得る. 測定の 結果 得られる もの はこの 二つ だ けで ある. 
私 はこの 二つの 點を便 直上 線で つなぐ. つまり この 二つの 波 
は連續 して ゐ ると 考 へる. それ は 次の やうな 意味で ある. 

A.B の 波に X- 軸に 平行に 澤 山の 直線 を 引く. そ して 時 問が 
少し 經過 する に從 つて， 波の 對稱 の點か ら點 までの 長さ 一 第 
8 圖の a 力 1 ら し ま で, 或 は （'力、 ら d までの 長さ —— が, だ ん だ ん 
短く なって いって， B の 波の 左の 端に 來た 時に ちゃう ど その 長 

さが 半分になる. その 一つ 
ノ  X  —つの 波の 長さに 對 する 昔 

Z  の 高さ を y- 軸 の 上に とれ ば 

Pi^^  その 點は 1)1 力、 ら I リ まで 連お 1 

0  T,  T,  [1  t, する' 

も しその 一つ一つの 點カミ 

A  B 


完全に 實 際の もの を 現 はす 
とすれ ば， —— もちろ ん, 誤差 
が はいって その や う な 事 は 


到 底 あ り 得ない が, —— この 

と 點 と をつな ぐ 線 は どの やう な 形 になる カ^よ 第 2 編の や う 
にして きめる 事が 出來 る. 

以上の や う に, 娠動數 が 連 糠 して 變る とい ふ窜 は， この 仕事の 
基礎的な 觀 念で あ る. 
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CD 

力、 ォ して ゐる 


B) 音叉の 音波に ついて. 

a) 昔 叉の ili 動. 昔 叉 は 曲った 棒で ある. その 動の 形 は 

搾 の 狠 動 は 近 似 的 な 形で は數 學 的 に は 解 
そ れ は 明 か に 非 調 和 な 倍 昔 を 合む. 
音 を 含むなら ば， そ の 音波 も 非 調和な 倍 昔 
波が 基音に 對 して 非 調和 的な 倍 昔 を 含め 
を 持って 來る. 相 隣る 波 は 完全に かさな 

昔 叉 44()〜 の 二つの 相 隣る 波 を， 位相 を 30。 
長 を 測って み 
圖に 示す 通 り 


極めて 複雜 である. 

そして 
音叉が 非 調和な 倍 
を 合む であらう. 昔 
ば， そ の 昔 波. は ゆがみ 
り 合 はな い. また 黑 
づ つす らし て, そ の 波 
た. その 結果 は 第 9 
で あ る. 

つま り 音叉の 波 は 
つてね る. 或る 一つ 
だけ 測れば， こ の や う 
と 最小の 中の どれ 力、 
當る とい ふ だ け で あ 
の 波長 を 一 つづつ 測 
と 谷の あるの は當然 
その 波長に 最大の 場 
ろい ろの 山 と 谷が あ 
數に なって 連鑌 して 
が 全部 わ かった 時 が 


波長 


の 
な 

る. 

つ 
で 

所 
つ 

ゐ 
そ 


の 
位 
波 
つ 

て 
あ 
と 
て 
る 
の 


1.020 


やうに 曲 
相 で 1 度 
長の 最大 
が 偶然に 
音叉の 波 

グ ラフに 書 い て， あ の やうな ひどい 山 
る. 或る 一つの 波 は， く はしく 測れ ば， 
最 小 の 場所 が ある. その 問 に ま た い 
，そ れ が ま た 私 共の 知ら な い 時間の 函 
とい ふやうな ものである. その 狀態 
—つの 波の 波長の 全部が わかった 時 


(1) Trendelenburg  J  Handbuch  a.  Physik  〔し eiger  u.  ScheelJ .  S. 197. 
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である. 音叉の やうな ものの 波で も 一つの 波の 波長 は 一つの 
數 では 現 は されな い. それ は 非常に 複雜 な 曲線で な く て は 現 
は さ れ な い. 

この グラフ は 言 ふまで もな く 定性 的な ものである， 波の ゆ 
がみ を 起す 原因 はた だ 音叉の 音波の （^の 非 調和な 倍 昔 だ け だ 

と は 赏 は れ な い. 或は 前に 述べた よ り 以外の 何 か 原因の わ か 

(附 註參 照） 

ら ない 機械の 動搖 や, 或 は 現像の た めの フ ィ ル ムの膜 面の 伸縮 
など も考 へられる. しかし， その 原因 を一 つ 一つ 探し て， そ の 分 
量 を 測る 事 は 出來な い. /こ だ こ れ だ けの 波の ひ づ み を 悉く' そ 
んな 外的 な 原 因 に す る に は 及 ば な い. そんな 外的な 原因が 
一つ もな く と も, 音叉の 波 は 理論的に 或る 程度に ひづ まなくて 
は な らな いも の である. 

音叉です でに さ うで ある 力 、ら， 人の 聲の やうな 複雑な 波 では， 
その 1 波の 波長 を 現 はす 曲線 は 非常に 複雜な も のにな るで あ 
らう. 私 はこれ が 音波と いふ ものの 實 際の 性質で あると 思 ふ. 

私 共 は 多くの 音波に つい て， 本 篇の第 9 圖のゃ う な 波長の 曲 
線 を 一々 書く こと は 出來な い. また その 變 化の 多い 波長 を 平 
均して 一つの 波長に ならす こと も出來 ない. 實際 に 私 共 の 出 
來る こと は, 一 つの 波 を 或る 任意の 位相で た だ 1 度 測 る だ け で 
ある. それ は述續 して 變 化する この 】 波の 波長の 曲線の 中の 
或 る どこ 力 1 の 一 點 に 偶然に 出合 ふとい ふ だ けの ことで あ る. 
そして それ を假 に その 波の 長さと み なすと いふ だ け の 事で あ 
る. そして 私共 は その 波 の ゆ がみの 程度 を 知 る ことが 出來 な 
V  、 カュ ら, 假 に その 波の 長さ と 兑 な し た 数 に どれ だ けの 誤差 が あ 
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る 力、 も タ n る 

>- 

1 

は 出 來 な 

い. こ れが 私が こ の 化-事で 

あ- 

へた 昔 

の 高さ とい 

ふ 

乙 

と の： ほ 味 

で あ る. 

もし 音波 

を 

一 

ま づ つ 測 

つ て ，ル 常に そ 

の さに 動 搖 

が 

あると 

いふ 場合が 

あ 

れ 

ば， —— そ 

れが 私が 次 に 

述べる 聲の ，， 

し-: 

波 " で 

あ る. —— そ 

れ 

は 

こ の 測 つ 

た 位 相 の m で 

波の 形が そ れ 

ぞ れ 非 常 

に 不 規 則 に 

ゆ 

が 

んでゐ る 

と い 事 で あ 

る. 

も ち ろ ん, 

'こ 

れ 

で は 事 の 

眞 相の 一 部 分 

よ り し 力、 5<) カュ 

ら 

な い. 

し か し 測 定 

の 

力- 

法 として 

は， こ れょ り 他 

に は -)j 法 は な 

い. 

普通の 音 

波 

で 

は, そ の 波 

の ゆ が み， 從 つ 

て 測 る 場所に 

よ 

つての 

彼 長の 相違 

は: 

'さ 

う 非常に 

大きく はな い. 

, 私 共 は澤山 

の 

波 を こ 

の やう に し 

て 

測 

つ て 點 を 

求 め て， そ の 山 

と 谷との 多い 

グ 

ラフ を 

滑 か に ァ ゥ 

ス 

グ 

ライ ヘン 

した 線 を考へ 

て も， そ の 高さ 

は 

よ く 私 

共の 耳の 感 

覺 

に 

は 合 ふ. 

私 はこの や う 

な 方 法で 音の 

高 

さ を 測 

つて ゆく 事 

に 

し 

た. 

C) 音 

の 

向 

さ を 測る 

事に つい て. 

禾 _/、 のこの 

仕 

事 

は 音の 高 

さ を i 則 る こと 

で ある. そし 

て 

今 は 主 

に 人 （つ聲 を 

測 

ことで あ 

る. それで フ 

ィ ルムの 上の 

波の 何 

を 測れば い 

い 

力 1 

と \/、 』- こ 

と が 問題で あ 

る. 

私 は聲の 

波 

の 

見 か け の 

上 の 波 長 を 測 

つた. 今の 場 

n 

そ れ よ 

り ィ也 に ソゾ 法 

もよ 

な 

い. こ の 

私の 仕事で 高 

さと へ ば， み な 

見 か け 

の 上の 昔の 

高 

さ 

(1) 

である. 

(1) その 波 が フー リ "^級数で 表 はされ る やう な 倍^の fi?^ 造 を もつ 
と し て， そ の 倍 昔 の 外に ま だ 非 m 和 な 倍 昔 が あ つたと したら， その 基 昔 
の 周期と 見 か け の 上の 周期と は ど う 違 ふ 力" —— それに ついては， 附錄 
"フ 一 リ ェ級數 について" 5. 參 照. 
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し 力 i しこ の 事 は簡單 に， さ う 
い. 人間の 聲は 非常に 複雑な 
は 心 理學的 に は 差 昔 や 加 音と 
霄 葉の やうな 複雜な 構造 を 持 
え る 力、 は， よ ほ ど硏究 がい る. 
で あ る. 

私 はこの 小 篇 で， 特 に その や 
は 思 は な い. そ れ は 決して 簡 
で な レ、. 今の 場合 はた だ 次 の 
- ~~ 複合の 構造 を 持って ゐる 
かけの 上の 昔 波の 周期が きめ 

も し 心理的に さ うでない 場 
觀 的に 記述す る 單位 とい ふこ 
る. 心 理 的 の 研 究 は ま た 別 で 

私 は 高さ をき めて 哏を 唄 ふ 
'る ノ  く ス ゃゾ プランで ある. そ 
音の 周期 を 測れ ば， よ く その 髙 
である. こ の 測 り 力-は 常識的 

ので も ある と Ay、 ふ. 


，-っ 

てし ま はれな 

い 力、 

も 

しれな 

構 

を 持って ゐる. 

. ま 

た 

一方で 

い ふ 

やうな 現象が 

知 ら 

れ 

てゐ る. 

つ て 

ゐる音 が， 私 共 

の 耳 

に 

ど う 聞 

し 力、 

しそれ は 將 來 

の 大 

ぎ 

な 問 題 

う な 

心 理 的 な 問 題 

を 論 

じ 

ようと 

早 に 

一朝一夕 に 論 

じ ら 

れ 

る もの 

事 を 

假定 してお く 

だけ 

で 

あ る. 

昔 で 

も， 大抵の 場合: 

，そ の 

高 

さは 見 

る. 

合が 

あつたと して 

も， た 

だ 

聲を客 

と な 

ら ば, そ オ し で も 

十分 

味 力； あ 

め る. 

場合 

を錄 昔し た. 

西洋 

樂 

口  a  1— よ 

の や 

う な 場合に は, 

, 見 力、 

け 

の 上の 

さ に 

合 ふ 事 は 後に 

述 ベ 

づ 

と （ま 0 

で も 

あ る し， 相當事 

賞に 

も 

合 ふ も 
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內  容 


-      .V ポ ン 語の 發 音 について 

1〕 問題と 方法  39 

1)  問題： 二 ツボン 語 を 話す ときと 唄 ふとき の 聲の構 ilH- 

2)  方法 ： 研究の 方法に a) 顯微鏡 的， ミ クロス コピッ 
シュと b:' 望遠鏡 的, マ クロス コピッ シュと あ る. 
この 小 篇の方 法 は （h) で あ る 

2〕 人の 聲の 3 種の 波  41 

1)  a-^    41 

2)  b-^    42 

例. "ァ  一！ ス ィ！" （追分節， レ コ 一 ド） 

3)  C- 彼  •   43 

例. " 枕 はづし て "（同じ レコ— ド）  • 

3〕    1>- 波, C- 波 についての 二 三 の簡單 な觀察 45 

1)  a- 波の 高さと b- 波の 關係  45 

2)  a- 波の 强 さと b- 波の 關係  47 

3)  C- 波の 性質  48 

4)  b- 波， C- 波 と 耳の 感覺  48 

mm  49 

A)  レコードの 錄音 について  49 

B)  b- 波， C- 波の 原因の 推測  51 


注意： 私 は， もちろん， こ の 小 篇 で 述 ベ たやう な 順び で 仕事 を して 行 
つたわけ で は ない. こ れ は 敍 述 の 方法と して， それ を 整 现 し た だ' 
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けで ある. それで 讀者 諸君 も 目次に よって， 自分の 知ら う と 思 ふ 
事 だけ をモれ だ' け拔 いて 離して 讀ん でも 十分 わかる • そのため 
に は， こ の 本の 方々 の il 己述を 集めて-見る 事が 必要で あ る. 私 は な 
るべ く  丁寧に， モの ための 脚註 をつ けたつ も りで ある. 
あとの 7 篇の 記述 もみな 同じ ことで ある- 

私 は 村 料 に レコ— ドを 使った' それ は 誰でも 扱 はれる 材料 を 
扱って 見たかった からで ある. 讀者 諸君 は 同じ この 材料 を 扱つ 
て， この 私の 結果 を も う-一！^ 確め る 事が 出 來 る. 
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D 問題と 

方法 

>- 

の 

小 

km 

の 

問題 

と 方法 は 

次に 

述べる や 

うな もので あ 

ブ 
る 

れ ま 

で 

二 

、ソ 

ボ 

ン人 

の ^ 

は,： ftiC 

近 の 

電氣 的な 

研究の 方法で 

刀 i 

チ， 

0 

P し 

< 

硏 

究 

さ 

れた 

ム 
七 

し し 

そ の 

大體の 傾 

向 は， 母音 の 波 

の 

形 

を 

フ 一 

ェ 

の 

級 

數 に 

S を 開 

レ し 

そ の 

フォ ノレ マ 

ントを 求める 

と 

で 

あ つ 

た 

そ 

れ 

に は 

機 

ち 應 

用 さ 

れ た し， ま 

た數學 的に も 

nT 

哲 
界 

さ 

れた 

そ 

し 

て 

一 ッ 

ュ o     、  ノ 

ホ ン 

na の 

フ ォ 

ノレ マント 

の 性 質 は 相 當 

OH 

に 

な つ 

た 

それと 同時 

に 

ナ 

も 電 

氣 

的 

に 

錄 

音 さ 

れ 乙 

7t> の 

上 力、 

らはニ ッ 

ポン 語の 子音 

は 

相 

ほ 

識別 

さ 

れ 

る 

や 

ラ に 

な つ 

た. 

こ の 

やうな 事 

が， お そらく  二 

ッ 

ポ 

ン 

語が 

硏 

究 

さ 

れ 

た 主 

な 事 

で あ 

(1) 
ら う 

こ才 L  f よ 或る 

母 

の 

波 の 

形 

の 

つ 

だけ 

取つ 

て， そ 

れ を 

細 力、 く 研 

究 する ことで 

あ 

る 

こ の 

や 

ラ 

な 

研 

究 を 

，か り 

に ミ 

ク 口 

ス コピッ 

シュ と つて 

も 

間 

違 

ひ で 

は 

あ 

る 

ま 

い. 

令 

よ 

と 

す る 

と 

は 

> - 

， 

れ と 

は 多 

少趣 

を 異 

にして 居 

る. 私 は， みづ 

力、 

ら 

力、 

り に 

そ 

れ 

を 

マ 

ク 口 

ス コ 

シ ュ 

と 貢って 

お く  . 

私 は 母音の 

波 

を 

と ら 

な 

\ /ヽ 

そ 

の 母 昔の 

波 の 

構造 は わ かつ 

(1) 航空 研究所の 小幡 博士. 電 氣試驗 所の 高 橋, 山- 4^ 兩技師 . 東京 

帝 大生 理學敎 室の 橋 田 博士な ど. 外 國詰學 校の 千 葉 敎授. J1 研 の W 

口, 波 邊兩氏 な ど. 
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たものと 假定し て, そ の 多く の 波が どの やうに 綾いて 現 はれる 

かとい ふ 事 を 知 ら う と 思 ふ. つまり 或る 葉 を全體 として 觀 
察し. ようとす る ことで ある. 

一つの 波 をミ クロス コピッ シュ に硏究 しょ う と 思へ ば, そ の 
波 は相當 に 正 確 に 客觀 的な も の を 現 は して ゐな く て は な ら な 
い. それ は 結局 ミクロフ ォ ンゃ增 幅 器の 特性に 關係 する こ と 
であ る. 私共 は ま づ錄音 装置 を詳 し く 較正 しなくて はなら な 
い. その やう な 仕 事 は 非常に 困難で， この 報告 に は 到 底 間 に 合 
は な い. 私が この 小篇 でミク ス コピッ シュな 仕事 を 見限つ 
た の は， 全 く そのため である. この やうな 仕事 はすべ て 次の 機 
會 にゅづ つてお く. 

私 は 今 マ クロス コピッ シュ に， 二 ッ ポン語 を 或る 全體と して 
考へ てみ ようとして ゐる. そし て, そ の 全體の 高さと いふ こと 
だけに 着目しょう として ゐる. 音の 高さ はフ イノ レムの 上の 波 
の 長さ 力 1 らゎ 力、 る. 波の 長さに ついては， ミクロフ オン も增幅 
装置 も その 特性 を 或る 程度 以上に 較正す る 必^ はない. 機械 
の 性質 上， 聲の高 さ だけ は， 相當の 機械な らば 正しく 錄 昔出來 る. 
私 力;， この 仕事の 先づ 最初に， 聲の 高さ とい ふ 事 だ （十に ついて マ 
クロス コピッ シ ュ に 考 z\ てみ よ う と し た の は そ の た め である. 

この 事に ついて 必 耍 な 較正 は， ，， はしがき " の 屮 に 述べて お 
い た.  • 

こ れ か ら私は 二 ッ ボ ン 語 の 聲 の 性 質 について ク少の 觀察を 

fo^ みて み る . 


t^i 1 二    ノ ホ* ン clfj の 發 a- について 
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2〕 人の 聲の 3 氇 

の 波.  い ろ い ろ な 

場合の 聲を錄 音 して， 
そ ォしを コンパ ラター 
で 1 波づっ 測って， グ 
ラフに 書け ば， 大抵の 

場合に 次の やうな 3 
種の 波形 を 得る- 

a) その 聲の 高さ 
をき める 基礎の 波，— 
一た- と へば， 返事の,， ァ 
一" とい ふ聲な ら ば, そ 
の 母音，， JX  " の 波の 長 
さ. もし その，， ァ—" 
の聲が 全く 高低な し 
に 言 は れ たと するな 
ら ば, そ の ，，ァ 一" が 

グラ フの 上で は， y- 車 
にお 動數を 目盛る に 
して も， 或は 波の 長さ 
を 直接に 目盛る にし 
て も， それ は 時 問 を R 
盛った x-$ 由に 平行す 
る 直線に な る は す で 


T ク 仏、'' -' 

ノ述後 追分'' "11 つた 人 勝 太郞 （レ コート） 

ァー！ スィ！ スィ！ "の； \！ (1) はじま に ひ） おわり. 
，，ァ 一！'' 全 罎 の 長さ 大 55 1.3 秒, 波な し 
第 10 鬪 
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第 


11 


鬪 


あ 

る 

決 

して 咼 

低 

の 

め つ 

波 に は 

な 

ら 

な い. 

も 

し そ 

の，， ァ 

の 》 

が 時 問 

に 

從 

つ て 

變 化す 

る 

な 

ら ば 

その 變 

化 

の 

波が 

グ ラ フ 

に 

かれ 

スゎ 【+ 

ぺノ   k  メ 

で 

あ 

る. 

私 は こ 

の 波 を 

假 

に 

a- 波 

と 呼ん 

で 

お 

ぐ- 

0) 

を グ ラ 

フ 

に 

書け 

ば， a- 波 

直 

線で 

もな く， 

ネ 

よ 

た 

滑 か 

十- rifa 
lit!  /B^ 

で 

書 

カュれ 

ると い 

か 

樣 

た も 

ので も 

た 

い 

の 他 に 

(2) 

ま 

だ 

澤 山 

の動搖 

(1)  この 波長の グラフ 力 、ら では 高さの 觀念が 出に くい. ^  3 絹 の 

，，二 ツボン 語の niU こついて. モの 2  " の 高 さに 甞き な ほ し た グ ラフ. 參 
照. こ れ は， し 力、 し b- 波 をれ 略した. 

ま た b- 波 の ；ぼ 味に つ い て は， 附錄， 1 編， "フー リヱ 級數に ついて" 

の 中の ，，波の 模 ぉリ. " 參 m- 

(2)  ，， は し が き " li'- 义 の さの グラ フ"^  m- 


1 m    ニッ ボ ン 語の 發 ャ;- について 
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の やうな ものが はいって 來る. そ の 動 ^tf^ の 一 つ を ；^ゾ、 は カ1 り に 
b- 波 と 呼んで お く. 

，， 動搖" と い ふ 言葉 の 意 味 は 次の と ほ り で あ る. —— まづ音 
波の 列 を その 昔 波 自身の X- 軸 と:' 思 はれる 昔 溝の 線に 平行な 一 


直線で 切 

つて 見る. さう す 

る 

と: 

，そ の 

直 線 の 切 つ た 點, つ ま り そ 

の 位相で 

は， 音波 は 非常に ゆ 

が 

ん 

で ゐ 

る. し-波 と 私の つた の 

は， この 波 

の ゆがみ を 意味す 

る. 

も ち 

ろん 位相が 違へば， この ゆ 

がみの 程 

度 はみ な 違 ふで あ 

ら 

ラ . 

. た 

だ, ゆ がんで ゐる と い ふ 事 

實 だ け は 

明 かで ある. この 

ゆが 

み の 

全 體の形 を 知る に は， あ ら 

ゆる 波 を 

相 當 澤 山な 位相で 

測 

る 

必要 

が ある. それ は 不可能な 

事で ある. 

. 私の 言 ふ h- 波の 

グ 

ラ 

フ は, 

, ただ 一種の 定性 的な もの 

で あ る. 

b- 波 は 

波の ゆがみで あ る 

力、 

ら: 

，そ れ 

を 高さに 換算す るの は 問 

違 ひと も 

思 はれる. し 力、 し 

さ 

ラ 

しな 

くて は 本當の 高さの 曲線 

は 得られ 

な い. 

b- 波が 

實在 する もので あ 

る 

か, 或は 

測定の 誤差で ある か, 或 は 

機械の 振 

動で ある 力:^ とい ふ 

と は， ま 

づ考 へられな く て は な ら 

な い 問 題 

である. そのため 

に 

そ 私 は 初めに 昔 叉 を 測 定 して 

おいた. そして 昔 叉の 性質が 十 分 わから な い 問 は， 波 長の 動搖 
を 全部 誤差と 見た. それ 以上に まだ 動搖 があるなら ば, それ は 
聲に その やうな 動搖が あると 思 ふよ り 他に 解 釋の途 はな い. 
私 は 卜 波 は 聲に實 在す る ものである と 思 ふ. 

C) 聲は た だ I い 波 だ け で なく， この 小 さい 波 を 乘 せな が ら， さ 
らに 大きく 波 をう つて ゐる. 私 は 力、 りに これ を C- 波 と 呼んで 


44 


^ 1 編 二 ッ ボ ン 語の 發音 について- 


お く 


れは 


は し 力; き" に述 ベ た 心棒の まがりの 波 に 似 て 

ゐ る 力' 八 し カュ し 


越後 追 分" 唄った 人 勝 太郎 

--, 枕 はつ' し'' 0 

(b -波？  U0~'.')    (•— 波 10~( らな 


まづ 第一に そ 
の大 さの 程度 

カミ^  { こ 3^ 
周期 も 違 ふ. 
私 は C- 波 も 聲 
に實 在す る も 
ので ある と 思 
ふ. その 大き 
な 場合 は 注意 
す れ ば， 聲 の 動 
搖と して 斗に 

も 感じら れる. 

(1) 

以上の 例 は 
,, は し 力； き " 
に 音叉 を 測 定 
し た グラフと 
同じ H 盛で か 
いて ある 力"）， 


(1) ここに は あげた 波長の グラフ を 高さに 改めた グラフ は笫 5 編 
"二 ツボン 語の 吸に ついて. モの 2  " に あ げ た. 時間軸 をち ち' め， b- 
波 をお 略した. 

そ の 他.' 附 錄 の 1— 〜- i^i のメ  0 ディの グラフ；^  ゾ プラン 0.-T. の 例 で 
大きな C- 波 が ii られ る. 


tjS 1 m    二 ッ ホ' ン ,i& の發； やにつ いて 
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それ を 比較 すれ ば， こ の 1)- 波, C- 波 は 昔 叉の 場合 で 考 へた！^ 差 で 
な い こ と は わ 力 、るで あ ら う . 

以上 あげ た 例 は た だ b- 波， C- 波 の 實在を 示す た め に グ ラフ を 

一波 づ つの 波長 そのもので かいた. し 力 、しそれ では 多く の 場 
合 高さの 觀 念が 出 な い. それで こ の や: に 示 したよ り 他の グ ラ 
フは 高さ で 書い た. 

3〕    b- 波， C- 波に ついての 二三の 觀察. —— b- 波の 性質に つい 

て は， 今 のと ころ 明瞭に 何 も わかって ゐ ない. それ は 波長の 羌 
(1) 

が 0.04  mm 以上の も の だ け をと つ て, そ れ 以下 は 全部 わか ら な 
いものと して 捨てた か ら である. 音叉の 性質が もう 少し 明瞭 
に わ カュ ら な い 問 は， 今 のと ころ これ 以上に は 何と も し か た ない. 
も しそれ が 少しで も わかるなら ば, b- 波 も， も 少し 詳しく 觀察出 
來 る. 

h- 波 と い ふ の は， そ の やうに 名 をつ けた だ け で， もちろん 實 際 
の 波で は な い. た だ ；ぃ波 の 一つ一つの 波長の 差 を 或る --位相 
で 測 つて グラ フに 書け ば 波形になる とい ふだけ である. し 波 
の 性質 と い ふこと は a- 波 に どの やうな 波長の 差， 或 は 波形の ゆ 
がみが ある 力 1 とい ふ 事で ある. し 力、 し, そ れ に はさら に觀 察が 
い る. 

1 ) a- 波 の 高さと 1)- 波 の關 係. この やうな 事 はま だ 十 分 わ 


(1) 私 はこの 事 は 非 常 に な 方法で あらう と 思 ふ. 臆 f お す ぎ る 

かもしれ ない. さう しな けれ ば な ら ぬ fll は 誠に 簿弱 であ る. 私 は 
本' 燊* は ，， は しがき" で 述べた コ ンパ ラタ-の 測定の 1) (^差 だ け を 考 慮 
す れ ば い い と 思 ふ. 
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かって ゐ な い. ただこれ まで 集め た 例 力 A ら 想像され る こと は, 
次の 一つで あ る. 

1>- 波 は a- 波に 關 係が あ る. a- 波の 波長が 短 か く なれば ,1)- 波 
は 小 さくなる. a- 波の 波長が 大 き な 時 は, そ の 波長の 差 も 大き 
い. 

前 に あげた カツ タ n —  の ，，追分ぶ し" の 場合で も，， 船底の'' 
の あ た り ，つ ま り f' 力、 ら a'b の あ た り で は， b- 波 が澤山 ある. し 
力、 し， ，，枕 は づし" の "si" の あ た り， つ ま り （Tb あ た り で は， b- 
波 は ほとんど な い. 

この 事 は 同 じ 人が いろいろの 高さで 唄 を 唄 ふや う な 場合に 

明瞭に わかる， 次に その 一例 を擧 げ る. C- 波 と 同時に グ ラ フ 


m 13 圔 


^ 1 編 二 ッ ボンき！^の發ば-にっぃて  47 

(1) 

に 書く. 

唄 つ た 人， T.-Z. オダ ワラ で 尘 れ, 幼 時 は 口 シ ァ， 20 年 以上 ト 一 
キ 3 —  に 住 む. ウエノ 音 樂學校 を 出 た バ リ トン- lift ひ 方 は も 
ち ろ ん， 西洋風で あ る. 

二 ッ ボ ンの 唄で は C- 波 は 完全な 形で は， め つたに 見られ ない. 
前に あげた カツ タローの 聲 は そ の 一 例 では ある が, 全 體の昔 域 
を 通じ て， あ の やうな C- 波 が ある わ け で は な い. こ こ で は, た だ 
b- 波 と C- 波 とい ふ 事 だけに 着目す る. 

言葉の 場合に は a- 波の 高さが 非常に 速 く 瞬 問 的に 變る. 1)- 
波 は 非常に 不明瞭になる. この場合の b- 波の 性質 は まだよ く 
わかって ゐ ない. 多くの場合 に は 唄の 時 ほ ど b- 波 は 大きくな 
い. 大 抵 は 0.04mni の 中にはい つて しま ふ 事が 多い. 

喷の 場合と 言葉の 場合で は b- 波の 性質に 多少の 相違が ある 
かもしれ ない. し 力 、しその やうな 測 定は, 測定の 誤差の こ と が 
も う 少し 明瞭に わかって 力 ^ らのこ とで ある. 

2  )  b- 波 と LI- 波 の强 さの 關 係. 1)- 波 は， a- 波 の 高さ と は 或る 
關係は ある ら しい 力;， a- 波 の强さ と も 何等かの 關 係が あるで あ 
らう 力、 この 事 は 高さより も， な ほ む づカ、 しい. a- 波 の 强さを 
測る こと それ 自身が すでに 困難で ある. ただ 想像 で は a- 波が 
强く なれ ば b- 波 も 大きくなる やうに 思 ふ. 一例と して は 前 に 
あげた カツ タローの，， 追分 節 "の，， ァ 一に' の 部分な ど さ うで 
ある. 終りに なって 聲が强 くなる と， b- 波 も 大き くなる. 


(1) グラフの 笫 3，  f'# の あたり は， こ の 目盛で は b- 波 は 書かれ な レ、. 
C- 波 だ け を 書く. 


48 


第 1 編 二 ッホ。 ン 詰の 發音 について 


3)      C- 波の 性 

質. 

. C- 

波 は 

a- 波 と は 性質が 違 ふや 

つ 

である. 

こォ L は a- 波 の 高 

さ 

と は 

深 く 

關 係して ゐ な い ら し い. 

その 點で 

b- 波 と 性質が 違 

ふ 

や う 

に 見 

え る. 

a- 波が 低い と 

> - 

ろ で 

測つ 

た C- 波 も， a- 波 の 高い と 

ろ で 測 つ 

た C- 波 も あまり 

違 

は な 

レヽ. 

乙 の C- 波 は 聲 

の 

ヴ ィ 

ブ ラ 

一 ト と は 言 はれな い. 

力 1 

な り 注 意 

>           曰 曰 は 'ぶ、 >  、、 

して 聞け は， 聲カ、 

動 

+ク ) 

m し 

c ゐ 

o と ."gx  ^S^ 力 ^  71 

V 

つ、' =7 
イノ フ— 

ト と は 聞 え な い. 

波 は 聲が長 

< 

つ づ 

く 唄 

で な くて は 見 ら れ な い. 

首 葉の 場 

合 は C- 波に 相當 

す 

る 大 

き な 

波 は ある 力;， し 力、 しその 

周 

期が あ る 

ほ ど そ の狀 態が 

つ 

づか 

な い 

か ら, 何 とも 判斷 する こ 

と 

が 出來な 

事實の 記載と して は， 今 は これ 以上の こと は出來 ない. 機械 

の 設備が 新しく 改良 さ れて, 測定が も 少 し 精密に なれば, b- 波 も 
C- 波 も 定量 的に その 性質 は も少 し よ く わかって 來る であら う. 
今 は 人の 聲の 動き 方に は "-波 の 外 に， し-波， C- 波 の 二つが ある と 
いふ こ と を 定性 的に 報 吿 する だけで ある. 

4) し-波， C- 波 と 耳の 感覺. 耳 は 昔 波の 波長 を 直接に 感じな 
い. そ れ で 時 問 を 割った もの を 感じる. これが 耳の 感覺 の特 
殊 なと ころで ある. そ れ で グ ラ フを 書く に， 波 長の グラフ を 書 
い た の で は， そ の 音 を 問 い た 時 の 感 覺 は わ 力、 ら な い. 必 す 高さ 
に 換算して 寄 か な く て は な ら な い. 高さに 換算す れ ば 1、- 波 の 
樣子は 直接に 波長 を みるのと は 大分 樣 子が 遠って 來る. C- 波 
は ほ と ん ど 平 た く  ，わ 力、 h なくなって しま ふ. し 力 ^ しこ れ が 斗 
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の/^ 覺の 

有様 

力、 も しれ な い. 

ー體で 

私共 

は （'- 波 や h- ま を それ 自身と 

し て 

は •tr に 感 じ ない. 

し 力、 し, 

プ  > 

セ b 

ノ        つ 丄， ュ、、 rC/     -IK 1 、- ^5*      T         )  rJ^- 

、 そォし 力、 T ム 共力、 聲と して 感 

じ る 

も の の If  Ik に な 

つて ゐる 

も の 

で あらう. 1>- 波 や C- 波 の な 

ぃ聲 

とい ふ もの を 私 

共 は經驗 

した 

こ と 力;' な V- 力、 ら 力、 ら な V ヽ 

が, つ 

ま り それが 人の 

^を 聲ら 

し く 

感じさせる 要素で あら う と 

思 ふ 

附 記 

A) 

レ U 

一 ドの錄 音に ついて. —— こ 

の /J、 

篇 に は カツ タロ 

—の レゴ 

― ド 

の 音樂を 例 に した. それ に 

つ い 

て は 多少の 注意 

カミ V ヽ る. 

囘轉數 

レ 

コー ドの 音の 高さ は 囘轉數 

で き 

ま る. 私 は 都合 

で 7(; 囘 轉 

ぐ ら 

ゐ に して 錄 音した. 實 際の 

音 は 

78 囘轉の 時で あ 

る か ら， こ 

こ に 

か い た 昔 は そ の 割 合 だ け 低 

い. 

しかし 私 は 四 捨 

五 入の た 

め の 

誤差 を さ け， わ ざ わ ざ 計算 し 

な ほ 

す こと をし なか 

つ た. 

針の 雜 

frft 

レコー ドの 音に は 食 トの雜 音 

は つ 

き も ので ある. 

ここ { こ あ 

げ た 

b- 波 は 針の 雜音 では な い か 

と い 

ふ 疑問 は 起る で 

あらう. 

し 力、 

しこの し 波 を 針の 雜音か ら 

だ け 

で說 明す る こ と 

は む づか 

し い 

. 例 へ ば 初めの 力:^ け聲， ，，ァ  一！ 

" のと ころ で， 初 

めの 聲が 

低 く 

て ^ い 問 は 1 い 波の 振 幅 が 小 

さ く 

て， 終 り に 聲 が 强 

くなる と 

乙 ろ 

で し 波 の 振幅 も增 す. この やう 

な こと は 針の 雜 

音 の 性 質 

と は 

思 は れ な い. 

ま た 1)- 波 のない ところ も ある. 例へば 文句の 初めの "ザ; j 底" 
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と い ふところで na. の 母 昔 a で聲 は大體 三度の 音程 だけ 上る. 
b- 波 と 見える ものが 針の 雜音 であると するならば， ここに もな 
く て は な らぬ はすで あ る. しか し， そ こに はそんな もの は 見ら 
れ な い. 

(1) 

また 私 は 針の 雜昔だ け を 測 定 してみ た. レコードの 針の 昔 
は, そ れ だけで 十分 專門 家の 研究の 目的になる ものである. 私 
は 今 それ を 論じ よ う と は 言 は な い. ただ それ が b- 波 に對 して 
どの ぐ らゐの も ので ある 力、， その 大體の 析を知 り た い だ け で あ 
る. 私 は 針 音 だけ も 錄音 した し, 又, こ の レコ— ド の錄 音の フ ィ 
ル ム か ら， 聲が なくて 針 音 だ け ある 部分 も 調べて みた. その 長 
さ は 7cm ぐら ゐづ っ處々 を 見た. その 測定の 結果 は 下の 通り 
で あ る. 

1)  針が 溝の 大きな 疵か何 か を 飛び越す 時ら しく， 大きな 深 
い 波が 突然に 出る 事が ある. し 力、 しその やうな 場合 は 極めて 
稀で ある. そして 一見して わかる. 

2)  針の 雜 昔の 振幅 は 非 常 に 小 さ い. それ は 寫眞で 示 す と 
ほ り である.  ' 

その 高さ は， ところどころで 相當違 ふ. 今 或る ー處の 7cm の 
m だ け 測 つてみ た 結; 5^ で は, 波 長 を 高さに 直して 
最高  54r>2〜 
最低  1S21〜 


(1) 新しい レコー f では 相 常 感)^ を あげない と 測 定出來 る やう に 
錄昔 する こと は む づ かし レ、. ここに あ げ た 例 は 少 く も 100  U  C ら ゐ 
使った レコー ド である. 斩 しい レコー ド はま だ雜 音 が 少 し 、- 
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7cin の 問 の 全體の 平均 お: 化〜 
場所 を換 へ, 測 ^する 長さ を換 へたら， もち ろ ん この 數 字 は 變 
る. しかし 大體の 數 字 の 桁の 見 當 はこれ でつく. 


レコード の $ト 

•1- 


■ —ム 


勝 太郎の ，，追 
分ぶ し"， ，，ァ 

—！ スィ' 'の 

„a!" 


— > 


針 音の 方 は少く も ]00 间く らゐ 使った 古 レコー ド、 力、 ら. 

のく ら ゐに錄 昔す る 感度で は， 新しい レコー ド 力、 ら で は こ 
音の 昔 波 は 得に くい. 勝 太 郎の聲 の 方 は 新しい レコ— ド 
昔 し た. 

笫  14  圖 

これ は 人の 聲の 高さと はかなり 力" ナ 離れて ゐる. 非常に 細 
かな 事, た と へば 子音の 波形 を 定量 的に 分析す ると いふ やうな 
事に 互り さへ しなかったなら ば， 今 ここで 私の 試みた 觀 察の 程 
度ぐ らゐの 事であった ならば, レコ— ド からの 錄音 でも 或る 程 
度 に は 問 に 合 ふと 思 ふ. 

次に 蓄昔 器の 囘轉 盤の 囘轉に は， もちろん 完全に むらがない 

と は 首 はれない. し 力、 しそれ は 1 秒に 1 囘， 或 は 2,  3 囘く らゐ 

の 不同で ある. 今 この 觀 察に は 問題 に な ら な い. 

(1) 

B)     b- 波， C- 波 の 原因の 推測. —— a- 波 力； この やうに 動搖す 

ると いふ こと は， 容易に 考 へられる. 聲は發 音體が ピアノの や 

(1) 附 錄， 笫 1 編 ，，フー リ ヱ 級数に ついて" の 中の "波の 模型" の 
と ころ を參 照. 


こ^ 錄 

を な ら 

聲んか 
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うな 樂 器と 違つ て, 相 當複雜 して ゐ る' その 材料 は 来 かな 筋肉 
の やうな ものである. 聲を 出す ために は， そ の 筋肉の いろ い ろ 
の 部分が いろいろに 振動す るで あら う- 

聲帶の 振動 は， も ち ろん a- 波 を 作る であらう • しかし 聲帶だ 
けが 獨 立に 报 動す ると は考 へられない- それ を 支へ る 筋肉 も 
振動す るで あらう. 殊に 聲帶の llj^ 動 數の變 るた め に は, そ の 緊 
張の 度が 變らな く て はな ら な レ、. そのために は 聲帶を 支へ る 
筋肉が 相當 動く であらう. それが 聲帶 から 出る a- 波に 影響す 
るの 力； b- 波 で は ある ま い 力、 

この やうな 發音體 の全體 もまた 振動す るで あらう. それが 
C- 波で は ある ま い 力、. 

私 はこの 事 を 紙の 上の 模型に 置き 替 へて 考 へて みる' 
圖 の； I は 膜で ある. そして その 振動 
力； a- 波 を 作る とする. し， 1/ は 肉 製の 棒 
である. そして a を 支へ てゐ ると する. 
この 棒 は 1  >， 1/ の處 でと めて ある とする. 
a の 膜 を 緊張 させた り， ゆる め たりす る 
た め に， 棒 1), 1/ も 動 する. それ 力； b- 波 である. 

この 模型 全體 がまた ゆる や か に 動す るで あらう. それ が 
C- 波 で あ る. 

も しこの 模型が 或る 程度まで 物 を簡單 化して 象徴して ゐる 

とするな ら ば， し-波 の 报 動 數 を 知 れ ば， 發 音 體の材 料 の 性 5rt を 多 

少知 る ことが 出來 る. 

今し， レ' を 棒と 假定 し す こ. 棒 の 動 數は 次の 式 で 表 はさ れ る. 


第 15 圔 
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/； は その 棒 を 作る 物 '貝の ヤン グ 率， P は その 密度，/ は 長さ， r 
は 巾 立 M 、と 橫斷 面 との 交 は り に 對 す る橫斷 面の 囘 轉 半徑， を 
定數 とする. そして こ の 場 ft^ に は 倍 昔 は ない とす る. 报動 齩 

71. は 下の 式で 表 は される. 

れ=— — cV  一  I 一お- 
お I"  -  P 

こ の 式 の 中で 私共 は P の 値 を大體 想像 する ことが 出來 る. 
それで ぶの やうな もの をなる ベく 解剖 學 J: 力、 ら實 際の ものに 
近い やうに 想 像 するなら ば， r や！ の やうな カ學 的の 數 T- も 大 
體の析 力； きまる であら う. さ うする と 或る 種類の 聲は， この や 
うな 紙上の カ學 的な 模型で 考 へて 見られる とい ふ 便利が ある. 
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この 篇 では グラフ は b- 波 を 大體ァ ウス グ ライへ ンし たもの を あ 
げ た. 複雑な b- 波 を それぞれの 場合に 測 定 した まま 印 刷 する こと 
は 闲 難 である. 

笫 25 圔の さ！ の グ ラ フ の 點 線 は 波の 振幅 を 試 み に 測って 見た も 
ので ある. これ は 波形が 大體 同じ やうで あるか ら， そ の 振幅 は， よ し 
定量 的で ない に しても， モの强 さ と 何 かの 定性 的な 關係 が ない と も 
言 はれない. ただ、, ほんの 試みで ある. この や う な 振幅の 曲線 は ，笫 
5 編，， ，二 ツボン 語の I1R につ レ、 て. その 2  " にも ある. 參照. 

私 は 言葉の 高さの ァクセ ント と强 さの ァク セン ト と は， お そ ら く 
大體で 平行す る もので あら う と 思 ふ.  ' 


簡單 なニッ ボン 語の 語調の 三つの 型に ついて 

二 ッ ボ ンの 民讅が どんな 性質 を 持って ゐる か を 知 る た め に 
は， そ の 基本的な 材料で ある 二 ッ ボン 語が どんな 性質 を 持って 
ゐる 力、 を 知らなくて は な ら な い. し 力、 し 二 ツボン 語の 性質 を 
全面的に 研究し よ う と 思へば, それ だ け で す で に 非 常 な大 仕事 
である. この 小篇で は, そ の やうな 仕事 を 試みよ う とする ので 
は ない. ただ 二 ツボンの 民謠の 性 質 を 理解す る に 必 要な だけ 
二 ッ ボ ン 語の 性質に つ い て考 へて みよ う とする ので ある. 

1 ) 二 ッポン 語に ついて, どの やうな 事が まだ 十分 あかって 

ゐ な い 力、 —— 二 ッ ボン 語の 研究 は 昔 力、 らいろ いろの 人の 手で 
試みられた. そして そ の 物理的な 細かい 構造' と， 二 ッ ボン 語 を 
大 き く みた 文法 や  >  語法 や, 文章論の や うな もの も, いづれ も相當 
細 力、 く 知れて ゐる. 殊に 最近 ミクロフ オンと ォスチ ログ ラフ 
の 方法で 昔 響 は 非 常に 明瞭 に 記錄 される やうに なつ た. そ し 
て その 記錄 から， 二 ッ ボン 語の 母音が どの やうな 構造 を 持って 
ゐ るかと いふ 事 は か な り 明 か に た. おそらく 近いうちに 
この やうな 方法 で， 子 音の 構造 さへ も 明 力、 にされ るで あら う. 

私 はこの 小篇で その やうな 仕事 を しょ う と は 思 は な い. ま 
た 言 ふまで もな く， 文章 や 語法な どに ついても 何も 仕事 を しょ 
うと は 思 はない. 私が この 小 篇で考 へて みょうと する こと は， 
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の 極めて 細かい 物 

理 

的な 

硏 

究 

と: 

ッ 小-^ 

55： 

を 

全體 

レ 

し て 

み 

た 文法 や 語法の 硏究 

の 

中 問 

に 

あ 

る 

や 

う な も 

の 

で 

あ る. 

そ れ 

は 

今 

まで まだ あま り 多 

< 

記述 

さ 

れ 

な 

力、 

つ た や 

ラ 

で 

あ る. 

し 力 ^ 

し 

ッ ボンの 民 謠 の '1^ 

ね 

す ノ  A-n 
ど 夭卩 

マ、 
る 

/こ 

>/、 

ん— 

は'' 乂、  3 

ま 

'ン 

夭 B つ 

-7" 

し 

お 7 ハ 

十， 

ぐ 

て はな らぬ 事で あ 

る. 

ボ 

ン 

の 

民謠, 或 

は 

■v ボ 

ン 

の 音 

樂 

が 

二    、ソ ボン 語 を 基礎 

と 

して 

作 

り 

上 

げ 

ら れ て 

ゐ 

る 

以上 

に' 

, そ の 

序 

きん 
pffB 

と して は必 すま づ 

そ 

の 言 

葉 

の 

或 

る 

性 質 を 

知 

つ 

て 置 

力 i 

な く 

て 

は 

な ら な い. そ れ は 

ッ ホ 

ン 

の 

調と い 

ふ 

事 

で あ 

な . 

2) 語調と は 何て ある 力5. —— 語 

調 と 

い ふ 

事 を 初 

め 

力、 ら 

定 

義 

する こと は む づ 力、 しい. この 仕事 

が 進 

む に 

從 つて, 

ュゃ 

'た 

ん た 

ん 

そ 

の 性 質 が わ か つ て， 最 後 に その 定 義 

は 下 

さ れ 

るで あ 

ら 

ラ. 

この 小篇 で は 私 は 語 調と いふ こ 

と を 

極 め 

て大體 

な 

^ レ 

に 

考 

へて， まづ 仕事に 着手し よ う と 思 ふ. 

下 

に そ 

の大體 

の 

事 を 

述 

ベ 

て 置く.  ' 

二 ッ ポン語 を 三つの 場合に 分 け 

る. その- 

一 つ は， 

a) 

話す 

八 

である. ，，今日 わ"， ，， お はよう ご ざ 

い  ま 

—レ •< 
3  ， 

或 は ，， 

左 

樣な 

ら 

な どい ふやうな もの で あ る. 

そ の 第二 は， b) 讓む 場合で あ る. 

そ れ 

は ま 

た 二 つ 

に 

分け 

ら 

れ 

る . 1) ■/- 數 の 制 限， 或 は 規 則 の ある 

場 介 

で あ 

つ . こ 

の 

字數 

の 

制 

限 や 规 m そのものの 性質 を 研究す 

と は, 

'七 れ は 

ま 

た 別 

の 

仕 

事で ある. 今 はこの 制 限 や 規 則 は 

動か 

さ れ 

な い も 

の 

と し 

て 

お 

く.  2) その やうな 制 限 ゃ規 則 の な 

い 場 

八 -rr- 
" し 

め " • 

つ 

ま り 

の 

は 七 五 調, 或 は 七 七 調 とい ふやうな 龍 文 

を譜む 場合 

で 

め 0  . 

後 

'Ai  2  fitliyt な 二 ッ ポ ン]1?1の;;?[>11^1のニっの^にっレ、て 
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の は 新 聞， 雜 誌， 或 は 本の 散文 を 凍む 場 介で ある. 

そ の 第 三 は （0  二 ッポン 語 を哏ふ 場合で ある. 今 私の 題目で 
ある 民 謠 は， もちろん その 完全 な 例 である. 

この 二つの 區 別の 中 で， 第 三 の i|U つた 場合 は, 一 つ一 つの 昔に 

高さが あつ て， 聲 の 上り 下 り が 明瞭に わかる. その上り 下り や 

一つ一つの 音の 長さ 短 さ の關係 は， それ を： Ef できいた だけで も， 
その 大體 を樂 譜 に 寄き あら はすこ とが 出來 る. し か し 前 の 二 
つ は 耳 で 聞 い た だ け で は， 一 つ 一つの 昔の 長さ 短 さ の關係 も， 高 
さの 移り 變り も， 少しも わ カュ ら な い. し 力、 し ，わ 力:^ らな いと い ふ 
だけで, 吸 の 場合 と 同じ やう に, 高さ の變 化が ある 事 は必す ある. 

例 へ ば ，，今晩 わ" と 首った 時 に は, If で 聞いても 大體 ，，こん " 
とい ふと ころで だんだん 高く なって，，， ば ん わ " で 聲 は だんだ 

ん 低くなる. ではた だ そ れ だけ 以上に わから な い. その 高 

さの 移り 變りを 耳で 聞き わけて， それ を 樂譜に 書く とい ふ 事 は 
出來な い. 

この やうな 型の 聲の 上り下り は, 話 す 場合に も讀む 場合に も 
必 す ある. 

或る 文句 を讀ん だと きの 語調 は, そ の 文句 を 唄った ときの メ 
口 ディと 何 か の 關 係 が あるで あらう 力、 同じ 二 ツボン 語 で， 同 

じ 文 Zpj を讀む 場 合と！！！ ふ 場合と に は 何 か の 關 係が あるで あら 
う とい ふ 事 は 常 識 力、 ら で も 考 へ られ る. 

こ の 小 篇 で は， ま づ この 語調 を 記述して み て， だ ん だん と 語調 
と 唄の メ  口 ディ の 關係を 明かに する 端 緖 を 得 た い と 思 ふ. 

語調の 記述の 方 法 は， レ、 ろい ろな ー苗- 葉 を ミクロ フ ォ ンの 前 で 
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言って 

見て, 

, そ れ 

を錄 音し て, そ し 

て 

そ 

れ 

を 測定す る 事 で 

あ る. 

ミ ク 

口 フ 

ォ ン 

の 前で 物 を 言 ふ 

事 

は: 

，よ 

ほど 練習し な い 

と， 口 調 

が改 ま 

つ て: 

，平常 

の 言葉の ま まで 

な 

< 

な 

る. 私は錄 音の 

仕事の 

BIJ に， こ 

の點 

に は 

十 分注 意した つ 

も 

り 

で 

あ る. 

3) 

二 ッ 

ポ ン 

語に は, どれ だけ 

の 

f 五 

調 

の 型が ある 力 V 

まづそ 

の簡單 

な 場 

合に 

つ い て. —— 二 ッ 

ボ 

ン 

は， そ の 使 はれ 方 

で大體 

三つに 

分け 

ら れ 

る とい ふ 事 を 前 

に 

逃 

ベ 

た. 私 は その 代 

表 的な 

1^ リ 2_  V- 

il ん 

べし /J"* 

り 

っバハ 目 T  Ub 
ソ ノ-ノ  ^Tdi し ュ 

つ 
ソ 

> 
し 

ノ じ、 

^ '-'       て レレ an  J 

^    C  UK 

む 事 が: 

，唄 ふ 

事に 

何 力、 の關係 力； あ 

る 

力、 

を 

だんだんに 考へ 

て ゆ 力、 

ラ と 思 

ふ. 

も ち 

ろ ん, 

, こ の 

小 篇 で は 問 題 を 

た 

だ 

高 

さの 變 化と いふ 

事に か 

ぎ る. 

他 の 

香 纏 

的な 性質 は ま た 

別 

の 

場 

合に 考 へる. 

(A) 語調の 意味の 十分 現 はれ な い 言 葉. 
a) 不用意に, 意味な く發 昔され た 母音. 言葉の 中で 一番 簡 
單な もの は， お そらく    ，，ァ "或 は ， ，ィ" とい ふやうな 母音 を 一 
っ發 音す る 事で あらう.  . 


その 例と して 私 は ックダ 島の，， 盆 踊" を擧げ る. それ は 下 
の やうに P ヌ は； a る. 

, ，ェ. 踊れ 人々. ェ. 供養の ためち' ゃェ. 五穀み のり 
て, 大 風 もな し '…- " 
この場合に，， 踊れ 人々" から は, 十 分な P ヌ である が ，初 めの" ェ" 
だ け は 昔 樂 的な 音程と しての 高さ は 決して if できいて は わ か 

ら な い し, ま た 唄 ふ 人 も ,nA としてよりも ，た だ 習慣 的 に, 本 常 の 唄 
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第  16  圔 


を 唄 ふ 前に, ただ 全 く 不用意に その 母音 を 一つ 發音 する だけで 

ある. これ は 唄で なく， ただ 一つの 母 昔の 發 音と 考 へられる も 
(1) 

の だと 思 ふ. 

b) ，，ァ 'ィ' ゥ 'ェ' ォ." 次に 簡單 なの は， 或る人が， ，ァ' ィ 'ゥ 'ェ' ォ" 
と發 音した 場合で ある. この 時 は， 前 のと は 多 少違 ふ' ，， ァ' ィ' 
ゥ' ェ 'ォ" とい ふ ものの 一つの 全體を 形づくって ゐる* それで 
一つ一つの 母音 は， 或 る 全體の ものの 一部分と しての 意味 を 持 
つて ゐる. そ れで發 音す る 人 も， 知 ら す識ら すその 5 音 を 同じ 
似た やうな 形で 言 は う とする 傾向が ある 力、 も 知れない' ，， 了' 

ィ. ゥ.: n  • ォ" はー體 でた だ 不用意の 間に 發音 する 第 1 の 例の 

"ヱ" よ り も はるかに 形が 整って， 觀 察に 便利で ある' 

(1) この種 類の 發 昔の 他の 一例： 金 語樓の 落語 ，，恐怖の 食道 樂" 

(ティ チタ. レコード) の，， マ. 社長の 道樂も … … " の ma. この やうな 落 
語 に は, そ ん な 例 が 到る 處 にある • 
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こ の 二つ' は， ま づ 語調と いふ 事 か ら は, 例外の 型で あらう. 

この 例 をみ ると， 私共 は 次の やうな 事を考 へる. ックダ 島の 
，，盆 踊" の 6 例で は， 私 共 は その 中から 音の 高さの 變化 にどの 
やうな 一定した 規 則 が あ る か， 少 し も 知る 事 が 出來な い. 强 ひ 
て それ を 分類して みても， それ 力、 らは ほとんど 何も わ 力、 ら ない. 

時 間 力 i ら みて 一番 短 いのは 0.1(； 秒 ぐ ら ゐ で， 一 番長 いのは 
0.36 秒ぐ らゐ である. その 全體の 傾向 は， 上 から 下へ さがる も 
の も ある し， 下 力、 ら上 へあがる もの も ある. また ほとんど ジン 
メ トリーの 形 で, 上 つて 下る もの も ある. それ を 曲線と してみ 
れ ば， か な り チ ッ ク' ッ アツ ク に なって ゐ て， 極大 極小の 場所が 各！ 二 
つ 以上 ある やうに 見える の も ある し， 或 は 滑 力、 な 曲 線 に な り さ 
うなの も ある. 


17  岡 
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音の 髙 さの 範圍 は， こ の (； 例 で は 大體 きまって むる. に 》0、 力、 
ら 200〜 ぐ らんで ある. た だ 例 外 に '2! に >〜 ぐ ら h 力、 ら 4()0〜 

ぐ ら ゐ の 力； 一つ ある だけ で ある. こ れ 力、 ら みると jr>o〜 附 近 

力、 ら 200〜 附近, つ ま り （1 力、 ら K までの 四 度の KS1 力； こ の 人 に は 
この やうな 種類の 發 昔に 一番 適して ゐる やうに 見える ぐら ゐ 
のこと である. 

，，ァ .ィ. ゥ. ェ. ォ" を tr つた 場合に も， これ と ほとんど 變ら ない. 
た だ お i 動數に 多少の 整理され たもの が あるら しく 見える ぐら 

ゐの ものである. 

ただ 極めて 朧 げ に， 3 種の 型 を あげる. 第 1 は ほとんど sill.- 

波の 形. 第 2 は 極大が 割 合に 前の 方 にあ り, 第 3 は それ が 割 合 
に 後に あ る. 時 問の 函數 と し てよ お 動 數が變 つて 行 く のに, それ 
が sin. だ け で な く て， そ れ に 何 力、 も 一つ 他の もの が 掛 つて ゐる 
形と も 考へ られ る. 或は 見ソゾ に よって は， 私が 後で 述べ る 語調 
の 型の 模範的な もの 力、 もしれ ない. それ ぞ れ ，， ！  sodcsii " の 0 

の 型，，， 雨" の 型， ，，飴'' の 型と も 見 ら れ る. 

(B) 語調の 意味が 十分 現 はれて ゐる 言葉の うちの 簡單な も 
(1) 

のの 場"^ • 

同じ 母音で も， それ を 表 情 の た め に 使 ふと い ふ 事 に な れ ば， そ 
の 一つの 目的の ために 振動 數は 整理され る， そ して その 性質 が 


(1) 聲の 振動 數を 71 と し, 時 を  <   とすれ ば， 

今, この 函数の 形 を 求めよ う と して ゐ るので ある' 第 5 編 II  - ツボン 
語の qR について. その 2  " の 式 (3) 參 照. • 


GO 
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著しく 表面に 浮び 出る. その 時 初めて 私共 は その 性 質 が ど ん 
な もの 力 、を 或る 程度に 知る 事 が 出 來 る. 

例 へ ば， 私 共の 極めて 簡 單な會 話の 霄葉，  - 
，，ェ ？ さう です か ？ " 
，，ェ ！ さう です！" 
の やうな ものである. そ の ，， ェ " は 一 つ は ズソ^^ 上 り で ぁ る こ と 
が 必 31〔 である し, 一 つ は/兄 下りで ある ことが 必 要で ある. さう 
でなくて は 意味が 通 じ な い. そ れで， そ の やうな 場合に は， 同 じ 
，，ヱ" でも， 或は 上る と か, 下 る とかい ふ 傾向が 著し く 出て 來る. 


この やうな も 

の を 

私 は 

前 に 

擧 げた 語調 

と 

い ふ 言葉 

で 

g ひ 表 は 

さう と 思 ふ. 

つま り， 母音 

に し 

て 

，明瞭 

に 語調の 性 

質 

を 持た な 

い 

その 母音の ili 

動數 

の 

變 

化が 

特 別 な 意 味 

を 

持た な い 

合 は， そ の 

报動數 の變化 

の 中 

に 

ど 

ん な 

約束が あ る 

力、 

と いふ 事 

は 

硏究 しに 

く い. 私共が 

き qffi 

P4 来 

の 

動數 

CD^it と レヽ 

ふ 

事 を 研究 

の 

對 象に 取 

り あ げ 得る の 

は， そ 

れ 

が 

語調 

を 持つ や う 

に 

なって か 

ら 

の 事で あ 

る. 人の 言葉 

と い 

ふ 

も 

の は: 

M 動 數の見 

方 

力、 ら だ け 

み 

て も， 非常 

に 大きな 自由 

度 の 

あ 

る 

も の 

であるら し 

い. 

. それが 

上 

ると か 下 

る と 力、 レ、 ^1 或 

る 一 

つ 

の 

方向 

に 整理され 

な 

い 1 出 は， よ 

し 

その 狀態 

が 記述 される 

に し 

て 

も, 

，そ の 

意 味 を考へ 

る 

事 は 非 常 

に 

困難で あ 

る. 私 は， そ の 

や う 

な 

も 

の は 

，し ば ら く  ，あ 

と 

ま は し に 

し 

て お く . 

も ち ろ ん， こ の 

語調 

の 

あ 

る も 

のと 無 い も 

の 

との 區 別 

は 

非常に 不 

明 m である. 

人 々 

で 

見 ソゾ の 

相 遠 は あ る 

で 

あ ら う. 

語 調の ある 

も の 

の 

中 

で, 一- 

番 1?^  m の 短 

い 

の は, お そ 

ら 

く 一 綴の 

^Jii  2  m     [)1]*¥1な 二 ッ ポ ン,に^の1!む>3^1の;—^っのゃにっぃて  fi7 


贯 紫で あらう. 母 昔一 つ か, 或. は 一つの 母 昔 と 一つの 子 昔で 出 

來てゐ る 葉で あらう. そ れ は 大 體 hi 上 り に な る 力、 J ん 下 り に 
なる かの 二つに 分類され ると 思 ふ. そ れ が 」： り もせ す， 下 り も 
せ す， そ の Hi そ 動數の 線 が 時 問の 軸に 平行す る と い ふ 場 合 は, tr 葉 
で は め つ た に な い. そ れ は 吸 の 場合で ある. 

この やうな 一 i^uS の贯 葉の 例 を擧げ るなら ば， 下 の やうな もの 
であら う. 

1 )  ゲ L 上りの 1 緩の 言葉. これ は 大抵 驚きと か 疑問と かの 
問 投詞の やうな ものである. 

ヱ？ （さう です か？） 

I！ (大變 だ！） 
，，ヱ" 以外の 母音 は， ，，ヱ" ほど 多く この やうな 處には 使 は 
れ な い. 

2)  Fl 下りの 1 綴の 雷 葉. 
ァ一！ （さう だった） 
ヱ一！ （さう です） 

. ヤー！ （しばらく） 
マ 一 ！ (お めづ らし い） 
の やうな ものである. 

この やうな I 葉 は， 人 々に よって 言 ひ 方 も 違 ふし， また 同じ 人 
でも 場合によつ て， い つも 同じ やうに 言 ふと は 力、 ぎら な い. そ 
れで この や う な 場合に， 一般に どんな 周波 數の 約束が あるか を 
明瞭に きめる こ と は 決して 容易な 事で な い. 下に 擧げ るの は 
ただ その 一例で ある. し 力、 し 私 はま づ この やうな 場合に は， 大 
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體 こ の 例で 推せ は し ない か と 思 ふ. 

實驗式 を 作る ことにつ いて は， そ の 前に 必 すしなくて は な ら 
ない 事が 一つ ある. それ は實際 に 得 た グラフ を 滑 か な 曲 線 に 
ならす 事で ある. これに は 二つの 事が 考 へられる. i ) 他の 小 
篇 で 述 ベ た 卜 波 を 全くない ものと する ことで ある. これ は實 
際の 感覺 に訴 へて も 私共の 聽か な いもので ある か ら， 機械的に 
それ を 無視した 曲線 を 作って も ，私 共 は 感覺の 上 か ら で も 別 に 
惡 くないと 思 ふ. ii) さう して 滑 か にした 曲 線 そのものに まだ 
多少の 四凸が あれ ば, そ れ もな めら か に する ことで ある. 

この やうに して 線 を 滑 か に し た 後 で, そ れが 私共の 知って ゐ 
る どんな 函數 になる かを考 へた. そして 私 は 次の やうな 三つ 
の 式 を 得た. 

a) 普通 1 綴の 言葉で 一番 簡單な 場合 は， 板 動數 が大體 シ ン 
ソ ィ ダ ル に 變化 する 時で ある. それ は 下の やうに 嘗 かれ る. 
n は お i 動 數， i5 は 時 問， A,  a な ど は 定數 である. 

n  =  a  sin  t   (1) 

これで 表 はされ る 場合 は， ひ ど く 表情の な い nn 投詞の やうな 

ものである. 極く 輕く  ，，ァ  一！" と 人に 返事 をす る やうな 場 
合で ある. 

，，ァ .ィ. ゥ 'ェ 'ォ" と rr つた 場合で も， こ の や う な 曲線 を 得る こ 
とも ある. 前に 一例 を あ げた. 

形の 盤つ た ； m- 調 の 一 番 簡 .ML な 例 で あ ら う . 

1) ) 次 に， 私 共 は， も 少 し 複雑な 時 問の 函數 を考 へる こ と が 出 
來 る. 
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(>!) 


0-1  0.2  0.3 

第  18  圖 

れ 一 w2   (2) 

こ れ は ガウスの 曲線で ある. 大體こ れ で 表 はさ れ る 場合 は, 
1 緩の 言葉で， 前の 場合 よりも 表情 的な 場合で あ る. 例へば 
，，ヱ？ さう です 力、 '？ " 
，，ァ  一！ さう カリ" 
，，マ一！ きれい！ " 
こ の や う な 場合の 初めの 1 綴の 間投詞の や う な も ので ある. 
あ との 2 綴 や 3 綴の 短い 首 葉 も， 見方に よって は， や はりこ 
式の 一種と みる こ と も 出來る 場合が ある. 

ガウスの 曲線 は 左右 ジン メ ト リ 、、, シュな ものである が， 實 際 
に は 二つの 場合が ある. i) この 函數が あら はす 通りの 左右 ジ 
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笫  19  圖 


ンメ トリ ッ シ ュ な 曲線が 得 られる 場合で ある' そ れは齊 通の 
，ァ— ！" レカ、 マーに' と か いふ やうに 上つ て, 下 る 問 投詞 であ 

る. ii) ガウスの 曲線の 半 分 だけが 存在す る 場合で ある' 例へ 
ば ，，ヱ？" とい ふ や う な 時 は， 曲 線 は 上る だ （十 で， 下 る 方の 半分 
は 缺げて ゐる. ，，さう です か？" の ，'か？'， の やうな もの も そ 
の 例 で あ る . 

C) 私共 は 次に もう 少し 複雑な 場合 を考 へる' それ は 今 ま 
で の や う に ジン メ 卜 リ ッ シュ で な い 場- 合 で あ る • 例 へ ば 
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笫  20  圜 

，，こんばんわ！" 
，，さようなら！" 
の やうな ものである. 

これ を實驗 式に 力、 くの に， 私 はま づれ 1 とれ 2 の 二つの 時 問 の 
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函 數を考 へた. 一つ は 上る 曲 線 で あ り， 一つ は 減衰の 曲線で あ 
る. 

ni=at"' 

れ 2=g_at 

この 二つの 積 は, 與 へられた 曲線 を 表 はす やうに 思 は れる. 

N='aV、'e- ひ'  (3) 

(1) 

こ の 式 で a と V と び は ノくラ メーター である. lt(r の 式と 同じ 
や う に， い ろい ろ な 言葉の 首 ひ 方 や 個人の 相逮ゃ 表情の 相違 は， 
この パラメータ一 によって 表 はさ ズ しる やうで ある. 

今 この 小篇の 中 に 擧 げ た 例 は， この パラ メ 一  タ 一 の う ち， a  = 


(1) この 式 力、 ら W は 下の やうに してき まる. ただし a=l の 場合で 

ある. この 曲線に は 極大のと ころが 一つ ある. モ こで は 

d  , 、 

一—、 一 at,"  C  一 f  =  0 
dl 

n  二  t 

つま り， この 波 が を 越す 點 ク) t を な|- れ ば n が わ 力 1 る . そ の 他， こ の 式 
の數學 上の 性 質 はこ こ に は ^ 略 す る . 
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.2  圖 

1 とおいた 場合で ある. この" が 他の 値 を もて ば， 曲 線 は 力、 な 
り 複雑に なる. そして 相當 複雑な 語調の 曲線 を 蜜： き 表 は す 事 
が出來 る. 

私 はこの 式 を 語調の 第 3 の 式と 力、 りに 考 へて おく. そして， 
かな りのと ころまで, この 式が 語調 を 支配して ゐる やうに 見え 


力な  23  圖 
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る. 


この 式に は n 

と 

a の 

つの ノ"； 

ラ メ 

—ター 

が 

あ る. 

そのと り 

方で は， も ち ろん 

曲線の 

山 

を 全 體の眞 

中 ごろ 

に 

持つ 

て 

來る事 も 

出來 る. の 値 

を 

大 き 

< 

す れ ば そ れ 

で い い. 

ま た 

？ i 

の 値を大 

き く すれば 波の 

高 

さ は 

高 

く な る. 

の 時の 

波 

の 形 

f  -1- 

大體で 第 

1 の 例で 述べ た 

'エリ 

の 形に 

似て 

來 る. 

そ 

れ で 

簡 

單な 場合 

の 語調 を 支配す 

る 

式 は， 

'第 

3 の 式 だ け 

で 十分 

で 

あ る 

と 

も 言 は れ 

る 力 ^ も し ； a な い. 

"1" ふまで も な 

< 

實際 

の 

場合に 

こ の 

式 だ け 

を 

あ て 

1  ^ 

めても, 完 

全に は あてはめ 

ら 

れ な 

い. 

, ま づ 

曲線 

の 初め 

の 

部分 

1 丄 

過渡の 狀 

態で ある. 曲線 

の 

終 り 

の 

部分 は: 

，必す 

しも こ 

の 

式で 

麼 

いたや う 

な 函數に 支配 さ 

れ 

る ii、 

ど 

う だ か 

わ 力） 

ら な V、. 

多 く 

の 

物理的な 

現象の や う に， 或 

る 

末端 

の 

修正が 

必 要 

である, 

しか 

し 

そ の 過渡 

期の 狀態ゃ 末端 

の 

修正 

の 

方 法 な 

ど は 

今のと 

ろ 全 

< 

わ か つ て 

ゐ な い. そ れ は 

も 

う 少 

し 錄 音 の 

方法 

な ど が 

フじ 

全に 

な 

らな いと 

考 へられない 問 

題 

で あ 

る, 

し 力、 しこ 

の 實 

際 

の 

曲線と ，式 と 

完全に 

合 は な 

い 

と に は， ま だ 

もう 一つの 

重要 

な 

原 

因が 考 へら 

れ る. 

た だ 物 

理 

的 

な 末端の 修 

正 や 或は 過 

度 期 

の 

問 

題 だ け で す 

む やう 

な もの 

で 

な 

い. そこに 

人 間 その も 

の 力 1 

ら 

來 

る 要 素 を 考 

へ な く 

て は な 

ら 

な 

い. そこに 

もう 一度 注 

11 す 

る 

と が必 rJi": で 

あ る. 

こ の 式 と 

實際 

と 

の 

く ひ ち が ひ 

は， お そ 

ら く そ 

に 

個 人 の 特性， 

或は その 言 

紫が 

は 

； a た その 時 

の 偶然 

の 條 fl: 

が 

1 丄 
1 ム 

い る 力 1 ら， そ 

iii  2 編 お j  ffl な 二 ッ ホ。 ン き&の tlS さ Si の 二つの 型に ついて  75 


の 波 は そのた め に 形 力； く  ズ しるの で あ ら う. つまり， こえし まで 

に擧げ た 二 つ の 式 に， そ れ ぞ れ 赏 際 の 場 介 に は も う 一つの 函 数 
がか かって ゐる やうな もので あ ら う. それで 例 へ ば， 式 （： り は 次 
の やうに 書く のが 本當 であら う. 

iV' 二 （1《" .6' -" し (め  （4) 

しかし この ヴク (ミ） は 何の 函數 である 力、 どんな 性赏の もので 
あ る 力、， そ の やうな 事 は 一切 わ か ら な い. 言葉 の や う な 非常 に 
自 由 で， 人 によ り， 場合によ り， 千變萬 化する やうな 現象 に は， この 
やうな， ど う しても 知る 事の 出來 ない 數の形 を必す 一つ 殘 して 
おく 事が 必耍 である. これが 人 問の する 事を觀 察する 場合に 
は 必 す 忘れて ならない ものであると 思 ふ. もし この や （め を 
忘れた と した ら， この 記述 は 大部分 甚だ 意味の ない も のになる 

であらう. 

私 は 以上で 我々 が 言葉 を 話す 三つの 簡單な 場合 をみ た. そ 
して それば 大體 下の や う に 言 はれる. 

霄 葉が 極めて 短い 間 は， そ の 語調 は sill t か， 或 は e-f2 の 曲線で 
表 はされ る. 

言葉が 或る 程度に 長 く なれば, その 語調 は t、i と e-"f の 積の 曲 
線で 表 は さ れ る. 

或は, 實は， 言葉の 短い 間の 語調の 曲線 は， こ の 第二の もの だけ 
で， siii^ や も 或は 第二の 式の 特別な 場合と 見られ な い 事 も 

な い か も 知 れ な い. 

いづれ に して も， この 式 は 完全に 實 際の も の と 一致し ない. 
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それ は その他に も う一 つ 人 問 的 な， 私 共の 全く 知る ことの 出來 
ない 數， 屮 、ミ、 がか かって ゐるカ i らで ある. 

この 人 問 的 な 7 バめ が ひど く きいて 來れ ば， 語 調の 曲線の 形 
は 非常に 變 つて 來る. その 函數の 値が あまりき かな い 時 に は, 
人々 の 語調 は大體 似て 來 て， 式 で 表 はされ た 曲線に 近い も のに 
な る. 


4) 

f 五 

を 我 

々 

は どの やうに 聞く か 

これ は 

大きな 問 題 

である. 

れ 力、 

ら 

先 き， 長 い 間の 研究の 

題 

目 

で あ る. 

も ち ろ ん， 

今 急に 

そ 

れ 

に つ 

て 何も 斷定 的に 言 ふ 

事 

は 

出來な 

い. た だ 一 

つ 二つ 

の 

事 

を， こ 

に 豫 想 として 記 し て 

お 

ぐ 

だ け で 

め 0  . 

私共 

が 

人 

の聲 

を 

聞く とき に は， 大體ニ 

様 

の 

「ゆ 
は 

をす る. a) 

語調の 

や 

ラ 

に き 

< 

とき. b)njl の メロ デ 

ィ 

の 

や う に 

さくと さ. 

こ の 

つ 

の 聞 

き 

方 は， つ ま り 私共の 心 

の 

中 

にある 

二つの 心理 

的 な 型 

で 

あ 

る. 

そ 

れ で 問 題 は 二つに 區 

別 

し 

て考へ 

ら； fL る. aj 

語調に 

つ 

い 

て の 

心 

理 的な 型と， その 客觀 

的 

な 

音波 そ 

の ものとの 

關係. 

b) 

樂的 

な 

メ  口 ディ につ レヽて の 

心 

理 

的 な 型 

と， その 客觀 

的な 音波 

そ 

の も 

の 

と の 關 係. この 二つ 

の 

問 

題で あ 

そして 

，さ 

ら に 

心 理 的な 二つの 型の 關係 

は, 

, 他 の 大 

き な 問 題 と 

なって 來る. 

こ の 場合に, 客觀 的な 昔 波の 狀、 况 がわかった こ と は， 決 し て' 
理 的 な 型 を 知った ことに は な ら ない. この 二つ は, 始 め に は »IJ 
なみ 法で 記述 を 試みない と， 物が^ 雜 する. 

私共が 語調 を 問 く と きに は, 昔 樂のメ  n ヂィ を閒 くと きの や 
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うな 感じ が 起 ら な い. 

. そ の 

こと はす 

で 

に 

多くの 人に 記述され 

てゐ る. 今 禾ムは そ の 

や う な 

語 調 の 感 

じ 

を 

I'j キ リア 前 iftH 十， 

II  K  -^g- ナノ 

多少 記述 し てみ た. 

そ の 結 

M を 私 共 

力； 

そ 

〃ヽ qtp ヤノ        \  、 

の Pi  3fc  C  m レ、 

/に p、j* リ ） 

印象と 比べて みる と ： 

，ま づ最 

初 に 私 共 

に 

リ） てソ \ び J  f ふ、 '入 

び J  ^  J 

な 事で あ る. 

1) 客觀 的な 狀態 

の 非常 

に複雜 な, 

'そ 

し 

し 25c  Tlj び J 夕い 

'お 1  //^に 

私共が そ れか ら 受 け 

る 印象 

は 非 常 に 

簡 

單 

しめる. つま 

に複 雜で變 化の 多い 

の は， 禾ム 

共 の 發 昔 

の 

生 

Wu ん、 M 囚カュ 

广 xiX ス 

レリ y\K  <D 

も の で， そ れ は 私共の 

語調 と 

いふ 感じ 

に 

は 

1^    h    L     V  -ぉ 鄉 
tS. と ん と， V ジ 

] ナ やし、 
し な い 

やうに 見える. その 

例 と し 

て 私 は ッ 

ク 

ダ 

ま rr\        /アト gS  " 

/^、  fT\ 

yj  *"t^  yj 

，，ェ ！ " と いふかけ 聲 

や， ，， ァ' 

'ィ -ゥ- ェ-ォ 

の 

£^ 曰 レリ ザ u  ^ め 

1 ギ チ> 
\) , 乙- 

こ れは 私共の 心 力;， そ 

の 言葉 

に對 して 

高 

さ 

^         と V 、ぶ i 

"とび リ 

意味 を 特別に 要 求 し 

な い 場 

合に は, 全 

< 

そ 

の！^ さ の變化 

を 度 外 

視 する と い ふ 例 で あ 

つ . 

2) 語調の 高さの 

變化 に 

何 力 1 の 意 

味 

を 

持つ 場合に は, 

その 主 

な 心理的な 型 は 二つ 

ある や 

うに 見え 

る. 

a  ) 下 か ら 上 に 

あ カミる 

こ と， つま り聲が 高ま 

る こと 

•   b) その 

反 

對 

に， 聲 力く 上 力、 ら 

下 に 下 

る こと. この _b る 力 i 

下 る か 

に 意 味 が 

あ 

つ 

て， そ れ は ほ と 

んど定 

性的な ものの やうに 

見える. 

. 定量 的 

に 

ど 

の ぐ らゐ 高ま 

つ た カュ 

と 力、， ど のぐ らゐ 下つ た か と い ふ こ と は, 或 る お 丘 動數の 範圍で は 
問 題に なって ゐ ないやう に 見える. この 定性 的 だとい ふこと 
と， 上る か 下る か 二つの 型が 主な 役目 をす る と い ふ こ と が， お そ 
ら く 語調と いふ ものの 高さに ついての 一つの 特徵と ■ はれる 
であらう. 
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そ の 例 と し て, 私 は 語調の 測 定の例 を あ げ る. 
表 第 1 例の 言葉，， ヱ—！ さう です！" で， そ の ，，ヱ—！" のと 
こ ろ は， 振動 數は 下の やうな 變化 をす る. 


霄 葉の 始 ま り  ヒ丄〜 

最高のと ころ  180〜 

下り きった と ころ  95〜 

上る 時の 平均 速度  468.3  〜/Sek. 

下る 時の 平均 速度  3iU.l〜/Sek. 


し 力、 し 私共 はこ れ に 對 し て, た だ 心 理 的に 多少 ，，ヱ！" と い 
ふ 聲が尻 下 り に さがった とい ふ 事 を 感じる ぐら ゐ である. 聲 
の 丄 る —力- は, ほ とん ど 感じない. グラフ をみ て， 初 めて ，，ェ ！" 
と い ふ 場合に は, 聲 が 上つ て, 下 ると いふ こと を 知る ぐら ゐ で あ 
る. 上る 時と， 下る 時 の, 上 り 方， 下 り 方 の 相違な ど は， 極 端の 場合 
さへ 取らな け れ ば， 全 く 感覺の 上の 事實 ではな い. 

. ，さ うです！" のと ころの ，，さ う" だけのと ころ を 取って み 
る. その 0 だけの 高さ の變化 は 下の やう に な る. 


霄 葉の 始ま り  1 は〜 

最高のと ころ  285〜 
下 り て， dosu につな 力； る と ころ 22r>〜 

上 り 方の 平均 速度  81G.2  〜/Sek. 

下 り 方 の 平均 速度  288.2  〜/Sek. 


この場合に は 0 の 母音 はォク タ 一 ヴの上 を 短 三度 だけ あが 
る. 前の ，，ヱ  一！'' の 上り 方より 大體長 三度 だけ 高い. もし 
BR な ら， こ の 上 り 方 は 非常な ものである. しかし 私 共 は, そ の 0 
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がそん なに 上った と は 感じ な い， ^をつ けて 聽 け ば 多少 上る 
や う に 思 ふ と い ふ だ け で あ る. 

上 り 方， 下 り 方の 平均 速度 は， この場合 は ，，ヱ—！" よりも ，か 
な り 速い. し 力、 しその やうな 事 も ，私 共 の 感 の 上 に は ほ とん 

ど 意味 は な い. 

以上の 例で も わかる やう に ，首 葉 の 場合 は， ず 紫 の 容 その も 
のに こそ 意味が ある 力；, そ の 振動 數の變 化に つ い て は, 大體上 る 
か, 下 るかの 二方 向が 心理的の 型 と して 存在す る だ け で， 大 抵 の 
も の は その 二つの 型に あてはめて 定' 性的に 聞いて しま ふ も の 
の やうに ，g、 はれる. 

3) 語調に 對 する 心理的の 型 は, 上る 力、 下 るかの 二つで ある. 
その他に， も し 上り もせ す， 下 り もせ す, 同 じ 振動 數が 或る 長さ だ 
け續く とい ふ 場合が あったなら ば， そ れは 語調と して は 多少 變 
則で ある. そ れ は 多 少, 朗 吟, 或 は 音樂の 性質 を もって 來る. 表 
第 3 例 ，，おしま ひです" の やうな ものである. つま り， いく ら 
か 人に 呼び か ける とい ふ 場合に は, そ の 語調 は, 多 少 朗吟, 或は 音 
樂 の '14 質 を もって 來 る. 

この 聲が 上り も 下り もせす に, 或 る 時 間 の 問 つづく とい ふこ 
と が， 語調 と 音樂の メロ ディ とを區 別す る 重要な 點 である. 'そ 
のこと は， 次 の小篇 でも う 少し 述べる. 

5) 語調 を どう 記述す る 力 —— 語調 を ど う 記述す るかと い 

ふこと に ついて は， ま だ定 つた 方法 は な い. 私 もこの 小 篇 で は 
別に 語調 を 記述す る 方法 は考 へな かった. しかし 將來 語調と 
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い ふ もの も 研 究の對 象 に なって 來れ ば， そ れ は 何 か 一般に 通用 
する 記述の 方法 を 持た なけれ ば な ら な い. 

これまで は, 語調 は た だ 漠然と 曲 線 で 描 か れ て ゐ た. それ は 
有名な スク リプテ ユア 以 來， 今 日まで も 使 はれて ゐる. この 方 
法 で 私 共が 非常に 不便 を 感じる の は， そ れ が 定量 的で ない 事 で 
ある. その 曲線 をみ て, 私 共 は 大體の 聲の上 り 下 り はわ かる が， 


定量 的に そ 

れが ど 

ん 

な 振 

動數 

の變 

化で あ 

る 力、 ァハ ii>  -n ゝ 

ら な い. 

そ こ に 非 常 

に 

矛盾 

が 

あ る. 

. 耳 

で は 

私 共 は 

定性 的 以上 

1  ―  pj-i  g/pj と 

• いふ もの は 

聞 

V ヽ て 

ゐ 

な い. 

. そ 

れ を 

その ま 

ま 定性 的に 

記 述 した 

の で は， f 己述 

と 

して 

は 

非常 

に 瞹 

昧な 

ものに 

なる. そこ 

力； この 語 

調の 記述に 

つ 

V、 て 

の 

難點 

で あ 

る. 

私 は その 

事 

を 次 

の 

や う 

に 考 

へ る 

) 學問 的な 

記述の 場 

合に は， 私共 

の 

に 

無關 

係 に, 

掘 動 

數の時 

問 的な 變化 

を 書く よ 

り 外に 仕 方 

が 

あ る 

ま 

い. 

私が 

こ の 

小 篇 で 

試みた 方 法 

であ る. 

ii) こ れ ほ ど 

の 

必要 

の 

な い 

場合 

に は, 

, 從來の 

曲線の 現 は 

し 方 は 甚 

だ 簡便で よ 

ろ 

し い. 

以上 は， 誠 

に 

つ ま 

ら 

ない 

こ と 

で あ 

る が, 語 

調 を 書き表 

はす 一般 

的 な 力' 法が 

な 

い 力、 

ら: 

'ち よ 

つ と 

に 附 記 

してお く. 

6) 語調の 測定の 表. —— 私共が 普通 言葉 を 甘 ふと きの 音波 

(1) 

の 振動 數の狀 況を少 々^にして あげてお く. 全く 客觀 的 な 存 


(1) この 表の 中の 時 間 は 波 形 が 叨 瞭 に わ かる 部分 だ け を 取つ た. 
も し 過 撒 期 や 末端の 狀態 が も 少 し 明 m に な れ ば， この 時 間 は, 極 め て 僅 
な がら く な る 力、 も しれない. それだけ， この 數字は 該盖を 含 む. 
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在 で あ 

る. 

こ の 

や う な 場 合 に 必 

す 起 

る 問 题 は， そ の Tt ^ が 力- tr で な 

い 力、 

と いふ 

事で ある. しか 

し, 

の やうな 短 い — に は， 本 'お に 

ど こ 

が 方 If 

であるか を 指摘 

し 

に 

く レ、. そして この フ イノ レム を 

P れ、 

た 人々 

Vj 

ど 

い 

ゾゾ 甘 だ と つた 人 は な い. ま 

づ普 

通の 二 

ッ ポ, ン 語で あ ら 

ラ . 

參考 のた め rr つた 人の 生れた 

土地 

を あ げ 

てお く. 

, W.-K. 生れ は 

山 

陰 

の 海岸. 最近 30 年 くら ゐト— 

キ 3 

一 に 住 

んでゐ る. 

女. 

S.-S. 生れ は 

卜 

キヨ 一の 下 町， ホ ンジ 3  • 今 ま 

で 同 

じ 所 に 

住 ん で ゐ る. 

女. 

. K.-S. 生れ は 

ァ 

キ 

タ. 最近 20 年く らゐ トー キヨ 

- に 

住んで 

ゐる. し 力、 し 単 

に 

はま だ;!!^ が 時々 あ る. しか し 

普通 

の 話の 

調子 は トー キヨ 

人 

と 遠 は な レ、. 

言つ 

た 言葉 は 次の と 

ほ 

り 

である. 極めて 普通に 會 話の やう 

に 首つ 

(2) 
た. 

高さ も， b- 波 をなら し て r 人 體 }> ^かな 曲 線 に した もの を 計 $X し た' そ 
れ でない と 意味が 出ない と AU、 ふ. 

符號 0 は オタ ター ヴ， 0  +  f# の や う に 書いた の は， ォ ク ター ヴの 上に 
さらに f# だけ 高い とい ふ 意味で ある. この 昔お も， もちろん 近 似 的 
な ものである- 

ォ クタ ーゲ だけ は 正確に 1 ： 2 である. 便 if 上, す ベての 場 合， 音 程 は 
下 か ら 上に 計った- 

(2) このうち 代表 的 な 2 例 だけ グラフ を あげる' その他 はこの 表 
を 見て 下さい. 

圔の 中の * は 短い 休み， こ の 子音の 前 の 休みに ついては 附錄， ，，千 昔 
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あ あ， さ 

フ 

で 

す 力、 ！ 

め め， さ 

つ 

力、 

あ あ， さ 

フ 

さ 

ラ . 

/*\«         ， ご 

つ 

で 

す. 

え ？ さ 

ラ 

で 

す 力、？ 

今日 わ 

！ 

今 わ 

さよ ラ 

な 

ら 

あ 、ソ ！ 

あ 

た ！ 

本 當 で 

す 

か 

お し 3~ 

ひ 

で 

す. 

この 最後の は， 女 だけで， これ は實驗 窒內カ 3 ら 外の 人に 
呼 び か け た 時 を 錄 音 し た. 多少 語調 が ち が ふ. 會 話と 朗讀と 

の 中 う の やうな もので あらう. 

も ち ろん， この 會 話 と 朗 讀 と い ふ 二つの 區 別 は， 本 當 は 相 當 に 
困難で ある. 今 私 の 記述して ゐ るの は 全 體朗讀 の 方 に は い る- 
本當に 自由な 話 はま だ 波形が 十分に 讀 めて ゐな い. 將來の 
硏究 である. 


について" 參 照- 

この 表の 屮に ，，速 度 " 或は ，，平均 速度 " な どと いったの は, 振 動 數 

が 時間に 對 して 變 化す る 割合の 事で あ る' ("1  —  "?)?. 笫 5 編 ，，二  ボ 
ン 語の nJl について' モの 2  " の 中の 甘 葉 に ついての 部分の 單位 ）8 ま 
き 

(3) この^ に ついて は，^^;  2  27  m  ^  m- 長い 山 な 令 の う ち， 

m に これ だ' け^め た. 
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m 1 例 リ） W.-K. の 場 介 


M  air 

■Sic 

H  个も 

ttii 

IliJ 

TH  -f/-i  -*itr  l/u 

a  ！ 

") 90- w 一 

-湖〜 

0  +  c# 

0.18Sek. 

t527.8〜/Sek. 

I    209 一 

76 

0.22 

5^11 

〔s〕  ode 

T 111 ― 

325 

o+f# 

022 

972.7 

i     o^o  — 

1 99 
丄 Z ぶ 

1 o/itt  7 

し bUKj  a 

1 Ida 

4  O 

、'十 Iff 

ooo-o 

a! 

t 113 一 

m 

g 

0.0() 

9()0.() 

〔s〕  6- 

t 137 一 

360 

()+e# 

0.15 

1486.7 

i    360 一 

154 

()+d# 

0.11 

1872.7 

〔k〕a 

I 115 一 

80 

g レ 

0.07 

500 

a  ！ 

― 125 

0.11 

i 125 -- 

98 

0.04 

O/  0 

Cs]6 

t      91 一 

220 

0+ei. 

0.15 

8(30 

->  220 

0.07 

i    220 一 

118 

h 

0.18 

5()()-7 

t 147 一 

210 

g レ 

0.11 

572.7 

1     210  ― 

142 

006 

CO 

A 

t 121 一 

180 

g 

0.13 

453.8 

i 180 一 

95 

h 

0.24 

354.1 

m 

0.03 

t 117 一 

280 

0+e レ 

0.20 

815 

i     280 一 

225 

e 

0.11 

500 

de  〔siO 

i     224 一- 

104 

U.13 

923 1 

e  V 

t 140 一 

360 

0+th 

014 

1571.4 

002 

〔s〕  ode 

t 147  ― 

400 

o+f# 

0.17 

1488.2 

i    400 一 

147 

0.12 

2108  3 

〔suk〕  a  ？ 

0.03 

t 135 一 

240 

b 

0.08 

1312.5 

(1) t は 聲 が 上る 符號. —は その 時 間 だ け聲が 同じ 高さに あると 

い ふ 意味. （t! り の やうな の は, 聲 が 出 は じめ に 動搖 して ゐ て， モ れ が a- 
波 か b- 波 かわか ら ない 部分が あ る と いふ 事 を 示 す. 秒 速の 計-:!^ に は 
この 部分 は 入 れ な い' 
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M  ィゝ 

诚 

香  禾リ 

rm 

**vr         1  Hj 

1  

kon- 

t 

142 

― 170 

e レ 

0.13 

215.3 

-111 

170 

0-26 

-itiwa 

i 

170 

― 119 

0.42 

121.4 

kon- 

t 

163 

― 200 

e 

0.08 

462.5 

banwa 

i 

£  、八  <  ヽ 

200 

一 145 

f 林 

0.28 

1967 

〔s〕  a 

n 

003 

-ayo 

t 

127 

一 173 

020 

230 

-o- 

— ► 

173 

0.15 

-ona  ra 

i 

173 

― ― 94 

h 

032 

540.6 

a  I 

m 

0  03 

t 

98 

一 175 

b 

0.08 

962.5 

175 

一 149 

002 

1300 

a  〔tta  ！〕 

t 

155 

一 281 

0.07 

1800 

281 

一 160 

j 

0006 

第 2 例 女 S.-S. の 場合 


言 葉 

域 

曰 

時 間 

平均 速度 

a  t 

t  252- 

〜一 385 〜 

O.iaSek. 

1023.1〜/Sek. 

一 235 

0.18 

833.3 

Cs]6 

t  ^50 

一 3()0 

c# 

0.04 

250 

一 345 

0.17 

67() 

Cs]6 

i  280 

一 184 

g 

0.12 

ど O'J 

a  ！ 

个 242 

一 385 

0.09 

1588 リ 

\  385 

一 253 

g 

COS 

1()50 

Cs]6 

r  315 

― 475 

g 

0.10 

1{)00 

i  475 

一 352 

f 

0.04 

3075 

〔k〕a 

\  264 

一 139 

h 

0.13 

961.5 

e 1 

1 255 

-- 3()0 

0.12 

875 

\  360 

― 228 

g# 

0.16 

825 

〔s〕  & 

1 339 

一 250 

f 

0.16 
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言 m 

域 

昔 U 

時 間 

平均 速度 

desu 

0.15 

e  ？ 

t 

210 

一 605 

0  +  g レ 

0.20 

1975 

〔s〕  o 

(1)： 

344 

― 395 

d 

0.0!) 

50().7 

desu 

0.15 

〔k〕fi? 

r 

257 

― 570 

O  +  d 

0.13 

24070 

e  ？ 

t 

228 

一 570 

O+e 

0.19 

1800 

570 

j-  535 

0.02 

1750 

〔s〕  6 

(i)t 

408 

― 485 

d 

0.0() 

1283-3 

485 

― 455 

d レ 

0.04 

750 

ripen 

[10  a? 

273 

一 259 

c# 

0.02 

70'J 

t 

259 

一 500 

0.10 

2410 

GO  — 

Oct 

丄 
•* 

一 9«« 

Up* 

-ayo- 

t 

288 

一 358 

e 

0.15 

533-3 

-onnra 

； 

358 

一 160 

0  +  d 

0.24 

825 

kon- 

151 

― 178 

0.07 

385.6 

ni- 

— ► 

178 

0.10 

-tiwa 

i 

178 

― 94 

h 

0  80 

280 

〔h〕oii 

t 

316 

一 550 

0.14 

1671.4 

Ct]o 

555 

0.11 

〔d〕e 

(t)i 

526 

一 457 

0.03 

2300 

T 

457- 

- (？) 495 

0.06 

su 

0.15 

CIO  a 

(U)T  247 

一 620 

O+e 

0.17 

2194. 1 

第 3 例 女 K.-S. の 場合 


域 

昔 m 

時 間 

平均 速)^ 

0 

(Un  236- 

— 285〜 

O-OoSek. 

480〜/Sek. 

〔s〕i 

t  298 

一 320 

d レ 

0.02 

j  320 

一 305 

0.04 
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n  木 

昔 域 

曰  Irf- 

時 問 

平均 速度 

〔m〕  ai 

〔d〕e 

su 

1    304  ―  288 
->  285? 

0.23 

0  04 

9 

69.1 

表に ついての 二三の 觀察 

この やう な 觀 ^ は， 短 い 時 問 で は， 數 多く 出來 ない. これ だけ 
の 例 で は， 物 を 定 散 的に 覜察 す る に は， も ちろ ん遙に 不足で ある. 
私 は た だ 豫 m と して 下の やうな 事 を 述 ベて お く. 


^  2 編 titi- ザ-な 二 ツボン 詰の-; 15 調の 三つの 巧リ- について 
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ここ 【こ あ 

げ た や う な 

數 ひ： は， 恐 ら くそれ を した 人の 個 性 を 

表現して ゐ 

る 

もので あ 

ら う. 

この やう な 數 '/- の 意 味 をよ く ュ:' は 

解 すれば， そ 

れ 

は その 人 

の 言葉 

の 上 の 個 性 を 理解す る ことにな 

るで あ ら う. 

この 例 は, 

, そ れ に 

ついての 極めて 僅な 乎 引 きにす 

ぎ な い. そ 

の 

やうな 事 

に 何 か 

一 般 的 な,， 遍 的 な 法 則 が 見 出 さ 

れる ため に 

は, 

, まだまだ 

多くの 

實 例の 測 定 が 必 耍. である. すべ 

て 將來の 事 

で 

あ る. 

こ れ だ け 

の 

僅な 表 に 

ついて 

だ け な ら， 大 體 次の や う な 事が 貢 

U れる c め 

ら 

3  • 

1 ) この 

< 

ら ゐな簡 

軍 な 言 

葉で も， その 官ひ 方で 二つに 分け 

られ るら し 

V、, 

a) 上 

り 

下りの 二 

つの 型 

で 出 來てゐ る もの. これ は 割 合 

に 很 動數の 

變 

化が 多い 

. 例へ 

ば， ，， あ あ， さ う 力、 ！ " ，， え え， さ う で 

す" ，，あ あ， さ う， さ う ！" 

b ) 上り下りの 二つの 型の 中 に， 幾 分 か な だ ら な か， 水 平 な 
線の ある もの. こ れ は 割 合 に 振 動 數の變 化 が 少 い. たと へ ば, 
，，今日 わ！"，， さ よ うなら"，， こん ば ん わ." 

W ひ 方 で， ど の やうな 首 葉 も， どの やうに でも 首 ひ 得る もの か 
もしれ ない. 或は"^ ご 葉 そのものが 多少 この やうな 性質 を 持つ 
てゐる もの 力、 も 知れない. 今 は 何とも 判 斷出來 な い. 

2)  表情の 多い 言葉 ほど 振動 數の變 化の 割合が 多 くな つて, 
昔 域も廣 くなる らしい. 著しい 例 は 疑問の 場合で ある. その 
時の ，，二'？" や， 言葉の 最後の ，，か？" の 上り 方で ある. 

3)  どの ぐら ゐの昔 域で この やうな 簡單な 言葉が 話されて 
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ゐ る すい とい ふこと は， か なり 大切で ある. 下に 近似 的な 音程の 
種類と その 起る 囘數を 表で 書いて お く. 


a) 男の 場合 W.-K. 


上る 方 C から T 

下る 方         c へ 1 

0 以上 

0 以內 

0 以上 

0 以內 

0+c# 1 
el7  2 
f レ 1 
e# 1 
f#  2 

H     M に H     H     H ド 

0+d レ 1 
d 林 1 
f 1 
f#  3 

e  1 
し  1 
d# 1 
f# 1 
g レ 2 
' g  1 
j  1 
h  3 

種颜 5 
頻數 7 

9 

種 観 4 
頻數 6 

8 
11 

b) 女の 場合 

上る 方 C から 个 

下る 方 C へ i 

0 以上 1       0 以內 

0 以上 

0 以内 

0+d 1 
e  1 
g レ 1 

c# 1 
d  2 
d# 1 
e  1 

f# 1 
g  2 
al?  1 
a# 1 
h# 1 

0  +  d 1 

c#  2 
d レ 3 
d# 1 
g# 1 
al?  1 
g  2 
f 1 
h  2 

種類 4 
頻数 4 

1) 

11 

種類 1 
' 頻数 1 

8 
13 
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これ を 試みに 樂 譜 に 窨 け ば 下 の やうになる. こ れ は， 假 に C 

を 基 昔と 見ての 事 で， そ して 聲の 終る 點 だけ を 取った ので ある 
か ら, ただ それだけの 意味よ り な い. 


J!,JJ"  III""  J  "翁 


-e- 


ド 


-e- 


もな 

26 

圖 

れ は 或る 程 

度 

(ここの 2 

人の 個人の 差 

を 示 

し て 

ゐ る. 

m 

ノ  J 

の 方 は， 上 る 

時 

に は P に 

定めた 

基音 C 

セゝ レ；） 

l-J  'ン 

使 に 

9 稷' の 

音 程 

こ の 言葉 は 

今 

の 場合 非 

常 に 不 

適當で 

あ る 

が， 假 

に 用 ゐ 

る な 

ら 

ば 

—— で 上る 

女 の 方 は 

そ れが 

12 種 で 

あ る 

の つ j は， 下る 

時 

に は C に 

10 種の 

音 程 で 

下 る 

が， 女 

の 方 は 

僅 に 

7 

種 

ク 口 マテ イツ 

シ 

ュに數 へ 

て も 9 

種で あ 

る. 

そ 

して C に 尉す 

る 音程 そ 

の もの 

カミ jiji 

測 

定に 多く の 

時 

間が かか 

つ て, 觀 

察の 村 

料 を 

hf る 

こ と が 

非常 

に 

困 

難で あるか 

ら 

今 は こ れ 

より 以 

上の 事 

は わ 

力、 ら 

な い. 

し 力、 

し 

> - 

， 

れが 統計的 

に 

取 极 は れ 

る やう 

に な れ 

ば, こ 

の數 

字 は 個 

人 の 

差 

，も 

し 或る 1 人 

を 

取れば， そ 

の 表 情 

の 種類 

な ど 

を 或 

る 程度 

に 示 

す 

で 

あらう と 思 

ふ 

こ れ は 

その 豫 

備 的 な 

一觀 

察 に 

過 ぎ な 

い. 

4) 

或 る 言葉 

は 

移調 出來 

る カノ？ 

れ は 

以上 

の觀察 

の す 

ぐ 

次 

55： 
1 ) 

で 

ある. こ 

れ に は 

下の 二 

つ の 

問題 

力； ある 

の 

つ に は 答へ 

ら 

)^ る. ィ也 

の 一つ 

に は 今 

は 答 

へ ら 

れ な い 

< -ノ jw,^ 女 i^^J^ 
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a) 聲の昔 域. リ 5 と -/ ズ と で， こ の 例 に 示して ゐる だ けで も， 
相當 音域が 違 ふ. 


最低の 昔 

最高の 昔 

76〜 

400〜 

40+e# 

94 

620 

60+d 

人 問 の 聲 は， P ヌ ふ のでな く て， た だ 話して ゐる 場合に は， 絕 え す 
連鑌 的に 高さが 變り， その 變る 範圍は 驚くべく 廣ぃ. 男の 聲は 

4 才ク ター ヴ に 廣 力； り ，女 の 聲 は 實 に 6 ォク ター ヴに廣 がる. 
小 さい オルガン や ピアノと ほとんど 同じ ことで ある. 人 間 の 
聲帶 は實に 驚くべき 樂 器で ある. し か しこれ はた だ 話す 時の 
事で, 唄へば そ の 樣子は 全 く 違って 來る. 

b) 移調. 以上の こと 力、 ら 私共 は 次の やうな 事を考 へる. 
- ~~ 或る 言葉 は 移調 出來る 力:^. 

もし その 事が 可能であるなら ば， そ れは贯 葉の 音樂性 を證據 
立てる 一つの 力-法で ある. 1 ず 葉に も 一つの 定 つた 形が あって, 


それが 或 

る 

範圍 では 音の 

高さに 無關係 に 成 立 

する とい ふこ 

と 

である. 

こ の 問 

题 

は 簡 單 な や う 

に考 へら れて， 實は そ 

れ に は い ろ レ、 

ろ 

の 複雑な 

問 

題が ある. 今 

その 事に は 急に 答へ 

ら れ な い. も 

ラ 

少し 多く 

の 

材料 を 集 め て 

みた 上の 事で あ る. 

私 は こ 

の 

〕Ti の 終 り に， こ 

の小篇 で取极 はれ た 

簡 單な赏 葉が 

ど 

の ぐ ら ゐ 

の 

^の 範阐で 話 

さ れ る か を M に あ げ 

てお く. 

この 表 

の 

上から は， 移調 

は も ち ろ ん 可能の や 

うに 見え る. 

し 

か し， そ れ 

は 

，こ； a だけ 力、 ら 

で は， さ う 簡- ？れ に は 考 

へられな い. 
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男の 場 介 


最 低 

^ 高 

昔 域 

首 葉 1 

76〜 

325 〜 

40  +  d[, 

9 

80 

360 

40 -hd 

*> 

91 

220 

20+d 

4 

95 

280 

5 

135 

400 

20  +  g 

6 

119 

170 

f# 

145 

200 

f# 

8 

94 

173 

h 

9 

98 

281 

女の 場合 


最 低 

最 高 

音 域 

き 审 1 

PI  丄 

184- 

20+c# 

2 

130 

475 

30  +  d 

3 

228 

360 

4 

210 

605 

20+gl, 

5 

228 

570 

20+e 

6 

160 

358 

20  +  d 

94 

178 

h 

8 

247 

620 

20+c# 

以上の 表 は， 私 が この ，， 附 記 " の （1) で 述べた こと をもう 一 度 
記述して ゐる やうに 見える. 男の 場合で は 言葉の 第 r) ，，さよ 
うなら" 以下と， それまでの 言葉と は 昔 域の 上で かなりの 相逮 

が ある. また 同じ やうな 言葉 を tr つて も，! n と 女と で は か な り 


の 相違が ある とい ふ 事 を 示して ゐる. 

5) 聲の 高さの 變り 方. 雷 葉 を 話 す 時 に， 聲 が どの やうに 變 

る 力 、とい ふこ と は， 次に 大切な 事で ある. 次に 聲が變 る 最大の 
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場合 と 最小の 場合 を 表に して あげてお く. 


上 

る 方 

下 

る 方 

最 

小 

最 

大 

最 

小 

最 

大 

男 

215- 

'/Sek. 

1571.4 - 

ザ' ek. 

121- 

'/Sek. 

2108.3- 

-/Sek. 

女 

250 

2407.6 

2S0 

3075 

この 表から 大體 次の やうな 事が わかる. 

i )  聲は 上る 方よりも， 下る 方 が 速度の 開き が 大 きい. 上る 

方 は 最低 と 最高が 10 倍 以下で ある が， 下 る 方 は 10 倍 以上で ある. 

ii)  リ J と 女 と は 速度の 樣 子が 違 ふ. 女の 方 は 上る 方 も 下る 
方 も遙に 秒速が 大き い. また 女の 一力 は 上る 方と 下る 方の 秒速 
の 開き 力； ほと ん ど 似 てんる が，:^ 3 の 方 は 下 る 力- の 秒速の 開き だ 
け が 大き い. 

以上 は 秒、 速 だ け について 首 つたので ある が, 本 當は その 秒速 
の變る 割合 が 必要で ある. し 力、 しこ の ぐ ら ゐ の 材料で， そ の や 
う な 計 算 をす るの は， い ふまで もな く 無駄で ある' 

以上 述べた 事 か ら， お そらく， 下の や う な 事 は 推察 出來 るで あ 
らう. もちろ ん村料 が 少 い か ら定 量的 に は 何も 本 當 に は わ か 
ら な い. た だ ほ ん の 豫 想 である- 

1)  極めて 簡單な 言葉で も， それに は 語調の 種類が あ るら し 

い. 

2)  リ 5 と 女 で は f 葉の 首 ひ お が 違 ふらし い. 女 は リ） よりも 
言 紫の 昔 域が 庾ぃ. そして そ の 廣ぃ昔 域の 問 を, 男 よりも 速い 
高さの 變 化で IT ふ ものら しい. 
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附 記 


普通の 會 

M の 場 ^. —— 私 は 前 に 二  .V ポ ン 

を 

分け て， 話す 場 

合と ，讚む 場 

•f> と ，そ して PJi ふ 場 <^ の 三 つ に し 

すし 

しかし， これ は 

極めて 大體 

の 事で ある. 赏 際 で は その 區 別 

は 

な 

力 1 た カュ む つ 力、 

し い. 

この 小篇 

に 私 は 短い 1* 葉 を 例 に と つ た. 

し 

か 

し この やうな 

言 葉 は， そ の 

意味 力、 ら し て， さ う ザ- く も fr は な 

い 

し 

，ま た 母音が 多 

く て 子 昔が 

少 い. 割 介 に わ 力、 り いい 場合 で 

あ 

る 

• 言葉のう ち 

で は， む し ろ 

多少 朗讀に 近い や う な も ので あ 

る. 

それで 音波の 

形 は 割 合 に 

明 瞭で， フ ィ ル ムは讀 みや す い. 

私 は 同じ 

S.-S. と その 友人の A.-H. と の 問 

の 

電 

話の 言葉 を錄 

音した. そ 

して この 2 人の 女に \ /、ろ V 、ろの 

高 

さ 

で ァ. ィ. ゥ. ェ. ォ 

を つて も 

ら つ て， そ れを錄 音 し て, そ の 形 を 

辭 

典 

の やう に 整理 

] て：^ わ 1 一 

レ し， て； C し 

ト て" の ま， 3^   /T\  -ttV            か ^  ^ 

cL      ノし& レソ电 BH レジ 口 J   ^           み J 

と 

し 

/し. レ/ J ュ L^i X. 

れは 非常 に 

困難で あ る. 結局， 或る 部分 は ど 

>- 

が 

何 と いふ 言葉 

か, そ の 母音 

と 子音の 位置 を 見出す こ とが 出 

來 

な 

か つ た. 

そのうち 

で わかった 部分 だけ を 次に グ ラ 

フ 

で 

示 す. 全部の 

會 話の ほん 

の 一部分で ある. 

母 昔 や 子 

音の 形の 變 化の 様子 は， まだ 全體 

は 私 

共 に わかって 

ゐ ない. 私共が 讀み う る の は， それが 多少で も 整理 さ れた 場合， 
つま り 朗讀に 近い 場合 だけで ある. 

新年の あいさつの や う な 首 葉 は, や は りきま り 文 句 で， そ の 贯 
ひ 方 は 多少 朗讀に 近 い. この や う なの は 或る 程度に 讀 まれる. 
その 例 もこ こに あげて お く . 
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この やうな 語調の 曲線 を 一つの 時 問の 函數で 書く こと は. W 
ふまで も な く， 不可能で あ る. しか し これ を 部分 部分に 切 り 離 
して 見れ ば， 私 が 前 に あ げ た函數 の. 形 のうちの どれ かと も 見る 
ことが 出來 ると 思 ふ. ただ その 定數 のきめ 方が 複雜 して ゐる 


 ；  ,  I   _1   ._  ._  J  ty  J 

0.1  0.2  0.3  0.4  0.5  O.B  0.7  0.6 

m        27 圖 （a) 


^        0.1 0.2      0.3      0.4      0.5      0.6      0.7      0.8 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1:6 


ifi        27 鬪 （b) 


Si ベ 27        m  〔c) 


°"               0.5             1.0             l.r.             2  0  2.5             3.0  ：$.5  4.0  4.5  50 

笫  28  圆 
だけで あ る. 人の 言葉 を發聲 機構の 板 動 と して 見れば， 或は 何 
か 一つ 二つの 物理的な 法則に 從ふ もの 力、 も し れ な い. 前 に 私 
が あげた 三つの 函數の 形 も ，或 は 何 か そ の 法 則 に 似た やうな も 
ので は ある ま い 力ん 

言葉 を 言った 人. —— 前に あ げ たよ り 外の 人々' 

A.-H. 女. トーキ 3 —  の 山の手に 生 れ， 今 日 まで 同 じ 處に住 
んでゐ る. S.-S. とともに 女と して は相當 高い 敎育 をう けた こ 
との ある 人. 

U.-G. 男. トーキ 3  — の 山の手に 生 れ， 今 日まで 同じ 處に住 
んでゐ る. ドィ ッ 語の 敎授. 

例 1. 電話の 文句. 上に あげた 部分よ り 以上に は 波形が 
讀 め な い. 

A.-H. 何です ッて？ 

もう 一度 言って 下さいません か？  ' 
S.-S. まだ きめてな いけど ，ねえ. 
例 2. 新年の あいさつ. 

U.-G. 明けまして おめでたう 存じます' 舊臘 中 は い ろ 
いろお 世話 …… ？ …… た. 今年 も あ ひ 代り ませす' 
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mm 


U.-C. 


101) 


秒 


ma  "  su 


•  se?zu 
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文 獻 

語 調 —— Sprachmelodie —— いふ 事 は， これまで いろいろな 文獻 に 論 
じられ てゐ る. 山-典 的な も の は， 下の 著書の 中に あげられた 文 獻の中 
に， 多 か れ 少 か れ 大抵 觸 れてゐ る. 言 ふまで もな く スク リ プテュ ァゃ 
ジ一 ゥ、 'ェ ルス は 特に 重要で ある. 

佐久間 鼎： 日本 音聲學  昭和 2. 

C.  Stumpf  ：    Die  Sprachlaiite.  192(5. 

最近の 學術雜 誌に それに 關 係の ある もの を 一つ一つ こ こ にあげる 
の は 非 常 に 面 倒 である. 私 ももち ろん 完全に それ を 見た と は 言 はな 
い. 他の 機會で 改めて 報吿 する. 

今 この 問题 が ど の や う に考へ ら れてゐ るか, その 極めて 大 IS な 記 述 

は 下の 本 を兒れ ば見當 つく と 思 ふ. これに はシナ 語の 平上去入が 五 
線の 樂譜で 書かれ， ま た ィ ギ リ ス， フ ランス， イス パ 二 ァ の 簡單な 語調の 
記述が ある. 下 に 擧 げ た 小 幡 博士の 文 獻， 對 照. 

r.  Foiiche  ：  Les  elements  melodiaues  de la  parole. 

(Encyclopedie  francaise) 
最近の 二 ッ ボ ン での 文獻で は ，下 の やう な ものである. 

千 葉勉： l^esenrcli  into  the  nature  and  scope  of  accent  in  tlie  light  oi 
experimental  phonetics.  B 召 禾ロ  9. 

小幡重 一： n 本數學 物理 學會 誌. vin- 1. IX- 3. 等. 
その他， 曰 本音 聲學會 の 報告に 并上奧 本 氏の 研究が ある. 相 良 守 次 
氏の ，，日本 詩歌の リ ズム" に も 語調の f 己述が ある. 土 居 光知 敎授に 
も 最近 同じ やうな 研究が ある- 


歌の 朗讀 について 


(1) 私が ここで "PJj 讚" と いふ 首 葉の 直-味 は， ラ ジ ォ などで よく 試 
みられる やうな 表情 的 な, 技巧的 な 讃み方 を 決 してえ ま昧 しない. た だ 
すらす ら と 本 を讀む 時の や う な續み 力- である. ^でも 讚 む 讚 み 方 で 
ある' 文句 を簡單 にす るた めに "朗 讀" と W つ ナ-. 


內 容 

(1) 

歌 の 朗 讀 につい て 

1〕 この 小篇の 問題  101 

主觀 的な リ ュ ト ムスと その 客觀 的な 存在に ついて 

2〕 私共 は 唄の 文 句 を どう 聽 く か  104 

a)   104 

b)  讀み方  105 

3〕    二 ツボンの IIR の 文句 は 事實上 どの やうに 讀 まれて 

ゐる 力、  -  108 

(A)  長さ  108 

i) 休みの 種類 ii) 言葉の 長さ ii り 言葉の 長さの 配列 

(B)  高さ  121 

i) 音域 ii) 語調の 型 

附記 歌 を 讀んだ 二三の 實例  125 

1)  7-7,  7 - 7 調  125 

2)  7-7,  7— 7 調  125 

3)  俳句 5-7-5 調  12(5 

4)  短歌 5-7-5,  7— 7 調  126 

5)  長歌 5-7,  5- 7 調  126 


(1) 第 1 篇 目次の ，，注意" 參照. 


100 


第 ：j  m 歌の 朗讀 について 


① 散文  126 

以上の 實 例 について の 附 記 

1)  音缄 , 12!) 

2)  速度. 單位 /3   129 

3)  高さ の變化  130 

4)  アクセント の變化  130 

5)  リュト ムス  131 

特に 5 - 7 調 と 7-5 調に ついて  132 


歌の 朗 讀 に ついて 


n こ の 小篇の 問題. "私 は 前篇で 短い 言葉 を 語調 と いふ 

立場 か ら 敘 述 した. その 次に は 常然 次の や う な 問 题が考 へら 


えしる. 一 

の 短い 首 葉が だ 

ん だんつ な が 

つ て， お- -通 

の 長い # 

話 に な 

つ 

た 

ら, 

, ど ん な 語調に な 

る 力、. 

2) 普通 

の會 話で 

な く て， 歌 

の 文 句 

の 

や 

な もの を 讀んだ 

時 に 

は ど う な 

る か. ：}) 

この 二 ウ 

の 語調 

の 

問 

に 

ど ん な 關 係が あ 

る 力、, 

こ の 

つ 

の 

中 で， 今 私に とつ 

て ま 

づ 必 耍 な 

の は， 第 2 

である. 

今 は 二 

ホ 

ン 

の 民 謠- の 性質 を 

叙述す る こ と 

が 目的で 

ある. そ 

の た め 

に 

は, 

-、 r^- 

通の 會話は 第-一 

義的 

な ものと 

f        -7^     )        /  4"、、 

し て， し （よ 

りくめ と 

ま はし 

に 

す 

る 

. 必 耍 な の は 歌 

の 文 

句 と， そ れ 

を まづ讀 

んだ 時の 

狀 態 で 

あ 

る, 

一 ッ 

ボ 

ン 

の 

民 謠の村 料に な 

つ て 

ゐる もの 

はふ、 ヱ >  ま 

でもな く 

二  、ソ ボ 

ン 

の 

韻 

文で ある. それ 

で ま 

づ民謠 の 

唄 は れ た 

狀 態 を 知 

る HIJ に: 

'そ 

の 

唄 

は れた狀 態 を 知 

る に 

必 要 な だ 

け 韻 文 の 

性 質 を 知 

つて ゐ 

な 

< 

は な ら な レ、. し 

力、 し 

二 ッ ボ ン 

の 韻文の 

性質 を 全 

面 的に 

知 

> - 

と は， そ れ 自身が 

す で 

に 大きな 

仕事で あ 

で は， そ 

の 

事 を 

中 心 と して 考察 

す る 

餘 裕 は な 

い. 私 は 

た だ は 

れた 材料が 

y 

ん な ものである 

力、 を 

觀 察する 

事 だ け に 

と ど め て 

お く  . 

それに 

して も， 問題の 性 

質が 

複雜な だ 

け に， そ れ 

に ク レ、 て， 

何 か 定量 的な 觀察を 試みる こ と は 容易で ない. 
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韻文が 散文 ゃ會 話と ちが ふと ころ は， そ れに 一定した リ ュ ト 
ムスが ある 事で ある. 韻文が 散文と どう 違 ふか とい ふ 事を觀 
察する の は， つ ま り 雷 葉の 上の この リ ュ トム スを觀 察する 事で 
あ る. 


これにつ いて は 私共 は 次の や う な 二つの 問題 を考 へる 事 が 
できる. 


a) 私共 

は 主 

觀 的に リ ュ ト 

ム 

ス と 

い 

ふ 

も 

の を どう 聞 

く 力、. 

0  ) 各觀 

的 に 

~7             J つ         J  、、        t Ik          -T ヽ 1 1 

そ たけ の リ 

ト ム 

ス 

が 

本 

、  _  -£ —- —た. V- 

當に 存在す 

る 力、 

V ヽ づ れ に 

し て 

も 容易な らぬ 

問 

題で 

あ 

な 

私 は そ の 問 

題 それ 

自身 を 目的 

と し 

て 今 そ の 叙述 

を 

試み 

よ 

ラ 

と 

する ので は 

な い. 

た だ 二 ッ ボ 

ン の 

民謠の 性質 を 

理 

解す 

る 

に 

必 

耍な だけ こ 

の 問題 

を考 へよ う 

と す 

る に す ぎ な い, 

私共 は 二 

ッ ンパ 

ン 語の 韻文の 

ュ 卜 

ム 

ス 

を 

ど う 聞い て 

<Q る 力、. 

- "~ - 今日 ま 

で 二 

ッ ボンの 詩歌 

の 

1； ュ 

ト 

ム 

ス 

について 論 

じ ら れ 

た 事 は， 主 に 

こ の 

主 觀 的 な 觀 察 

で 

あ つ 

た. 

して その 中 

で， ほ と 

んど 定說の 

や う 

に なって ゐる 

も 

の も 

あ 

つ - 

それ は 二 ッ 

ボンの 

詩歌の リュ 

ト ム 

スの 基礎に な 

る 

も の 

は, 

字數 

だ とい ふこ 

とで あ 

る. 私 も そ 

の 說 

を 決して 疑 は 

な 

い. 

この 說には 明 か に 二つの 耍點が ある. 

a)  5 昔 節， 或は 7 昔 節 を 基礎の ものと して それが 繰 返され 
る. その 繰 返される こと 力:^ ら 私 共はリ ュ ト ムスの 感じ を受 け 
る. その リ ュ ト ムスの 感じが 私共に 快い 詩の 感じ を與 へる. 

1 り 繰 返されな くと も， 5  If 節， 或 は 7 昔 節 とい ふ ものの 組 合 
せ は， ほ か の卞數 の 糾 介せ とちが つて, それ だ （十 で 私 どもに 或る 
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(1) 

快感 を與 へる. 

この 二つの 耍點の 中で （a) の 方 に は 別 に 誰も 異論 を 考 へ な い. 
これ は 全く 定說と  ー3 つてよ 力、 らう. し 力、 しばり の 力- は 問 1M 力； そ 

れ ほど 簡軍 で な い. 心 理 的な 問題と して は 非 常 に む づ か し い. 
そ れ は 問 題 力;, 單 位 の ものが 繰 返され て， そ れカ 、ら 起る リュ トム 

スの 感じと いふ 事で は說 明で きない. 5 音 節， 7 昔 節 とい ふや 
うな もの は， そ れょ り以 下 の 小さい 單 位の 繰返しと して は 說 明 
しに く い. しひて それ を 試みて も， それが 事實 であるか ど う か 
は 甚だ 疑 はしい ものになる. その上に， その 事 力； ど れ だ け の 範 
圍 で 心理的 な事實 である か， そ れ が す で に 問題で ある. この 事 
はこの 事 だけ で 別 に 調べなくて は な ら な い. 

こ れ で， 私 が これから 叙述し よ う とい ふことの 大體の 輪廓 だ 
け は わ か つ た. 

私 は 以上の 問題の 中の 美學 的な 問題 に は暫ら く 觸 れ す に お 
く. 今まで この やうな 仕事に は必 す美學 的な 考察が つきもの 
であつ た. そォ しで 私 は 特に これ を こ と わって お く. 私 は 二 ッ 
ボンの 民謠の 文句 を讀め ば， 必 す 快 感 が 起る とい ふこと を 前 提 
としてお く. そして 何故に 會 話と 違つ て， 歌 の 文 句 力、 ら は 快 感 
が 起る かとい ふやうな こと は, 問 題の 外に 置ぐ 

私 は 全く 客観的に， 二 ッ ポンの 民讅の 文句が ど ぅ讀 まれる か 
を ま づ 叙述 してみ る. 

次に そ れカ； ど う ！ Ifl は れ る 力、 を, 讀 ま れた 時の 狀態 を 叙述 した 

(1) 前 に は 岩 野 泡 鳴 の 觀 察 が ある. 近顷で は 相 良 守 次， 土 居 光 知， 
渡 邊吉次 郎の諸 氏， 多 少趣 を；? に して 湯-山 ？ ■>!]■• 氏の 觀 察が あ る. 
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時と 全く 同じ ャ 

つ 

に 客觀的 

に 〈£k  2ik してみ よ つ と ，S、 

も し t 才し 力、 

る 

リュ卜 

ム 

スの仔 在 を 據 _1L て， 七 して'! > 理 拳 

力、 こォ しま じ に， そ 

の 

やうな 

ュ トム スは 或る' 决感を 與 z\ ると レヽ 

』- こと ど if 明 し 

て 

ゐ る も 

の 

な り (±,fi, は たた そ の '1>  理學 の學說 

1'-  -vk      た （ナ し め 

る. 

, 私 は 

そ 

の 時， さ ら に こ の zj ヽ じ それ 乞 'し、 理 

學 的に 觀 察しよ 

ラ 

と は 思 

は 

な レ、. そ れ は， 私 は 他の 小 篇で 試み 

ようとす る こと 

で 

あ る. 

の 小 篇は 全く 文句 を讀む 場合の 客 

^fen ド T ハ パヽ />  I  ；  c-ft*  j、 'ュ、 

觀 的の 叙 33!; の 卞こ 

め 

である. 

こ ォ 1^ で こ ク J  /J、 

の 問 題 

の 

'E 質 は 明 力、 になった と 

— X* 1 --. />|  • 、 ，ト- 、― ■* 

次に 叙述 に つ 

つ 

る. 

2〕 私共 は 民 

こ 

nitr 

の 文句 

竇、、 、 ■                、          1 V,         、         1  mm      O'JLr        *       J                                      '^f      1  _V.  — 

とつし 、力 、やつ k_ 聽 く 力》. 禾ムは BiJ 

き〕 で 心理的 な 問 

題 

は あ と 

ま 

はしに 丁る と に； つた. 今 この 問 题 

は， し 力、 し 全く    J 亡、 

理 

的で あ 

る 

. 禾厶 共力、 民 i!^ の 文 どと っ聽く 力、 

1 、                         —         t 1 上 プ、 

と レ、^ 1 ^ と は， 全 

/ 

\ 

私共の 

心 

i4 1 ,， 、 ->- 1 一つ -fc. マ             J      _1 1       -7     4  1 J-i 

の 中 CO こ と じめ な. し 刀、 しそ ォ した 

け は n: 事 の出發 

の 

時 に 觸 

れ 

てお かなくて は ti: 事 が 進まな い. 

問 題 は 心 理 的 で 

は 

あ る が: 

'し 

か し 決 し て 心理 學 的 で は な い. 

私 は， も ち ろ ん, 

の 小 篇 

の 

全體の 問題 を 音の 長さ と 高さに 限 

る. そし て， 今 こ 

の 

節 で は: 

'問 

題 を 全く 長さ だけに 力、 ぎ る. 强さ 

の 事 は し ば ら く 

問 

题の 外に 

お く  . 

私 共 は 民 謠- の 文 句 を ど う 聞 く か. —— ど ぅ讀ま れ てゐ るゃラ 
に 思 ふ 力、. 


a  ) 材 料. 私 は あと で そ れ を 歌 の メロ ラ： f と 比 ，交 する ため 
に， そ の 村 料 と して 三つの 民^の 文 句 をと つた. 二つに，， ど ど 
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いつ"， 调 である. そして， これ は 二 ッ ボ ン の 1^  fit- の 屮 で 一番 多 
い 詩形で ある. 一つ は 7-7,  7-7 調で ある. その 文句 は 次の 通 
り である. 

ど ど い つ 調. 7-7，    7-5 調. 

，， こ ぼ れ 松葉 を あれ 見やし やん せ， 

枯 れ て 落 ち て も 二人 づ れ." 
，， 月 は 倾 く 夜 は しんしんと， 
心 細 さや ,【：!7 の 聲" 
7 -"    7-7 調. 

，，踊れ 人々， 供養の た め ぢゃ， 
五穀み の り て， 大風 も な し. 
神 の 惠 ぞ， 佛 の 恩 ぞ， . 
恩 を 思 へ ば， 信 心 し や れ" 
この 三つの う ち， ，， ど どいつ" 調の 第 2 の 歌 は， ノヽ チォ 一ジの 
機 織 唄で 唄 はれる 文句で ある. 第 3 の 7-7,  7-7 調 の 歌 は ッ ク 
ダ 島の 盆 踊の n 貝の 文句で ある. 

1)) この 文句の 讀み 方. 普通の 會 話の 首 葉と， この 唄の 文句 
との 相違 は， 前 に 述べた や う に， 全 く  7 - 5 調と 力、 5-7 調 と か， 或 は 
7-7 調と 力、 いふ や う な， ず r 葉の リ ュ ト ムスが あると いふ ことで 
ある. そして この リュト ムス は， ま づ 言葉の 數で 出來て ゐ ると 
する. これ は  一 して わ 力、 る こと で， 別に ここで 特に 考 へる ほ 
ど の 問題で は な い. 7 - 5 調 と 力、， 7 - 7 調と かい ふ や う な 霄葉 そ れ 
自身が IN 容 をよ く 物語って ゐる. 心理 學的， 或は 美學 的に 觀察 
しない 以上 は， こ れ について は 問 題 は な い. 
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し 力、 し， これに ついては， も う 一つ 他の 問題が ある. それ は， そ 
の 5 或は 7 とい ふ 音 節 が， さ ら に そ れ よりも 小 さ い 何 かの 單位 
のリ ュ ト ムスで 出 來てゐ る 力、 とい ふこと である. 

こ れ は， もち ろ ん， 人 々の 心の 狀 態で 違って 來る であらう. 一 
般に そのこ とに ついて 普遍的な 事實を 指摘 出來 るか ど う か は 
問題で ある. し か し 私 は 問題 を 言葉の 長さ と い ふこと だけに 
限っても， なほ 或る 程度の リ ュ ト ムスと いふ こと 力； 考 へられる 
と 思 ふ. 

私 は 上に 擧 げた 文句 を大體 次の やうに 讀ん でゐる やうに 思 
ふ. —— 

(1) 


•     j\obore  |  Matuba  o  I   are  miya  I  svanse 


karete 


otitemo 


hutari  zure 


2.     Tuki  wa      kata  muku      Yo  、va  sinsin  to 


kokoro    I  bososaya  |  Tori  no  Koe 


3-     Odore  |  Hitobito   '   Kuy6   no   \  tame  dya 

(一 レ リ） 

Gokoku      minorite      Okaze       iiio  nasi 


Kami  no      Megumi  zo,  |   Hotoke  no 

―  (つ リ 

On  。 1 omoeba,   I  Sinzin   |  siyare  ' 


(hi  zo 


れを みる と， 二 ッ ボ ンの 詩形 に は， 西洋 の 詩形 にある や う な 


(1) よ 戈 は Mutuhi. 人に よって いろいろに- 3" ふやう である 


ifs  o  m 歌の 如 》ia について 
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長短の 明瞭な リュト ムス はない やうで ある. 殊に イアン ブス 
と 力、， ト 口 へ ウス とかい ふやうな 短い 詩 脚 を 考 へ る の は， た し か 

に 不自然で ある やうに 見える. 少 くも そ の單位 を 4 昔 節， 或は 
5 昔 節 に と る 方が 自然で ある やうに 見え る. 

次の 問題 は， そ の 4 昔 節， 或 は 5 昔 節 は 長さ とい ふこ とに つい 
て， 何 か 或る 一定の 規約 で 組 み 立てられて ゐる であ ら うかと い 
ふ 事で ある. これ は 全く 統 計 的 な 問 題で ある. 

も し 7- 5 や 5- 7 の 句 を 上に 述べた やうに， 大體 長短で 分ける 
こ とが 心理的の 事實 とするなら ば， —— そ の 事の 一般性， 普遍性 
が す で に 問題で ある と 私 は 思 ふ が， ― その やうな 例を統 tl ト的 
に澤山 集めて み て， そ れ から 何 か を 判 斷 する よ り 外に この 問 題 
の 解き方 はな い. 

私 は 以上の やうな こと を 假定し て， そ れ が ど れ だけ 客観的な 
事實に 基く もの か を 叙述して みょう 力 A と 思 ふ. 

〔附 記. —— ここに 述べた やうな こと は， 私 共が 西洋の 詩 を 知つ 
てゐる 力、 らこ そ， さ ぅ考 へる のか も しれな い. 西洋の 詩 を 知 ら 
な い 二 ツボン 人 が， 果 して 5- 7 調 や 7 - 5 調 を この やうな 長短の 
リュト ムスで 讀む 力、 どう 力、 そ れ は 問題で ある. も 少し 西洋の 
詩の 考を取 入れるなら ば， 最 後の ック ダジ マの 盆 踊の 文句 は 下 

CD 

の やうに も讀 まれる. 

Odore  ：ぉ ' Hitobito   i  Kuvo  no  |  tame  dya  * 1 


(1) 兑 易いた めに 休み を * で 書く' 以下み な 同じ' 次の 表で も * 
は 短い 休み， は 長い 句切の 休みで ある- 
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Gokoku  *   1 iiiinorite  j   O  kaze 

、ノ 

1J10 

—   1 

nasi *  1 

こ れ は 

CD 

: トー-叫の やつな リ ュ トム 

ス の 

繰 返 しと 見ら 

れ 

る. そ 

して 第 

1 節 に 休止 が 第 4 音に 來 

る. 

甚 だ 規 則 的 に 

見 

t る. 

ただこ 

のリ ュ ト ムスに は づ ； a て ゐ 

る Ik 

は |()n  0*  1 の 

と 

ころ だ 

け で あ 

る. し 力、 し， 二 ッ ボンの 詩の 

句 を 

この やうに 考 

る の は 

それ は 

單に 西洋の 詩學を 模倣して 

見た 

とい ふだ け で: 

'一 

般のニ 

、リ ； ■]  く  ノ 

人の 心理的な 事實 かど う か: 

，そ れ 

は 判斷が むづ 

力 S 

し い. 

殊に 二 

ッ ボンの 詩形に 西洋の 詩の 

意味 

での ッ ェ ズ— 

ル: 

'つ ま り 

* 力 は 

る カュ， な い 力、 そ れ は 問 題で あ 

る. 

ここで は， 私 は, 

'た 

だ， さ う 

思 へ ば 

思 はれる と霄 ふだけ である. 

3D 

二 ツボンの 民謠の 文句 は， 事 

實上 

ど うい ふ 風 に 

讀 

まれて 

ねる T) ゝ 

. —— (A) 長さ. 

これから 私 は 事實を 叙述して 見 
(2) 

a) 讀んだ 人々. 残らす トーキ 

る. 

3  ] 

，或は その 附近 

の 

人. 

A.-I. ハチ ォー ジの 人. U\. 

50 

歳く らゐ. 

S.-K. 印刷工 場に 働 く 人. 

リ). 

30 歲 く ら ゐ. 

小哏の師[^. 女. 30 

m  く 

ら ゐ. 

M.-II. 以下 3 人 はック ダ 島 

の 人 

々- 男. み な no 

歲 

く らゐ. 

(1)  これ は 西洋の 詩の 笫 2 稀べ- ォ ンに {1乂 てゐ る. 

(2)  叙 述 力-' m  W- に する ため， こ こ に は A.-I. と S.-K. と I.-M. の 例 だ け 
を あ げ て お ： . 

ッ ク ダ お」 の/ V 々は 形 は し に ^ 常 に よ く 似て ゐ る. た だ 絕對の 

髙 さが 多少 ふ だ けで あ る. 
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T.-T. 
0.-M. 

b) 錄昔. 私 は， この 人々 に， いつでも， （1) まづ ，，ァ 'ィ. ゥ.： n. ォ" 

を 何の 作意 も な し に， 極 め て - 'f 常 の TT" ひ )j の やうに つても ら 

つ た. 次 に （2) この 文句 を， これ も 極めて 安 樂 に， 少 しも ふし を 付 
け す に， 新 聞で も讀 む や う に， す ら すらと 讚んで もらった. そし 
て 最後に （3) この 文句 を メ  口 ディ で呢 つても ら つた. 

あとで 錄音フ イルム を 聞いても ，讀 ん だ 部 分 は 極めて 自 然 に 
讀 まれて ゐる. 私 はこれ がま づ 普通の 人 が 歌 の 文句 を讀 む 時 
の 有様で あると 思 ふ. 叙述 を 簡單に する ため に， ま づそ の記錄 


笫  30 


鬮 
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01  0.5  1.0  1,5  2.<1  2.-."  —3.0  ij.o"  一は'— 


第  31  圖 


第  32  圖 

を 一つ一 つ 顺 を 追 う て， こ こに あげてお ぐ 
C  ) 文句 を 讚んだ 時の 實例. 
1. 文句 ，， こ ぼれ 松葉 を." 


■3-  ^ 

口  =^ 

言 葉 

S.-K. 

ko 

0.10  Sek. 

0.11 

1  ::: 

0.05 

一 

bo 

0.14 

0.10 

u 

0.09 

0.17 

re 

0.16 

0.1(5 

re 

0.14 

0.1(5 

ma 

0.17 

0.1(3 

mi 

0.1(3 

0.16 

*tu 

0.14 

0.18 

ya 

0.13 

0.20 

ba 

0.09 

0.19 

syn- 

0.20 

0.21 

0 

0.15 

0.09 

-11 

0.11 

0.13 

m  3  m 歌の 如 dfl [について 
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-s- 

PI  朱 

A  T 

い •  -  l\  • 

n  菜 

A  _  T 
iV き 墨 1« 

~  XV  • 

se 

0.18 

:!:te 

0.14 

*：(： 

0.56 

0.70 

mo 

O.K) 

0.22 

ホ ka 

0.08 

0.11 

hu 

0.05 

0-05 

re 

0.13 

0.15 

:;:ta> 

0.18 

0.20 

:;:te 

O-IG 

0.21 

ri 

0.09 

0.13 

o 

0.13 

O-lo 

zu 

0.12 

0.17 

ti 

0.07 

0.12 

re 

0.11 

0.20 

2. ，，こぼれ 松葉 を." 

この 文句 は 前のと ほとんど 同じで ある が， 第 2， 第 3 の 句 が 少 
しちが ふ. この 文句 を ，， ど どいつ" で 唄っても ら ふ た め に， そ 
れ に P 及 ひいい や う な 文句に し た. 

，， こ ぼ れ 松葉 は あや カュ り も 
の よ 

落ちて ちる の も ふたり づ 
れ" 

唄った 人 は， 小 PJ^ の 師匠. 女' 

3. 文句，， 月 は 煩く， 夜 はしん 
しん と." 

これ は ハチ ォー ジの機 織 唄 で， 
A.-I. だけが 讀ん だ. 

この 二つ は ，，ど どいつ" 調で あ 


ko 

0.14  Sek. 

0 

0.14 

bo 

0.10 

ti 

0.12 

re 

0.17 

:;:te 

0.25 

ma 

0.22 

*ti 

0.18 

氺 tu 

0.95(1) 

ru 

0.17 

ba 

0.18 

no 

0.21 

wa 1 

0.25(2) 

mo 

0.23 

a  J 

hu 

0.07 

y ひ 

0.22 

*ta 

0.24 

0.18 

ri 

0.15 

ri 

0.12 

zu 

0-14 

mo 

0.18 

re 

0.15 

no 

0.13 

0.21 

氺 * 

0.56 

(1)  この 數は何 かの 間違 ひで あらう' 普通に は 信じられな レ、 • 或 

は 測定が 正しい としたら， 何 か 言葉の 特別な 場合で あらう' 計 -焚- か ら 
省いて お く. 

(2)  この a の區 別 は 見出され な レ、' 
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tn 

0.05  8ek. 

V/'vt/ し レ 1V» 

ko 

0.13 

る. 

まづ これ 力 i ら私は 見て ゆか う 

'り "U  Z 

づ ki 

0-13 

、！^ 1 '八 

化0 

と 思 

ふ. 

ヽ va 

ゆ丄 t5 

ro 

も 

0.13 

bo 

0.14 

i) 

休みの 種類. この 記 錄を見 

:k わ、 
个 lu 

り 

(1.15 
リ' 丄リ 

リ. 丄リ 

て， ま 

づ 第一に 私共が 意 外 に 思 ふ の 

-'ノ 1 

0.19 

ya 

0.16 

は， 休 

み （りに 2 種類 ある 事で ある. 

V(i 

0.19 

*to 

0.14 

wa 

0.12 

ri 

0.09 

そ 

の （第 1 は 句切れの 休みで あ 

si- 
-n 

0.19 
0.15 

no 
*ko- 

0.14 
0.16 

る. 

始めの 7—7 の 句 の 終 り， ，，あれ 

si- 

0.18 

-e 

0.11 

見や 

しゃん せ" や，，， 夜 はしん しん 

-11 

0.12 

*to 

0.19 

と " 

の 後の 休みで ある. これ は 時 

0.51 

問 に 

し て 0.5 秒 力、 ら 0:7 秒 く らゐで 

ある. かなり 長い. 呼吸の ためで あらう. A.-L に は "こぼれ 


松葉 を 

" の 7 音節の あとで 

0.05 秒 

の 

休みが ある. これ も 句切 

で あ ら 

う. これ は 心 理 的 な 

もので 

も 

あらう. この f 木み は 普通 

で あ る 

そ の 

(第 2) は， こ の 表で 示 

す やう 

に 

，ほ とん ど 例外な く，  t と k 

と の 前 

に 休みの ある 事で あ 

(1) 

る. こ 

れ 

は 私共が 始めて 見た 事實 

である 

これ は 時 問 が 非 常 

に 短 く 

て 

，大體 で 0.0：^ 秒 力 ^ ら 秒 

くら ゐ 

で あ る. 耳 に は 聞 え 

な い. 

れ は t と k とが 發 昔す る 

に 特 に 

む づカ、 しくて， 口 の 形 

を變へ 

る 

ための 休み の 時 問 力、 も し 

才し な V ヽ 

こ の 事に つ V 、て は， 

この 報 お 

の附錄 に、， も 少し 詳し く述 

ベ る. 

今 は 便宜 の た め 1 音 節 の 巾 

に 

含めて お く. 

(1) こ れ は 私 の ほんの 僅 な ヒント か ら， 協 力 者 ミヤ ゥチ さん 達 が 相 
赏 詳 し く  U つ け て，, 记 述 し た . 彼 女 等 はこの 事 を まづメ ジ " 女 子 人 學 
の雜誌 "巡 報" に 書いた. 附錄の 子 昔の 篇，^ 照' 
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ii)  ■ ^'雜 の 長さ. 詩 形 に 組立 てられた 二  、、, ボン 語 を 讚む と 
き に は， 1 昔 節 の 長さ は大體 どの く ら ゐ で ある 力、 それに 長短 
^) リ ュ トム スカ； ある 力、. 

も し齊 通の 會話ゃ 散文 を讀む 時と， 詩 を ；! 食' む 時 と に 何 か 根本 
的な 相 遠が ある と す る な ら ば， ま づ考へ られる 事 は， 首 葉: の 長さ 
が 或る リ ュ ト ムスに 從 つて 並べられて ゐ ると いふ 事で ある. 
それが この 小篇の 始め に お い た 心理的な 假定 であった. 今 こ 
の 事 を 調べて 見る. 


，， こ ぼ れ 松 葉 " 

" 月 は 傾く  " 

子 昔 と 母 昔の 昔 節 

21 

23 

母 昔 だ けの 昔 節 

3 

拗音 と 母音の 昔 節 

n が 1 音節 を 作る 場合 

2 

これが この 文句の 樣子 であるが， この や う な ] 音節の どれが 
長くて， どれが 短 い 力、 そ れ は， 今 これ だけの 例 で は 十 分に はわ か 
ら な い が， こ の 僅な 例 で は， そ れは 下のと ほ り で あ る. 

A.-I. と S.-K. と L-:\r. の 3 人が 讀んだ ，，ど どいつ" について， 
その 一昔 節の 長さ を 表に する. 


こ ぼ' れ 

松 葉 を" 

，， 月 

は 

m 

A.-I. 

S.-K. 

I.-M. 

A. 

長 さ 

頻 數 

頻 數 

頻 徹 

頻 

數 

0.05  Sek. 

1 

0.07 

0.08 

0.09 

3 

0.10 

1 

114 


笫 3 編 歌の 朗讀 について 


，，ぶ ぼれ 松葉 を" 

，，月 は 傾く" 

A.-I. 

A.-I. 

長 さ 

頻 數頻 數 

頻 數 

頻  數 

0.11 
0.12 
0.13 
0.14 
0.15 
0.16 
0.17 
0.18 
0.19 
0.20 
0.21 
0.22 
0.23 
0.24 
0.25 


この 表 を 見る と， 同じ 文句で も， 人に よ つて， ま た 同じ 人に して 
も， 場合に よって 相 當な違 ひ 方が ある と いふ 事が わかる. 

，， こ ぼ' れ 松 葉 " の 方 は 2 人と も 1 音節の 長さ は 非常に まち ま 
ち で ある. ，，月 は 倾 く" の 方 は， た だ 一例で ある が， こ れは 1 音節 
の 長さが 大體 似て ゐる. おそ ら く 文句の 構造 それ 自身の 中に 
何 か 理由が あるで あらう. それにつ いて は， ま だ 何事 も わかつ 
て ゐ な い. 

この 表 を 見る と， 4 例 を 通じて 一番 短い 1 昔 節の 長さ は 0.05 
秒 である. これ は 一語の はじめの 1 綴 で， そ して，， こ ぼ れ 松 葉 " 
で は 2 人と も ，， ふ た り づ れ " の ，， Im  " である. 女の I.-M. で も 
それだけが 特 に 短 い. ，，月 は 傾く" で は ，，月" の ，， tu  " である. 


焚 i  3  m   aj)^ の如敏 について 
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この場合 は u が 本 當 に 母 昔ら しく でき 昔 されて ゐる 力、 ど う 力、， 亇 II 
斷 で き な い， お そ ら く  ，，  h'tari", 或 は ，， t'ki  " の やうな もので あ 
らう. コンパ ラタ一 で 見て は, 母 昔の 部分 は わ 力、 ら な い. こ れ 
は 例外と してお く   ノリ- が 安 全で ある. 

1 音節の 長さ は， 1 1 に 讓 む 人 で， 一 番短 いのが 大 體 0.09 秒 く 
ら ゐ， お そく 讀む 人で 大體 で 0.11 秒 或は 0.12 秒 く らゐの や う に 
見える. 一ばん 長 い 方 で は， 早 口に 讀む 人で 大體 で 0.18 秒 く ら 
ゐ， おそ く 讀 む 人 で 0.20 秒， 或 は 0.21 秒く らゐ らし い. 

ま た は 見方に よって は， 或 る 人で は 1 音節の 長さに 二つの 群 
が あると も 思 はれる. それ は 女 の 師匠 I.-M. の 場合で ある. こ 
の 人で は， 1 昔 節の 長さ は， 大體で 0.12  # か ら 0.18 秒まで がーつ 
の 山で ある やうに 見える. それから また 後 で， 0.22 秒 か ら 0.25 
ぁ た り までに， も う 一つ山 力； ある やうに 見える. これ は， た だ， 
さ う 思へ ば 思 は れる とい ふ だ け で， 何 もさ うならな けれ ば な ら 
た いとい ふ 理由 は ない. また， よしこの やう な 事 實 が 統 計 的 に 
認められる 時が あるに しても， その 意味 を考 へる 事 はな か な か 
容易で ある まい. 

この やうな 場合に 平均 とい ふ 事に 意味が ある 力、， な い 力、 そ れ 
は 別 問題と し て， た だ 1^ 安 の た め に， 試 みに 1 音 節 の 平均 を あ げ 
て 見る と， 次の 通りで ある. 

A.-I.  043 秒 

S.-K.  0.16 

I.-M.  0.17 

これで 大體こ の 3 人の 讀み 方の 速さ は わ 力、 る 力、 も しれ ない. 
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A.-L は 一番 早 口で ある. そ して 女の I.-M. は 一番 ゆつ くりして 
ゐ る. 

普通の 會 話と 讀む 場合と の 比較 は， そ れ 自身に は 必 要な 事で 

あ る 力;， こ の篇の H 的に は， 第二義 的で あ る 力、 ら， 今 は 省略 レ てお 


次に 私共 は， 長 

さ 

に 

よ つ 

て 音節が 分類 出來 

る 力、 と い ふ 問題に 

出會 ふ. しかし， 

れ 

は 容 

易なら ぬ 問題で あ 

る. 人に よっても 

違 ふ し ，場合に よ 

つ 

て 

も 返 

言 ひ 方 を  一：^ 

し て, 女 句 を 一定し 

て， そ し て, な る ベ 

< 

多 

く の 

場合 を 統計的に 見 

る 必要が ある. そ 

して, それ は 純粹 

に 

語學 

的 な 問 題 で， 今 私 は 

その 事に 時 問 を 費 

して ゐら ォし な い. 

そ 

れ も: 

, こ こで は 省略して 

お く. 私 は 次の 私 

の 題 f:^ を 叙述し 

な 

け 

ォし ば' 

な ら な レ、. 

iii) 言葉の 長 

さ 

の 

配 列. 

. これが 當 面の 問 

題で ある. 言葉 そ 

れ 自身 も， 昔 節 と 

し 

て 

長い 

時間の ものと 短 い 

時 問 の ものと が あ 

る 力、 ど う 力、 そ 才し 

は 

問題 

で な い. とに 力、 く, 

, 今 私共が 見た 限り， 

1 音節 は 0.10 秒 

< 

ら 

ゐ 力、 

ら 0.20  #  く らゐま 

で， ほ とん ど 2 倍の 

長さになる まで 

の 

變 

化で 

讀 まれて ゐる. か 

な り 廣ぃ範 圍の長 

さの 變化 である. 

この 長さ の變 

化 

に 

何カュ 

--おの 法則が あ る 

であら う 力 \    m に 

考 へ た や う な リ 

ム ス 

が赏 際に tr 紫の 上 

に 存在して ゐ る で 

あ ら う 力、 こ れ が 常 面 の 問]^ である. 
ま づ 何 を 標準 に し て 節 を 長 と 短， 一 と り と に 分 けるべき で 

あ ら つ 力、. 

私 は 今 假 に 一 番 頻 數 の 多い 昔 節の 長さ を 調べ て， そ れを 長さ 


^  a  m 耿の如,;1^?にっぃて 
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の 標準と して H た. それ は， もちん ん， 何 も赏際 上の 意味 は な い. 
た だ 便 15： の た め， 0 安の ためで ある. 

A.-I. と の 2 人 は， 不思議に も兩— 力-と も 0.1G 秒の 音節が 
一番 頻數が 多い. それ で， こ の （).1(； 秒 を 長さ の 標準, に し た- 
そして それよ り 長いの を—- と し， 短い の をリと した. A.-I. で は 
0.U 秒 も 0.1G 秒と 同じ 頻數 である. それ を ^ として 見た. 


> 

^  ^  E3 

—— ぉーレ 

  V—'  ~ - 

^  ^  ^ 

—— —— リ 

一 t33 

tZ3  - —— 



Kobore 

]\Iatuba  0 

are 

miya 

syan  se 

A.-I. 

«^       —— — 

. 1 
1 

karete 

otitemo 

liutari 

zure 

これ を 見る と， 少く もこの 文句の 全體が 或る 一貫した 長短の 

リ ュ ト ムスで 讀ま才 して ゐ な い とい ふこと 力； わ 力 ュる. 例へ ば 4 
昔 節 を 1 詩 脚と みて， 3 音節の もの は 最後の 一つ を 休 止 と 見れ 
ば， S.-K. の 場合 だけ は 

ひ） 

_  .  I   (  ^  *^V^    _         1  八、 '   C —— ヽ I 

丄 I   karete  *     ；    otitemo    ！  kobore  *  | 

となる. し 力、 し， そ れ は た だ 1^- 想 だけの ものである. この やう 
な I 音節の 休み を 作って ゐる處 は な い. この リュト ムス は 客 
觀 的な 事實 でない. 

し 力、 し 丄 -1. と と は， 或 る 點 ではよ く 一致す る. その や 
う な 場所が 四つ あ る. 

1) ，， こ ぼれ"  2  ，，かれて" 

(1 この リュト ムス は 西 i'C: の 詩 に は 多 く 用 ゐ られ ない 形で あ らう' 
しひて 言へば ィ ォ ニクス 'ァ' ミ ノ リ に似て ゐ る' 
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3) ，， ふ た り " 

4) 

しゃん せ 

このうち （1) と （2) は 同じ リ 

ュ 

ト 

ム 

ス である 

^  W  — [ 

の 形で 

ある. 西洋の 詩の アナべ 

ス 

ト 

に 

似 

てゐ る. 

(3) の，， ふたり" は 1 レー 

一 に 

ノ  1 

の 

形 

である. 

西 

洋の ft の 

アン フ 

イブ ラヒ ウス に 似て ゐる 

(4) の，， しゃん せ" は i  — 

ノ —— 

の 

形で ある 

この 形 は 

西洋の 

詩の クレテ イクスに 似て 

ゐ 

る 

多 

く 用ゐら 

れ 

ない 型ら 

しい. 

し 力、 し 二 ッ ポン 語に は 普 

通 

に 

あ 

る 

おそら 

ぐ 

、 - ッ  ゾ 

語と 西 

洋の 言葉 と の 性質の 相違 

で 

あ 

ら 

ラ 

全 體に對 して は 長短が 

違 

ふ 

が 

，単 

に そ れ だ 

け 

を 取れ ば 

二つの 

音節が 同じ やうな 長さ で 

あ 

る 

と 

い 

ふ 點 で， 

5) ，， あ れ " 

6) 

づ れ " 

の 二つ も 似て ゐる と も tt 

は 

れ 

よ 

ラ 

ど ち ら 

も 

の 形， つ まり ピリ ヒ ウスで 

讀 

み 

.-K. は 1 —— 

の 形， つ ま 

り ス ボ 

ン デウスで 護ん で ゐ る. 

あとの 3 小節 は， こ の 二 

人 

の 

V 

ュ 

ト ムス {i 

致 し な い 

の 場合 は， こ のリュ 

卜 

ム 

ス 

が 

多 少 ち が 

ふ 

讀 み  一) j 

が ^ よ 

り も 多 少 表 情 的で ある や 

に 

見 

る. そォ ご- 

リニ トム 

ス とい 

ふ |||| か ら は， 大分 遠 ざ かつ 

て 

ゐ 

る 

ら 

し  い. mj の 

2 例 ほ ど 

にも 長 

短 で 配 列 する こと は む づ か 

し 

い 

リレ '          ―      ？  ： 

1 

—— Z 

C3     ^  ― 

Kobore       3 丄 atulwi wa       ； ivakari  mono  yo 
( )tite       tirimomo       hutari    |  zure 
の :) ち で， 前 の 2 人の リ） と 共通な 形と 思 はれる 處は 多少 あ 
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るに は あ る 


A.-I. 

— - 

miyji 

レ — 
sya 11 se 

v-^ —— 

liutari 

ZUIV 

I.-M. 

kari 

monoyo 

I.-M. 

S.-K.  I  Karete 
I.-M.  I   o  ti  te 

これ だ け 似て ゐ れ ば， こ の やう な 言葉 は， ま づ大體 この リュ ト 
ムスの もの だと 1 くって よ 力:^ ら う. 

しかし， こ の 比較で， も 一つ 他の 重要な 點が わかる. それ は 1 
語の 中の リ ュ ト ムスの 相 遠で ある. もちろん 正確に 定量 的に 

は は れ な い が， 大 體 で， こ の 讀み方 の う ち で， 次 の やうな 事 は 

は れる らし い. —— リ； の A.-I. も S,K. も ー體で 言葉 を イアン ブ 
ス 型， 或 は 尻 上り 型 に 雷って ゐる が， 女 の I.-M. は それ を トロへ ゥ 
ス 型， 或 は 尻 下り 型に 實 つて ゐる. 詳しく 言へ ば， 男 の 方 は アナ 
ペスト 型 で， 女 の 方はク レティ クス 型で ある. 1 語 だけ を 取つ 
て， そ の 長短 を 見れば， 大體 この やうになる. 


A.-I.  S.-K. 


Kobore 
ka  re  te 
0  ti  te 


Kobore 
monoyo 
o  ti  te 
ti  ru  no 


こ れ は， お そら く 個人個人の 讀み 方の 或る 特色 を 示して ゐる 
もので あ ら う. 私共 力； この 一つ一つの 相違 を 意識す る 力、 ど う 
か は 問題で あ る が， 全體 と して は， こ の や う な 相 逮は何 か の 違つ 
た 印象 を與 へる であ ら う. 
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笫 3 編 歌の 如讀に ついて 


この や 

ラ 

な 

事 に は， ま だ 

の 長 

さ 

に つ 

い 

て 

の ァ 

ク セン 

ト が 關係 

し 

て 

來る. 私 は 

7- 

- 7 調 を 

今. 全 

體 

と し 

て 

見 

て ゐ 

る け れ 

ど， こ れが 

決 

し 

てこの ，，ど 

ど 

い つ " 

に つ 

い 

て の 

全 

體 

で な 

い. 問 

題 は ま だ 

澤 

山 

殘 つて ゐる. 

私 は 今 

そ れ 

に 

一 つ 

一 

つ 

觸れ 

る 暇が 

な い だ け 

で 

あ 

る. 

し カュ し， 

'以 

上 

の 叙述 だ け 

で 

も， 二 ッ 

ポ ン 

の 

詩形 

を . 

、卞こ 

だ 何 

の氣な 

しに すら 

—レ 

ら 

と讀 むと き 

に 

は， 或 る 

程度 

の 

自 由 

が 

あ る 

事 だけ 

は わ 力 、る. 

一 

人の 人が 二 

人 

とも 違 

ふ や 

ラ 

に 讀 

ん 

で 

ゐ る 

. そ し 

て 似て ゐ 

り 

點 

と 違 ふ點は 

大 

體 で わ 

力、 つ 

た. 

の 

事 

は 二 

、ソ ボ ン 

語の 詩形 

に 

對 

して 長さの 

V 

ュ トム 

ス と 

い 

ふ も 

の 

は: 

，た だ 

このく 

らゐの 役 

を 

演 

じて ゐる も 

の 

だ と い 

ふ， そ 

の 

限度 

を 

大 

體で 

示して 

ゐ ると 思 

つ 

て 

よ 力 A ら う . 

― ッ み 

ン 

の 詩形 を， こ 

の 

や う に 

^ を 

出 

して 

讀 

む 

も の 

として 

見れば， そ 

れ 

に 

は 相 當 に 自 

-由 

さが あ 

つ ' 

大 

抵 ど 

ラ 

に 

で も 

讀 める 

ものの や 

ラ 

に 

見える. 

こ れ 'だ 

け 

の 

例 で も ，私 共 

は 

次の や 

う な 

事 

は 大 

體 

で 

本當 

である 

と考 へても いいやう に 思 は れ る. ~" "詩形 と い ふ 事に ついても， 
す で に 私 共 の 心 の 中 にある 形と， 實 際客觀 的に 存在す る 形 と の 

間 に は 相 當な相 違 の ある も の である. 7-5 調， 7-7 調 な ど い ふ 
こ と は， 私共の 心理的な 形で あ る. 客觀 的な もの だ （十 を考 へる 
時には， また それ は 別 に そ れ だ （ナ を 考 へ な くて は な ら ない もの 
である. 心 理 的 に 心 地 い い 詩と して 存 在 する 形 が， す ぐ その ま 
まに 客觀 的  一 ■ 生理的に 發 音され たもの —— にも 存在す る と 
思 ふ の は, そ れ は 少々 早計で あ る. 
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二 ッ ボンの 民 諮の 文 句 は, 事 貰 上 ど うい ふ 風 に 

M ま 

れ 

てんる 

か. —— （B) 高 さ. 

この 事に ついても ，私 共 は ま づ 心 理 的 に ど ：) 聞 

く  i い 

と 

考 へ， 次 

に客觀 的 な 狀 態 を 見る の が 順序で あらう. そ れ 

は 長 

さ 

{ こ つ レ、 

て 私の 試みた を， も う 一度， 高さに ついて 試みる 

ベ き 

も 

の で あ 

ら う. 

しか し， こ の 場合 は 心理的な 觀察は ほ と ん ど 今 

の 處 

不 

可 能 で 

ある. 私共 力;， た と へ ば ，， ど ど い つ" の 文 句 を ど 

ん な 

高 

さの 變 

化で 讀 まれる やうに 聞 く 力、 そ の 心理的な 狀態は 

今 の 

と 

こ ろ 記 

述 する のが 非常に 困難で ある. しひ て， そ の 時の 

私共 

の 

聞 き 方 

を "i- へば， 次 の やう に な る. —— ，， ど ど い つ " は大體 

で 四 

つ 

の 場 所 

で 切れる. 上の 句 で 二 つ， 下 の 句で 二つ， そ して， そ 

の 一 

つ 

一つ 力 2 

下りの 口調で 讀 まれる. 決して JTl 上り に は 讀 

ま れ 

な 

い. 

例. こ ぼ れ 松葉 を 1                  ここで 切れ 

る 

あれ 見やし やん せ！             ここで 切れ 

る. 

枯 れ ておちても 1               ここで 切れ 

る. 

二人 づれ li                      最後の 切れ 

ほ. 

この 1 句 づ つ を 尻 下 り に 讀 む. 

どのく らゐの 高さ 力 、ら， どのく らゐの 高さ ま で 

尻 下 

り 

に な る 

か, そ の 高さの 事 は， P 谒 く 人 も 十分 意 識 出 來 な い. 

自分 

も わか 

ら な い， と い ふ よ り 外 に ひ -}j が な い. 

これ を， も少 し 明瞭に 記述す るの は， そ れ は 實 驗 

心理 

ゆ 

の 仕事 

である. 私 は 今 はこの 事 を 第二義 的な 仕事と し 

て 省略 

し て， す 
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ぐ 次の 題 に か 力 ^ る. —— 

ど どいつ 調は實 際どの や う な 高さの 變 化で 讀 まれて ゐ る 力、 
7-7 調 や 7 - 5 調を讀 むと きの 語調 は どんな ものである 力、. 

尻 下りの 語調と いふ 事 は， 耳 で 聞 いても 明瞭で ある. その 下 
り 方 を 今 多少 叙述 して 見る. 

i)  音域. ~~ どの 高さ か ら， ど の 高さまで 聲が 下る 力、 全體 
と しての 音域 は， この場合， あま り 必要で ない が， まづ 最初に その 
事から 觀 察する. こ れ もた だ 一 例 に す ぎ な い. 人々. によ り， も 
ち ろ ん， か な り 大 き な 相違 力； あ る. 

最 高 最 低 
, A.-T. ，，こぼれ 松葉" 267〜 0+e ン 

-! Pj  }  ，，月 は 傾 く  "  300 146  0  +  c# 

' S.-K. ，，こぼれ 松 188 111  a 

女 I.-M. ，，こぼれ 松:! i^:"        361 202  b 

これ を 見る と， A.-L だけ は 1 ォ クタ— ヴの上 を 半 音, 或 は 短 
三度 だけ 出 てゐ る. あとの S.-K. も 女の も 六 度 か 短 七 度 
の 1は】 で 讚んで ゐる. 

こ の li:;!^ は， 前 に 述べた 普通 の 兪 話で 表 情 の 多い 場合よ り も 
遙 に 音域が 狹ぃ. 形が きまった 詩 を 讚む ので ある か ら， そ の 方 
に 制 Pil せ ら れ て， 聲 に 多く 飛躍す る餘 地がない ので あ ら う. な 
ほ 他 の 例 は こ の 小 篇 の 終 り に i$ に して あ げ る. 

ii)  語 調 の 型. —— このく ら ゐ の 例 で は， 全體 での 事 は わ 力、 ら 
な い が, こ の 例の 示 す だ け で は 明 か に 次の やうな 型が あ る. 
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第 1 句 

始 め の 7-7. 

a) 

二つの 山の 维の ある もの. 

b) 

それ以上の 系の ある もの. 

第 1 句 と 第' 2 句 の 問 に 大き な 休 止 が 

あ る. 

第 2 句 

終 り の 7-  5. 

a) 

二つの 峯の ある もの. 

b) 

それ以上の 峯の ある もの. 

こ の 一番 簡 

眾な例 は S.-K. の 場合で ある. 全體 がた 

だ 四 

つ 

の 

峯で出 來てゐ 

る. あと は, み な， ど れカ、 1 句の 中に 二つ 

以上 

の 

峯 

が あ る. 

こ の 讀み方 

は， もちろん 言葉の 高さに よる ァク セン 

卜 に 

關 

係 

が ある. し か 

し, こ れ は， 相當 言葉の 數を統 計 的に 見な 

け れ 

ば, 

'明 

瞭 に は わ 力、 ら 

ない. つまり 問題 はか う な る. ~~ 言葉 

そ れ 

自 

身 

の 高さに よる 

アクセント は， そ の やう な 言葉 をつ づけ 

て讀 

む 

時 

に は ど う な る 

力 \ 

言葉の 高 さ 

による ァク セン トは必 、すし も 一定で は 

ない. 

人 

によつ て， 多 少 

逮 ふやう に讀 まれて ゐ る. しかし 大體 

の 傾 

向 

は 

下の やうに 言 

は れ るで あらう. 

1) 言葉 自 

身の 高さに よる ァク セン トが 多く は 尻 

下 り 

で 

あ 

る. 短い！ 2 昔 

節く らゐ の 言葉で は，/ 兄 上 りの も ある. ： 

，， 岛 " 

の 

や 

う な 例 で あ る. 

, 高さに ついて イアン ブスで ある. ； v_ 

ノー  1 

で 

あ 

る. しかし ，そ 

の 反 費：! • に ト 口へ ウス 1 ーレ 1 の も 多い. ， 

， 聲 " 

の 

や 

うな 例で ある, 

• し 力、 し， 3 音節 以上の もの は， 多 く は 山の や 

つ 

中が 高い 力、， 或 

は 始め 力 、ら尻 下りで ある. つまり 高さ 

に つ 

レ、 

て 
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アン フィ ブラ ヒ ウス カヽ或 はダク テュル ス である. リ一リ 力、， 

或は 1— り 1 である. 例へば ，，松葉'' の やうな 例で ある. 或 

は，， あや 力、 り もの" や ，， ふ た り づれ" の やうな 例で ある. 二 ッ 
ポン 語に は， 言葉 自身の 高さに ついて アナ ぺス ト型 i リリー： な 
の は あま りない やうで ある. 

この やうな 例 を 十分 集め て 見た ら， 二 ッ ポン 語の 高さに つい 
ての アクセントの 性質 は わかる. し 力 1 しそれ は 今 私 の 問 題 で 
な い. この 小篇で 取扱つ た だ け で は， 言葉 は 多 く は 尻 下りに 發 
音され てゐる 傾向が ある とい ふだけ である. 

2) 言葉 と 言葉の つ な が り が 尻 下 り になって 行って ゐ る. 
これ はグラ フ を 見れば 容易に わかる. この場合に は 二つの つ 
な 力； り 方 力； あ る. —— a)  2 語が， 獨立 して は 同じ やうな ァク セン 

ト であっても， つづけられる と， 第 1 語が/ 儿 下 りで あつ て， そ の 下 
つた 點か ら第 2 語が 言 はれる ので， 結局 全體 と して 見れば 尻 下 

り に な る. し） テ ニノ 、が ある 時 は， テ ニハは その 前の 言葉よ り も 
普通 は 低く 發 昔され る. その 低 さから 第 2 語が 始まる の で， 全 
體 は/え 下 り に な る. 

額 文 を讀む 時に は， 多少 表情 的に なる. この テニハ を 殊に 高 

く あげる の は， そ の 一例で あ る. の ，，故る の も" の や う な 

例で ある. もちろ ん， こ の やうな 抑 揚 の ある ほど 讀み 方 は 表 m 
的 になる. しかし， それでも 全 體の傾 向 は や は り 尻 下 りで ある. 
つまり この 場 合 で は， ，， 散る の も" の ，，も" の 高さ と， ，. ふ た り 
づれ" の ，，ふ" の 高さ との 差が 大き く なる. 私共 はこ の ，"i5〜 
以上の 差, つ ま り 短 三度く らゐの 差 を, 讓 むと きの 表情の 一種と 
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して 問く. この 例 は 普通の 語調と 違つ て， 變 格 的な 興 味 が あ ろ. 

以上 見て 來た事 は， 二 ッ ボ ソ ;m- の 3 吾 調 そのもの を 調べる とし 
た ら 甚だ 簡單 で， ほ とん ど 何 の 結 も 與 へ な い 力、 も し れ な L  、- 
し 力、 し， 今 は哏の テキス ト がどう 護 ま れ るか を 調べた だ け で あ 

る. そして 次 に そ れ が ど う I1W は れ る 力、 を 見る 材料 に しょうと 
する だけで あ る. 

語調 そのものに ついての 赏語學 的な 觀察 は， また 他の 機會に 
の ベ る . 

附 記. 歌 を朗讀 した 二三の 實 例. 

a) 實 例. - - 私 は 叙述 を簡, J こする ため に， こ れ までた だ 三 
つの 實例 を擧 げ た. こ こで それ を 補充す るた め に， さ らに 二三 
の 實例を あ げ る. 

測 定の數 字 は 省略す る. グラフ だけにす る. その グラフ も 
大體の 語調の 高低 を 示す だけで ある. b- 波 や C- 波 はみ なァゥ 
スク、 、ライ ヘン した ものである. 

例 1. ッ ク ダ 島の 盆 踊の njl     7-  7,  7-7 調. 
文句 は 前 に 擧げ た. 

唄った 人. M.-H. リケ ックダ 島で 生れて， 育って, 今 も 住 
んでゐ る 人. 勞働 者. 
例 2. 小 學 唱 歌， ，， 秋 の 夕 ぐ れ " 7-  7，  7-7 調. 
文 句. 花や 紅葉 も 及ぶ も の か は 
浦のと まやの 秋の 夕 ぐ れ. 
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讚んだ 人. 0.-T. ウエノ 音 樂學校 を 出た ゾ プラン. ト 
—キ ョ 一の 山の手で 生 れ， そ こで 育 ち， 今 そこに 住む 人. 
こ れ は 西洋 の メロ ディ と 對照 す る す こ め に 錄音 し た が， 參考 の 
ためこ こに 擧 げ てお く. 

例 3. 俳 句. 5-7-5 調. 

文句. 朝 額 や， 一輪 深き 淵の 色. （蕪 村） 
讀んだ 人. U.-G. 前に 紹介した. 
例 4. 短 歌. 5 - 7 - 5，  7-7 調. 

文句. 東海の 小島の 磯の 白砂に， 

我 泣き ぬれて 蟹と 戲る. （啄木） 
讀んだ 人. S.-K. 前に 紹介した. 
例 5. 長 歌. 5-7，  5-7, … … 調. 

文句. 昨日 また， 力、 くて あ り け り 

今日 もまた， 力、 くて ありなん 
この 命， 何 を あくせく 
明日 をのみ， 思 ひ わ づ ら ふ. （藤 村） 
讀んだ 人. W.-K. 前に 紹介した. 
例 6. 散文. 

文句  お 互に 若い まみ をうる ませ て, 返 らぬ 少年の 日 

に 思 ひ を は せ た う ら ぶ れ 時代の 君の 歌で ある 
が， そ れ さへ も 今 は 遠い昔と なって しまった. 
金 田 一 博士：，, 石 川 啄木" の 序の 最初の 2 行. 
譲んだ 人. U.-G. 前に 紹介した. 
この 散文の 一例 は， 前 の 韻文と 對 照 す る た め に， 試 みに ここ に 
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8.(1 


8.5 


G.0  6.5  7.0  7.5 

38  圖 ひ)：） 

あげたまで である. この やうな 散文 を讀む 事に ついて は， 別 の 
機會に 述べ る. 

1.) この 二三の 實 例 に つ い て. —— ここに グ ラフで あ げ た の 
は， 二 ッ ボンの 韻文の 形のう ちの 代表的な ものである と 思 ふ. 
これ だけの 實 例 で は， も ち ろん 決定的な 事 は わ か ら な い が， 何 か 
を豫 想す る 事 は 出來る • 次に その 一つ 二つ を 述べる' 

1)  音域. これより 外の 多くの 實例を 見ても， ま づ大體 で 次 
の 事 は 言 はれる やうで ある. 讀む とい ふ 事 は， た だ 言葉 を 自由 
に 話す こ と よ り も， 一 曆聲に 或る 制限 を 加へ る こ とで ある.' そ 
の 著し いのは 音域で あ る. 聲 は， 讀 む 時 に は， 大抵 1 ォ クタ— ヴ 
以內で 動ぐ 

(1) 

2)  速度. 讀む とき は， 自 由に 話す と きょ り も 大 體 で が 小 
さい. そして/: n こ處 々 で 非 常 な 變 化 が あると いふ やうな 場合 
が 少 い. 

もちろん， 人に よって 違 ふ が， 或 る 一人の 人 を 取つ て， そ れ に 自 
由に 話さ せた 場合 と讀ま せた 場合 を 比べる と， ま づ大體 で さ う 


(1) 第 5 編べ— ヂ 1(59 參 JKr  )3=- 


― 7?,2 
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赏 はれる と 思 ふ. 本文の 中に あげ た W.-K. の 場合 は その 明か 
な 例で あ る. 

新年の あいさつの やうな もの は， そ れは 一種の 朗讀 であ らう. 
同じ 人 IJ.-G. が，， 石 川 啄木" の 序 を 讀んだ 例と 比べる と よ く わ 
力、 る. 

3)  高さの 變化. 細かく 見れば， これ は 非常に 複雜 で， 私 共 は 

その 間から 何 かの 法則 を 見出す こ と は 出來な い. 到 底 歡學的 

な 現象で は な い. しかし b- 波 をァ ウス グ ライ ヘンし て， 極 め て 

大體の 形 を 見れ ば， そ して 原點を だんだん 移して 行 （ナ ば， そ れ は 

(1) 

私が 前に あげた 函數の 形の どれ かと も 見られる と 思 ふ. 人の 
聲の 高さの 變化 について は， 極 めて 大體の 事を考 へるなら ば， そ 
の變 化の 法 貝 Ij は， 或 は エキスポ ネンシ アルの やうな もので は な 
い 力 、と も考 へられる. 

4)  アクセントの 變 化. 單 語の アクセント は， こ； a まで 見て 
來 たやう に， 大體 定性 的の ものである. 定量 的の もので ない. 
例 へ ば ，， 秋 " と い ふ 時， ki 力； a より 聲が 下る とい ふ 感じ を與 
へさへ すれば い い. ただ 一語 ，，秋" と い ふ 時 に は, 昔 の 高低の 
ひらき は大體 1 才 クタ ーヴ ぐら ゐの ものである. それ を ，，秋 
の くれ" と續 けて 讚んでも， この 5 語で やはり 1 才 クタ ーヴく 
らゐ 下る だけで ある. そして そのために は ，，秋" の 1 語 で ki 

(2) 

力；； I よ り も 下る 程度 は 極めて 僅になる. 言葉 を模 ける と き. に 

(1)  第 2 編 ，，二 ッ ボン 語の 語調に ついて" き 照. 

(2)  ijS  5  m  ，，二 ッ ホ-ン 語の について. その 2 " の，， 秋の く れ" to 
グ ラ フ， そ の他單 頷の グラ フ ：^M. 
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は， み なさうな る. これまで あ げ た 軍 語 と TT 葉 の 例 を 見れ ば， そ 
れは 明瞭に わかる. 

私 は， は じめ に， 言葉の 中に ある い ろ い ろ の m' 語 を 150 語 だけ 

取 出し て， 分 類 し て， そ して 高さの ァク セン ト を 測って グラフに 
書いて 見た. それ を 辭典の やうに して 多くの 他の 言葉の ァク 
セント を 知らう とした. し 力、 しその やうな 試みの 意味の ない 
事に す ぐ 氣が つ い た. 
ァク セン ト とい ふ 事に ついて 必要な の は， 決 して その やうな 

事で ない. 或る 單 語の 全體の 曲線 を 知る ことで ある. つまり 

，， 秋 " で ki が a よ り 下る とい ふ 事 は， どんな 狀 態の ものである 
か を 知れ ば い い. それ 以上 に， た とへば，， 秋 " で a, と ki との 音 
程 を きめる とい ふやうな 事に は 意味 はな い. 

後の 篇で 私. は 聲の變 化 を 測る び， A ダ の 三つの 單位 を考へ 
た. 言葉の 言 ひ 方が 人々 で 遠 ふ と いふ 事 は， こ の單 位で 測 ら れ 
る ものの 違 ひで あらう. 

5) リュト ムス. これ も 困難な 問題で ある. 私共 は， 7- 5 調， 

7-7 調， 5 - 7 調 な ど が 5f 厶 共に は 口調 が いいと いふ 事 を 事實と し 
ておいて おく. 何故に それが たと へば 10  9 調， 9-8 調の やう な 

ものよ り も 口調が いい かとい ふやうな 問 題 は 今 は考へ な い 事 
にす る. それ は， ちゃ う ど， 何故に 北極星 は 北に ある 力、 と いふ 問 
題と 同じ やうな もの だと 見做して おく. ただ 私 は 今 その 口調 
のい い と 首 はれる 客觀 的な 事實を 記述した いので ある- 
し  かし， こ  れ ま で 私 が 記述し た だ け で は， 客 觀 的な リ ュ ト ムス 

とい はれる ほどの もの は 見當ら な い. 
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力' J 

で' 
し 

ある. こ 

れ は こ の 始 めの 5 で 完全 に 息 を 切って ゐ る. 

全 

體 

が 

短く 完結 

する ためで あらう. 5-7 調 で は, 始 めに 山と 谷 

の 

な 

い 

•J かめ。 

と い ふ 點 力 V 始 めに 山と 谷の ある 7—5 調 や 7—7 

調 

と 

力、 

な り 違 つ 

てゐる 點 である. 文句の 構造 が, ％ 共 にこの や 

に 

ませる や 

う に な つて ゐる と レ、』 、事 が， 5-7 調 と 丁— 5  ,1；73 の 

n 

モ m 
\v4 

の 

違 ひの 一 

つで あらう と 思 ふ. 


ボン 語の について その 


內 容 


(1) 

-ッホ 'ン 語の 唄に ついて そ 0 1 

(2) 

謠 だ け を 例 に） 


1〕 長さ 137 

a)  1 音節の 長 さ  137 

b)  1 句の 長さ  141 

2〕 高さ. —— 特に 節 ま は しにつ いて 142 

1)  音の 連續 143 

a)  聲が 階段 的に 動 く 場合の 過渡の 狀態 143 

b)  聲が 階段 的に 動かない 時の 連續  145 

例 1- 追分ぶ し (レ コ ― ド） 145 

2. ッ ク ダ島盆 踊  14G 

2)  この やうな 節 ま は し を 私共 はどう 聞 く か 148 

轰  150 


a) 第 1 編の 目次の，， 注意'' 參 照. 

(2) この 本で は 民 謠の赏 例と し て， 一 般 に 誰 でも 聞'、 ことの 出来る 


もの を 取らう と した' レコ— ド 1 枚， ックダ 島の 盆 踊の 吸， ハチ ォー ジ 
の 機 織の nji ，到 る處の 印刷工 場で 哏 はれて ゐる勞 働 吸 ，'文選ぶ し" を 

主な 例に した. 讃者諸 は， 極 めて 容易に 焚 際の もの を 聞く ことが tii 
來 る. 

禾ムは この 外數 百の 民謠の 樂譜を 作った' その 分類， モの 性質の rill 述 
は， こ の 樂譜が 出版 せられる 機 會に讓 る. 


二 ッ ボン 語の ほ1 について その 
' (民 謠 だ け を 例 に） 


二 ツボン 語の 歌 の 性 質 —— こ れ は 非 常 に 大 き な 問 题 である. 
問題の 範圍は 極めて 廣ぃ. そして そこに は數 多くの わ 力、 ら な 
い 題 ほが 橫 はって ゐる. その 題目の どれ 一つ を 取って みても， 
それ を 或る 程度に 正 確 に 記述す る こと は な か な か 容易 で な い. 
この 小篇 は， この 大きな 題目に 對 して は， 序 報 とい ふく ら ゐ な も 

ので ある. 本當の 硏究は す ベ て 將來の ことで ある. 

私 は 問 題の 性質 を 今し ばら く 全然 客觀 的な もの に 力 a ぎる. 

主観的な 問 題， —— 私 共 が 或る 二  、ソ ボ ン 語の 唄を閜 い た 時に， 
ど に な 心 理 的な 現象が 起る かと い ふ や う な 問 題 に は， 今 し ば ら 
く觸れ すに おく. もし この 小篇の 叙述の 中で 心理的 な 問 题 に 

觸れる ことがあったら， それ は た だ 客觀 的な 叙述 に 是 非 必 要 な 
場合 だ け で あ る. 

1 } 長さに ついて. め 1 音節の 長さ. nil ふこと と, 狭' むこ 

と， 或は 話す こ と との 根本的の 違 ひの 一 つ は， 音 を 同じ 高さで〕 1 

CD 

る 時間まで つ づけ る か， つづけ な い 力、 とい ふ 事で ある. こ れ は 


(1) 笫 5 編 ，，二 ッ ポ ン 詰 の 吸 について. その 2" 式 （1) 參照. 

n  —  k 
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よく 知ら れた 事で， ま 

た 

常識で 考 へても 明瞭な 事實 である. 

これに は 二つの 『F? う 

題 

が 

考 へられる. —— (1) 聲を 同じ 高さで， 

人は實 際どの ぐら ゐ 

の 

時 

問 つづけた 時に， この 人 は 唄った と い 

ふ 氣 になる 力、 (2) 聲 

を 

同 

じ 高さで どのぐ らゐ 長く つづけられ 

た ら， 私共 は それ をき 

い 

て 

唄 を 聞 い た とい ふ氣 が 起 る 力、. 

この 二つ は 問題と 

し 

て 

は 考 へられる け れ ど も ，い づ れも 非常 

に 無理で ある. 唄と 

い 

ふ 

感じ はた だ 長さから だ け ではき まら 

な い. それで 私 は そ 

の 

問 

題 を 下の やうに 書き直す. 

PJ. はれた 唄の 中 で: 

，一 

番 

短い 唄の 要素 は， 一 體何秒 ぐら ゐのも 

ので あらう 力、. 

こ れ は 難 問 題で あ 

る. 

見る 人々 の考 へで それ は 決して一 致 

しないで あらう と 思 

ふ. 

私 はた だ 私の 見た だけ を 叙述す る. 

こ れ は 例のと り 方 一 

つ 

で' 

, い ろい ろに 考 へられる 問題で ある. 

私 は 第 1 の 例をハ 

チ 

才 

ージの ，，機 織 IJfl" にと る. 私 はこの 

唄 を 一番 簡單 な， 短い， 

'讀 

む 

こ と に 近い 狀 態の 唄の 一つに 數 へて 

ゐ る. 

私 は ハチ ォー ジの人 A.-I. にこの 文句 を ま づ讀ん で 貰った. 

そして その あとで 直ぐ 唄って もらった. その 大體の 時 問の 違 

ひ を 下に 表に して あ げ る. 表の 數を少 くす るた め に， つ い で に 

(1) 

その 高さ も ー處に 誓いて おく. 


(1) 吸った 振 勸數の 欄に 字の な いのは， そ こ は 哏 ふとき にメ  。ディ 
が 上 リ下 り して ゐて， 一つの 數字 では 振動 數は 書け ない 部分で あ る. 
こ の 拟 動 數の数 字 が 何 を 意-味す る 力" ど ん な 意 味が ある 力" それ は 本文 
で 述べ る. -fi^ 迎の樂 器の 振動数の やうに は考 へら れ な い. 
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0.07 

0.36 

5.1 

？ 

151 

*te 

0.14 

0.37 

2.6 

174 

183 

mo 

0.16 

0.49 

3.1 

138 

hu 

0.05 

0.05 

1.0 

9 

*ta 

0.18 

0.38 

2.1 

204 

187 

ri 

0.09 

0.84 

9.3 

209 

238 

zu 

0.12 

0.36 

3.0 

189 

re 

0.11 

0.89 

8.1 

163 

■D^ 上の 表 をみ る と， 前に 述べた や う に, 讀 む 場合に は， 一 晉 節の 


(1) は 長い 休み， * は 短レ、 休み. 


140 


第 4 編 二 ツボン 詰の 吸に ついて その 1 


長さが 0.20 秒 を 越す こ と は な い. し か し 唄 ふ 方 で は 明 か に 二 
つの 長さ の 種類が 區別出 き る. (1) 讀む 場合 と， 唄 ふ 場合 と 長 
さ が ほとんど 變ら ない 音 節. は） 讀 む 場合よ り ，は る か に PM ふ 場 
合 の -お が 長く なって ゐる音 節. 

この 長く なって ゐる 方の 音節の 中 で, 一 番 時 間 の 短 いのは， - 
，， こ ぼ れ "の，， レ " の 字で ある. その 長さ は 0.32 秒で ある. 
私 はこの 長さ を 唄の メ  13 ディ と しての 一番 短い 長さで ないか 
と考 へて みた. 

この 長さと， その 音節 を 讀んだ 時の 比 はえ 3 である. し 力 、し 
この 長さ， 0.3 秒 は， 或 る 程度の 獨立性 を 持って ゐ て， そ れ が讀ん 
だ 時の 二倍に 當る 力、 ら とい ふこ と は， この場合に は あま り 意味 
は ない. 讀む 速さに 關係 なく， とも 力 a  く 或る 音 節 を 0.3 秒 同じ 
高さ， 或は 大體で 同じ 高さ と 感じられる く らゐに ひっぱる とい 
ふこと が, そ れを唄 ふとい ふこ とで ある やうに 思 はれる. 

この ことか ら， 私 は この 唄に ついて， も う 一つ 大事な 性質 を考 
へて みた. そ れ は こ の は， 唄 の 全部が 喷 で な く て， そ の 中 に は 
ま だ霄 葉の 部分が 含 まれて ゐる ことで ある. 

表 をみ る と， 讀んだ 場合と， nil つた 場合との 一音節の 長さの 比 
が大體 1.0 に 近い 場合が 少 くも 四つ ある. そして それにみ な 
句 の 初めの 昔 節 である. 

1) こぼ (れ）  2) かれ (て） 

3) お (ち） ，  4) ふ (た り） 

つま り- -句 の 初 め は， ま だず 菊で ある. I1A の メロ デノ になつ 
てゐ ない 部分で ある. その 部分 を 過ぎる と， あと は！] A の メロ デ 


^fi  4  m     二 ツボン 語の nj ひこつ レ、 て モの 1 

ィ に な る. ，，こ ぼ れ ま つ ば " と い ふ 場 合 に， ，， こ ぼ' " ま で は 紫 
である. ，，ォ し " 力 、ら リぶ の メロ ディ に な る. 

この 事が 二  、ソ ポ ン の 民 , 读- や， 戎 る 種の 德川 期 の 音 ^ が， 西 洋 の 
音 樂 や， 或 は 二 ツボン の ぼ r 曲な どと 違 ふ 點 の 一 つ で は ない 力、 と 
思 ふ. 一句の 初め を 話し て， そ の あと を l|M ふこと は， そ の 句 を よ 
く 人に 理解させる. そして 唄 ふ リノに も nu ひいい. 私 は こ の 性 
質 は 民謠ゃ 三味線の 音樂 などの 特徵と し て ，正 にさ うあって い 
いやう に 思 ふ. 

b) 1 句の 長さ. 1 句 の 長さに も ，讚 に だ 時 と 唄った 時 に は， 
もちろん 或る 程度の 定 つた 違 ひ 方が ある やうで ある. 1 昔 節 
の 長さ について い へ ば， そ れ は 0.3 秒が 最短の も ので あつ た. 
この 唄 を 今全體 と し て， そ の 長さ を 計って み る. 


-=-  M' 
P1  朱 

讀 む （A) 

m ふ （B) 

B/A 

Kobore  Matuba  o 

1.08  Sek. 

1.94  Sek. 

1.8 

are  mivasyanse  ** 

1.57 

4.19 

9.7 

karete  otitemo 

0.89 

1.99 

2.2 

hiitarizure 

0.55 

2.52 

4.6 

合 計 

4.09 

10.64 

2.6 

合 計 ，に  1! " を 入れて 

00 

j 

3.1 

この 表 をみ ると， 始めの，， ァ  一！" をの ぞいて 計 れ ば 大 體 で 
'2.6 倍で あ る し， 始 めの ，，ァ 一 に' を 入れて 3 十 れ ば大體 で 3 倍 で 
ある. そして 唄った 時 問 は， 大 體で 始めの，， ァ  一！" をの ぞ い 
て 11 秒く らゐ である. 

こ の 11 秒 とい ふ 時 問 が お そらく  26 昔 節 の ，， ど ど い つ 調 " 
が と して 唄 はれる 場合の 一番 短い 例の 一つで あら う と 思 ふ. 
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この 11 秒と いふ 數も, 獨 立した もの で， そ れが 讀んだ 時の 大 
體 3 倍 に あ た る 力、 らと い ふ わ け で な い. 讀 み 方の 早い 遲 い に 
係 は ら す， 獨 立に 大體 26 音節 を 11 秒 く らゐに 引きのば せばま 
づ 唄の やうになる ので あらう. もちろ ん， 唄 の 要素 は 長さ だけ 
でない か ら， ほかの 耍 素の 高さ の變 化が 十分に あれば， こ の 時間 
以內 でも 唄と いふ 形に はなり 得る. しかし 今 私 は 例 を 民謠だ 
けに 取って ゐる. 民謠の メロ ディ はま づ 大抵 似た やうな もの 
である. その 範圍內 で 今 長さ を考 へて ゐる だけで ある. そし 
て それが 大體 10 秒 力、】 1 秒の 附近で あら う と 見當 をつ けて み 
ただけ の ものである. この やうな もの に は， さ う 正確な 數 字な 
ど は 求められる もので な い. 

以上 述べた や う な 事が 民 謠-の 文句 を 讀んだ 時と， それ を 唄つ 
た 時との 長さに ついての 關 係の 大體 であると 思 ふ. ハチ ォー 
ジの ，，機 織 唄，' よりも 少し 複雑な 民 謠の例 は 第 5 篇の 終りに 
グ ラフに して あ げ てお く. 


2〕 高さに ついて. —— 高さ とい ふこと こ そ 民謠の メロ ディ. 

の 基本 をつ くる ものである. これが 民謠の メロ ディ を 記述す 
る 仕事の 中心で ある. そ し て， こ れ に はいろ いろの 困難 な 問題 

が ある. 私 は その 中の ほんの 一部分 を ここで 考 へて 見る にす 
ぎ な い. 

この 事に ついての 一番む づカ、 しい 點は， メ  口 ディ を 私共が 聞 
い て， そ の 印象から 推して 客觀 的 に も 多分 かう であらう と 想 像 
した 事と， 本當 に客觀 的の もの を客觀 的に 記述した ものとの 間 


iti  4 お' ij      二 ッホ' ン の njl について そ の 1  143 
に 相當な 相違が ある 事で ある. 私 は こ の 小 篇 で は, 始 め に つ 
た や ：) に， と も かく 出來る だけ そ の 吝觀的 な狀態 を 記述 して 見 
るつ も りで ある. 

1) 昔の 連繽. —— これが 客観的な 狀態 と 心理的な 印象 と ま 
ふ 一番 重要な 點 であ る. 

心理的に はメ  口 ディ の 中の 音は必 すし も 連 緩して ゐな い. 
たと へ ば 聲 力； C 力 1 ら  <1 に 上った とする. 私共 の 印 象 で は， 聲 が 
C で 長く 續き， d で 長く 績く 力、 ら， その 長い 部分 だけが メ  P ディ 
の 要素と しての こる. メロ ディ は， ちゃ う ど 階段の やう に， 〔；5： に 
なって 上ったり 下ったり する. しかし 實 際の 磬の 動き は それ 
と 逮 ふ. 實 際の 聲の動 き は， 階段 的で な く て， 大部分の 場合 は 連 
鑌 して ゐる. その 連續 のし かた は， メ  口 ディの 中で は， ほ とん ど 
印象に のこらない. この やうな 場合 を， ま た 二つに 分ける 事が 
で き る. 

i) 聲が 階段 的に 動く 問の 連績. —— これ は， その 連續 する と 
ころ だけ を 記述 すれ ば， あ と は客觀 的な もの も 階 段. 的 であるか 
ら， そ こ は 私共の 印 象 と 一致す る. そ の 連續の 部分 を の ぞいた 
後先 は， 印象 か ら で も， 大體の 樣子は 推 して 知 ら れ る- 

前に 引用した カツ タ P 一の ，，ェ チゴ 追分" の 例 を ここで も 
う 一度 使って み る. 

この レコードの 始めの ，，ふなぞこ" のと ころの 時間と 高さ 
(1) 

は 下の 通りで ある. 

(1) 笫 5 編，， 二 ツボン 語の nJU こついて. モの 2  " の 終りに グラフ 
を あげてお いた. b- 波 は 省略して 書い た ♦ 
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H  0-08  Sek. 

U  0.12 

n  0.16 
a      (1) 0.22 

(2)  0.06 

(3)  1.73 


440  320〜 

330  —405 
360 

455 


振動 數 
60 


Ilim ま で は 音 は 非 常に 動搖 して ゐる 力;， a になつ て， （1) の 部 分 
と （3) の 部分 と は 階段 的に 平坦に 進んで ゐ る. は、 の 部分が 過渡 
の狀態 である. 私共の 耳 は， こ こ は ほとんど 間 か な い. 

こ こ は， ほ と ん ど し-波 が な く て， 私 共 は 板 動 數の變 化の 曲線 を 
明瞭に 見る 事が で きる. 振動 數の變 化する 割合 は 下の 圖の通 

り である. そ の 速度 は 大體 2000〜/Sek. で， 
力、 なり 早い もので あ る. 

こ れは， ほ んの 一例で ある. この場合の 
y' や y" の 値 は 人に よって 變 り， ま た 同じ 人 

でも 場合 に よ り ，唄 ひ 方 に よ り ， その外 ま だ 
私共に ゎカュ ら な い い ろい ろの 理由 に よ つ 
て變 る. その 裡に何 か 或る 法則の やうな 
ものが ある 力、 な い 力、 ，そ れ はま づ澤 山 な 例 
を 集めて， 歸納 的に 考 へて 見る より 外に， 今 
の と こ ろ， さ し 當 つて 方法 は な い. この や う な 例を澤 山 集 め る 
とい ふ 事 それ 自 身が， し か し， な か な か 容易で た い. 
今 こ こで わかって ゐる事 は， た だ 次の やうな 事で ある. —— 聲 


0.01      0.03 り. U5 秒 

^mS    39 圖 


が 階段 的に 上る と きに も 下る と きに も， その 二つの 階段の 問 に 
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短い 過渡 狀態が あるの 

が 

n- 通 で あ 

る. 

. そ の 敝^ 的な 性赏の 屮 

に 何 か •jjr- 遍 的な ，一般的 

な 

も のが あ 

か， な いか， 个は何 と も は 

れ な い. 

ii) 聲が 階段 的に 動 

力、 

な い 時 の 

連 

核. —— こ れ は 前 の 場合よ 

り 遙に 記述が 困難で あ 

る, 

• 今 例と 

し 

て, 前に 使った ，，ェ チ ゴ追 

分" をもう 一度 使 ふ. 

例 1. ュチ ゴ 追 分. 

m 

つ た 人， 力 

ッ 

タ 口一. ，，よ-な ぞ こ " の 

， ，コ" だけ を 閱 いてみ 

, 耳で は 

た 

だ 聲が綏 い ヴ イブ ラート 

か， 或 は 非 常 に 細 か な ふ 

し 

ま はしと 

し 

て あ!; - れてゐ る やう に 問 え 

る. それ は 早く て譜に 

書 

け な い し: 

'そ 

れと 同じ 音 に なるやう に 

ピアノ を 叩 力、 う と して 

も,. 

，同 じ 音が 

な 

か なか 探し に くい. そこ 

をフ イノ レムの 上の f 己 錢ミ 

で 

見 れ ば， 大 

體 

(13 

次の やうな ものである. 

1 ) 始め の ゆ れ 

k の 子音の す 

ぐ 

後の 0 

0.4  Sck. 

2) 第 1 の 平 祖 な 

部 

分. 高さ 

1)' 

1.0 

3)  第 2 次の ゆ れ  0.9 

4)  第 2 の 平: tH- な 部分. 高さ a'(7 1.7 

5)  第 3 次 の ゆ れ  （U 

このうち 第 （1) の ゆ れ は， よ ほ ど 注意しても 明瞭 に は 耳 に 入 り 
に く い. 波 形 が 母 音 に なった 途 端 でも あるし， 時 問 の 短い 率 に 
もよ るで あらう. 

第 (3) の ゆれ は よ く 聞 え る. 


(1) fi  5 編の 終 リ のグラ ノ， 笫 51 圖 （b) き 照. 
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第 （5) の ゆ れ は， 峯 が 二つ ある が， 耳 に は 第 2 の峯 は， か な り 聞 き 
に くい. 

この 動搖 は， 平 均 どのく らゐの 速さの もの 力、 ，そ の 大體の 桁 だ 
け を 知って おく こ と は 必要で ある. この 篇の 終りに ま とめて 
表に してお く. つまり 大 體の處 は， 300〜/Sek.  く らゐの 極めて 遲 
い 速度で 下る こと も あ るが， 全體 と して 見れば， まづ 高さの 變る 
速さ は大體 1000〜/Sek. の析 である. ここ だけ を 取れば， 聲が上 
る 方よ り 下る 方が 速度が 早い やうに 見える. し 力、 し 一般に は， 
この 唄 ひ 手 だけ を 取っても， それ はま だ 何と も 判 斷 出來な い. 

ど う して この やうな 細 力、 い ふ しま はしの やうた もの 力； na は 

れ る カヽそ の 唄 ひ 方に ついて も 私 は 今 は ff^J も 知 ら な い. 

(I) 

例 2. ッ クダジ マの 盆 踊. 唄った 人， M,H. 

この 始めの ，，踊れ" の ， ，レ" を 長く 引っぱる 處を 聞いて み 
る. これ も 前の カツ タローの 例と 同じ こと で， 譜 に 力、 け な い し， 
ピアノの 上で 同じ 音 を 探す こと も 非常に 困難で ある. 

その フィルム の 上での 記錄は 大部分 は 波 型に 連續 し て ゐる. 
階 段 的 で な い. その 波 型の 動きに は， 周 期の やうな もの なく， 

m の カツ タ 口 一の 例よ り複雜 して ゐる. 

全體 は， 大體で S 部に 分け ら れ る. 

1 )  ，， 0  " の 波 や 0.28  Sek. 

2)  ，，り" の 平 III な Jt. 高 さ e'#  0.2() 


(1) 第 3 編 ，， '欲 の朗 について" 附 ^  m- ッ クダ. なの 盆 踊の 名 
コ 3'- 頭と りの 一入で ある. この 哏の樂 ^と グラ フは^  5 編の 終リ にあ 
る. お 54 闘. 
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3) 

，， re  " の 波 ff,'} 

0.2(5  Sek. 

4) 

，，e" の JII な 

さ 

0.24 

5) 

次 の 波 ガリ. 

0.44 

6) 

Si  S の 平 ぉ1. な 處. 

髙 

さ 

0.08 

7) 

次 の 波 M 

0.68 

8) 

終 り の 平 川. な 處. 

高 

さ 

C' 

0.54 

こ れ が 

大 體 の 經 過で あ 

る 

この 波 

型に 聲が上 下す 

る 

處 

は， そ の 

上り 方 や 下 

相當違 ふ. これ もた だ 一例で ある か ら， in の liA の 場合の この や 
うな ふし ま はしに つい て， 何 か 一- 般 的 な ものが ある 力、 どう 力: S そ 
れ は 今では まだ 全 然 わ か ら な い. 

以上の 短い 二つの 例から 大體 推察され る 事 は， まづ 次の 二つ 
である. 

i  ) この やうな 唄の ふし ま は しに は大體 二つの 型が ある. 
a) 聲が波 型に ゆれる 部分， h  ) 平 iFl に 安 定 して 進行す る 部 分. 
そ して この 二つが 代 り 代 り に 現 はれる. この 二つの 部分の う 
ち， 平 學な ところ は， そ の 高さ も， 長さ も ，お そ ら く  ，喚 ふ 人 の 意 志 で 
きまる もので あらう. しかし 波 ： 型 に ゆれる 部 分まで も ，n|| ふ 人 
の 意志が その 高さ や 長さ を 支配して ゐる か ど う か は, 多 少 疑 問 

である. 平坦な 部分 は 何囘 でも 同じ やうに n 贝 はれる であらう. 

しかし 波 型の 部分 は， 同 じ やうに 何囘 でも 唄 はれる 力 3 ど う か は 
急 に は 斷 言出來 な い. そ れ は 習 慣 や 練習で 似 た やうな 事 は 出 
來る であらう. しかし その 中には 唄 ふ 人の 意志の 及ば な い 部 
分 もない と は ず は れ な い. 

ii) この やうな ふし ま はしに は， 個 人の 差 は 非 常に あるで あ 
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ら う が， in と 女の 差 は， 全體の ふしの 上に は， 恐 らく あるまい と 思 
ふ. ただ 聲が波 型に ゆれる 時の 平均の 速度， 〜/Sek-. に は 差が あ 
る やうに 見える. カツ タローの 方 は， 聲 が ゆれる 時， 上 る 方 は 平 
均 800〜/Sek. の 桁 で， 下 る ソゾ は 1(K)0〜/Sek. のお テ である. ック ダ ジ 
マ の M.-H. の は， 上 る 方 は 平 均 400〜/Sek. で， 下 る 方 が f)CO〜/Sek. の 


桁で あ る. 

■ つまり カツ タ 

一 

は 非常に 大きい 速度で 聲が ゆ れ 

てゐる が: 

， M.-H. の 方 は大體 

そ 

の 半分の 速さで 聲が ゆれて ゐる. 

この 事 

は hi; の zj、 為に 述 

た 

事實 とよく 一致す る. 前に 私 は， 

話す 場合 

，一 1 J-       /  -               -  f  -      ，-、  lit 

に は， 女 の ノ J 力、 

よ- 

り 

も 速い 變 化で 聲を 使って ゐる と 

いふ 事實 

を ぼ己述 した. こ 

に 

もや は り その' 14 質が のこって ゐ 

るの カュも 

し れ な い. 

2) こ 

の やうな ふし ま 

は 

し 

を 私共 は ど う 聞 く 力、 —— こ れは 

全然 心理 

學 的な 問 題で あ 

る. 

私の 當 面の 問 題 で は な い. し か 

し 私 は， 是 

非と も 民 謠の樂 

を 

作 ら な くて はな ら な い. その 樂 

譜は， つ ま 

り 私共が 昔樂 を 

聞 

い 

たと きの 印象の 記 錄 でなくて は 

た ら な い. 

私 共が 昔樂 を 

ど 

聞 く 力、 と い ふ 事 は， そ の た め に， そ 

れ だ け の 

範圍 1、 で 今 必 耍 

で 

あ 

る. 

この 事 

の 困難 は， 赏驗の 

し 

力、 

た が 容易に 見當ら な い 點 にある. 

客観的に 

は itlj にの ベた や 

ラ 

な 

聲の 動搖が あ る. し か し， そ れ を 

聞 い た 時 

の 印 象 は 昏 き 現 

は 

さ 

れ な い. その 通り を 口で 模敝す 

る こと も 

出來な い. よ し 

多少 

出來 たに し た と 二ろ で， 非 常に 不 

正確で あ 

る. 

U) お i 

編 ，， fiD 單 な 二 ッ 

ポ 

ン 

ili の— 詰 IJJj の 三つの 型に ついて" き 照. 

.tji  4  m     二 ッポン ,m の uj し' こついて その 1  141) 

私共 は 次の 二つの 場合 を考へ る. —— （1) こ の 早 い 時に】 の III] に, 
^が 連績 的に 上つ た り 下 つ たりす る の を， 私 共 は ち や う ど ヴ ィ 
オリ ネ、 の 絃 で 指を紘 力 A ら 離 さ す， 完 全な ポル クメントで 或る 昔 

程 を 上下す る やうに 聞 く であ ら う 力、. （2) それと も， こ の や う な 
ふし ま は し に は， 心 の 中に も 或る 型が あつ て， そ の やうに 聞 く の 
で は ある ま い か. 

私 は 十分 注意 し てこの やう な ふ しま はし を 聞いても， 上る 方 
の 半分 はかな り 聞 きにくい やうに 思 ふ. 後の 下る 方 の 半分が 

それよ り 閱 き い い. そ れ は， ち や う ど tr 葉の ，，ァ  一！ さう 力、 ！ " 

な どい ふ 場合の，， ァ  一！" の やうな も の で あらう. この，， ァ 
一 ！ " は 前 に 述べた や う に， 上 つて 下る. し 力、 し， 私共が 心 の 中 
に 持って ゐる型 は， 下 る 方向の ものら し い. この やうな 場合 に， 
聲の 上る 半分 は 十分に 印象に のこ ら な い. 私共 は 下る 半分 を 
さ へ 聞 け ば， 意味 は よ く 理解す る. 

ふし ま はしの 波 型 も， 恐ら く それ. に 似て ゐるカ a も しれ な い. 
そ して， ちゃ う どず 葉の や う に， 時 問が 非常に 短い か ら, 音樂の ポ 
ル タメ ン トの やうな 感じ は 起ら な い. ただ 或る 高さから 或る 
高さまで 聲が瞬 問 的に 下った とい ふ 事 だけ を 感じる. その 途 
中 も 聞いて は ゐる であ ら う が， しかし， この 時に 重要な の は， そ の 
始めと 終りで あらう. その 途中 は 印 象 が 割 合 に 簿 い. 

結局， こ の やうな ふし ま はし を 樂譜に 書 く とする な ら ば， 一種 
のフ オノ レシ ュ ラー グの やうな もので 書いても， 私共の 印象と ま [2 

常に 相違し ないで は な い 力、 と 思 ふ. ただ その フ ォ ノレ シュ ラー 
グの 高さ を きめる に 困難で ある とい ふだけ である. これ は 
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で は わ か ら ない. よほど 注意して 高さ を 聞いても， 正確な 高さ 
の 印象 は 受けに くい. どうしても 機械的に その 板 動數を 知る 
よ り 外 に 正 確 に は わ 力:^ ら な い. 

ま た， こ れ は 非常に 早 い 力， ら， 恐 ら く 人々 によつ て， 受 け る 印 象 

は 一定した もの で な い か もしれ な い. 或る人 は 波 型 を一 つ 聞 
き, 或る人 は 二つ 聞く とい ふ 場合 も あるで あらう. また 高さの 
方 も， 人に よつ て た、 ほ 多 くの 聞き方が あるで あらう. 

今 前 に あ げ た カツ タ 一の 例 を， そ のま ま譜 に飜譯 して 見る. 

. ~_ |- —— 「」 に  ~~ ； 1—  I  ^ _ ,  ~ ^ 

J  M  H  ^  f(   ■  

Huna  zoko  no 

笫  40  圖 

もちろん， このと ほ り ピアノで 彈 いても 赏 際の ものと 似た や 

'  (1) 
うな 感じ は しない. その 事に ついて は， 次 の小篇 でのべ る. 

私 はこの 小 篇 で， 唄 の 中に ある 言葉の 要素と ふし ま は し と だ 

け を 見 た. こ れ は 西洋の 音樂 的な 歌 m に 對 して 二  、、！ ボ ン の 唄 
の 特異な 點と して あげられる もので あら う と 思 ふ. 


^！] 1. ェ チ ゴ 追分. カツ タロ 一. 


葉 

時 間 

高さの 差 

平均 速 

度 

a 

t 

1.76  Sek. 

88.1 〜 

./Sek. 

su- 

r 

0.11 

140 

1272.7 

-i 

\ 

0.15 

191 

-127343 

J. 
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•  o 
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，ノ 

个 
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0.08 
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1000  0 
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1 

0  OS 

U リ 

• リ リ-リ 

リノ 

1  . 

0.12 

リ. 丄^^ 

(566.7 

リ，丄 ひ 

一 (392.3 

6) 

个 

0.08 

65 

812.5 

0.04 

95 

-2374.0 

7) 

t 

0.06 

55 

916.7 

t 

O.Oi 

105 

1166.7 

； 

0.04 

80 

一 2000.0 

8) 

t 

0.08 

25 

CO 
o\ 

0.05 

75 

一 1500.0 

9) 

个 

0.06 

40 

6G6.7 

1 波の 時 問. 


sui  ！  0.26  Sek. 

sui  ！  0.25 

1)  (zok)  o  0.14 

2)  0.15 

3)  ？ 平 m な 郃 分が あ る • 

4)  0.14 

5)  0.25 

6)  0.12 

7)  0.13 始めに 平 ili な 部分が ある. 
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8)  0.13 

1)， 2),  4),  6),  7),  8) の 平均 0.M Sek. 

聲の 上る 方と 下る 方と の 速さの 相違 
上 る If  平 均 865.9〜/Sek. 

下 る Js  1639.5 

例 2. ックダ 島の 盆 踊 吸つ た 人， ：\1.-H. 


泰 

時  m 

咼 さの 差 

平均 速 

度 

(od)  0 

t 

0.04  Sek. 

25- 

625.0、 

'/Sek. 

0.07 

10 

一 142.8 

t 

0.06 

25 

416.7 

i 

0.07 

25 

一 357.1 

(r)  e 

t 

0.08 

20 

250-0 

t 

0-07 

40 

571.0 

i 

0.04 

45 

-1125.0 

i 

0.03 

20 

一 250-0 

t 

0.06 

25 

416.7 

t 

0.06 

10 

166.7 

i 

0.04 

10 

- 250.0 

0.06 

45 

― 750.0 

个 

0.06 

65 

1033.3 

0.13 

70 

一 538.4 

个 

0.04 

4b 

1125.0 

0.04 

35 

― 875-0 

t 

0.04 

15 

375-0 

i 

0.08 

59 

一 737.5 

r 

0.28 

70 

250.0 

0.08 

30 

― 375.0 

t 

0.03 

5 

1(3(3.7 

0.09 

53 

- 5S8.9 

0.04 

18 

450.0 

波の 時 問. 


1) (ud)  0 


0.11  Sek. 
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2) 

0.13 

3)  (r;  e 

0-27 

中 に 平 川. な ^ が あ る. 

4) 

0.22 

中 に 平 JH. な 處 が あ る. 

5、 

0.19 

形が 歪んで ゐ る. 

(；) 

0.1'; 

中 に 僅 に 平 川. な M が 

あ 

7) 

0.12 

8) 

0.36 

形 が まに K ぐ に 歪んで ゐ 

る 

9) 

0.11 

(8) の 一部と も 見 ら れ 

る 

聲の 上る 方と 下る 方との 速さの 相違. 

上 る 方  平 均 437.5〜/Sek. 

下 る 方  635-0 
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この 篇の グラ ソ は b- 波 をァ ウス グ ライ ヘンした もの を あげた. 實 
測 のま まの グラフ は 到 底 あ げ きれない. 

お 42  m  ame  (節， 雨） の圔の 點 線の 曲線 は ，試 みに 波の 振幅 を 測って 兑 
たもので ある. こ れ が， た だち に强 さの ァクセ ン トを定 螢 的に 表 は す 
と は， も ち ろん 言 は れ な し 、• た だ 參考 だけの ものである' し 力' し 人 ！9 

で 二 ツボン 語で は， 强 さ は 高 さ に 平 行 す る もの 力 >  も し れ ない. 第 2  m 

，， f)tl 単な 二 ツボン 詰の 語調の 三つの 型に ついて" の 中の ，， e  ！  sode- 
SU  " のさ！ （第 25 圖） 參 照. 
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二 ッ ボン 語の 喷 について その 2 

(民 謠 だ け を 例に） 

前篇で 私 は 二 ッ ボ ンの民 謠-の 中に まだず 葉と して 殘 つて ゐ 
る 部分と， 細かい ふし ま は しにつ いて 觀 察し た. lifl の 中 に あ る 
言葉の 部分 と， この ふし ま は し は， 恐 らく  二 ツボン の 民謠- ゃ德川 
期の 或る 三味線 唄の 一 特^と も 見られる もので あら う. 

唄の 中に 不隨 意な 聲の 動き 方が あつ て， 必 すし も， 二度 唄って， 
二度 同じに ならない とい ふ 事 は， 民 諦の やう な ものの 一般の 性 
質 力、 も し れ な い. と に 力、 くニッ ボ ンの民 謠の中 で， そ の やうな 
性 S1" を もつ 二つの 要素 だけ は 前 篇 で觀 察し た. 

た だ 觀 測 に 非常に 時 間 がか かる. 例 を まだ 多く あ げ られな 
い. 今 は 一つ 二つの 例で 全體を 推量して おくより 外 は な い. 
報告の 號を 追う て， だ ん だん 詳しく 觀 察して 行く. 

私 は 次の 問 題 に 移 る. —— 

二 ッ ボン 語の 民 謠のメ  口 ディ は， ど う い ふ 風に 出 來てゐ る 力、 
ど う い ふ 風 に 哏 は れ る 力、. —— これ 力； この 小 篇の 問題で ある. 

この 問題の 困難な 點の 一つ は， ど う して も 問題に 心理的な 耍 
素 が はいる 事で ある. そし て， そ れを考 へる 事 が 非 常 に む づ か 
しいと いふ 事で ある. ちゃ う ど 前篇で 私共が 出會 つた と 同 じ 
難問題が こ こに も橫 はって ゐる. 

私共 は 客観的に 存在す る と ほ り の 音 を 聞いて ゐ な い. そ れ 
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で 私共が 聞いた ま まの 音 を 書 け ば， そ れ は客觀 的 に 存在す る 音 
と は か なり 違った 音になる. この場合 に は， お そらく 私共の 心 
理の 二つの 要素 を考 へなくて はなるまい. （a) 音 を感覺 がう け 
入れる 時の う け 入れ 方. （b) それ を 或る 型で 整理して 理解す る 
私共の 心 の 中の 型. —— いづれ に して も， 昔に ついて それ を觀察 
する の は. 非常に 困難な 仕事で ある. 

これ は 心理的な ものと 生理的な ものとの 差で ある. 唄 ふ 人 
にと つて も， 恐 らく， 哏 はう とする 意志 と， そ の 意志 を實 行す る 時 
の 生理的な 發聲 機構の 振動と の 問に 差が あるので あ ら う. 間 
く 方に とって は， 昔の 板 動が 耳 を 生理的 に 刺激す る ことと， そ れ 
を 心理的な 型に 入れて 大體の メロ ディ と して 意識す る 事との 
間に 大きな 差が あるので あら う. 

今 私 共 は， 吸 ふ 人に とって は， その 生理的な 發聲 機構の 動， 聞 . 
く 人に と つて は， その 生理的な 耳への 刺激 その も の， —— つまり 
唄の 客觀 的な 存 在 の 狀態を 多 少 記 述 する 事 が 出 來 た. そ れ を 
今， 私 共が メロ ディ と して 意識した ものと 比べて 見よ う と して 
ゐ る. こ れ が この 小篇の 問題 で あ る. ま た 前篇の 問題で で も 
あった. ' 

そ れ で， 上 に 述べた 二つの 分類と いふ 事 は， 結 局 その 二つに 分 
類 す れ ば する 事 も 出來る やうな 客觀 的な 聲の 存在が あろ とい 
ふ 事で ある. I]M ふ 人の 唄 ひ Jj が， そ の やうに 分類して 聞け ば 聞 
える やうな 客觀 的な 聲の狀 態 を 私 共 に 與 へて ゐ ると いふ 事 で 
あ る. 私 は こ の 問 題の I やしい こ と は， 今 は 論 外 におく. そして 
叙述 は聲 の 使 ひ 力-， メ  P ディの 作 り お の 分類に も ど る. 
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1 ] 階段 的な メロ ディ. 一一 大 體でメ  P ディが 階 投 的に 進 行 

して ゐる やう に 聞 え， ま た客觀 的に も， 或 る 程度 まで その やう に 
進行して ゐる やうな ものである. 
例. ，，ェ チ ゴ 追分" カツ タロ  ―. 

この メロ ディ を， 前篇に も あ げ た や う に， ，， ふ な ぞ こ " の ，， コ " 
の處を 例と して 見る. 

，， k  " の 子音 力、 ら ，，り" の 母音 に 移る 途端 に， 聲 は '2 囘 搖 れ る. 
し か し, そ れ が大體 1/ の 高さに 落ちつく と， その 高さ で 0.84 秒 く 
らゐ平 担 に つづく. 

そ の 次 に 聲 は ：，， 囘 搖 れる. しかし それ が 大 體 ；l'|7 の 高さに 
落ちつく と， その 高さで 聲 は]. 7 秒く ら ゐ つづく. 

そ れ で， 私 共 は， 問 の 聲 の m れの處 は 高さ は 十分に わ 力、 ら な い 
が， 聲が 平坦に 進む と こ ろ は， その 高さ を 十分に 耳に 感 じる' メ 

P デ ィ は b'— a'l; の 明 瞭な形 を 私 共 の 印 象 に 殘す. その 一 階 段 
力、 ら 他 の 階段に 移る と き に， 聲 は おもしろく 搖れ る. つまり 過 
渡 期 を 通る. 

この やうな 哏ひ 力- で， この ，，ュ チゴ追 分 " は 大部分 出 來てゐ 
る. その 過渡期の 搖れ を 除い て， —— そ の點 を 大體に して おい 
て， —— 聲が平 現 に 進 行す る處 だけ を 主と し て 富 け ば， 樂 譜 に 窨 
かれる. もちろ ん， 樂譜は 平均 率 を假定 して ゐる し， こんな 吸 は 
自由な 率 で 唄 は れ る 力、 ら， そ の 點 は 決して 一致し な い. し か し， 
レコー ドのメ  口 ディ を 聞いて おい て， そ の 平 i 日. な聲の 逸行の 處 
だけ を譜に 書いて ピアノで 叩く と， 何處 となく 似て ゐる やう な 
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感じ 力； する. こ才 L 力； この種の メ  口 ディ の 構造の 特色で ある. 

試みに， カツ タローの ，，ュ チゴ 追分" で， 聲 が 平 ± ヌ. に 進行す る 

部分 だけ を 書いて 見る. もちろ ん， 時 問 は ほ と ん ど 考 に 入 れ な 

い. た だ 樂譜の 恰 好に したと いふ だけで ある. 高さ も た だ 近 
0) 

似 的な ものである. 
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圃 


二 ッ ボ ンの 民謠の う ちで も ，テンポの 遲 い， ，，迫 分'' の 型に 入 
れられ る もの で，, こ の 種類の 聲の 使ひ方 の も の も澤山 ある. 


|パ> 


力 


3 


も 


び 

ま マ 


F よ 


(II 本 ？ふ の Ji さ ，,ゃ：5 さ は 編 木' の グ ラ フ， 第 51 圃 （a- C) でモの 一部 を 示す. 

全 體 の グ ラ ソ は 到 あ げ ら れ な い. 性質 は ど こも 大體 似て ゐる. 
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この種 類 0 昔 樂 は， も ち ろ ん 一 番 现 鮮 し や す い. 今まで 、？や 通 
に 昔 樂， 或 は メロ ディ とい は た の は， こ の Ei 類の ものである. 

こ れ まで メロ ディ は 昔 程 を も ち， そ し て， g= 階の 上に 組み立て 
ら れゐる と考 へられた. そして その 音程 や 昔 階 とい ふ 事 は， 主 
と して ピアノの やうな 樂 器 の 上で 考へ ら れ た. それで 聲も こ 

の樂 器の やうな 性 n を もっと 考 へて， そ の 範圍で 論じられ た- 

樂 器の 音の 大切な 性質 は， そ の 動 數 が 時 間 に 全く 無關 係な 
事で ある. 

n を 振 動 數， ん-を 定數と す れ ば  ' 
11  =  k   ( 1 ) 

今 ピアノの C の 音 をと る. それ は 時 問に 無關係 に いつまで 
もし' である. それ で， 次 に （1 をと つても， （1 もや はり これと同じ 
である. 西洋の 樂譜 はつ まりいろ いろなん の 値の 時 問 的な 變 
化 を 書く ことで ある. 

二つの 時 問に 無 關 係 な 音 が ある 時 に， 始 めて' 音程と い ふ 事 が 
成立す る. その 音程 を i と し， 二 つの 音の 動數を それぞれ れ1, 

91, と す れ ば， /は 簡單 に 下 の 式 で 表 は さ れ， そ の 中 に は 決 して 時 
間 f を 含まない. 

1=  I   ：2) 

？ 12 

これが 樂 器の 音の 性質で ある. そして 上に 引用した ，，ェ チ 
ゴ 追分" の 主な メ    口 ディ は 大體で この 性質 を 持って ゐる' そ 
れで， こ れと 同じ 意味での ，，追分" の 音程 や 音階 を考 へられる. 
しかし， 人の 聲ゃ哏 の 一般の 性質 は， これと 非 常に 性質 を異 に 
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して ゐる. それ で 問 題 は 急 に む づカュ しくなる. 

2〕 連續的 な メロ ディ. —— こ れ を 記述す る た め に は， ま づ 二 

ッ ボンの 言葉の 性質 を も う 一度よ く考 へて みる こ とが 必要で 
あ る. 

A) 言葉の 場合の 聲の 連續の しかた. 言葉に も， 明 力 1 に， 一種 
の メロ ディと 言 はれる やうな もの 力 《ある. これ は 前篇に も 記 
述 した. メ  ディと い ふ 力、 ら に は， そ の メロ ヂィを 組み立てる 
音程 もあって もい いはす である. その 事 をもう 一度 考へ てみ 
る. 

今 私 は ま づ例を 擧 げ る. それ は ，，雨" と ，， 飴"， ，, 箬 "と ，，橋 " 
の 四つ の 言葉 を 取って みる. 

，，雨" と ，， I！ 台 "は どちらも ame の 三つの 音で 出來て 居る. し 

かし ，，雨" の 方 で は a は me よりも 高さ 力； た 力、 い. ，， 飴 " で は 

それが 全く 逆で ある. この やうな 昔の 高低が ある とい ふこ と 

が， この 同 じ 音から 出 來てゐ る 二つの 言葉の 違った 意味 を 私共 

ひ） 

に 知 ら せる 理由で ある. 

さ うする と， 問题 は a と "ic の 間 に 音程と いふ ものが ある か 
とい ふ 事になる. これが この 仕事の 中 で 一番む づ かしい 部分 
の 一つで あ る. 

ま づ私は "雨" ，，飴"， ，，箸" ，，橋" な どが どの やう に 言 はれて 
(1) この 外に も 一つ 重 要 な も の に - の强 弱の 相違 も ある が， 今 の ^ 

氣 的 な錄 昔の '：^  fl£ では その 測定 は 非 常 に m 難で ある' 詳しい 事 は 論 
外 に おいて お く  • 
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第  44  圔 


ゐ るか を 調べて みる. 私 はいろ いろの 人に こ の 言葉 を 昔 さ 
せ て， そ れを錄 昔し て， そ のフ ィ ノ レムの 昔 波 を 一波 づっ 讀ん でみ 
た. その 結果 は グ ラ フで 示した 通りで ある' 

こ のグラ フ をみ る と， 前に 述べた 聲が 階段 的に 進む 場合と は， 
ほとんど 質的の 相違が ある や う に 見える' そ れ が聲が 階段 的 
でな く て連續 して ゐる こ とで ある- 

雨" の 中の，， [I " をと つてみ る. そ ォしは の邊カ A ら e の邊 
キで續 いて ゐる. C' の處に も， （1' の處に も， e の處に も晉 がめ る. 
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そ it で， こ の ，， 51  " は C' の 高さで あると も， 或 は (1' や n の ^.j さ で 
ある と も霄 はれない. た だ ビ 力、 ら （、' ま で の 問 の 高さで あると 
首 は れ る だ けで ある. ，， iiu>  "も そ の と ほ り で あ る. ，， 111 " は e' 
力、 ら あたり ま で， ，， （、 " は 力、 ら (1# あたり ま で の |も5 さ で あ る. 
これが 音が 連續 する 例で ある. 

今 ここに 心 理 的な 事 を い ふ の は 大 變 混 雑 を 招く やう で あ る 
が， しかし この 連續 とい ふこ と を 明瞭 にす るた め に， 今 こ の，, M:j" 

とい ふ 言葉 を 耳で きいて みたと する. ピアノの 側 で "雨" と 
發昔 しなが ら， そ の 昔 を ピア ノの 鍵盤の 上で 探して み る. ，， ;1 " 

の 音で 例へば （1 の 鍵盤 を 叩 く. ，， 1110  " の 音で h の 鍵盤 をた た 
く. さう すると ピアノ は 人 問と 一緒に，， 雨" とい ふず 葉の メ 
口 ディ を 言って ゐ ると 思へば つて ゐる やうで も ある し， 違 ふ 
やうで も ある. これ は 或る 違った 種類の もの に， しひて 心理的 
に關係 をつ けようと する 事で ある. 全く 主觀 的に 關係 をつ け 
た と 思 ふ 人 に は， ピ ァ ノ は ，，雨" と^ふや うに 感じられる とい 
ふだ けの 事で ある. 結局 私共 は ピ ァ ノ か ら どの 鍵盤 を 選んで 
も ，，雨" とい ふ 言葉の 實 際の メロ ディ は 得られない. これ は 
言葉の 方 で は 音 が連繽 して 變り， ピアノの —お で は 全く 音が 不連 
續に變 る 力、 ら である. 

CD 

前の 式 （おに 對 して， こ の 場合 は 下の やう に嘗 力、 れ る. 

n  =  f{t)   (3) 

私 はこの 時間の 函數と して 連續 して 變る 音の 性質' を も う 少 


(1) この 函数の 形 三つ だ け は 第2 編に あ げ た. 
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し考て み る. 


1) 一 

つ 

の 

音の 中 

に 

存在す る 音程. 連續 

して 高さが 變る首 

葉で は， a 

い 

ふ 一つ 

の 

に 

も， 初めと 終り と 

で 高 さ の 相違が あ 

0. もし 

そ 

れ 

を 音程 

と 

い 

ふ 

な ら ば， 一 つの 昔 

の 中に もす でに 音 

程と い ふ 

事 

が 

成立す 

る 

； a は ピアノの や 

う な 樂 器 に は 全く 

な い 事 で 

あ 

る. 

, 聲は 

そ 

れ 

だ け樂 器よ り も複 

雜 して ゐる. 

今の 樂 

は, 

, ピアノ 

の 

音 

の 

やうな 全く 不連 

鑌 的な 音程と， それ 

から 出來 

て 

ゐ 

る 音階 

の 

上 

に 

成立して ゐる. 

そ れ で 本 質 的に 樂 

器と 違 ふ 

言 

葉 

の メロ 

一二、 

ィ 

は: 

，今の 昔譜 では 表 

現出 來な い. 

樂 器に 

は 

程と い 

ふ 

も 

の 

が ある. 式 （2) で 

ある. し 力、 し 言葉 

に は 音程 

と 

い 

ふ もの 

は 

な 

V、 

•    71, /no と い ふ 事 

は 成立し ない. た 

だ 式 (3) が 

あ 

る 

だ け で 

あ 

る. 

こ の f[t) の t に 

値 を 入れて, そ の 時 

(On を 失 口 

る 

だ 

け で あ 

る. 

> - 

れが 言葉の 特色 

で あ る. 

それ を 

表 

現 

しょう 

と 

思 

ば， グ ラフで 書く 

か， 或 は 振動数の 表 

で 力 j  く よ 

り 

ほ 

力、 仕 方 

な 

い. 

し 力 3 し, 

> - 

の 

事に つ 

レ、 

て 

( ム ， 

，た だ 板動數 だ け 

で は. ま だ 本 當の事 

は わ カュ る 

よ 

い. 

そ の 

動 

數 

が 時 問 に對 して 

どう 變 化して ゆく 

力、 を 失 n る 

と 

が 必要 

で 

め 

る. 

, その 變化 して 

ゆ く 割合 はいろ い 

ろ に 表 は 

さ 

れ 

る. 

"〕 函 

數 

の 

微分. 

化 

の 

割 合 を" と し， 時 

問 の 函數と して 刻 

刻 增 した 

0 

減 

つた り 

し 

て 

【9) 

く 高さ を f[t) と 

す る. 

o  =  ± 飞 -f、t)  は） 


め 變 化の 平均の 割合. 


或る 言葉の 最初の ilil 動數を 〃1 とし 
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最後の 動 救 を" 2 とする. この 平 均 の 變 化 の 剂 介 を〃 とする. 

/3=Jh^  ひ） 

し カ1 し， こ の 場 <^ は， 音 の 初め や 終りの 部分 はフ ィ ノレ ム の 上 で 
は 正 確 によ まれ な い. こ の "I や は 到 底 正 確 に は rn- ら れ た い. 

； 0 時間に 對 する 曲線の 長さ. 或る 一定の 時 nn の 軸 と ，お i 動 
數の 軸と を とって グラ フ を 書き， それ を 出來る だけ 忠 赏 に 滑 か 
に し て， そ の 長さ，/ を 計る. そして その/ に 對す る 時 n;i f と I 
との 割合 をダ とする. 

r=  (G) 


こ れは， それだけで 

は 何 も 

わ 力、 

ら 

な 

い 

が 

つ 

の 音 

を 

比べる 舉 

位に なる. そして パ 

で 比べ 

る よ 

り 

も 

r 

で 

比 

ノ -、、 

が 

詳しく わ 

かる. この 三つの 數 

a,  /J,  y 

は， お 

そ 

ら 

< 

つ 

の 

連續 

し 

て 變る音 

についての 單位 とな 

る もの 

で あ 

ら 

ラ 

>- 

れ 

は 

ピ ァ 

ノ 

の や う な 

樂器 では 決 して 存 在 

し な い 

も の 

で 

あ 

る 

つま り聲 は. 或 る 一 

種の ヴ 

ェ ク 

ト 

ノレ 

の 

や 

ラ 

な 

も の 

で 

普通の 場 

合で は, 相當に 短 く 時 

問 を と 

つ て 

も 

，す 

力、 

カュ 

の 

方向 

に 

增 減 の あ 

る ものの やうに 見え 

る. 

これに 對 して 樂器 

の 音 は 

時間 

に 

全 

< 

關 

係 

で， 或 

る 

一つの 昔 

を と れ ば, そ れ は フ、 力 

ラーの 

一 つ 

の 

m 

動 

數 

が 

あ 

る だ 

け 

である. 

これが 聲と樂 器の 

音 と の 

基 本 

的 

な 

相 

違 

の 

つ で 

あ 

2 )     二 クの 音の PJ1 

の 音程 

の 

場 

八 

に 

は 

つ の 

に す で に 

昔 程に 似た ものが あ 

る. そ 

れ で 

そ 

の 

や 

ラ 

な 

も 

の を 

つ 比べる 

こ と は， 事が 相當 め ん 

ど う で 

め り 

しか 

し 

—ゝ- ん 

に 

あ げ た 例 の やう 
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に， ，，雨'' と ，， 飴" では 高さの 變化 だけ を 私共 は 感じる こと が 
出來 る. それ を ど う して 書き表 はすこ とが 出來 るかが 問題で 
あ る， 

こ の 場 合 に 全 く 心 理 的な 要素 を考に 入れ な い で， た だ ある も 
の を 平均' し て， そ の 比 を 求める こと も出來 る. それ は 前に 述べ 
た，， 雨'' を ピアノで 彈 くやうな ものである. ，， a  "を 平均して 
d で 表 はし，，， me  "を 平均して h で 表 は し， a と me の 昔 程 は d 
と h, つま り 短 三度の 音程で ある とい ふやうな ものである. こ 
才 L は 全く 便宜上の も ので ある. 

私 共 は， ，，雨" と い ふ 1? 葉 をき く 時に，; I と me を この やうな 
平均した 値 で 聞 いて ゐる 力 1 ど う か は 非 常 に 疑 問 である. ピア 
ノで 平均の 値 d と h を 卩リ いて も， ピア ノ は な ん となく    ，，雨" と 


發音 しな 

い や う に 問 え 

る 

の (ま, 

, 私 共 

の 聞き方 

は ピ 

ァ 

ノ 

の 

や う な 

樂 器 の 音 

程と 必す しも 

致 し 

て ゐ 

な い と い 

ふ證 

據 

に 

な 

るで あ 

ら う. 

言葉 の 

場合で は， 樂器 

を 

基礎 

に し 

て考へ ら 

れた 

程 

と 

い ふ こ 

と は, お そ 

ら く 成立し な 

い 

で あ 

ら う 

と 思 ふ. 

そ し 

て， 

'そ 

れ 

の霄ひ 

に し 力 

に は， 聲の 性質 

に 

相當 

す る 

ゾゾ 法を考 

へ な 

ぐ 

て 

は 

な ら な 

い 力 1 も し才 しな い. 

この やうな もの を 簡單に 書き表 はすに は, 相 常 な 技術が 必 1^ 
である. 私 は 今 その. や う な 亥-現の 技術 を 考 へて ゐ る 暇 が な い. 
今 はた だ ある もの を ある やうに 書き表 はして おく 事に す る. 
つまり 前 に 述 ベ た び や ft や y な ど い ふ  一? 仏 位 を 使つ て， そ の 比と 
して^ はすこ とが 出來 る. 
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私 は 以 上 の 

やうな 

も の が， 振 動 

が 連 

m し 

て ゐ て， 

時間 

の函數 

と して 變 化す 

る 言葉 

の 一 性 質 で 

あ 

る と 

思 ふ. 

附 記. —— 

ここに 

あ げ た 數 種 

の 

グ ラ 

フ t こ 

つ レ、 て, 

二つの 

注意 を 附記 し 

てお く. 

a) 言葉の 

ダ兄下 り 

の 性 質. こ 

の 

例 を 

見て 

も， 首 葉 

の IM 

動數に 

い" 7" び 乃 ~ - 

-ノ  V  '          レソ          1 卞， 

質 は 掘 

動 數は墦 す 

ト 

ノ  t) 

減 る 

)J が 容 

M, た 

ら 1 ビ 

^  J レ ヽ 

見える 事で あ 

る. 多 

く 言葉 は， そ 

の 

最後 

に は， 

,大 抵 み 

な 板 

動數が 

減って ゐる. 

或る 振 

動數 は， そ の 

强 

さ が 

減衰 

する や 

う に, 

，その 高 

さ も 減衰す る 

性質 を 

もって わる 

や 

う に 

@ ュ 

TTli ん 

る . お 

そ ら 

くこれ 

は 聲のー 性 n 

であら 

ラ . 

b) 聲の上 

り に く 

い 性質. 聲 

を 

低い 

處カ、 

ら 咼 レ、 

處 に 

上 げ る 

事 は, つ ま り 振 

動數を 

增すこ と は: 

'下 

る よ 

り 困 

難 ら し 

い. 

こ れ は 

前 の （a) の 性 質 

と よ く 

一致す る. 

，， 雨 " の me 

は 0.15     以 [^に 1 

才 

ク タ 

- ヴ以 上下 

つ て 

ゐ る 場 

合が ある. し 力 1 し ， ，貽" の me や ，，橋" の si は 三度 か 四 度く ら 
ゐょ り 上らな い. 

こ れ に は 男 と 女との 官ひ 方 の 相違 も ある カュも しれ な い. 前 


(1) ame の 子 昔 m は 必ずしも 山の^ 力 、 ら 始 まらない. a が すでに 
山の = ^を 越し て, 谷 に 下る. モの 途中で m が はじまる' ここで は， た だ' 
振動数の 變化 だけ に ^ほし て， 山 の峯ま で, ま た峯 から 谷まで を 測る' 


音  域  /8〔("1— "2)〃〕 

(1) 


a- 

255、 

'-325- 

' III 

636 

ame 

325 

()+l/2 

875 

aine 

210 

-295 

III!^ 

293 

-e 

295 

-270 

iir 

1250 
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篇に 述べた や う に，:! ^ と 女と はいろ い ろ な 點で言 ひ 方 が ち 力; ふ. 
この ァク セン トの 性質 も， 統計的に 見る こ とが 出來る ほど 材料 
が 集ったら， おそらく 何 かの 相違 も 見つかる であらう. 今 は た 
だ この 僅な 例を觀 察して みた だけで ある. 

c) 母音と 子音の 高さ. 一般に 母音 も， 高さの ある 子音 も， 首 
葉の アクセントの ある 方向に 進む ものら しい. たと へば ，，雨' 
の m は 高さが 減 り， ，，飴" の m は 高さが 增す， 母音 も 大體 そ の 
と ほ り で あ る. 

し 力、 し， これ も 人々 の 言 ひ 方に よつ て. 必 すし もさう と は 言 は 
れ ない 場合 も ある ら し い. A.-H. の 例 は そ れ で あ る. ，，橋" の 
a は 下って ゐる. ，，箸" の a もさう である， 同じ a でも ，，雨" 
や ，，飴" の はさ う で な い. 

この や う な こ と は, 非常に 細かな 母音 や 子音の 性質 で， や は り 
統 計 的に 見る よ り 外に は， 今 急に 何と も斷定 出來な い も C) で あ 
る. 


d) 

心理的 

な 

問 

題. この 

や う な 言葉の 現象 

を 私共 は 

心理的 

に ど う 

聞 い て 

ゐ 

る 

か. こ れ 

は 非 常 に む づ 力 1 し 

い 問 題 で 

め つ • 

私 共 の 

'し の 屮 

の 

現 

象 は, 客觀 

的な もの か ら 離れ 

て 全く 獨 

立に そ 

れ 自身 

を 記 述 

す 

る 

方法が 極 

めて む づカ、 し い. 

た だ 想 像 

したと 

ころで 

は 私共 

は 

お 

そらく 客 

觀 的に 存在す る も 

の を， そ の 

と （ま 0 

大 體 間 

い て ゐ 

り 

や 

うで ある 

-X に一 つ ニクの 

私の 推 測 

を 述 ベ 

て お く 

i) 

言葉 の 

屮 

に 

母音が 動 

く 昔 程の 狭い 場合 

たと へ 

ば 例 の 

., 雨 " 

の a は 

度 

く ら ゐ の 

Ip&i である. この や 

う な 場 合 

に は， そ 
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して その 時 問 0.08 秒 く ら ゐ である 場 合, —— つまり 音 m が 狹 く 

て， 時 問 が 短 い 場 合 に は， - ~ この 昔 程 は 極 め て 不 明 瞭 に た ろ ら 
し い. これ を 幅の な い 樂器性 の 昔の 一つと 考 へて も， その 差 は 
ほ とん ど 意識 さ れ な い や う に 思 は れ る. 

K: に 払； 動數を 增 す づ j で は， そ れが 著しい やうに 思 はれる. 上 
る 方 は， ー體で 言葉の 場合に は, 特に 上 る と いふ 事に 意味がない 
限 り ，注 意 されに く い ら し い. ，， 雨 " の 場 合， a が 三度 も 上る と い 
ふ 事 は， よ ほ ど 注意して 聞 い て も 問き にく い. 私 共 は niP が 下 
ると い ふ 方の 型に 入れて 間く. そこ が 下 りさへ す れ ば， 私 共 は 
，. 雨'' とい ふ 事 を 理解す るら しい. 實 際の 長さ も， 第 2 の 綴が 
下る と きに は 大體で その 下る 綴の 方 が 長いの が 普通ら し い. 
，， 雨" の やうた、 2 緩の 言葉で は， ァ ク セントが 第 1 の 綴に ある 
とい ふよ り も， 第 2 の緣が 下る とい ふ 方 が 心理的の 事實に も ，客 
觀 的な 事實に も 一致す る ら し い. 

た だ, 今 までの 材料で は， こ の た め の 1) 音程の 狹さ， 2 時 fin の 短 

さ な ど に， どんな 條 件 が 必 要で ある 力、 そ れ は まだ 何も わかって 
ゐ な い. 

ii) い ろ いろの 單 位， "， / ゴ， y など を 私共 は實 際 に 聞 いて ゐ 
る 力,. 私 は， 首 紫の 場合に は， 音が 連績 する の で， た だ 時 問 に 無關 
係 で， 方 向 のない 音程と い ふ も の だ け で は 計 ら れ な いといつ た. 
それ は 心理的に もさう であるら しい. その 一 例 は 1- 葉 を ピア 
ノ で 彈 け な い とい ふ 事で ある. 他の 一例 を あげる. 

二つの 綴の 言葉 ，，秋" で は， a よりも ki は 下る. 私の 見 た 例 
で は 六 度 下る. しかし，， 秋の くれ" と IT つた 時 に は， ，， no  Kure  " 
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0.3 
圖 


0.4 


0.5 


だ 

け あ 

つ 

て 

も， その 

全 

體の 

程 

は大し 

て 

變 ら 

な 

い 

才 ク 

タ 

一 ヴ 

< 

ら 

ゐ であ 

る 

そ 

し 

て 

この 場 

八 

に は 

秋 

に CD  a 

は 

却 つ 

て 

ki 

より 短 

—し 

ハ 

度 く 

ら 

ゐ 

低い. 

ァク セン トは 逆にな つて ゐる やうに 見える. し 力、 しこの 場合 

に は ki の i の 波 は 僅に 2 波 で， そ の 波長 は 減る 方向に 向 ふ. つ 
まり 單 位 の 符號が 負 に な るら じ い. この 事で 私 共 は や は り 
，，秋" である 事 を 理解す るの そ、 あらう. 必す しも 振動 數 その 
ものに 多くの 差が ある 事 を 必 耍 と し な い ら し い. 

そ の 他， ガ， :k など も事實 上 存在す る こと は， 私 共 の 省 で も わ 
か る. た と へば ，，雨" の me で は 私共 は 下る 事 を 聞く 力;, そ の 下 
り 方 は ポルタ メン トの 早い の を 聞く やうに 思 ふ. どこに も 普 
通の 昔 階 をき くと いふ 感じ を 起さない. 殊に その 終りの 音 が 
昔 階の どの 音で ある 力、 は， ど う しても 1^ は れ な い. ここの 感じ 
は 私 共の 普通の 音樂的 な 經 驗 で は 曾 は れ な い. た だ 時 問 が た 
つに 從 つて 音が 下る と いふ だ け である. 私 は や は り ひ を 聞 い 
てゐ るので ある と 思 ふ. 

個 人の 言葉の 相違 は， お そ ら く  ft や ダ の 相違が 主な もので あ 
らう. この 細かい 事 は 次の 機き で 述べる. 

以 上 で, 今 ま で 私 が 僅 少 な 村 料 を 見た 範圍內 で, 首 葉 での 音の 
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連續 とい ふ 事 を 述べた. 私 の 問 ^ は 次 の 昔 樂の 場合に 移る. 

B) 昔樂の 場合の?^ の連績 のし かた. 昔樂の 場合 は, 普通に 
は 昔が 連 核す る と は考へ ら れ て ゐ な レ、. この 連 核 しないと い 
ふ 事 が， 音 樂の昔 程 や 音階の 基本の 性質で ある. たと へ ば C と 
(、# と は 1 ： 1.059 の 比 で, そ の 間 に は 全然 昔 は な い. それで 昔 樂 
では, 平均 率に して も, 純正 調に して も， あ る だけの 昔が 全然 不連 
繽 的 に 列 ベら れてゐ る だ け で， そ の 音と 音との 問に は 全く 音 は 
存在し ない. そして 樂器も その 音 だけ を 出し て， 決 し て， 他 の 昔 
は 出さない. 樂譜も その 昔 を 書く だ け で， そ の 間の 昔 を 書く 用 
意 は 全然ない.  . 

言葉に メロ ディが あると しても， 以上の やうな もので ない 事 
は 前にの ベた. 言葉で は C と （'# との 問が すつ 力、 り連績 して^ 
る. 言葉に 音程 や 音階と いふ もの を も し考 へる と したら， この 
點が 基本的. に 違って ゐる. 

二 ッ ボンの 民謠 も， こ の點 で， すでに 西洋 音 樂の唄 と 性質が 大 
いに 違って ゐる. 二 ツボンの きを は 二 ツボンの 言葉と 同じ や 

うな 性質-を もって ゐる. その 音程 は連繽 した 音程で ある. 從 
つて 二 ッ ボンの 民謠の 音階と いふ 事を考 へる に して も， それ は 
決して 西洋の 昔 階の 觀 念 に は は い ら な い. 二 ッ ボンの 言葉に 
も し 音階と いふ 事 が 言 は れ る な ら ば， そ れと 同じ 意味で 二 ッ ボ 
ンの 民謠の 音階と いふ 事 も 言 は れる. 二 ツボンの 民謠 は, 結 局 
二 ツボンの 首 葉の 一種で ある.  - 

二 ッ ポンの 言 薬 は 樂譜に 書 か れ な い. それと ちゃう ど 同じ 
意味で， ニ ッ ボンの 民 謠-も 西洋 樂譜に 書 く 事が 出来ない. もし 
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書く 事が 出來る 部分が ある な ら ば， そ れは その 部分が 樂 器の 性 

質を帶 びた 場合で ある. つま り聲 が連續 せす に 飛躍す る か， 或 

は 前篇で 取扱った や う な 平坦に 引つ ば ら れ る 場合 だけで ある. 

次 に， 前 篇で 取扱った よ り 外の 二 ッ ボンの 民 謠の聲 の 使 ひ 方 

を， 例 で あげる. そして それ を どう 書き表 はす かを考 へて 見 る. 
(1) 

例. 文 選 ぶ し. n 贝 つ た 人. リ 3j  S.-K. 

例 J. これが 讀 まれた 場合 は 前篇に あ げ た. 

この 始めの "コ ボレ" の ，，コ ボ" まで は 言葉で ある. この 
事 も 前篇に のべた. その 次の，， レ" カュら P ヌの メロ ディ 力； は じ 
ま る. 

この，， レ" がどうして 樂譜に 書 か れ る 力、 e の聲 は大體 0.52 
秒く らゐ つづく. しかし， どの 瞬 問 を 取って 見ても ，平 坦 な 處 が 
た い. 時間 と 共 に 刻々 高さ が變 つて ゐ る. 首 葉 と 同じ 型で あ 

る. この やうな 場合 こそ， 前に あげたび，/ ゴ，； r の 三つの 單 位で 書 
i)、 才乙 て v-> レヽ. 

昔  域  /3  C(Wi-n,)/0 

(r)  e  t Ifr  2i は〜  IV ま  285.3〜/Fek. 

i      294    -200  1V#  472.2 

これが この 部分の 聲の 動き 方で ある. 私共 は 正に この やう 

な 掘 動 數の時 FU] 的な 變化を メ  口 テ' ィ と して 聞いて ゐ るので あ 
る. 


(1) この 全體を 5 波づっ 測定した グラ フは とても こ こに は 載せら 
才し な い. モの 一 部 分 だ け 載せる. それ をァ ゥ スグ ライ ヘンした グ ラ 

フ と架譜 はこの 編の 終リ にパ 52 脚. 
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ば， こ 
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-デ ィ の 
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て， こ 

れ 

を 

ま 

づ （1) 不 

連 鑌なも 

の 

と 見 

な 

< 

て 

は な ら 

な い. 次 

に 

(2) こ 

れ 

を 

い 

く つ 力、 

の 時 in】 的 

な 

部分 

に 

仕 

切 

つ て， そ 

の PhI の 振 

動 

數 を 

全 

ぐ 

便 

宜的 に 

平 均 し な 

< 

て は 

な 

ら 

な 

い. 

例 

2. 

の や う 

な 事 は， ，, 

松 

葉 を 

の 

() 

でも 同 

じ 樣 に 起 

つ 

て 來 

る 

() 

は 皿〜 

か ら 203 

ま で 

ほ 

と 

ん 

ど 1 才 

クタ一 ヴ 

だ 

け 連 

鑌 

し 

て 下る. 

こ れ を ど 

ラ 

0.1 0.2       0.3      0.4       0.O  0.6 
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あらう 力ん 

この 部分 を 耳で 聞けば， この 1 ォク ター ヴの間 を 全く ボルタ 
メント で， —— ちゃう ど ヴィォ リ ネの絃 力 ュら指 を 離さす に， 同 じ 
早 さで 1 オタ ター ヴ だけ 下る やうに は 聞 え な い. 處々 で 止 り 
なが ら， 階段 的に 下る や う に 聞 える- し 力 3 し， ど こで 聲が 止ま る 
力、 そ の 點を 聞き わける 事 は 非常にむ づ か し い. 速さが 早い事 
によるし， また その 止る やう に 思 は れる 部分 が 不 明瞭な 事に も 
よ る. 

この 部分 を も 少し 細 力 1 く 見る と 次の やう に な る. 


1 )  b' から 急に d' まで 下る 部 分, 大 體 で  O.OG  Sek. 

2)  cl' の 附近で 止って ゐる 部分  0.12 
3  )  d' 力、 ら C' に 下る 部 分  0.06 
4)  C' 力 i らまた e'|7 まで 上る 部分  0.06 
5  )  e'h 力 1 ら 急 に C  # 或 は d'b まで 下る 部分 0.04 

6)  c'# 或 は d'(7 力、 ら cb まで 下る 部分  0.16 

7)  c'b 力、 ら ビ# まで 上る 部分  0.05 

8)  c'# 力 、ら li まで 下る 部分  0.05 
9  ) li 力、 ら 僅 に 上 つ て， そ し て 力 i な り 急 に 

g# まで 下る 部分  0.10 
こ れ は， お そ ら く， また K つの 部分に 分けられる であら う. 

1)  上の 表の （1)  0.06  Sek. 

2)  上の 表の （2) と （3)  0.18 

3)  上の 表の ひ) か ら （6) ま で  0.'2('> 

4)  上の 友の （7) か ら (9) ま で  0.'20 
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つまり こ 

の 

部 分 は 

止. つて ゐる 

音 を 聞く 代 

0 

に, 割合 

に: な 

に 上 

つて は 緩 か 

に 

下 る ョ 

つの 山 を 間 

い て ゐ る ら 

し 

い. そ 

の 始 

め の 

b'  ~h、 ら （1' に 

ほ 

と ん ど 

直線 的に 下 

る 部分 は， か 

な 

り 注意 

し て 

ゐ な 

ければ 聞か 

れ 

な い. 

ここ は/:^ は 

下 の やうに 

な 

る. 

れ 1— れ 2   =  一  2916 


こ才 1 は 感覺の 

刺激 

と 

し て 

は 相當 大きな 數 

である 

が, 

, この 場せ は 

前後の 關 係 で 

聞 き 

に 

<  < 

なる ので あらう. 

ただ 

そ 

れ だ 

け な ら 

ば 私共 は 十分 

に 聞 

< 

こ と 

が 出来る. 例 は 

前 に 澤 

山 

あ つ 

た. 

これ を樂譜 

で 表 

は 

す こ 

と は, す で に 質 的 

に 無理 

で 

あ る. 

. た だ 

以上の 事 を 注 

,g、 し 

て 

お い 

て， この やうな 聲 

の 動 き 

を 

假 に 

ite  で 
-水 tJS し 

はす だ け で 

あ る. 

木 ロヨ 

の 約束 を變 へる 

こ と で 

あ 

る. 

この 例と 同 

じ や 

ラ 

に 見 

られる 部分 は， ，， 

枯 れ て 

落ちて 

も " の 

oti の i な ど で 

あ る. 

例 3. 短い 

時間 

の 

間に 

狹ぃ 音程 を 上る 

か 下 る 

か 

す る 

場合に 

は, 私共 は， お そ 

ら く 

，そ れ を 

私共の 都合の い 

V 、やう 

に 

聞 く 

であら 

う. ，，枯れて 落ちても " の oti の () は, 大體 0.2 秒、 の 問に e 力 1 ら 

あたりまで 上る. 私共 はこれ を 半分に 分け て， 始 め の 0.1 秒 
で e を 聞 き， 後の 0.1 秒で を 聞 くやう に は 思 は れ な い. 大 抵 
e 力 ^  gb のど ちらか 一つ に 聞 いてし ま ふ. 

し 力、 し 樂 譜 で は， これ を C と とに 書く ベ きもので あらう. 

以 上 で 私 はこの 勞働 歌の 主な 部分 を 見た. さて これ を全體 
ど う して 樂譜に 書き表 は さ れ る か が 問 題で ある. 

もちろん 樂譜に は 質 的 に は 書 き 表 はされ な い. た だ, し ひ て 
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樂 譜 に 書いた 時 に は， そ の 樂 譜 は 何 を 意味す るかと いふ 事 を 知 
れ ば い い. 

C)  二、 ソポン の 民！^ を 西洋の 樂譜に 書いた 場合の その 樂譜 
の 意味. ま づ 私 は 耳 で 聞 い た 儘 を， 樂 譜 にして 見る. この 勞働 
歌 を 聞 い て, そ の メロ ディ をと に 力:^  く 樂譜に 書いて 見ろ と 言へ 

ば， 恐 ら く 誰でも 第 198 ぺーヂ の 樂譜の やうに 書く であら う. 

これ を實 際の ものと 比べる と， とに 力、 く まづ 次の 點で似 ない. 

(1) 

a)  メ  n ディが 不連續 である. これ は 前に 繰返しの ベた. 

b)  時 間 の 切 り 方が 算術 的で ある. 實 際の 曲 で は, 樂 譜 で 假 

に」 や な ど で 表 は された 時 問 が， 決 して その 通り 2 の 倍數に 
なって ゐ な い. 從 つて 小 節の 長さ も ，實 際 では， こ の や う に 規 則 
正しくな い. 小 節 とい ふ もの 力； 切 ら れ る か, ど う 力 やそ れ が わ か 
ら な い. も し 切ら れ ると し た ら， そ の 一 小節 は 何 を 意味す る 力、, 
それ を きめる こ とが 困難で ある. 

た だ 見 た H に 見 い い や う に， 假 に 小 節 を 切った とした ら, そ の 

赏 際 の 時 問 は 一 小 節 ご とに 違 ふ もの に なる. この や う な 民 m 

で は， 音符で 音 を 書 き 表 はして も, 決 して そ の 音符の 約束 は 守 ら 
れ て ゐ た い. 

こ の 二つの 事 か ら， 樂譜で 書-いた も の を ピアノ で彈 けば, ど こ 

か 多少 も との 民 m と 似 たやう にも 思 ふ が， しかし 大體で 決して 
1.0 じ も の だ と は 閱 かれな い. 

(1) こ の 本 の 終 り に 附 錄 した ゾフ' ランと パ- リ ト ンの BJl つ た 小 學 唱 

歌 " 花 や 紅葉" と ，， め く" れ る ホ- " の グ ラ フ き JK (- それ はニッ ホ' ンの 

叽 の 吼 ひ か と リ [:• 常 にいい 封 照 であ る. 
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聞く 人が 十分 練 1 ^まし て, 或 る 一 つ の 樂 器 的 な 昔 か ら， そ の 附 近 
の連續 して 變る 高 さの 昔 を 聯 想 し う る や う に な り， そしても と 
の 民 謠- をよ く覺 えて ゐ れ ば, そ の 時 はこの ピアノ は 始めて 聞く 
ときより も， 幾分 か も と の 民諦 に似て 聞 え る. 

彈 く ソゾ でも， も との 民 m を 知って ゐ て， 音 符 の 長さ を樂 譜 の 約 
束 に 從 は す に， な るべ く 民謠の やうに 仲 縮す れ ば， な ほその ピア 
ノ はもとの 民謠 に似て 來る. 

し か し， 結 局, 二 ッ ボンの 民謠は この種 類の 樂 譜 で は いくら も 
表現 出來 な い. 樂譜そ の も のが 決 して 音樂 の科學 的な 記述 法 
でない 上に， そ の 約束が 遙に 二 ツ ボ ン の民謠 と かけ 離れて ゐる. 

これ はすぐ 次 の 大切 な 事 を 暗示す る. —— 樂譜 で は 二 ツ ボ ン 
の 民謠を 保存す る 事 は 出來な い. この種 類の 樂譜を 樂譜の 約 
束 ど ほりに 再生しても， 決しても との 民 謠 は 得られな い. こ の 
種の 樂譜 は， た だ 無い よ り は い い と い ふ く らゐの もので あ る. 

こ ォ し だ け で は， ず ふ まで もな く， 二 ッ ボンの 民謠の やうに 再生 
は 出 來 な い. た だ この 樂 譜 の 約 束の 範圍 で， 西 洋音樂 と して 再 
生 出來る だ け である.  - 

しか し， 私共が 相 當澤山 にこの や う な 樂譜 を 作り， ま た 相常澤 
山 にこの や う な グラフ を 作 り ，そ れ を 丹 念 に 比 較 して 見 れ ば， 必 
すその 問に 或る 種類の 型 を 見出す 事 が 出來 るで あらう. その 
型 を 知 れ ば， そ れ によって この 樂譜 力、 ら 二  'ソ ボン 風な お- 謠を或 
る 程度に 苒生 する 事 は出來 ると 思 ふ. しかし グラフ を 作る 事 
は 非常な 勞カ であ る. この やう な 再生が 出來る の は 將來の 事 
で あ る. 
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その上， 二 ッ ポ ンの音 樂 に は 音程 や 音階の 練習と いふ 事 が な 
い. 人々 の 唄 に 必然的に 共通して ゐる 要素 は 甚だ 漠然 とした 
ものである. それで 西洋 樂譜と グラフと 比較し て， 或 る 型 を そ 
の 間から 見出す とい ふこ と 自身 が， す でに 相當 困難で あらう. 
或 は， た うとう 見出さ ォ L ない もの 力、 もしれ ない. この 事 が 民 謠 
の 鬼 集と その 保存の 仕事に ついての 一大 難所で ある. 

し か し, 私共 は 今 この 民 1§ を 西洋 樂譜に 書い て 見て， は じめ て 
次の やうな 問題に 出會 ふ. - ~" - 私共 はこの やうな 連續 した 音の 
列 力、 ら， ど う して 音階の やうな もの を 聞き出す カュ. 私 共 は ど う 
して この 連鑌 した 音の 列 力 、ら， 特に ペン タ トー ニッ シュの やう 
な もの を 聞き 出す 力、 樂譜に 書 く 力 A らこ そ， こ の 民讅は ペン タ 
トー 二 ッシュ であつ て， 實 際に は 私共 は 何も 殊に そんな もの を 
聞 いて ゐる わけ で は な い ので は ある ま い 力ん こ こで 私 は 次 の 
問題に 移る. 

D)  二 ツボンの 民謠に 音階 は實 在す る か. これ は實は 非常 
に むづ かしい 問題で ある. それ は ー囘の 報告で は 論じき れ な 
い. 禾ムは 追々 に 私の 考を 述べて 行 く  . 

a) 心理的な 聞き 方. これ はま づ第一 に考 へられ る -1^ で あ 
る. 客觀 的に は聲 は連續 して ゐる が， そ れを 聞く 時 に， 音階の や 
うな もの を豫 想 し て， そ れ にあて はめて 聞 （十 ば 聞 きいい と い ふ 
事 は， 多 くの 音 樂 の 訓 練の ない 人に とって も 十分に 考 へられる 
事で ある. 

樂 器の 音樂と して は ペン タ トー 二  '、， シュな 音階の 昔樂 がー 
番簡單 である. そして それに は それ 相當な 美し さ が あ る. 民 
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ぼ1& の やうな 簡單な It 樂 を 始 め 力、 ら ペン タ 卜— 二 ツ シ ュ だ と 考 
へ て， そ の 型に あて は め て 問 き， そ れ を 譜 に くこと が 出 來 る. 
つま り この種の 音 階 は 樂 譜 の 上 だ けに 存在す る 一種の 型で あ 
る. —— 力 i う 誰も ま づ考 へて 見る であ ら う. 

もちろん， これ も  一 ffi の 考へ方 である. そして 多分 それ も 事 
實 であらう. 私共 は ペン タト— 二 ッシュ の 音樂を 聞いて， そし 

て それから 型 を 作つ て， そ れ に 二 ツボンの 民 iti を あてはめる と 
い ふ點は 確に あるら し い. 

ペン タ トーン は 何故に 私共に 美しく， そしてよ く 調って 閱ぇ 
る 力、. - —— それ はま た 別の 問題で ある. 今 ここで そん な 心 理 的 
な 問題 を 私 は 論じて 居られ な い. 

Tb) 客観的な 存在. 二 つ ボンの 民讅に 音階が 事實上 存在す 
る と も 言 はれる. それ は 一番 澤山使 はれる 昔と いふ 意味で あ 
る. 

二 ッ ボンの メ  口 ディ は 完全に 連續 して 山と 谷の やうに 動く 

ものなら ば， そ の 山 や 谷の どの 部分が 特に 重 要 だ と い ふ ことに 

貢 はれない はすで ある. すべての 部分 は 一様に 重要で ある. 

し か し， 今 或 る 一曲 を とつ て， そ の b- 波， C- 波 を 無視し て， 大體 で そ 

のメ  口 ディ を 形づく る 音 だけ を スぺク トルに 書いて みれ ば， 次 

(1) 

の やうになる. これ は S.-K. の 唄った "文選ぶ し" である. こ 
れ はもち ろん b- 波， C- 波 を 整理す る 時の 整理の 仕方に 多少 關係 
する が, しかし 大體の 便 向 はこの や うになる. 


a) この 曲の 大體 のグラ フ と樂譜 はこの 編の 終リ にあげた' 
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第  48  圔 

これでみ る と ，明 か に 或る 音 は 非 常に 澤山 使 は れ, 或 る 昔 は 極 
めて 稀に 使 は； a てゐる とい 2- こ と はわ 力、 る. この スべク トル 
は 一つの 曲の 全體を 5 波づ つに 分け て， そ の 5 波の 高さ を 平均 
した ものである. それ で 私共 は 1)- 波， C- 波 0 影響 を 除く ことが 
出來 ると 思 ふ. この やうに して 5 波づっ 平均した 結果 は， お: i 
種 の 报 動 數を得 た. 最低 は 】07〜 で， 最 高 は 470〜 である. 動 
數と して は A あ た り 力、 ら b' の 少 し 上まで 上って ゐ る. 2 ォク 
タ —ヴ以 」： ある. し 力、 しこの 432 種のう ち, た だ ：； 度よ り 起ら 
な い 振 動 數 が 73 種 ある. た だ 4 度よ り 起 ら ない 振動 數が 41 種 
ある. この やうな の は, 割 合に する と， それ ぞ れ 0.002,  0.005 で, 重 
要 さ は 非常に 少ぃ. 最も 多く 出る お j^- 動 數 にして も， _ を體で 27 囘， 
割 合に して 0.03 弱で ある. この 事 を みても， この 曲に 明瞭な 音 
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階， つ ま り その 曲が その 音 だ けで 出來 てんる と い ふ や う な 極 め 
て 少數の 音の つながり とい や う な も の は 考 へ ら れ な 、 、 と レ、 
ふ 事が わか る. し か し， ま た そ の反對 に， ど の や う な 昔が 特に 重 
要 で ある 力、 と い ヱ' 事も考 へら 才 しる'  - 

第一 例で は スぺク トルの 山が 大體で 七つ 數 へられる. それ 

を譜に 書けば 第 49 圖のゃ  ^ 尹 

うになる.  ^^^^^^ 

これ は 西洋の 昔 階 風に  笫 49 圔 

聰理す れ ば， 第 50 圃のゃ ：)  I  t,^ 

になる.  4ii_Y」 に ！  r  '   ^  '  I 

これ は 明 力、 に Ff; 長調  第 50 圜 

で, そ の 第 4 昔と 第 7 昔がない ものである. 全く ペン タト  一二 
シ ュ の 音階で ある. もし， この や う な も の に 假に昔 階 と い ふ 
名 をつ けるなら ば， この 曲 はた ださ う 聞 え る だ け で な く， 曲 その 
ものが ペン タ トー ニッ シュに 作 ら れ, は れ てゐ ると い ふ 事 が 
霄はれ る. それでも しこの 曲を强 ひて 西洋の 昔譜 に 書 力、 う と 
思へば, このべ ンタ トー ニッ シュな 昔 階 で 書 け ば， ほ か の 音 で 害 
く よ り も， この 曲に 近く なる わ け で あ る' 私が 二 ッ ボ ン の 民 ず f 
を 西洋の 樂譜に 書か う とする の は， ただ 主観的に さ う 聞え る と 
い ふ 事 よ り 外に， そ の 曲で 一番 澤 山に 出る 音 を 中心に し て， そ の 
他の 昔 は大體 その 音 で 代表 させよ う とする こ とで あ る' も ち 
ろ ん, そ れ は 元 の 音樂 に は 似 卞; ヽ、 が， し か し そ れょ り 外に この や 
う な 音樂を 西洋の 樂譜に 書 き あ ら はす 方法 は ある ま い- 
この  スぺク  トル を 見る と 次の やうな 事 力； わ 力 、る' こォ しも 二 
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ツボンの 民 It の 性質で あらう. 

1.  或る 一つの 音に も 幅が ある. 決してた だ 一つの 振動 數 
の處 だけ が 起 ら な い. 例 へ ば c# 或は （ル の處を とれ ば， 135 〜 
から 141 〜 あたりまで 擴 つて ゐ る. この 幅 はま づ c# と （lb の 
幅で ある. その 他， 多 く 用 ゐられ た 昔で も， 決して それ を 或る 一 
つの 振動に は 限られない. それで， もし この 幅 を 或る 一つの 振 
動數に 算術平均で 平均 すれば と も かく とし て， そ れ でない 以上 
は， この あ り のま まで は， この 民 謠の音 階， 或 は 昔 程と いふ 事に つ 
い て， 音 樂 理論で 敎 へられる やうな 簡單な 比 に 書く こと は出來 
た い. 從 つて， こ の 曲 が 純正 調で あると も， 平均 率で あると も 首 
は 才し な い. 

2.  ォク ター ヴの關 係 だ け は, 割 合 に 正 確 なやう に 思 ふ. こ 
の 曲で ォク ター ヴの關 係の 見られる の は d# 或は だ け で あ 
る. それ は 下の 通りで ある. 

第 1  135  Ul〜 

第 2  277  —281 

ま づ大體 で 1:2 の 比の 處 にある. 恐ら く この 音程が 一番 基礎 
的な ので あらう. これ は 昔樂理 論 だ けの もので なく  ，實 際 の も 
の 力； さ うなって ゐ る. 

その他の 音程 は スぺク トルの 目 も りに 書いた とほ り である. 
こ 0 やうな の が， 私 は 二 ッ ボンの 民謠の 或る 性質で ある と 思 
ふ. 以上 述べた 事の 例と して， もう 一つ 民謠を 以上の 方 法 と 同 
じに 扱って 見た 記 錄 を， その ま ま附 錄 に 載 せ てお く. 

以上 述べた 事 が, 私 が 二 ッ ボンの 民 m の 性 ず  1 と し て 第 一 'X に 
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報告し よ う と 思つ た 

察 

である 

民 謠- の 性質の 記述 は 

次 

の機會 

に 

最後に 來る 題 

は 

八 

今 

まで あ 

ま 

である. 

E) 讀 むこと と 

ふ 

ことと 

は 

私共に 殘 され た 課 

题 

の 

う ち の 

極 

同じ 二  、./ ボ ン 語 で 

あ 

る 

以上， そ 

の 

に， も ち ろ ん何カ 1 の 

•     y            メ    -ノ/ レ 1  J   / リ 

關 

係 

が あつ 

て 

は ならた^、 はす で 

あ 

る 

し 力 i 

し 

な 让寫で あって， 争 

に 

は 

出來な 

い 

今 私 は 以上 取扱 

つ 

た 

僅 な 例 

に 

豫 想の やうな もの 

で 

あ 

る. 

1 ) 唄と-語調 > 

丄 ノ           ••An し FV リ し 

は 

ど 

つ 返 ふ 

か 

力、 ら， 語調と 潔 ^> 舉占 

の 

多 

レ、 の 【ま 

T は， 言 着 は 本來言 

は 

れ 

る もの 

で 

して 使 は れ， P ヌ は %L 

と 

も は や 

本 

に ま づ 意味が わ 力、 

ひ 

くくな 

る 

と して 哏 つてみ て 

も 

さ 

うで あ 

る 

ー曆ゎ 力、 りに く  く 

な 

る 

し 力、 

し 

な 性質が 出て 來る 

の やう 

な 

する こと は， 長 い 

の 

材 料 の 蒐 

集 

(1) 

母音と 子 昔と にわ 

け 

て考 へて 見 

そ れょ りさ ら に 細 かい 種々 な 
讓 る. 

り 考 へられて ゐ な か つ た 問 題 

ど に な 關 係が ある カュ. これ も 
めて 重 ；婴： な ものの 一つで ある. 
文句 を讀む 事と 吸 ふ 事との 間 
い いはす である. 或 は なくて 
その 關係を 見 出 す 事は統 ；] ト 的 

つい て, そ れを 多少 考 へて 見る. 

. —— もちろ ん, 唄 は 語調で な い 
然 である. 心理的な 印象と し 
あるから， それが 音樂の 材料と 
當の 言葉で は な く な る. 第一 

. 二 ツボン 語 を 二 ツボンの PA 
, 西洋風に 唄へ ば， そ れ が な ほ 
，そ の 代 り に聲に 昔樂と い ふ 別 
聲の 二種の 狀態を 完全に 說明 
がいる. 今 は 豫 想と して ま づ 
る. 


(1) この場合の 子 昔に ついて は， 附 錄 ，，二 ッポン 詰の 子音に ついて 
參 jl 【ひ 
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言葉な ら ば， 同 じ 7 -  5 調の 文 句 な ら ば， そ の讀み 方 の 語調に 大 
柢 同じ 事で ある. しかし 唄で は， 同 じ 文 句 をく りかへ し て， 違 つ 
た メロ ディで 唄 は れる. ックグ 島の，， 盆 踊" は その 一 例 で あ 
る. 

このうち 子音 は 短く て， 弱 く て, そ の 測定 は 非常に 困難で あ る. 

全く 音響 學 的な 存在で ある. 私 はま づ觀 察に 便利な 母音た' け 

を 取扱 ふ. 安全な 方法で あらう. 

a) 高さの 變化. —— 言葉の 場合と 唄の 場合と では 母 昔のお i 

(1) 

動 數の變 化の しかたが 違 ふ. 1) 前に 述べ た 1さ が 吸の 場 合 で に 
非 常 に 小 さい. 母音の 絕對の 高さ は 必す しも の 方 が變化 0 
範 圍が廣 いと は W は れ な い. そ れ に は 大した 相違 は た い， た 
だ P 及の 方が 變 化の 速度が 遙 に 遲 い と い ふ だ けで ある. 5) ま た 
そ の 變 化の しか た が， 言葉 の 場合で は， た だ 一 お の 方向に 增す か 
減る かする が, nj; の 場合で は， そ れが增 したり 減 つ た り する. こ 
の 二つの 相違が 言葉の 中の 母音 を 語調から メ  n デ ィ の 形に す 

る. こ れは， 恐 ら く， 言葉 と！] 贝と のす ベての 場合に 通用す る 事で 
めら つ . 

例]. ックダ 島の 盆 踊 ，，踊れ 人 々 " の 〔od〕-o の 0 の 高さの 
變化. 

讀 ん だ 場合  n 乂っ た ナ ぶ- 合 
高 さ 253 〜一 221〜  344 〜― :305〜 

時間 0.06  Sek.  0.55  Sek. 

e  536.7  70  9 


(1) 1^=-"^1 ぺ-ヂ 10(J. 
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,  CD 
例 2. 同じ l!A  C<-Klor>c の e の 高さの 變化 

m ん だ' 場合  UK つた 場 合 

高 さ 263^ ^— 172〜  384^^ 247〜 

時 間 0.19  1.72 
e  478.9  (平均） fi 79.7 

A  0 

njl つた 場合 の fi は 聲 が 動搖 して ゐる 部 分. A は 平 旭 な 部分. 

も し/? =0 な ら ば， そ れは つま り "二ん' で樂器 の 性質 で あ る. 

m は 言葉 と樂 器との 中 問 の もので あ る. そ れ は， ま づ 1) / ゴが 
小 さいと い ふ點 で/:^ =0 に なる 傾向 を 示 し， ま た2) 時々 その 中に 
ほとんど/ j=  0 と 見なされる 部分が ある とい ふ 二つの 點 でさ う 
言 は ォ L る . 

b) 高さに よる アクセントの 形の 相 遠. - ~~ - 唄 に た れ ば， も ち 
ろん 高さに よる アクセントの 形 は 變る. それが 變れば 本當の 
言葉ではなくなる. それが P 只で ある. 

こ れ は 別 に 例 を あげる まで もない. たと へ ば ，， こ ぼ れ 松 葉 
を" は ，，文選ぶ し'' を 唄った 人 も ，，機 織 を つた 人 も， み 
な ，，松葉" の hii は inatii よりも 低く 發 音して ゐ る. これ は 二 
、、, ボン 語と して 普通の ァク セン ト である. し 力、 し， 唄 の 場合に 
は， こ の ど ち らの メロ ディで も ba を matii よりも 高く  P 良 ふ. 

この やうな 例 は 到る 處 にある. それがなくて は PA に な ら な 
い. 殊 に 文句の 終りの 2 綴の ァク セン ト は， 唄 ふ 時と 讀む 時と 
は 多くの場合 違って ゐる. 讀 む 時 は 大抵 そ れ は 下に さ が る. 


(1) 編 末 第 <'4 圖 參 照- 
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しかし 喷 ふ 時には それと 反對に 二度 上る か, 或 は少く も 下らす 
に 同 じ 高さで 發 音せられ る. 

二度 力； ちゃう ど 西洋の メ  口 ディ の ライ ト 'ト ーンの やうに な 
つて ゐ るの は，，， 機 織！!！". や ，，文選ぶ し" である. その 二度の 
ライ ト 'トーン 力； も 一つ 前にあって 終りの 2 緩が 同じ 高さで! ほ 
はれる の は， ックダ 島の ，，盆 踊" である. 

この やう な 相違が 一方 を 言葉 に し， 一方 を 唄に する 主な 要素 
の 一つで あ ら う. 

C  ) 長さ. —— これ は 言 ふまで も な い. メロ ディ は 母音の 全 

馊の 長さが 十分に 長く な く て は 成立し ない. 霄 葉で は大體 ど 

のく らゐ で， 或 る P ヌで は そ れが大 體何倍 く らゐ になる 力、 私 は 前 
(1) 

に 述べた. 

この 長さが 長く なる とい ふ 事 は， つ ま り聲が 或る 一定の 振動 
數を鑌 け る とい ふ 事 で， 71  = ん の 形に 近づく とい ふ 事で ある. PJ3^ 

の极 本の' 1^ 質で ある. 

以上 はま づ 一番 早く 禾ム 共に わかる 言葉と nfl と の 相違で ある. 
しかし それよ り も 困難 で， そ して それよ り も 重耍な 問題 は， 赏紫 
と iia との 相違よ り も， むしろ 言葉と との 似た 點 を あげる 察で 
あ る. 

2)  Ilfl と 語調と は どこ が 似 る 力、. —— ただ 常識で 判 斷 す れば, 
二 ツボン の 哏 は 二 ッ ボン 語の 語 調 の 誇 張- さ ォ し た や う な も の で 
ある. 私共に は 文 句 は 文句と して 或 る 程度よ くわ かる. そし 

(1 4 編の 中の 讚ん だ 場合と njt つ た 場 合との 對照表 き ]!({. ベ 
ーヂ. 
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て喷 はれて も， 何處と な く  二 ッ ポン語 そのものの 感じ が す る. 
"小學 唱歌" や "It:)^ 歌" の や う な 四' 洋の メロ ディに 二 ッ ボ 
ン語を あて は め たもの を 聞く のと は 相 當 に 感じが 逮 ふ. し か 
しこの 問 の消总 を客觀 的な 事實と して 定量 的に 記述す る こ と 
は 決して 容易 で な い. 下に 述べる の は， そ の 一端で ある. 

a)  PI の 中に ff- 葉の 部分が まだ 殘 つて ゐ る. —— この 事 は 前 
, (1) 

に 述べた. こ れ は 相. 當 に 重要な ことら しい. 西洋の メ  P ディ 
に 二 ッ ボン 語 を あてはめた 哄 は，メ  口 ディ の 工合で 言葉の 部分 
が出來 なくなる. ，， は な "が 花と いふ 意味 を 明瞭に 知らせる た 
め に は， ha と na との 問 が 或る時 問 以 上 離れて は い け な い. そ 
れ 以上 離れて も ha と "a, は 心 理 的に は 續く であらう が， し 力、 し 
言葉と いふ 感じが 薄く なる. 附錄 の小學 唱歌， シ ュ ワイツの 民 
謠にニ ツボン 語 を あて は めた ，，花や 紅葉" は その 一例で ある. 

二 ツボンの 頃 は, は じ め 力、 ら 二 ッ ポン 語で ある か ら， そ の やう 
な 點 が 少ぃ. 意味が 或る 程度 . に わかる やう に， 唄 の メロ ディが 
作られて ゐる. 

b)  メロ ディの 山と 谷の 形 が， 極 めて 大體 の點 で， 唄 と 語調と 
の 間 に 似た 處が ある. —— - もちろん， この パラ レ リ ス ムス を 定量 
的に 說明 する こ と はま だ 少し 早 い. また 人に よつ て， 文 句 を 讀 
む讀み 方に して も， 必す し も， 細かい 處ま で 一定 して ゐ ないから， 
こ れ に ついては 相 當 の 統 針 がな く て は斷定 出來な い. 今一 例 
について 調べて 見る. 

i ) 山と 谷の 數. —— 私が この 本で 取扱った 民謠の 例で は, 讀 
(1) 第 4 編 "二 ッ ポン 語の 哄 について' その 1". 
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む 時の 山と 谷の 數 は, 全 く  15ヌ ふ 時 の 山 と 谷の 數と 同じで ある. 
7-7,  7-5 の 調で は， 7 に 各 } —つの 山，,"） に 一つの 山 力； ある. そ し 
て全體 四つの 山が ある. ，，文選ぶ し'' でも ，，機 織 唄" でも ，，盆 
踊 唄" でもみ なさう である. 二 ツボンの 民 It に は， こんな やう 
にメ  口 デ ィ 力； 組み立て ら才 L てゐ るの が 澤山 ある. 

ii) 山と 谷の 位 置. —— - こ れ は ど の 唄 で も讀 むと きと 唄 ふ と 
き は 完全に は 一致し ない. 一般に 言へ ば， 唄 ふとき の 方 が 讀 む 
ときよりも 山 力； 少し 遲れ て來る やうで ある. 例 を あげる. 文 
句 は ，， こ ぼれ 松葉 を "， 數字は 山の ある 綴の 番目で ある. 


t 選ぶ 

し （S.-K.) 

機 織 唄 (A.-L) 

m む 

吸 ふ 

讀 む 

卩 J、 ふ 

1 

節 （7) 

6 

3 

6 

2 

(7) 

2 

4 

2 

2 

3 

(7) 

4 

5 

4 

4 

(5) 

2 

2 

3 

3,  5 

盆踊哏 

，，踊れ 人々' 

' (M.-H.) 

讀 む 唄 ふ 

第 1 節 （7)  5  5 
2  (7)  2  3 
a      (7)      2  2 

4      (7)      3  2  ' 

この やうな 讀 むと きと！! M ふと きとの 山の 位置の すれ 方 は， そ 

(1) 

の 民 謠のメ  口 ディ の 一つの 特性になる. しかし 大體で 山と？ f 


(1) 二 ツボンの K 謠の メロ デ ィ 'の 形 は, こ の や う な. 點ゃ， その他い ろ 

1  、 ろ な ん- 法で 分類 出來 る. 私 の 作 つた 数多い ほ 謠の樂 》31？ が 出版 さ れ 
る 時 機 が あ つ た な ら ば， モ の 時， 分 類を货 例で 示 す- 
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が 語調と nji と 一致す る とはい はれる であ ら う - 


し 力、 

しこの 事 力； 二 ッ ポ 

ン 

の 民 ii 忘の 特徴 

であると は 恐らく  Tf 

は ォし ま 

い. そ れ は シ ュ 一 

ベ 

ノレ ト （7) リー 

ト" 

で も， 或は シュ ト ラウ 

ス のの 

やうな 近 ili: の リ 一 

で は な ほ さ 

ら 

さ うで あろと 忍 は れ 

る. 二 

ッ ボ ン の 尺 M も そ 

の 

や フ なメ  口 

>、 

ァ 

ィ の 構造で ある と い 

ふ だ け 

で あ る. 

iii) 

どうして 吾 調 か ら 

の メロ アイ 

を 

作る フ オル マン トカ； 

生れる 

力、.""" こ れが 最後 

に 

？ t- さ ォ し た f?~J， 

题 

で あ る. 

私 は 

事 貫 を 3 じ述し た. 

M に は 特 に 

そ 

才 し if; 主 に なって ゐる 

と い ふ 

振動 數帶は ない. 

唄 

では そォし テバ 

あ 

る. そして "二ん の 傾 

向 をと 

る. そのん の f ま 力； 

ど 

う して 生ォ 乙 

て 

來る 力、 そ れ が ど う 

してべ 

ンタ トー 二 ッシュ 

の 

やうな 形 に 

な 

る 力、. —— こ れが 私共 

の 最も 

知 り たい 處 であ る, 

し 力 3 

し これが 本 當に研 

究 

され 得る 題 

か ど う か は 甚だ 疑問 

で あ る, 

. 實 際さうな つて 

ゐ 

る 力、 どう か 

と 

い ふ 事 は 十分に 研究 

し， 事實 

力； もし さう である 

な 

ら ば， そ れで 

恐 

らく 我々 の 知 識 は 一 

段落で 

あらう. 今 常 分 は 

、卞こ 

だ さ うなつ 

て 

ゐ る 力、 ら， さ う なって 

ゐ ると 

い ふよ り以 上 に は 

說明 出來ま い. 

この 事 實を說 明す る 

に はノヒ 

理 的， 或 は 心 理 的に 

れ よりも さ 

ら 

に 簡單な 基礎的な 事 

實 を 知 

ら なくて は な ら な 

い 

し 力、 

し 今 はそんな もの 

は 

一つ も 知ら 

れ 

て ゐ な い. 私 は 今 は 

說 明と して は， この 程度 以上に 出る こ と はむ づ 力 1 しいと 思 ふ. 
それよ り も事實 をなる ベく 多く， 正確に 記述して 見る 事の 方が 
さ ら に 必 耍な 仕事で あ ら う. 


194  笫 5 編 二 ツボン 語の 唄に ついて その 2 

最後に 附錄 と して， 私の 述べた 事 を グ ラ フ の實 例で あげてお 
く. もちろん， ただ 一つ 二つの 例で ある. 

例 1. 勝 太郞の ，，越後 追分" から. 第 51 圖 （a),  (b),  (C).  b- 波 
は全咅 《ァ ウス グ ライ ヘンした. 第 3 例の，， hazusi  "の i の 波 は 
い 波で ある. 聲の 高い 處 にだけ ある. 


，越 後 iO 分" （レ コー ド 8 お; (C 郎 

1 全部 b- 波 省略） 
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#i  d 編 ニッ ボ ン 語の 吸に ついて その 2 


I 

^  5 編 二 ッ ホ' ン の nil について そ' つ 2  107 

例 2. 文 選 ぶ し . に 1.- 波 あ ま り な I  、• あ る 處 は 平 均 し 
て 4 ^略した. あとの 2 例 の聲の 様 子 も ほとんど 同 じ や ：) で あ 
る. 同 じ や う に グ ラフに し た. 
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音波が 或る 機械的な— 力- 法 で 得られ た 時 に は， こ れ ま で 、K"- 通 に 

は, そ れを フー リ ヱの 級數で 計算し て， そ の 構 i& の 成分 を 知 る と 
いふ 方法が 用ゐら れてゐ た. それが ，，音波の 分析" とい ふ 名 
で 呼 ば れてゐ た. 私 は 以前に 或る 隨筆 で， この 名 は 多少 不適 當 
で， この 名から 誤解 を 起す こと を霄 つた. これ は ，，分析" とい 
ふよ り も, 函數の 展開と いふ 方 が適當 であ ら う. 

しかし それにしても， まだ 多少の 問 題が ある. それ は その 音 

波の 形 を フー リ ヱの 級數の 方法で 展開しても 意味が あるかと 
いふ 事で ある. 

たと へば 昔 叉の 振動に は 非 調和な 倍音 を 含む と い ふ 事は理 
論 的に 證 明され てゐ る. それならば 音叉の 音波 も 非 調和な 倍 
昔 を 含む であらう. 始めから 非 調 和 な 倍 昔 を 含 む と わ か つ て 
ゐる もの を， 調和の 倍音 だけ を 計算す る フ リ ーェの 級數で ； it 算 
して 見 て， そ れ にどん な 意味が あるで あらう 力、 その 函數 が展 
開され たと は 言 はれる であら う. しかし その 昔 波の 成分が 分 
析 された とい ふ 事 に は 恐らくなる ま い と 思 ふ. 

音叉の 音波です でに さう である. 人の 聲の やうな 極めて 複 
雑な 發音體 から 出る 音な ど を 調和の 倍 昔 だけに 展開す る とい 
(1) ，， は しがき" 音叉の 處 き 照. 


208 


附錄 第 1 編 フ-リ = 級數 についての 二三の 觀察 


ふ 事 は， た だ 一 

種の 近似の— 力-法 

で 

のフ ォ ノレ マン 

ト と， もちろん 相 

當 

しかし， と に 

力、 く フー リヱ 級 

數 

て も， 實際上 便 

利で ある. 昔 波 

に 

當の 物理 學上 

の 意味 は， そ れは 

物 

フ一 リエの f 及 

數を使 ふに して 

も 

ま 見る 代 り に 

それ をと に 力、 く 

或 

以上に は考へ 

ない. 客觀 的な 

存 

當分考 へない 

事に する. それ 

は 

この 範圍內 

で， 私 は 次に フ— 

試みて みる. 
I〕 フーリエ 級數の 計算の 誤 

フー リ 二級 數の 計 算 について 
へられる. し 力、 し， そ れ は た だ 紙 
算 する 事に なれ ば， こ ん な 誤差な 

U の 値の 測 定 や， 或 る數 以上の 倍 

大きな 誤差 ははい つて 來る であ 
私 は 今 は その やうな 實 際 上 の 
れ は 一 般 的 に は 考 へ ら れ な い 事 
れる 二三- の 點 だ けに 觸れ てみ る 
或る 音波の 列 を 全體と して 見 
二つの 場合に 大別 出 來る であ ら 
じ 形 を 繰返して ゐる場 'な. そ の 


ある. さう し 

て 作られ 

た 母音 

あ ら めな 近似 

である 

の 計算 は， 近似 

にして 

も 

何に し 

利 用す る 事に 

ついて 

の 

その 本 

理學の 問題で 

あ る. 

私 

はもし 

そ れ は た だ 音 

波の 形 

を 

そ； 0 ま 

る 形に 展開し 

て 見る 

と 

んヽ 事 

在と 級數 との 

問 の 關 

係 

は， 今 は 

ま た 別 の 問 題 

である 

ェ級數 につい 

て 多少 

の 

觀察を 

差. 

は，)^、 ろ \ /、ろの 

場合の 

誤 

差が 考 

の 上での 事で 

め つ. 

本 

當 に 計 

ど は ほ とん ど 

問 題 に 

な 

ら ない. 

音の 切 拾て な 

*— 1    一一     ノ"^   J  1  i      ^  ' 

ど 力 i ら 

ま 

だ ま だ 

らうと 思 ふ. 

誤差 は考 へな 

\ /ヽ ^  { こ 

す 

る. そ 

で あ る. た だ 

一 般 的 

考 へら 

れ ば, そ れ に 恐 

ら く 次 

の 

や う な 

う - —— A)  n 波 

の 列 が 

兀 

全 に 同 

時 は, 任意の 一 

つの 波 

を 

取って 
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E れ ば. 

，そ れ で 全體の 波 の 

樣 7" は 

わ 力、 

る. も 

ち ろ ん これ は理 想 

的 

な 場 

合で ある. 赏 際に 

は そ ん 

な も 

の は な 

い. 

p»)fr '波の 

形が 

次 

々 と 

變 つて ネ： f つて ゐる 

場<^ 

こ 才し 

に は ま 

た 

次の や う な 

區別 

が 

考へ 

ら れ る. —— 1) 音波 

の 形が 

少 し 

づっ變 

つ 

て 行 く 場 

2) 

音 

波 の 

波 長 が 少 しづつ 變 

つて 行 

く 場 

介. 3) 

波 の M 幅が 

少 し 

づ 

つ 變 

つて 行く 場合. 實 

際 で は 

こ の 

三つの 

も 

のが 同時に 

起 る 

の 

が 普 

通で ある. 

私 は 

以上の 場合 を 一つ 

づっ そ 

の 誤 

差 に つ 

V、 

て考 へて 見 

る. 

A) 

音波の 列が 全 く 同 

じ 形 の 

波 の 

繰 返 し 

で 

出 來てゐ る 

と 假 

定 

した 

場合， つ ま り 音波 は 

完全に 

調和 

の 倍 音 

だ 

け 力、 ら出來 

て ゐ 

つ 

と 假 

定 した 場合. この 

場合に 

も ま 

だ 下 の 

や 

う な 誤差が 

考へ 

ら 

れ る. 

そ の 

計算 法で 計算 出來 

るより 

以上 

の 倍 昔 

が 

あったら ど 

う な 

る 

力、. 

たと へ ば 第 12 倍音 

まで 計 

算出 

來 る 計 

算 

法 で， 第 13 倍 

昔 の 

あ 

る 曰 

波 を 計算したら ど 

う な る 

力、. 

も し 

第 13 倍音 は 計算の 

數字 の 

上に 

出 な く 

な 

ると い ふ だ 

け な 

ら 

ば， そ 

れは 四捨五入の や 

う な も 

の で: 

, 影響 は 

少 

い. し 力、 し 

こ の 

場 

合 は， 

, それが 單に 切捨て 

ら れ る 

と い 

ふ 事 に 

は 

な' ら な ^、- 

差 

と 

な つ 

て 現 は れ る - 

今 第 

12 倍 昔 ま で 壯算す 

る 言ト 算 

法 の 

場合 を 

考 

へる. この 

計算 

法 

で は, 

〇 

11 

sm 1 ?)X  - -- 

sin  (l"J.z+x) = 

= 土 sin  X 

sin llo:  ~ 

sm  (12:v 

—  x)- 

二  =4^8111 X 

つ ま 

り 第 13 倍 昔に こ の 計算 法で は 第 11 倍 昔 

の處 に符號 がち 
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がって 出る. それだけ 第 11 倍音の 誤差になる. 

この やうに， 第 U， 15, 16，        倍 音 は， そ れ ぞ れ第 10,  9,  8,  •••••• 倍 

音の 處に 出る. そして 決して それ 以外の 虔に 出ない. それで， 
それぞれ その 倍音の 誤差に な る. 

今實 際の 場合 sin  (11:1；  + め と ai3sin(13a:+W とが あると する 
な ら ば， こ の 計算 法で 求め られる ん 1 は， 下の や う な 誤差 を 含ん 
だ ものになる は すで ある. 

Aii=  ^a,i"  +  «i3'— 2«11 cos  {(y+q)) 

この 事 は 模型の 波 を 描 い て， そ れを 計算して 見れ ば 明瞭に わ 
力、 る. 

B) 音波の 形が 次から 次へ と變 つて 行く 場合. —— こ れ が 普 
通で は あるが， しかし それ を 式で 取扱 ふ 事 は相當 困難で ある. 
一般的に 考 へるな ら ば， 次 か ら次 へと 波の 波長 も變 り， 振幅 も 

變 ると いふ 事 は, つまり フー リヱ 級数の GO も， 儿， と^" もみ な 
時 問 t の函數 になって 變り， 一つ も 完全な 定數 のない 事で あら 

b  -  . 

今 ノくラ メータ一 p,,，    (],,，    rn,    Sn をみ な 時 問 Z の函數 とする. 
そして フー リヱ 級數の 形に それぞれ この パラメータ一 を か け 
て 見 る. 

A  =2  pn{t)  Jin  sin  quit)  GOnt+rnit)  Bn  COS  8n{t)  OJJlt 

こ れ は 或 る 程 ]^ に 赏. 際 の 昔 波に 近い フー リ ェ級數 の 式 で あ る 
と 思 ふ. た だ こ の p"、  qm  To.  Sn を赏 際に 完全 に 求める 事 は 到 底 
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出來な 

い 

こ れカ、 ら 私 は そ の う 

ち 

リ) 簡 m な 

場 

ぺ 1 こ 0  \ /、て #  & 

の觀察 

を 

試て み る. 

a) 

或 

る 音波が 非 調和な 倍 昔 を 

含 む た め 

に 

形が 次 か ら 次へ 

と變っ 

て 

わ-く と假 した 場 -1>. 

こ の 場 合 

に 

調 和 の 倍 昔 だ け 

を 計算 

す 

る 力 i3i で' i-i トミ f- したら と 

ん 

な 差が 

出 

る か. 

こ の 

場 

合 も ほび と 同じ ャっ に， こ 

の 

算の方 

法 

(i  ノヽノ レモ 二 ッ シ 

ュなも 

の 

である 力、 ら， ィ ン ノヽノ レモ 

ッ ンュ /よ 

波 

は， こ の 計 箅の方 

法 か ら 

で 

(3： 才:） 7)、 レ；） な V ヽ と V ヽ^ 1 な 

> 
ら 

ば， そ れ だ 

け 

な ら ば 甚だ 簡單 

である 

四： iL 人の や つ にたた 

て 

の 波を捨 

て 

た と いふ だけで 

事 は す 

む 

し 力 i し實際 はさ う で 

な 

レ、. そ の 

波 

も また 調和の 波 

に M つ 

て 

現 はれる. そ れでそ の 

や 

う な 場合 

に 

は めようと す 

る 波に 

そ 

れ だけ 誤差が は い る わ 

け 

である. 

こ れ 

は 多少 の證 明が い る. 

今 調和 

な 波の 苟$ 分 を " sin  mx 

と 

し， 非 調和 

な 

波 をパ山 と 

し て， フ 

リ 二級 數の 係數 Ctrr,  ba 

を 

求めて 見 

る 

そ の 

と 

き は (in の 形 は 下の や 

ラ 

に な る. 

/{a  sin  mx  +  P  s\\\^-x)  sin  nx  dx 
- 《  q 


m=^n の 時に は 


an 


=  —1— 广 P  sin へ sin れ":^ 


さ— 

71 


Sill 


、 ひ 


TT 


SlU 


P 


- +n  \rt 


-— n 


P 


m  =  w の 時に は 
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n 


V  q  ノ 


. P  \ 

Sin  I  — -  -\-n  ]7t 

V  q  ノ 


P 


—n 


P 


ha の 場合 も， も ち ろん， これと同じ やう に して 計算す る 事が 出 

來 る. 

この 例と し て， 基 音と， その上に その 振幅 が 半 分 で， 週 期 が 2/3 
である やうな 波が あつたと し て, そ の 非 調和な 波 は， フー リ ェ級 
數 の 方 法 で 計 算 されたら， ど うなる か をみ る. 

この場合 に は 

2 


f  {x)  =  sin  x  +  sin  x 

-'  2  3 


で あ る 


れは 以上の 式に あてはめて 計算す る と， 

(21=1  +  -： 


27r 


6  sin  sill 


3  5 


3 


1.5 


«9 


1 


3    .    7t      3    .  27r 

 1  S111  S111  

2  7r  V  4        3       8  3 


0. 


の やうになる. 

ん， ん 2，  .  •• など もこの やうに して 計算す る ことが 出來 る. こ 
れで， も し 波 の 巾 に カヨ 調 和 な 波 が あ れ ば， この ；]ト 算の 方 法 で は ど 
の ぐ ら ゐ の 誤差に な る か， 大體 わか る. 

1)) 或る 音波の 列 で， 一 つ 一つの 昔 波の 波長が 少 しづつ 變っ 
て 行く 場 合. 一— この 場 介に も， I 波 だけ を 計 算 しても， 次の 波と 
は す でに 波長が 違 ふ 力、 ら， 計 算 した 1 波に 限って その 計算の 結 
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2i;j 


果 が あてはま る だ け である. 

この場合の ：！ト X|C は， 私 は 次 の や う に す る 4f が 出 來る であ ら 0 
と 思 ふ. 

私 は フーリエ 級 數のノ く ラメ  — タ 一として p"，  qn,  r"，  Su の 四つ 
を考 へた. その う ち の 0^ に 力、 け たノ 《ラメ一 タ 一， や, (り と s"f) 
だ け を 考 へ， そ して 今 は 最も 簡單 に， qn{t)  =  Sn{t) の 場 合 だけ をと る 
とする. 

00 

j\  ― 丄 a?,  sill q,i  oD'iit  +  bn  cos  qn  GOnt 

これで この 昔 波の 列の 時 問 的の 變化 を考に 入れた 事になる と 
思 ふ. 

(1) 

私 はこの ノ 《ラメ  一ター を 3 種 だけ 前に あ げ た. それ を ここ 
に 代入す れ ば， そ の 語調の 中に ある 音波 は 大體で この 式 で 表 は 
さォ しるで あらう. 

一例 と し て, 語調が ヱ キス ポー ネ ンシ アル に變 化す る 場合 を 
と る. 

^Y=  JS"  an  sin  2 れ tt  Ke-'^^U  +  bn  cos  Inn  Ke-"^^  t 

その他の 場合 も 同じ 事で ある. 

この 時には 3' も， もちろん， この ノく ラメ 一  ターの 函數 にしな く 
て は な ら ない. パラメータ一 を2 と お け ば 

N  =  f(z) 

この やうに すれ ば ，-ヒ の 式 は 

(1) 笫 2 編，， 二 ツボン 語の 語調の 型 に ついて" 參 照' 
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f{z)~^  an  SI n  nz  +  bn  cos  nz 


これ は齊 通の フー リ ェの 級數の 

式 

で 

この— 式で 普通の an と 

ba を 求める 運算 をす れ ば い 

い 

この 式に よれ ば， 波 は 普 通 

の 

正しい 

形 

の sin. や COS. の 波 力:^ ら 

出 來てゐ ない. みな 悉く こ 

の 

ノく ラ 

メ 

一 

ター ほど ゆがめら れ た 

sill. や COS. の 波で ある. つま 

り 

それが 

そ 

の やうに ゆがめら れ た 

とい ふ 事 が， そ の 高さが その 

や 

う に 

變 

つ 

て 行く とい ふ 事で ある. 

この 式で 實 際の 波 を 計算 

し 

よ う 

レ 

思 

へ ば， —— 例 へば 波 を 24 

等分し て， 第 12 番目の 倍音 を 

求 

め よ 

ラ 

と 

するなら ば， —— 波形 を 

今までの や う に 等分した の 

で 

は い 

(十 

な 

\/ヽ. ノくラ メーターの 示 

す 割 合 で， だ ん だ ん 細 か く す 

な り 

だ 

ん 

だん 荒く するな りして 

その 分け ら れ た點で 普通の 

計 

算 を 

す 

れ 

ば それでい い. 

もちろん， この やうに 

を 

分け 

て 

み 

て も， 普通 行 はれる やう 

に 24 等分した 場合と その 差 

は 

極 め 

て 

僅 

かた、 場合 は 多い. 私の 

こ の —式 は, 今 ま での 普通の 計 

算 

仏 tcK 

何 

を 

見の がして ゐる 力 3 と い 

ふ 事 5： 考へ てみ たたけ の 事 

で 

あ る 

こ の 事に っレ、 て は， この 外 

フ 一 

ェ 

級数の 積分 と いふ 方法 

も考 へられる. し 力、 し 私 は 

ま 

だ そ 

れ 

實 際の 音波に 應用 する 

案 を 得 な い. 

c) 昔 波の 列の 振幅が 少 

し 

づっ 

變 

つ 

て 行 く 場合. —— こ れ は 

通に 見られる 現象で ある 

が 

そ の 

算 

は 非常に 困難で あ る. 

私 の 試 みた トーキーの 方 

法 

，つ ま 

クロ フ 十 ン とュ曾 巾§ 器と 

による 錄 晋 の —方 法 で， 果 し て 

ど 

れ ほ 

ど 

正 

しく 昔 波の エネルギー 

附錄 ^Ti 1 編 ノ- リエ 級数に ついての 二. 二の ftii お  1'15 

は） 

が ii 十 られる 力、 そ れ 力、 ら してす で に 問 M で あ る. 

私 は こ の 問 题には 今 はおく 觸れ す におく. 機 n  m 力 )j- が 
も 少し 進んで から， この 問 题に 觸れて も 決 して 遲 くな L  、， 

以上が 簡 單に考 へた 場合の フー リ ェ級數 の； ]ト I？： から 來る ，;!J^ 

差の 大概 だ と 私 は 思 ふ. 數 字 の 上 の 誤 差 は 別 に 大した 事 て: は 
な い. 私 は た だ そ の 計算 法 の: ず: 味を考 へて 見 た だ け で あ る. 

(2) 

•    11〕 フーリエ 級 敷て 第 20 倍音まで を 計算す る 一方-法. その 
實例. 

フー リ ェ の級數 はれ = 00 まで 取った と き， はじめて 正し レ、. 

さ うでな かつ た な ら ば， ど の邊で 切捨てて も ri!^ 差 は ある. た だ 

なるべく 項 を 多く したいの は 私共の 希望で は ある が, 實 P 祭 の 場 

合， 或 る 波形の X- 軸 を 40 等分 以上 に 細 かく 等分す ろ 事 は， な か な 

か 困難で ある. それに 堪 へうる やうな 明 瞭 な 波 形 が 得 に く い. 

今次に 第 20 倍音 まで を 計算す る 一-方法 を 考 へて 見 る. 

A〕 まづ 或る 波の 1 周期 を 40 等分す る. そして その 點の函 

數の f li を， そ； ぞ it  III,  U->,  U"， ，M3S,  t《39，  UiQ とする. 'Mo=  Uu> で 
あ る. 

こ の を 次の やうに 第 U 友まで 計算し て， そ の 和と 差と を 求 
めて ゆ く. 

(1)  笫 2 編の グラフ，， e  ！"， 笫 5 編の グラ フ ，， 雨 " ，， tfi  " な ど き M- 

(2)  こ の 計-:^ についての 參考書 は， モ れ f^J 身が 最良の 參考 書で あ る 
前述の 小幡 博士の 著， ベ- ヂ、 131 にあげて ある. モ して モの 中には 鷇 
良書 は 特に 注意して ある' その 他， 式 について は 小 平 博士： "物理 數 
學" 笫 1 編の フ— リエ 級数の 章に よる' 
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Ul 

U2 

M3 

U4 

Us 

Ml5 

Ml6 

un 

Ul8 

Ul9 

W20 

U39 

W38 

"37 

W36 

^24 

U22 

M21 

十〕 

ん '0 

ん 1 

ん 2 

ん -3 

ん 4 

ん 15 

ん 16 

ん 17 

ん 18 

ん 19 

ん 20 

―〕 

h 

h 

； 3 

k 

h 

hs 

な 6 

"7 

； 18 

《19 

表 2. 

表 

ふ0 

ん 1 

ん 2 

ん 3 

ん 4 

ん 5 

ん -6 

hj 

h 

ん 9 

ん 10 

So 

Sl 

お 

S3 

S4 

ふ 20 

ん 19 

ん 18 

ん 17 

ん 16 

んは 

ん 14 

ん 13 

ん 2 

ん 11 

SlO 

S9 

S7 

S6 

十〕 

So 

Si 

お 

S3 

S4 

お 

«6 

87 

S9 

十〕 

So 

So 

Ss 

S4 

一〕 

do 

di 

ひ2 

ds 

d4 

de 

ds  j  dg 

一〕 

Do 

A 

Ih 

D4 

表 3. 


表 5 


h 

h 

h 

h 

h 

k 

h 

h 

I9 

^10 

hi 

hs 

hz 

In 

hi 

十〕 

び 1 

び2 

び 3 

び 4 

び 5 

び 7 

び 8 

ば 9 

び 10 

一〕 

h 

h 

h 

h 

55 

h 

h 

？ 9 

82 

？ 4 

?6 

十〕 

一〕 

^2 

^3 

表 6. 


表 7. 


表 8. 


So 

S2 

do 

S5 

Sz 

― ひ 4 

十〕 

Po 

■Pi 

一〕 

So 

31 

92 

十〕 

P 

di 


み 


-ds 
-ds 


十〕 Q 
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表 9. 


表 10. 


表 11. 


小 

^2 

も 

十〕 

•Pi 

？ 2 

一〕 

れ 

十〕 


び 2 


― び6 


び 10 
* 


0 1 

び 3 

09 

一 5 

― 7 

十〕 

ず 

B〕 以上の 和と 差 を 求める 計算から 得た 結果 に， 次 の やう に 
sin. と COS?. の 値 を挂ト ける. そして 《1， "2，  …… ，ひ 19 ま で の 値 は， そ 
の 1/20，  a,o だ け は， その 1/40 である. 


表 12. 


20  X 
な 1 

—*■ 

^2 

as 

04 

«5  j  06 

07 

08 

09 

a 10 

ail 

ai2 

ai3 

«14 

a は 

«16 

an 

■<— 

«19 

40x 

cos  CP 

ひ 0 

Do 

do 

P 

-Do 

do 

Po 

do 

do 

do 

Do 

P 

Po 

do 

Do 

do 

(め 

9° 

di 

-み 

da 

* 

一 C?9 

ホ 

つ、 

な7 

つ、 

-di 

18。 

do 

-d も 

de 

—di 
~di 

-do 

氺 

-レ 

个 

- ゴ6 

Ih 

27。 

a-3 

di 

山 
个 

く 

* 

-dg 

み ふ' 

C?9  j 

*  -も * 

* 

36° 

a-i 

-ds 

Pi 

个 

—"4 

-ds 

- P2  (h 

'J- 

<h 

-32 

- "や Jh 

- _Pi 

-dj  1)2 

ゴ 4 

、》' 

个 

45° 

d. 

Q 

ds 

も 

->： 

-d. 

-ch 

-Q 

»，' 

、'一 

つ、 

-0?5 ' 

54。 

ch 

ゴ2 

个 

一 ゴ2 

-し 

-de 

-de 

-し 
个 

—Ih 

de 

63。 

di 

つ： 

* 

、リ 

-ds 

•，' 

—d'j 

* 

72° 

1)4 

-d. 

332 

山 

つ、 

一 Th 

- c/J  pi 

ds 

ds 

-71 

1 一 

-し 

个 

ds 

氺 

81° 

ゴ 3 

'I' 

い' 

个 

み 

，し 

个 

di 

个 

一 ひ 7 

-., 

-i- 

-も 

：■< 

(a)  =  7)o+Z)4-2>2 

(3)=go  +  g2— gi| 
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表 13. 


表 14. 


20  X 
bi 

h 

ろ 4 

ろ 5 

66 

ろ7 

ろ 8 

ろ 9 

&10 

bn 

012 

013 

014 

b は 

6l6 

ろ 17 

&18 

6l9 

sin  90。 

び 10 

o'lo 

氺 

-26 

* 

び 10 

(A) 

び 10 

、、• 
つ、 

び 10 

-25 

-* 

つ、 

O'lO 

-^10 

9° 

び 1 

一び 7 

氺 

氺 

び 9 

び 9 

个 

一び 3 

つ、 

* 

* 

-J? 

* 

び 1 

18° 

び 2 

0-6 

* 

* 

び 6 

* 

び2 

-0'2 

* 

一び 6 

* 

* 

_び6 

^1 

一び 2 

よ L 

び】 

-し 

个 

一び 9 

力 

-し 
リ、 

—0  7 

-ァ 9 

：：く 

び 1 

び 3 

36° 

0-4 

一び 8 

-^4 び 8 

わ 

一び 4 

0"4 

一お 

一び 8 

み 

れ 

び 8 

- 22 

-0-4 

45° 

び 5 

び 5 

、リ 

つ、 

ず 

个 

—び 5 

* 

び 5 

* 

び 5 

* 

一び 5 

* 

ず 

び 5 

* 

び 5 

54° 

び6 

び2 

つ、 

び2 

び 6 

、、- 
つ、 

ー0"6 

山 

や 

一 び2 

力 

み 

一び 6 

63° 

<^7 

、** 
'ひ 

力 

* 

び 1 

—び 3 

氺 

一び S 

び 1 

* 

ひ' 

力 

ひ 7 

72。 

び 8 

び 4 

一び 4 

—び 8 

* 

び 8 

び 4 

-22 

氺 

-0& 

81。 

び 9 

个 

び 3 

、し 

个 

个 

07  1  * 

び 1 

* 

び 1 

* 

び 7 

* 

* 

ひ 3 

：；< 

び 9 

fA)  =  Ji  +  Jg-^s 

以 上 で 計 算の 主な 部分 は 終る. 

この 後 は，， 通 行 は れてゐ る 第 12 倍音 を 求める とき の 計 算 の 

や う に す れ ば よろし い. 
(1) 

CO 驗算. これ も， もちろ ん， 普通 行 はれて ゐる第 1'2 倍 昔 を 求 
める ときの やうに する 事が 出來 る. 理論の 上 で, 3lj に それと 變 
る と ころ はな v、. 


(1) 前 iit の 小 幡 博士の 著, ベー ヂ ； J14  3 m- 
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實例. - 


- 母 昔 ，，.i"(fr つ 

た 人， ：リ5，  K.-\V.) を 第 12 估 
昔， 第 20 倍音の 2 様 に 展 開 
した 例 を あ げ る. ュ' し の 他 
P は ％ で 示す. この結果 か 
ら 見て も， 展開の 方法 は， な 


第 


59 


圔 


く 項數を 多く 取らな く 

て はな らぬ事 

笫 12 倍音 ま で 

笫 20 倍 昔まで 

Ai 

26  0/。 

23  % 

Ao 

37 

30 

As 

52 

57 

61 

53 

As 

55 

53 

A 

A  6 

1 no 

丄 

100 

Ar 

83 

70 

As 

48 

12 

As 

36 

16 

^10 

21 

11 

An 

10 

5 

^12 

3 

9 

18 

A 14 

17 

ん 

10 

ん 6 

9 

ズ 17 

5 

Ais 

13 

^19 

12 
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A 


20 


111〕 波の 位相の 相違に ついて. 

昔から， 波形の 位相 は 聞 え な い， —— つま り 位相 は 違って ゐて 
も， 同 じ 昔に 聞 え る， —— と いふ 事が 言 はれて ゐ る. 私 は 今 この 
事に ついての 或る 一つの 例 を あげる. 

それ は 錄音フ イルム を 逆に 聞く こ とで ある. それ カュら 或る 
—つの 例を考 へる こ とが 出來 る. 

フィルム を 逆に 聞 け ば， 波 の 形 は 

I  II 


鏡 に 映 つた 物の 形の や う に 對稱の 
關 係 に なる. J の 波 は 11 の やう に 


第      <; り 圖  な る. 

これ を フー リ ェの級 數で表 はすな らば， この 二つの 式の COS. 


の 巧ば は 

全 

< 

同じ 事で ある が， た だ sill. の 項 だ けが 符號 

が 

違 ふ は 

す で あ 

る. 

.V 

I.        yx  =  ^  a>i  sm  7ix  +  0n  cos  nx 

II. 1/2  —  ^  bn  COS 11 X ― an  siii  nx 

こ の 

つ 

の 波 を 人が 聞く 時 に は ど う な る か は， 實 驗 

し 

て 見な 

くて は 

わ 

力、 

ら な い. 私 の 經驗 は 次のと ほ り で あ る. 

a) 

の 

波が 母 昔で ある 場合. この 時 に は. 逆 に 聞 

い 

て も， や 

は り も 

の 

母 昔に 問える らし い. ：1,  i，  "，  0,  0 のうち 

つ だ け 

錄 音 し 

た 

フ 

ィ ノレ ム を， は じ め 本 お' に [];] 力、 せ す に， 突 然 に 

逆 

に 聞 か 

せ て， い 

ろ 

い 

ろの 人に 何 と fiD える か を 返事 させて 見 た. 

この 場 
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合 は， 殘 らすも との 母 昔の やうに 聞 い た. 

し か し, 右 か ら 左 に 問 い た 時 の ，， :1  " と ，左 か ら 右 に 聞 いた 時の 
，， a  " と， その 音質 や， 高 さ や， 强 さ な ど が 同じで あ る か ど う か， そ れ 
は 確 に 知る 方 法 が な い. 多 分 比べて 閱 け ば 多少 違 ふ や う に 思 
ふ 人と， さ うでない 人と あるで あらう. 

b) こ の 波が 子音で あ る 場合. こ の 時には， 二つ 場合が あ る. 
語尾に 來た時 に は， 多 く は 間 え な い. ，， Tako  " は ，， oka  " と 閱 え て， 
終りの t は 聞 え な い. しかし， どの 子音で も と は 贯 （よ れ な い. 
n や m は 場合によって は閱 える. こ の 事 は 別 に觀 察する 必要 
が あ る. 今は詳 しく 述べない. 

言葉の 中に ある 時 は， 人 々によって いろいろに 聞 か れ る. 
，， sayonara  " を はじめ に 本 當 に 聞 き， そ して この ローマ字 を 見た 
人 は， 殘ら す " aranoya  "と 聞く.  は 聞 力、 ない こ と 力； 多 い. し 
かし 何も 知らない 人 は， n も 1' も必 すし も そのと ほり に 聞 か な 
い. こ れ は 時 問が 短 く て， 判斷が むづ かしい の と， 何も 主観的に 
アイ ンフ ュ 一 レンす る 用意がない 事に よるで あら う. この 事 

について も 別 r こ觀 察する 必 要が ある. ここに は 詳しく述べな 
レ、. 

以上の 事から 推し て， 次の やうに 考 へられ る. —— 波形が 或る 
程度に 調和 的な 倍音から 出 來てゐ る 時， そ して それが 或る 程度 
の 長さ を 持って ゐる 時に は， 母音の や う な 場合に は， 波形が 對稱 

の 形に なっても 耳に はわ 力 、ら ない. その 波形 を 表 はす sin. と 
COS. の 項の う ち sill. の 項の 符號が 逆にな つても， つま り .si". の 

項に TT の 位相の 變 化が あっても， それ は 耳に は 感じない. 
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も し， この 項が COS. と sill. とで あったら どうなる 力〜 或 は 位 相 

が TT でな く， 他の 數 であったら ど うなる 力、 とい ふやうな 事 は， そ 

れ は ま た ？川 な 問 題で ある. 今 は た だ sin. の 項と， TT の 位相に 限 

つてい よ、 事で あ る. 

この 事 は， 人 の 心が 物理的な も のの 外に， も う 一つ 心 理 的な も 
の を 持って ゐる からで あらう. 私共 は，， a " とい ふ 或る 全體な 
もの を 聞く. 私共の 心 は，， a " とい ふ 或る 型 を もって ゐる. 波 
形 は その 全 體に對 し て， た だ 或る 部分の 役 を 演じる だけで ある. 
この 位相の やうな もの は， この 全體 的な ものの 部分と し て， あ ま 
り 大きな 意味 を もたない もので あらう. 私共が 心の中に 持つ 
て ゐる首 葉に ついての 全體 的な も のの 型の 性質が, その やう に 
出 來てゐ る ものな ので あら う. 

IV〕 倍音の 數と 音波の 山と 谷の 數と は關係 ある 力 1. 

音波に は必す 山と 谷が ある. 複雜な 昔 波 に な る と ，か な り 多 
くの 山と 谷が ある. もし その 山と 谷との 數を數 へる 事 力、 ら， 何 
かその 波の 構造 を 知る 方法が 得られるな ら ば， そ れ は 非 常 に 便 

(1) 

利 である. 

こ の 問 に ど ん な 關 係 が ある 力、 そ れを少 々考 へて 見る. 

A〕 式の 上で. —— ま づ私は こ の 事 を 式の 上で 考 へて 見る. 
a  ) フー リ ェ級數 の 無限の 項まで 展開 は 出來て も，一 つの 山 
も 谷 もない 場合. 直線 はさう である. 或は 無 Pil の 項まで 展 開 

(1) 例へば， 雜誌" 科學" 1937 年 1 月. 勝 木， 時赏 氏の フー リ 二級 數 

につ いて 0 研究^ 
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出來て も， 僅に 一つの 山 が ある やうな 場 介. [fl] の 弧， 或 は 付;: 間 や 
抛物線 の 一部な ど は さう である. 

この やう な 例が ある 以上 は， 倍音の 數と山 と 谷との 數 とは必 
す 何 かの 關係 がな く て は な ら な い とい ふ 事 は， ま づ事實 上 成 立 
し な い. 

b) 山と 谷が ある 普通の 昔 波の 場合. 私共の 求める の は， こ 
の 場合の 昔 波の 性質で ある. 

昔 波の 山 と 谷と いふ 事 は， 簡單に fT へば 函數の 極大 極小の 事 
である. その 式 は 

― ~~ ^  an  sin  nx-\-hn  cos  nx  =  {) 
ax  0 

これ を 解く 事 は 困難で ある. しかし を 仲介と して 書き 
かへ る 事 は出來 る. 

X 

^  Cri"a«"  \cos"x ― nCo  cos"-~-x  (1— cos-^c)  +  }- 

—？ r  (1— cos-o;)  bn'  {«CiCos"~'a;— nCa  cos"— (1— cos- め 
+ …… }2〕  =  0 

これ は 2      次の 式で ある. 根 は 2  N だけ ある はすで ある. 
この 根が 全部 實數 で， そ して 圖形 上の 意味の ある 場合に 阪 つて， 
この 昔 波に は 2  了 だけの 山と 谷と 屈曲 點 とが ある はすで ある. 
それ 以外の 場合に は， 山 と 谷との 數 はこの 根の 數 より 少ぃ. そ 
れで この場合に は， 山 と 谷の 數を數 へて も， 何も わ 力 ^ らな い. 

どんな 場合に この 根が 全部 實數 に な る か, そ の 吟味の 方 法 は， 
ま だ 私 に は考 へつ か な い. 
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また an,   hn の 中の JLOO ヌぶ の 大き さの ものと 山と 谷の 數 との 

間 に は， 必 す 何 かの 關 係が あるで あら う. し かし， それ を 一般 に 
吟味す る 方法 も 私 はま だ考 へつ か な い. 

B〕 實 例 で. —— 音 波， 主 と して 母音の 音波 をフ— リ 二級 數の 
方法で 第 12 倍 昔， 或は 第 20 倍音 ま で 計算 し て 見た 結果 は 次の と 
ほりで ある. こ れ は， た だ， 結果 がさ うなって ゐる とい ふ だ け で, 
何 故 であるか 說明 は 出來な い. 

計算 した 例， 全體で 48 例. 


n) そのう ち， 幅 

0 

の 

も 

の の 

倍音 

の 

番 

と， そ 

の 山の 

數 と がー 致 し て 

ゐ ると 

見れ 

ば 見 ら 

れ な 

い 

事 

も 

な い 

やうな 

も の， 29 例. 

15^- け齡へ で、 

は 34 例 

> - 

の 

や う 

た 寫 

は 

t ム 

人 
» ノ乂 

の 

^ へ 

一つで 

ど う に で も な る. 

1.) あと は必 すし 

もさう 

へ 

な 

い も 

の. 

こ れ か ら 見ても ，或 

る 昔 波 

を 

フ 

リ ェ 

級數 

基 

礎 

に し 

て考へ 

るなら ば， そ の强 さが 

0 
0 

で 

あ 

る 

倍音 

は， そ 

の 

構 

造 

の 重 

m な 部 

分で ある 事 は わ か る 

V〕 波 の 模 型. 

フ一 リ ェの 數 の 

方 法 で 

或 

る 

母 

昔 を 

計算 

し 

ス 

ぺ ク 

ト ノレ を 

得， そ の と ほ り の 昔 を 

合 成 し 

て 

ま 

た 

も と 

の 母 

音 

に 

も 

ど る 

も の た 

ら ば， 事 は 甚だ 怖 qil で 

あ る. 

少 

< 

も 

そ の 

母 昔 

は 

の 

成分 

や 

今 VJ 

てゐ ると は れ よ う 

し か し，：： の 計！: は 

へ ノレ ム 

ホ 

ル 

ッ 

以來 

ェ ン 

シ 

に 

し て 

も， ミ ラ 
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一にしても， どれ ほ ど 完 仝 に 成 功 し た 力、 私 共 によく わかって ゐ 
な い. 恐らく 化 學の合 成 の や う に % 全に は 出來て ゐ な い で あ 
らうと 思 ふ. 


トーキーの 

—力' 法 に 

よ 

る な ら ば こ 

の 

こと は 

% 外 簡 m に 

出來る 

かも しれ な い 

と， 私 は 

初 

めに 考へ て 

ゐ 

た. し 

か 

し 

そ 

れは 

實 際 は 

非常に 困難な 

仕事で 

あ 

る. 大きく 

製 

圖 した 

波 

を 

ト 

一 キ 

一の 音 

溝に 合 ふや う 

に縮寫 

す 

る こと は簡 

である, 

し 

か 

し， そ 

の 僅 力、 

な 數の波 を く 

0 力、 へ 

し 

てフ イノ レム 

に 

燒 きつ 

け 

る 

と 

い ふ 

こ と は， 

相當な 装置が 

な く て 

は 

出來な い. 

電 

氣發报 

装 

置 

な 

ら ば 

長 く 續 

\        uX レソレ - / ク 

レ、 ム ナ r 
い, リ/ ふ 

m 
ノ巧 

波 數を得 ら 

れ 

ス やら 

に 

見 

え 

る が: 

'レ / パ レ 

そ の純粹 な， 倍 

昔 の な 

い 

波 と い ふ 事 

が 

力、 な り 

困 

難 

で 

あ る, 

その他 に， こ 

の 事に 

は 

心 理 的 な 條 

件 

を考へ 

る 

と 

が む 

づ 力、 し. 

い. 人 は 暗 示 

によつ 

て 

昔 を い ろ い 

ろ 

に 聞 く 

の 

長 さ 

が 短 い 

時に は， 判斷は 

非常に 

困 

難 に な る. 

ま 

た フ ィ 

ル 

ム 

を 

輪に 

したつ 

ぎ R や， 波が 突 

然 に 出 

る 

時の 過渡的 

な 

狀 態 な 

ど 

が 

聞 

く 人 

々 の '亡、 

に 別々 の 影響 

を 及 ぼ 

さ 

な いと も か 

ぎ 

ら な い 

>• 

の 

や う 

な こと 

を考 へに 入れ 

る と， 母 

音 

を 純 波の 合成 

と い ふ 

>- 

と 

力、 

ら 研 

究 する 

方 法 は 相 常 に 困難な やうに 見える. た だ 近 似 的 に 純 波 を 合 成 
して 母音に 似 た や う な も の が 得 られる と い ふ 事 だ け ぐ ら ゐ が 

W は れ るで あらう. 私 はこの 仕事 を路禱 し す こ' 

ただ 製圖の 上から 見 常 をつ ける 事 を， 私 はほんの 僅 か だ け 試 
み た.  ， 

1 ) 母 昔の 波形に 全然 同じ もの を 繰返して ゐる 部分が ある 
場合. このと き は， そ のうちの 1 波の 構造 を 知 れ ば い い. そ れ 
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を フ-リエ 級數に 展開 すれ ば， 大 體 近似 的に その 波形の 構造 は 
わ か る. —— もちろん 構造と 霄 つて も， ただ その 圖 形の 上 だけの 
構造で ある. 客観的な 昔 響 その も のにつ い T は, それ は ま た 別 
で あ る. 

CD 

2) 音波の 波長 も 形 も 次から 次へ と變 つて 行く 場合. "こ 
れが 一般 普通で ある. この う ちに も， また 二つの 違った 場合が 
ある. め 波の 形 は大體 似て ゐる が， 波長が 一つ一つ 違 ふ 場合. 
波の 形が 大體 似て ゐる とい ふの は， 山 と 谷の 數は どの 波 も 同じ 
こ とで ある 力；， た だ その 山の 高さ， 谷の 深さが 一つ一つ 少 し づ つ 
違って ゐる やうな 場合で ある. つまり それだけ を 同じ 高さに 
ァ ウス グ ライ ヘン すれ ば, どの 波 も 全く 重ね 合される 場合で あ 
る. これ は 一番 澤山 ある 例で ある. b) 波の 形の 或る 部分 はよ 
く 似て ゐる 力;， しかし 山 や 谷の 數 がーつ 一つ 違って ゐる し ，波長 
も 一つ一つ 違って ゐる やうな 場合. これ は ど う しても, 波 は 重 
ね 合されない. こん な 例 も 相 當 にある. 

この やうな 波の 列 が 實 際客觀 的に ど う して 起る か， そ れ は わ 
か ら な い. しかし 製圖の 方法で それと 大體 似た やうな もの は 

(2)  _  _ 

描かれる. このうち （a.) の 場合 を 描く こと は 容易で ある. 完全 
に 倍音 に な ら ない 二つの 波 を 重ねて 描 け ば， そ れが 得られる. 
それ を 三つに すれ ば， な ほ 明瞭になる， ー體で 人の 聲 なら ば, 發 


(1)  この 場-合の フ 一 リ ェ 級数の 式に ついては， この 小 1^ の 〔1〕 に の 
ベ た. 

(2)  波 M の 製 圖 は ilif  iit の 小 幡 博 士， 小 平 博 士 の 著に 例が ある' 雜 誌 

,, n  -ズ》 ち " 11)37 印：8 月 號には 佐 藤 博士の 製圔が ある. 
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昔體は 厚さの ある 膜, 或 は 肉塊で ある. その 形はリ 「： 常に 複雜し 
てゐ る. こんな もの 力、 ら 起る 昔 波 に， 片- 調和 の 倍 昔が あると 考 
へる の は, 私 は 少 し も 不 都 合 で な い と 思 ふ. 今 その- -例を あ げ 

( i )       y  =  sin  n'-fsin  3.85a: 斗  sin  6. (57 ぶ 

この 例で は 山と せの 數は どの 波 も 同じ こ とで ある. し カュし 
その 山と 谷の 高さ や 深さに 處々 相違が ある. そして 波長 も 一 
つ 一つ 逢- ふ. 


y  =  sfiix  +  sin  3.85x  +  ,  f-in  fi.n/x 


(a: 點線: 音 ふ, X の 周! 

第  61  圆 


これ は 基音 sin  X を 227 〜にと つた ものである. し 力 a しン この 
合成の 結果で は， そ れ は 全く わからない. 始めの 基音の 波長と 
合成の 波 全體の 波長 と では 0.01  mm か ら ai mill く ら ゐ の 差 が 
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0) 


出來 る. 周期 は， 見 か け の 上 で， 次 の やうに 讚 まれる. 


波 I. 波畏 （合成の 時の X- 軸の 上で） n. 位相 を 3.6 つ ずらして 


2.08 

2.08 

2 

2.06 

2.07 

3 

2.07 

2.07 

4 

2.C5 

2.07 

2.01 

2.06 

(3 

2-05 

2.05 

7 

2.07 

2.07 

8 

2.10 

2.08 

9 

2.12 

2.09 

10 

2.10 

2.11 

れを髙 さに 換算した グラフ を あ げ る, 


(2) 


30 


20 
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II 


fi    62 圖 


禾厶 が し-波 と i つた ものの 原 
因の 一つ は， こォ しで は ある ま い 

か. 實 際の 場合 は， それが こ れ 
よ り も遙 に複雜 だから， あの や 
うになる とは考 へられ な いか. 


或 は， 私 は 實 際の も のが 力、 う して 出 來てゐ る と は は な い. た 
だ， か うしても ，實 際 の も の に 似 たやうな もの は 得られる と は 言 


(1)  この 事 は 然 である. この場合 は 二つの 波 を 加へ るに しても， 
A  sin  CI  f  /?sin  6 の；];^ である. モ して， そ 4 しで この 二つ を sin. と 
COS. の あ "i: の 形 に は 書 か れ な い. 三つ 以上の 波 を 加へ る • ^合 に は， 特 に 
さう である. それで 一つの 波 が 0 になっても， あとの もの は '6：、 ず し も 

0 に な ら ない. m 期 の 動 搖 が あ る は ず である' どの や う な 場 合 に ど 

の や う な ；, M 期 の/もが 起る か を 一般に 論じる こ と は Ifl 難で あ る. 

(2)  くお 1 お,, i  .，  二 ツボン ；！! 1 の 發 昔 に ついて" I ル: し 
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は れ よ う • 

この 波長の 動搖を 高 さに 換算す る の が惡 いと も へ る で あ 
ら う. し 力、 し， さ う しなくて は， 高 さとして ァ ゥ ス グ ライ ヘンし 
た 曲 線 が 得 ら れ な い 事 は 前 に 述べ た. 

これ は實 際の 波 を 一 波 づ つ 讚ん だ 時 h- 波 と 私の 言った 高さ 
の 動搖と も 多 少 は 一致して ゐるゃ う に 思 ふ. 

前の 場合 と 各》 の 波の 
が 違 ふ. 基 昔が 强 く て 
場合に は 波の 形 は 全く 
の 場合と 違 ふ. そして 
期の 變り 方 も 前 の と は 
ふ. 前の と it 較の ため 
波 だけ あ げ る. 

咽喉の 發 昔の 機構 は 
常に 複雜 であるか ら， た 
なって 行く やうな 事が 
ろ な 波の 變 化が 現 はれ 

以上 は た だ sin.- 波 の 
れ もた だ 二つの 倍音で 
た. も し， さ ら に 非 調和な 倍音の 數が 多 く な り，:/?:々 の 位相が 狂 
ひ， 或 は 幅の 割合が だんだん 變 つて 行く と し た ら， 波の 形 は 次 
から 次へ と さ らに ひど く變 つて 行く. また 完全な 倍 昔で も， そ 


周 期 は 全く  fr で じこと である が, た だ およ； 幅 


0  笫 03 圖 


と へ ば はじめ （i) であつ て， だ ん だ ん （ii) に 
あると したら， この 間 に 過渡的に い ろ い 
る はすで ある. 

周期 を 非 調和 に 取った だ け である. そ 
，そして 始 め 位 相 の 揃った 處 から 出 發し 
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れ が， た と へ ば e-af の やうに 減衰す る と して も， 波の 形 は 次から 

次へ と 變る. ここに 擧 げたの は， 變 り 方 の 一番 簡單な 例で ある. 

3) 倍 昔が 極めて 接近し て， そ して 僅か に 不 調 和 に な つ た も 
のの ある 時 は ど うなる 力:^. この場合に は 極めて 緩 か な 1}^ が 起 
る だけで ある. そして この et: が 基音の 上に のる だけで ある. 

たと へば.  - 


y  =  sin  4a:+sin  3.8o:c 


の 波 に 

な 

つて 振幅が 大 

體基昔 

の 

6 

割 

\ らゐに 

波づっ 

の 

見かけの 周期 

に は ほ 

と 

ん 

ど 

變 り ない. 

は 私 は 

ま 

だ實 際の 場合 

に は 一 

度 

も 

經 

驗 した 事 

の 波 は， 第 8 番目 
なる. そして 一 
この やうな 例 
が な い. 


以上 あ 

げ た の 

は， ほ 

ん 

の 

一つ 二 

角寫 像の 

曲線 を 

. め ら 

力、 

じ 

め澤山 

波の 模型 

を澤山 

作つ 

て 

お 

け ば， 波 

が 推量 出 

來 はし 

な い 

力、 

と 

私 は 思 

實 際の 

音波が 

こ の 

原 

因 

で出來 

力 1 し， こ の 

方法で 

も， 實 

際 

の 

音波の 

は 言 はれ 

る. 

し 力、 し 

もちろ 

に, '― 

れ 

は 

或る 場 

似る とい 

ふ だ け 

で あ 

る 

昔の 動 

似 な い. 

た と へ 

ば， 音 

叉 

の 

音波の 

い. H で 

見 れ ば 

ほ と 

ん 

ど 

sin.- 波 

て あれ ほ 

どの 波形の 

ゆ 

が 

みが あ 

は說明 出來な い. 

そ 

れ 

は 

次の 機 

つの 例 に す ぎ な 

い. 

例 

へば 等 

作って おく やう 

に， こ 

の 

やうな 

の 形の \ /、ろ 1、 ろ 

な變 

化 

の樣子 

ふ. 

てゐる と は 私 は 

曰 レ 

な 

い. し 

形 に 似 た 或る も 

の は 

出 

來 ると 

合， た と へば 言葉の 場合に 多少 
搖の すべての 狀 態に は 決して 
動搖 は， こ の 方法で は 作 られな 
とも 見える 音叉の 波に， ど う し 
り 得る か は， 別 の 方 法 でなくて 
會に讓 る. 今 は 非 調和な 波の 
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影響 だ け 

に つ 

い て 述 ベ た. 

附 記 

こ の や 

う に 

して 作った 波 を， フ 一 

リ ヱ の 級 

數 の )j 法 で 

■  * 一 

れ ば ど う 

な る 

力、. 

F1 ^» よ 

や jZ、 
し お 

ナ' く フー 1! て ^-J&  Wt  a 十 

3|B  -T^n  iV,] た 

IJ/hJ 个11  M  J  /ck 

級數で あ る- 

非 調 

和な 波 を 

含 む 

ものが そ れ で 表 は さ 

れる 理由 

は な い. そ れ 力； ど 

う 表 はさ 

れ る 

(1) 

力 W よ 私 は 前に 述べた. 

に あ げ た 二 

つの 波 

の 各！ の 最 

初 の 

一つ を 第 12 倍音 ま で 

計算 • し た 

り， 「  C /リマ J 

に す， 7、 
レ ん、 「リ • 

1) 

sin  X  +  sin  3.8o  x  -f  ——sin 
4 

6.67a; 

この 波 

を 展 

開した 結 果， 

-"0 

0.104 

vy* 丄， ソ 丄 

5.943 

Ai 

24.406 

Ao 

0.332 

ん 

1.467 

為 

0.217 

As 

0.803 

^4 10 

0.271 

24.388 

An 

0.311 

As 

0.785 

An 

0.400 

0.659 

2) 

y  = 

—— sin  •T  +  sm  d.85;r  +  sin 
3 

6.67:r 

この 波 を 展開 すれ ば， 

Ao              0.042  As  0.425 

Ai             8.785  A  4  24.571 

ズ2              0.717  As  1.236 


(1) この 篇の し1〕. 
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0.918 

0.421 

A, 

24.017 

ん 

0.247 

^8 

0.691 

0.358 

ん 

0.432 

フ 

一 リエの 級 

數の 

計算 を， た 

と 

へ ば 水 

を 酸素と 水素 

に 

分析す 

る 

や 

う に， 音波 を 

純 波 

に 分 析 す 

る 

手段 

と 

考 へる 人 はな 

い 

フ 一 

ェ 

級數の 計 算 

は， た 

だ 函數の 

展 

開 の 

方法で あ る. 

私 は， 私が 

描 

い 

た 以上の 波 

を フ 

― リエの 

級 

數の 

方 法-で この やう 

に 

近似 的 

に 

展 

開しても ，別 

に惡 

くないと 

思 

ふ. 

そ 

れ は， た だ そ れ 

だ 

け の 計 

算 

の 

手績 とい ふ 

だけ 

で あ る. 

れ に 

物 

理 的な 意味が 

求 

めら れ 

る 

力、 

とい ふ 事 は 

そ れ 

は ま た 別 

の 

問題 

で 

ある. そして 

そ 

の 事 を 

始 

め 

十分に 考 に 

入れ 

て お け ば 

フ 

― リ 

ェ 

級數は 有力 な 

の硏究 

の 

方 法 である 

實 

際の 音波 な 

ら ば 

その 取扱 

ひ 

Jj が 

同 

じで さへ あれ 

ば 

その 結 

果 

は 

，そ れ だ け の 

範圍 

で 互々 

に 

比較 

さ 

れ て も \ /、レ 、と 

思 

ふ. 物 

理 

的 

な 意 味 は 別 

と し 

て， 同 じ 方法 

で 函 

數 

を 展 開 す れ ば, 互 

々にこ 

ん 

な 

に 違った 結 

果が 

出 る と い 

ふ 

事 は 

い 

(1; 

は れ る. 

(1) 赏 際の ニッボ ン 語 の 昔 に は ，，非 整 數髙調 波" を 含まない と 
い ふ 記 述 について は， 下 の 文 ほに が あ る- 
高 椭， 山 水 m 技 i^iii  ： 邦 詰 母 昔の 物 现 的 fi^r  ^A'{ 和 6 年. 


一  （1) 

二 ッ ボン 語の 子音に ついての 二三の 観察 


ひ） この ，，二 ッ ホ。 ン it ち-の 子 昔に ついての ニニの 觀察 " は， は し が き 
^で 介した やう に， 私 の 協 力 者 'も * 內 ェ 子さん と洒井 笑 子 さ ん の 什 事 
で， 全 部 彼女 等の 甞 いた も ので ある. 文體を ほぼ 一定す る ため に， 不: /、 が 
處々 文句に 手 を 入れ た . 


內 容 


二 ッ ポ ン 語の 子音に ついての 二三の 觀察 


I〕 子音の 長さ 237 

A)  平均の 値で の 子音の 長 さ   238 

B)  讀む 時と 唄 ふ 時の 子音の 長さ  ：   239 

11〕 子音の 高さ   242 

A)  平均の 値での 子音の 高さ   242 

B)  讀む 時と PJ^ ふ 時の 子音の 高さ   244 

C)  個人に よ る 子音の 音域の 相違   246 

111〕 子 昔 t と k との 性質に ついて  •  … 248 

IV〕 子音 t と k との 前の 母音に ついて 250 


二 ッ ボン;? 5 の 子音に ついての 二? 《の ii 察 


子 昔 は 母 昔と 違って， その 性 質 が 非 常に 複雜 してんる. ま づ 

母音よ り も 振幅が 小 さ い. そ し て 時 Hi] が 短 い. そして ト 3 じ 形 
を 繰 返さない ものが 多い. 雑 昔の 一種で あらう. 私 共 は 今 決 
して その 物理 上の 構造 を考 へよ う と して はゐ な い. そ れ は 到 
底 私 共 の 力 に 及 ば な い. た だ そ の 外 部の 狀況の 一つ 二つ を 記 

述 して 見よ う とする だけで ある. 
(1) 

I〕 子音の 長 さ. —— 澤山 ある 子 昔の 中で， どの 子 昔が 一番 短 
く て， どの 子音が 一番 長い かと いふ や う な こ と は， 必す しも -- 概 
に は 定められない. それに は いろいろの 場合が ある. たと へ 
ば  > 或 る 一人の 人 をと つても， 場合によって 或る 子音 は 長く もな 
るし， また 短く もなる. かなり 澤 山の 統計 を 取らなくて は 十分 
な 事 は わ か ら な い. 今 ここ で は 私 共 が 測 定 した 事 實 だけ を あ 

(1) これ をき める 事 は 非 常 に む づ かし レ 、- a)  n 氣 的 な 過渡 狀 態の 
影響が どの 邊 まで かわから なレ 、. b) 次に 干 昔と 母音との つな ぎ H が 
大多数の 場合， どちらと もき めに くい. 私共が 相談の 上 ここまで が 子 
昔 だ と 思った もの も， 他の 人から 見れ ば 僅かな 相違 は 出る であ ら う. 
また 子 昔のと ころ だけ を 切って 他の 母 昔と つないで 間く とい ふ 方法 
も考 へられる が， モ れ は 技 術 的 に 非 常 にむ づ かしい. そして 技術 的 に 
は 出來て も ，心 现 的 な 聽覺の 問題 が む づカ、 しく な る - 

子 昔の 長さと いふ 事に は， こ れ だ け の , さ の 融通 は つ け な く て は な 
らな いと 思 ふ. ひま 常） 
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りの ままに 記述して おく. 

A) 平均の 値で， どの 子音が 一番 短くて， どの 子音が 一番 長い 

力、 —— この やうな 場合に 平均の 値と いふ もの は どれほど 意味 
が ある 力、 ，そ れ は 正確に 首へば 問題で ある. 今 ここ で は 大體の 

見當を 述べる だけで ある. ちゃう ど 母音の フ オル マン ト ぐら 

ゐ に相當 する. 人々 の 母音の 構造 はみ な 違 ふけれ ど， しかし フ 

ォ ノレ マントと いふ こと は 論じら れ る. 私共が 今 下に あげる こ 
の數字 も， 多く の 人の子 昔の 長さ を 平均した ものであるが， しか 

し見當 だけ はっく と 思 ふ. 

私共 は コンノ く ラターで 1/lOOOmm まで 讀ん だ. し 力、 しこ こ で 

は大體 の見當 をつ ける だけで， もちろん 最後の 桁 は 四捨五入し 
てお く. 

ここに げた 子 昔 は， みな 實 際の 首 葉 を 測定 した も ので ある. 
今まで 取扱った 言葉の 中には， 拗 音 が 少 かった. また 子音 P も 
多くの場合 不確實 であった. この 報告から 除いてお く. 

この 程度の 測定で は， 二 ッ ボン 語の 子 昔の 長さ は 0.01 秒 ぐ ら 
ゐ 力 ^ ら 0.07 秒 ぐら ゐま で で， そ れを 短い 方から 8 群に 分けて 並 
ベる と 下の やうになる. 

I  II  III        IV  V  VI VII VIII 

/  \         I  V  /  ^  つ  CD 

t       k  r  w       tj  z  d       n in  b  y  h       s  g      /  -n 

ま た， 子 昔の 長短 とい ふこと は, 子音の 高 さ と必 すし も 關 係が 


(1) -n は 緩の 終りの n. 例へ ば ，， 恩 " on の n. これ は 緩の 始めの 
n， 例 へ ば の n と は 違 ふ. ，， 恩 を 思 へ ば " の on  o は， こ o  2 語の 間 
に 休 み は な い' し 力 1 し "オノ" と は 聞 え な レ 、• 
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ある やうに は 見えない. この ことにつ いて は 次 の 機 に 詳し 
く 報吿 する. 

B〕 子 昔の 長さ は， 話 す 時と 唄 ふ 時で 逮ふ 力、. —— この 事 は 相 
當 重大で ある. 哄と いふ ものの 性質 を 知る 上に 見の がして な 
ら ない 事實 である. 

私共 は 三人の 男と 二人の 女に つい て, 文 句 を 讚んだ 場合と そ 
れを IlR つた 場合と を 測定した. その 結果 は大體 下の やうに 言 
ふこ とが 出來る と 思 ふ. 

人 は 子 昔の 發昔 について 二つの 型に おそ ら く 分け られ るで 
あらう. 1) 唄 ふ 場合に は， 一 體で 話す 場合よ り も 子音が 延びる 
方の 型. 2)  P 只 ふ 場合 に は， 話 す 時よ り も ー體で 子音が 縮まる 方 
の 型. も し强 ひて その 中間の 延び も 縮み も しない 型を考 へる 
なら, それ も 可能で あらう. 

私共が そ の P 只と 言葉 を 測定 した 人 を この 型で 分ける と 次の 
やうに な る. 

唄 ふ 場合に 子音が 縮む 型. その 代表的な 例， S.  -  K. 

その他， A.-I. 

唄 ふ 場合に 子 昔が 延びる 型. そ の 代表的な 例， I.-M. 

その他， M.  -  IT. 

ゾ ブラン 0.  -  T. はお そらく 延び も 縮み もしない 第 3 の 型 か 
もしれ な い. 

その 實 際の 數は 次の とほ り である. 
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f-  _Si め -4*. 
ナ S の 奴 

^Tp  7 にス の 

IK) しちり 

S.-K. 

9 

6 

2 

A.-I. 

10 

4 

2 

3 

I.-M. 

8 

31.-11. 

11 

3 

5 

3 

0.-T. 

8 

2 

3 

3 

子音のう ち， どれが 延びる か， 縮 む 力 ^ とい ふ 事 に ついては， この 
5 人の子 音の 測定の 結果で は， 下 の 通りで ある. 

m  IS 方  k,    b，    8,  y. 

、延びる 方 t,    h,    d，    r,    w，  tf. 

人に よって 延び も 縮 み もす る 方 m,    n,  z. 

これが 子音の 高さ とい ふ 事と 何か關 係が あるか ど う 力、， ま だ 
わ 力、 ら な い.  - 

な ほ 下 に 實 際の 測 定の 結果 を あげる. 數 字 は 子 昔の つづく 
秒數 である. 


件 數 

最 大 

最 小 1 

平 均 

t 

50 

0.02 

0.01 

0.02 

k 

54 

0.07 

0.01 

r 

52 

0.05 

0.01 

1  0.03 

w 

9 

0.06 

0.01 

件 數 

最 大 

最 小 

平 均 

t/ 

61 

0.10 

0.01 

Z 

19 

0.09 

0.02 

1  0.04 

d 

5 

0.05 

0.02 

n 

50 

0.08 

0.01 

0.05 

m 

59 

0.11 

0.03 

b 

16 

0.08 

002 

•  0.06 

y 

15 

0.12 

0.01 

h 

5 

0.09 

0-03 

s 

19 

0.11 

0.03 

0.07 

g 

8 

0.11 

0.05 

J(i) 

4 

0.11 

0.03 

0.08 

ky(6) 

2 

0.04 

0.03 

0.03 

ky(u) 
ty(u) 

}  0.05 

zy(a) 

3 

0.08 

0.08 

0.07 

-n 

24 

0.09 

0.05 

0.12 
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(1) 


次に 同じ 文 i.J を ； ん で PU つ た (； 人 の ザ- 均 の 败 'f- を あ げる 


M.  -  H. 


-M. 


0.  -  T. 


讚 む 

m ふ 

t 

n  0'-)' 

W'KJO 

1 

z 

0.05 

0.08 

d 

0.02 

0.05 

n 

0.06 

0.05 

m 

0.06 

0.07 

b 

0.07 

0.07 

y 

0.08 

0.08 

h 

0.03 

0.08 

g 

0-08 

0.07 

SO) 

0.02 

z(ya) 

0.06 

0.04 

-n 

0.12 

m む 

nil ふ 

L 

0  04 
リ' リ t 

rv 

0  04 

r 

0.04 

0.07 

w 

0.05 

0.17 

tj 

0.05 

0.06 

z 

0.05 

d 

0.08 

n 

0.07 

0.20 

m 

0.05 

0.11 

b 

0.07 

0.07 

y 

0.10 

0.14 

h 

0.05 

s 

0.11 

諫 む 

OR ふ 

t 

0.01 

0.01 

k 

0.02 

0.02 

r 

0.02 

0.02 

w 

0.04 

O.OG 

z 

0.11 

0.04 

n 

0.06 

0.07 

m 

0.07 

0.08 

b 

0.04 

0.02 

y 

0.10 

0.10 

h 

0.06 

g 

004 

A. 


S.  -  K. 


T.-Z. 


讀 む 

m ふ 

讀 む 

m ふ 

t 

0.02 

0.02 

t 

0.01 

0.02 

k 

0.04 

0.03 

k 

0.05 

0.03 

r 

0.03 

0.03 

r 

0.03 

0.03 

\v 

0.03 

tJ 

0.04 

0-01 

tJ 

0.04 

0.05 

z 

0.09 

0.03 

z 

0.03 

0.07 

111 

0.08 

0.07 

d 

0.07 

0.07 

b 

0.05 

0.05 

n 

0.07 

y 

0.05 

0.03 

m 

0.06 

0.07 

s 

0.11 

0.09 

b 

0.05 

0.04 

-n 

0.12 

(1) 

この （3 人の 中， 4 人 は 二 

ッ ポ ン 

の i!K で 

讀 む 

m ふ 

t 

0.02 

k 

0.04 

0.02 

r 

0.02 

0.02 

\v 

0.04 

0.06 

0.04 

0.05 

d 

0.03 

0.06 

n 

0.08 

0-08 

111 

007 

0.09 

y 

0.03 

0.07 

g 

0.04 

はゾフ 。ランと バリ トンで ある. 
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A.-I. (つづき） 


讀 む 

nil ふ 

y 

0.07 

0.03 

S 

0.10 

0.07 

J(i) 

0.11 

-n 

0.12 

T.-Z. (つづき:) 


讀 む 

吸 ふ 

S 

0.06 

11〕 子音の 高 さ. —— 子音 は， 高 さに ついて は, 下 の 二つの 種類 
に 分け ら れ る. 

a)  高さの ある もの. つまり その子 昔 を 形造る 波が， 或る 形 
を 周期 的に 繰り かへ して ゐる もの. 例へ ば m， 11 の やうな も 
の. これ は 母音の 波長 を 讀んだ やう に， そ の 子音の 波長 をよ め 
ばよ ろしい. ほとんど 母音と 同じ ことで ある. 

b)  高さの わから ない も の. これ は 波の 形が 非常に 小 さ く 

て， そ の 一つ一つの 波が 果して 同 じ 形 を 繰 り かへ して ゐる か， 或 

は 周期 力； ある 力、 どう 力、 を判斷 する ことのむ づカ、 しい もの. 例 

(1) 

へ ば、 . も k，  h の やうな ものである. 

今 私共が 高さ と 言って ゐ るの は， もちろん， この 周期 的の 波が 
明 瞭 にわ 力、 る も の だ け に つ い てで ある. 

A) 平均の 値 で， 子 音に 高さの 相違が ある 力、.  つ 一つの 

子音に ついて, そ の 大體の 高さ がわ 力、 る 力、 どう 力 、とい ふこと よ 


(1) この やうな 子 昔の 高さに ついては, まだ' 考 へる fESt 地が ある. S 
や h の 波の 細かい III と 谷 を 大體で sin.- 波 と 兑 て, モ の 數を數 へる 事 は 
相 'な 味 が あると 思 ふ. 或 は モの事 を 定 して， さ らに その 性質 を 考 
へる 事 も •! 戈-は 出 來 る で あ ら う • ただこの 細 か い 波 が フックの 法 flij に 
從っ たもの かどう 力" モ の „ で 明 は W 難で あ る. 小幡 博士： 赏驗昔 響學， 
ベー ヂ 198  -?；■■) 
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り も， も 

う 少しめ ん ど う な や ：) に 思 は れ 

0  - し 力、 

し 

；]? ^す 場合に 

U  hu  i こ 

グ ラフに あ げ た や う に 大 體 で 人 

々 の r"? 域 

力； 

'き 

ま 

つ て ん 

る やう 

である. その ば- 域 の 中 で 子 お'： が 

大體と 

の 

程度 

の 

さ で 

ある 力:^ 

とい ふこ と は 考 へて 考へ ら れ な 

いこと 

も 

な 

い 

や 

うで あ 

る. 

平均 

の 値で 子音 を 高さ の 順序に 並べ 

ると 卜 

の 

ひ、 

ャ 

ラ 

に 

な る. 

し 力 、し 

でも 女で も， 大抵の 子音の 高さ 

/nr  ^» 

は 似 た 

c»、 

や 

な 

お 

の で あ 

る. -お 

は 160  180〜 く ら ゐ， 女 は 2(50〜 

一 '270〜 

ノ 

、 

ら 

ゐ 

で 

め る. 

ii5 で最 

低の 子 昔 （1 と 最高の W との 差 は 

60 〜 HIJ 

後 

で 

あ 

■     3C で 

も 似た 

ものである. この やうな 差 力； 本 

S に定 

曰. 

直 

的 

な 

.a 

味 を も 

つ の は, 

, もっと 澤 山の 測定 を經た 後の 事 

である. 

d,   zy,  g,  -n,   z,  m,   n,   y,  r, 

b,  W. 

女 

z, -11， r,    b,    w,    m，  n. 

こ の 

結果 をみ る とリ） と 女と では 子音 

の 筒 さ 

1 、、 

か 

ふ 

や 

つに 見 

え る. 

し 力、 しこれ は 何と も 言 はれない. 

• 女 の 

一 

力 

は 

測 

定 

し ァこ 1^- 

數が 少 

い. 

平均 

の 高 さ で は ：!^) よ り も 女の 方 が 子 

昔の 高 

さ 

が 

高 

い. 

こ れ 

は 私共 

の 常識 を 或る 程度 滿 足させる. 

おそら 

< 

或 

る 

-r  rn 

程 

度に 不 

當 であ 

ら う. 

個人 

での 子音の 高さ の 最高 と 最低の 

差 は， タ 5 

の 

-力- 

で 

は 

高さが 

高くな 

れば その 差 も 大き く なるやう に 

見える. 

女 

の 

方 

でも ま 

づ大體 

それに 近い. その 意味 はもち ろ 

ん よ く 

わ 

か 

ら 

な 

い が， そ 

の 差の 

大きい 子音 ほど 個人に よる 贯ひ 

方の 變 

化 

が 

多 

い 

わ け で 

あ る. 
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實 際の 測定の 表 は 次の 通り である. 


-， 5 

.  女 

件数 1 

最高 

最低 

差 

平均 

件數 

最高 

最低 

差 

平均 

d 

2 

181 

139 

42  1 

155 

Z 

231 

zy(a) 

3 

189 

142 

47  1 

158 

-n 

1 

233 

g 

7 

202 

124 

78  ' 

163 

9 

313 

263 

50 

263 

-n 

23 

225 

107 

118 

166 

b 

2 

293 

253 

40 

273 

z 

12 

224 

108 

116 

169  ； 

w 

3 

286 

274 

12 

279 

m 

49 

280 

97 

183 

171 

m 

10 

353 

221 

132 

284 

n 

33 

254 

117 

137 

174 

y 

3 

327 

251 

76 

297 

y 

12 

240 

127 

113 

177 

n 

16 

410 

253 

157 

303 

r 

37 

291 

92 

199 

181 

b 

12 

254 

149 

105 

201 

w 

6 

309 

12(3 

283 

216 

B) 讀む 時と PS ふ 時との 子音の 高さの 相違. —— 讀む 時と nit 
ふ 時との 子 昔の 長さの 相違に ついて 前に 述べた. そして 明か 

に そ； a に は 二つの 違った 型の ある とい ふこ と をみ た. 子音の 
高さ とい ふこ と に ついては 長さ ほ ど 明 瞭 で は な い が やはり 二 
つの 遠った 型 力； ある ら しい. 

a)  11ヌ ふ 場合に， 子 昔 は讀む 場合 よりも 一 體で高 くなる 型. 
私共の 見た （； 人のう ち， ，->  人まで はこの 型で ある' おそらく 子 
音 とい ふ も の は 唄 ふ 場合よ り も 少し 高くなる ものら しい. 七 
の 人 は， S.-K,  A.-I.,  M.-1I.,  T.-Z. 以上:!;  i.     0.-T. 女. 

b)  i!A ふ 場合が 讀む 場合よりも 子 昔が 却って 低くなる か， 或 
は, た いして 變ら ないや う な 型. そ れ は た だ 下の 一例 ある だ け 
である. 

小 m の師 Izli.     I.-M.        人 は 二 ッ ボ ン 語の 發昔 について は甚 
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だ 得意で ある. 吸 ふ 場合 には子 音 は 讓む場 介よ り も 長さが の 
び る し， 高 さは さ 力； る. 珍し い 例 で あ ら う . 

私共 は も う 少し 澤 山の 場合 を みれ ば， ま だ ほ か の い ろ い ろ の 
型 を經驗 する こ とが 出來 るで あ ら う . 

以 上 の 例 で 讀 む 場合と 哄 ふ 場合と で 他の 子音と 多 少 性 n の 
變 つた やうに 見える もの を あげてお く. 

唄 ふ 時讀む 時よりも， 高さの さがる 子音  ' 

r  lis  S.-K.,    A. -I. の 2 人 一致す る. 

m  m  M.-H. と 女 I.-M. と 一致す る. 

y,  b 女 I.-M. だ け 

この やうな 事 は， 大體 そんな 傾向で も あり はし ま い 力、 と い ふ 
く らゐな ものである. 定量 的な 數字を 得る 事 はもち ろん 容易 
で な い. 

下に 實 際の 測定の 數字を あげる. 


S.  -  K. 


A. 


M.  -  H. 


讀 む 

m ふ 

讀 む 

BR ふ 

-n 

145 

175 

-n 

177 

253 

Z 

150 

z 

195 

222 

m 

170 

205 

111 

221 

235 

y 

175 

212 

11 

254 

163 

145 

y 

194 

214 

b 

151 

200 

r 

229 

174 

b 

217 

303 

w 

291 

讀 む 

哄 ふ 

d 

181 

253 

zy(ii 

185 

154 

g 

189 

192 

-n 

194 

z 

220 

279 

m 

213 

207 

n 

210 

220 

y 

207 

223 

r 

213 

277 

b 

202 

242 
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0.-T. 


M. 


T.-Z. 


m む 

n 具 ふ 

g 

213 

m 

245 

547 

n 

251 

574 

y 

249 

621 

r 

244 

700 

b 

226 

637 

w 

202 

663 

讀 む 

哏 ふ 

讀 む 

吸 ふ 

-n 

300 

d 

154 

z 

231 

g 

203 

m 

311 

293 

z 

124 

217 

n 

367 

301 

m 

129 

197 

y 

283 

280 

n 

146 

184 

r 

270 

311 

y 

128 

173 

b 

273 

225 

r 

121 

w 

278 

277 

w 

141 

221 

C) 或る 個人に ついての 唄 ふ 場合と 話す 場合との 子音の 高 

さ の 範圍の 相違. —— 或る 言葉 や 唄の 高さ を 測って グラ フ にか 
く と， その グラフ は ひどい 凹凸な しに 大體で 子音 も 母音 も 一つ 
の 滑 かな 曲線の 中に を さまる 場合が ある. 前に あげた ，，雨" 


20 
400 
80 
60 
40 
20 
300 
80 
60 
40 
20 
2()0 


振動 數 


I.  -  M. (小唄の 師匠. 女） 

ど どいつ • ，，こぼれ 松葉 を" ，，ままになる なら'' ，，けさの 別れの' 

 ^んナ こ ^ 

 喷 つた 時 


子音の 種 頃 


i\)  111 ^a)  ni 'n)  m  (；»)  in  ;'n,  ni [o) 

第 


i)  n(i)  n(o)  n  (o)  n  (o) 

64  岡 


y に u)  y  (o) 


w(a) 
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，， 飴 "の 中の 1" の やうな ものである. また 他 の 例 で は 子 昔 が 

母音と 同じ 曲線に 並ばす に， そ こで 階段の つくもの も ある. ト Kr 
の 例 の い ろ い ろ な 文 句 を讀ん だ 場 合 に は それが たくさん ある. 
つま り 子音 は必 すし も 母 昔と 同じ 高さで なく と も 十分に 意 味 
はわ 力、 る ものら し い. 

また その やうな 點で いろいろ 個人の 差が 出て 來る もの ら し 
い. 或る人 は 母音の 高くなる に從 つて 相當 のと ころまで 子 昔 
も 高く なる が 或る人で は それ は必 すし も さ う な ら な い ら しい. 
この や う な 個人の 相 


違は觀 察が 非常に 困 
難で ある. 今 下に 僅 
な 例 を グラフで あ げ 
てお く. 

二 ッ ボンの！!！ ひ 方 
と 西洋風の ゾ プラン 
の 吸 ひ 方 と の 子音に 
ついての 一例 を あげ 
る. 二 ツボンの 喷ひ 
方 は どれでも 大抵 こ 
の 一例で 推察 出来る. 
ゾ ブラン や テノール 
の P ヌひ 方に ついては 
別の 機會 に 詳しく 述 
ベら れる であら う. 


800「 
80 
60 
40 
20- 

700 

80 

60 

40- 

20 
010 

5001 

sol 

60 


400 

280- 
60- 
40. 


200 
190 


0.-T.('/ グ. ラ ン） 

小學 唱歌.. 花や 紅-猪 も'' 


1(a)  m(i)  m(o)in(o)m(o)     n(o)  n(o 

笫 65 


n{o)  y  a)  y{o)  、v(a)  r(a) 
圔 
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この 一例で も， 二 ッ ボンの i|M は 言葉に 近い が， 西 洋の唄 ひ 方 は 如 

CD 

何 に 首 葉 力、 ら 離れ た 特別 な もので あ る ii、 わ 力、 る. 

III〕 子音 t と k との 特別 な 性質に つい て. —— い ろい ろの 

子音に は そ れ ぞ れ 特 別 な 性質が あるで あらう. 今 私共 はこ こ 
に その 中の t と k とに ついて 述べる. その他 はこれ 力、 ら段々 
に觀 察して 行く. 

t と k との 特質 は， そ れは その 前に 休みの ある 事で ある. そ 
の 休みの 時 問 は 大體で 0.5 秒 力、 ら 0.08 秒 く ら ゐ で あ る. 

チと發 音す る 時 も その 前に は 同じ やうに 休みが ある. ただ 
その 時には 普通 その 休みの 時間が 短い. 大體で 0.03 秒く らね 
で あ る. 

この 休み は 何の 理由で ある 力、 よ く わ 力 、らな い. 多分 t や k 
は發 昔が むづ かしくて， この 時間 は 口の 形を變 へる ため の 時間 
力、 も 矢 fl れ な い. 

P にも この やう な 性質が あるかな いか， 今の 場合 ま だ 何 と も 
斷言 できな い. 外 に は， この やうな 性質 を もって ゐる 子音 は 私 
共の 見た 限り 一つ もない. 

ひ） ここに ミヤ ゥチ さんだ 'ちの 使用した "ど どレ、 つ" の グラフ や 

樂 譜 は， 私 は 次の 機會 に 印 刷 する. 私 は 次に ニッ ボンの 技巧的 な iia も 

論じる つもりで ある. しかし ひ 方と して は， 民謠も "ど どいつ" く 
らゐの もの も， 大して 相 違ない. この 一例で 民謠の ひ 方 も 十分 推 察 
さ才 していい. 

私 が 他 の ；！已 述 で 印 刷 した 母-ずの 形の 變 リ 方 や， この ミ ャ ゥ チ さ ん だ' 
ちの 子 昔の 露ヒ 述な ど は， ニッ ホ。 ン風の 吼 ひかと 西洋の 吸 ひ 方と の 相違 

を 或 る n. 度說叨 して は ゐ な いかと 思 ふ， " 心 现 -^^  m 究 " 1937 年 to 月， 
"聲の 昔 階に つ い て " 參 照. (^- 
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こ の 

t と k との 前の 休みの 測 定 

の 

數 は 下の 通りで ある. 

測 

定 した 全 體の數 158 

その 中 in  95. 

女  63 

a) 

t にク いて 

1. t の 前に 休みの ある も 

の 

72 

2. その 休みの ない もの 

6 

休みの ある 割合 

92^ 

b) 

k に ついて 

1. k の 前に 休みの ある も 

の 

67 

2. その 休みの ない もの 

13 

休みの ある 割合 

84 ヌ ぶ 

k の 

場合 も フ ィ ルムの 上の 休み 

は 

これと同じ 事で ある. 

こ の 

t と k の 前の 休み は 讀む時 

も 

唄 ふ 時 も ^立 つ ほ ど の 相 

遠 はな 

いらし い. 人々 によって こ 

の 

事で 個性が 出る や う に は 

兒 えな 

い. 前に 述べた 子音の 長さ 

や 

高さ ほど 明瞭な 型 に わ け 

りォ し/ 丄 

い      I ひ てな t+ て 目 わ げ、 

讀 

む 時の 方が 多少 短い 型. 

S.-K. 

讀 

む 時 も n ぶふ 時 も あま り變ら 

な 

》 

こ 才乙 に 

は t と k との 區 別 は ほ とん 

ど 

ない らしい. t の 前の 休 

(1) 

み 力 S 短 

く な れ ば， k の 前の 休み も 短 

< 

なるやう である. 

(1) この 事 は 私が かって i;)^- る處 にお； 介した' 文集 ，，歹 _1 響" の終篇 
參照. 彼女 等 も メジ" 女 子 大 學の雜 誌 "家 lii:- 週報" 193(3 年， 10 月 23  H 
號に 詳しく 書いて ゐる. （せ' お） 
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注意. 矢 は フィルムの 進む 方向. 
第  66  圔 

(1)  ，， 歌 " uta の 11 の 終り 力 >  ら 休みの は じ め' 

(2)  休みと 子音 t と a の は じ め' 

言った 人. じ- G. 

(3)  " 命 " inoti の 0 の 終 リ か ら 休みの は じめ • 

(4)  休みと 子音の はじめ • 

貢った 人. A.-H. 


IV〕     t と k との 前の 母音に ついて. —— 子音 t と k との 

に ッ， チ， ス， フ， ヒ な ど の官 葉が あった 場合に は， そ の 母 昔の 11 や i 
の 形 は 多く の 場合 非常に 變 つて く る' 例へば "月" "落ちて" 
レ "^ふ や う な 場 の tuki の "， otitc の i の やうな もの は， ほ と 
んど母 昔と しての 形 は 見られない' そして そこ は 前の 子 昔の 
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形と も 違 ふ. し 力、 しその T? 紫 は や は り ッ， 或は チと 聞え て， タ と 
も， ト とも， テ とも 聞えない. もち ろ ん こ れ に は ，，月" と か ，， M 
ちて" と か 1? ふ 言葉の 全體を 理解す る と いふ 心理的な もの も 
十分に 入って ゐる であら う. し 力、 しまた 普通の 母音よ り ほ か 

に， この やうな 場合の U や i と V、  《s 、もの 力； ある 力、 も タ -n ォし な い と 

も 思 ふ. 

今のと ころ はま だ 何と も その 事に ついては 斷君 できな い. 

子音 は 母音に くらべる と 非常に 硏究 がむ づ かしい. 今 ここ 
に 述べた の は， ただ 私共 力； コ ン パラ タ 一 を 見る 間 に考 へつ いた 
ことに 過 ぎ な い. 

附 記. 

私 は この やう な 測定の 結果に 相當な 注意 を拂 つた. それ は 二 ッ ボ 
ン風 でな ら 文句 もよ く わかる が， それ を 西洋風に 唄 はれる と 何 語 だか 
わか ら なくなる し， な ん となく 異様な 感 じ を與 へる と いふ 事實 を, 何 か 
客觀 的に 說明 する やうな 事實 はないだら うかと いふ こ と が， 私の 主な 

興味であった. ゾ ブラン 0.-T. の 子音に 對 する 特質 は その 長さ よ り 
も 高さで， 小唄の 師匠 I.-M. と 非常な 相違が ある. この やうな こと は 

ともかく 西洋の 發聲 法の一 特色と 見る ことが 出来よう. ともかく  二 
ツボンの ？M に は 今まで 私の 見 な か つた 性質で ある. 

ニッ ボン 風の 噴と 西洋風の 唄との 主な 違 ひ は， やはり 子音よ り も 母 
音に あるら しい. つまり 唄 ふ 場合と 讀む 場合と で 母音の 性質が 相當 
變 つ て， 或 る 一人の 人 を とれ ば， 唄 ふ 時の 母音の 形 は 或る 幾つかの 定っ 
た 型に 分けられる ことが おそら く 西洋の 唄の 主な 特色の一 つで あら 
うと 思 はれる. つまり 咽喉が 或る 程度まで 樂器 化する ことで あ る. 

この やうな 問題 は 非 常 に む づ かしい. 私 はた だ 序 報と して こ れ だ 
けの 事 を 書き 添へ てお く.   （II 常） 


ポ ン 語 で は れ た 西洋の 

メロ ディに ついて 


i 


二 ッ ボン 語で tp、 は れ た 西 洋 の 
メロ ディに ついて 

この 仕事 は 二 ッ ポン 語と， それが ど う して 唄になる 力、 とい ふ 
事に ついて 考 へて 見る 事であった. 西洋の 物に ついては， 今 詳 
しく 述べる 餘地 はない. ただ 二 ツボンの 事 を 知る ために その 
對照， 或は 參考 と して， ニ ツ ボン 人の 専門的に 音樂學 校で 敎育さ 
れたゾ プランと バリ トンの 唄 二つ を附錄 してお く. そしてた 
だ簡單 に， この グラ フ を 見る に 必 要な  一二の 注意 を 書いて おぐ 

1) 昔 階と 音程. 一一 西洋の 音樂 では 音階 や 昔 程 は數學 的に 
定められて ゐる. しか し， 發 昔體が 人間の 咽喉で ある や う な も 
の で は, そ れが 果して 意味が ある か， な い か， 問 題で あらう. それ 

は聲が b- 波 や C- 波 を 持って ゐ て， そ して， そ のま ま では， 音階 や 昔 
程と いふ やうな 數學 上の 數字 は 出されな いからで ある. もし 
强 ひて その やうな 數字を 求めよ う とするならば， b- 波 や C- 波 を 
ァ ウス グ ライ ヘンし なくて はならない. し 力、 し ，そ の 事 は簡單 
に 出來な い. それに 對す る 物理 上， 或は 心理 上の 硏究 がい る. 
今の 場合 は 私共 はた だ 大體の 高さ を 知る だけで ある. それで 

或る人が P ヌを 平均 率で iia つて ゐる 力、 または ェン ハル モニ ッ シ 
ュに 唄って ゐる 力、 とい ふやうな 事 は， ほとんど 意味が な い. 人 
の聲 は， そ の や う な 細かな 數 字が あてはめ られる や う な 現象で 
な い. 
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2) 高さの 變化.  • つの 音 だけ を 取' つ て も， それ を 或る 一 

つの 振動 救で 現 はす 事 はむ づカ、 しい. これ は 二 ッ ポン風 も 西 

洋風 も 同じ 事で ある. し か し， そ の聲の 高さが どの やうに 變化 

する 力 a とい ふ 事に ついて は， 西 洋の唄 ひ 方と 二  、、, ボンの 唄 ひ 方 

と は， 非 常に 明瞭な コントラスト を 作って ゐ る. 二'， ポンの 唄 

で は， 振 動 數は時 問の 函數 になって 變 つて ゆく. 西洋の では， 

(り 

それ は ほとんど 階段 的に 變 つて ゆく. これが この 二つの 唄の 
liR ひぶの 基本的な 相違で あ る. 初めに 音階 を 練習 しなければ， 
決して 聲を この やう に， 樂 器の やう に は 使 は れ な い. 

前 に あげた 例 に ゾ プラン 0.  -  T. が ，，花や 紅葉" の 3^ 句を讀 

(2) 

ん だものが ある. あの やうに なめら 力 パこ聲 を 使った 人 が， 今 こ 
の やうに 階段 的に 同じ 文句 を P ヌ つて ゐる. 言葉と して は 非 常 
に 大きな 變化 である. 

二 ッ ボン 語 を 西洋の メ    口 ディ で PJI ふと， 文句が 多少 わ 力、 り に 
くくなる. それ は 誰も 認める 事實 である. その 原因の一 つ は， 
聲の 高さに 對 する 性質が この やうに 變る 事で あらう と 思 ふ. 
つま り聲の 進行が 階段 的に な り ，そ し て 非常 に 廣 い 問 を それで 
上 下す る 事で ある. 


(1)  ^  5 編參照 . 二 ツボン の は， ほ とん ど 

n  =  fit) 

で 表 は さ れ， 洋 H の 吸 ひ 方 は， ほ と ん ど 
n  ~  k 

で 表 はされ る. このん が 戎 る 1?,：^  III]  0 終 リ に 突 然 に變 化する の が 西 洋 
風の メロ デイで ある. 

(2)  第 3  m グ） 例. 
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•    T.-Z. 小學 唱歌 
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《ム' 」 リ . Jl^_CT: よ' 「  J  IJ--Jli^ 

Me  tru  re     ni ivu  ru  -     nia,     n;i  i;a  ru     ru  Mi  - 


(1) pq 洋 の Pii の 人 體 の 昔 階 の 樣 子 や， 高 さ に よって 昔 波の 形 が ど ん 

なに ふかと いふ こ とや， ニッ ポンの Bji の發 il- と ビ <|  風 の の發 1V- で 
は， 同 じ 母 昔 が ど ん なに 違って 來る 力、 と いふ や う な 例 を， 私 は 下 の 雑 誌 

に m  m 的 に 書い た. 

心 现 m 研 究. 1937 年 10 月' 
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1  2  ；5  4  r>  f;  7  8  V)  iO  U 

第 68 園 （a) 


40 
20 

12 13 14 15 ~~ "l6 17 18 19        20        21 "~22        23  24 


笫 68 圖 （b) 

例 2. ゾ プ ラ ン. 0.  -  T. 小 學 唱 歌 ，，秋の 夕 ぐ れ "• これに は 

b- 波 は全體 にある. 悉く ァ ウス グ ライ ヘンした. この 2 例と 

0) 

も， た だ C- 波 だけ を參 考に殘 した. 

聲の場 1>  に 音階 を 論じ る の は, 今 までのと ほりで は 無理で あ 
る. この C- 波 を も 平均し て， 或 る 一つの 數字を 出さな く て はな 
ら な い. そ れ は 物 理 的 に は， 意 味 が 少 い. ま た 心 理 的 に， そ ん な 

(1) 横 は 秒， 縱 籼 は 板 m 数. .^  70 圃 （a) の 時間 5 秒と 7 秒 の Hil, 
便 ま 上 2 十^で 縮め た. 


斷 


小學 唱歌;! 1な 58  , ，め くれ る T  -  Z. 


-h 
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平均 を 私共が 聞いて ゐる とい ふ證據 はない. この 平均 は た だ 
紙 の 上 だ け の ものである. ほ とん ど 意 味 が な い. つまり この 
ゾ プランで も ，バ リ トンで も， これが 平 均 率 で 唄 はれて ゐる とも， 
或 は 自 然昔階 で 吸 はれて ゐる と も 霄 は れ な い. こ れ は た だ こ 
の やうな ものである. 


4C、r 


10 


お 


11  12 

'0      m  (b) 
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附 記 —— 校正の 後で 

この 小 著が その 解決 を將 來に讓 つた 問 题は澤 山 ある. その 
中の 二つ だけ を 今 下 に 擧げ る. 
I〕 音叉の 音波. 

時 を 測る 尺度と して は， 音 叉は理 想 的で ある. 時 の 尺 度 
と して 正確な もの は 振子で あら う が， 我 々の 場合に は取极 ひ が 
不 便 で， そ して 周期が 長す ぎる.' 天文 臺 からの 1 秒の 長さ を 知 
る 方法 も あらう が， し 力、 しそれ も 戏 々の！^ 的に は 長す ぎ る. 

水晶 發振裝 置から は 安定した 周波が 得られよ う が， そ の 波長 
のままで は 我々 の 目的に は 短す ぎる. それ を 我々 の 目的に 合 
ふ やうに する までの 手續 き は 相 常 めんどう である. もちろん 
私 は まだ 試みた こ と は な い. 

音叉 はこの やうな ものに 比べ て， 非 常によ く 私共の [^的に か 

な ふ. 私 共 は 】/iO 秒， 1ん00 秒， Viooo 秒の 尺度 を 得たい ので ある. 

音叉の 波 は， 眼で 見て は ほ とん ど 正し い sin- 波 である が， コ ン 
パラ ターで その 波長 を 測る と， その 波 は相當 ゆがんだ もので あ 
ると いふ こと を， 私 は ，，はし 力； き" の 中で 述べ た. そ し て， それ 
が コンパ ラタ- の 誤差 や， 機 械の 振動 や， 現 像の 時の 膜 面の ひつ 
つりだけ 力、 ら來る もの で はない らしい とい ふこと も 述べ た. 
この やうな 波 が， 或 は 音叉の 波 そのものの 性質 かも しれない. 

こ の 事が， 音叉 を 基礎に して 時間 を 測った り， 他の ものの 波の 
性質 を考 へたり する 事に 對 して 重大 な 障害になる. この 事が 
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時間 を 測る 尺度と して 音叉の 持つ 一番 大きな 弱點 である. 

今 禾ムは この 事に ついての 一つ 二つの 観察 を 書き 添へ てお く. 
も ち ろ ん， 私 は 音叉の 波が どの や う な客觀 的な 理由から まがつ 
てゐ るか を考 へよ う とする ので は な い. た だ .sin- 波 が 曲る と 
す れ ば， そ れ は ど うい ふ 意味で あるか を 紙の 上で 少し 考へ てみ 
た だけで ある. 

a)  yin  a: の： c 力；；?； の 函数と なって 曲って ゐる と假定 した 場 
合， つ まり， 

y  =  sm  f{x'  X 

と考へ て， そ の /(め を 知らう とする 場 合. —— こ の ゾ {x) は， や は り 
周期 的な sin. の やうな も の でなくて は 事 情 に 合 は な い. そ れ 
で 私 は 試 み に 下の や うな 函數 を考 へて み た.  - 

V  =  sin  (sin  0.1 \/  x  )  ^ 
この や， うな も の は， そ の 或る 部分で は sill. の 波が 少し づ つ ゆ 
が に で， 音叉の 波 の狀況 に 近い も の に な る. し 力、 し sin  0.1 ゾ^ー 
が 0 に 近づく 附近 で は， そ の 波と 全體の sin. の 波との 歩調 が 合 
は なくなつ て， 波 の 形 は か なり ひどく ゆ が む. 實 際の 昔 叉の 波 
で は， そ の やうな こと は 決 して 起ら な い. そして ダ(.1'、 の 周期 を 
どの ぐら ゐ遲く しても， 必 すその やうな こと は處々 に 起る はす 
である. これで は， た とへ 單 な る 形 式 の 上からで も， 昔 义の波 は 
說 明し に く い. 

こ の 他， ベ ... セ ノレ 函 数 や 或 は ベ ッ セ ノレ 函 數 の sin. の やうな も 
のを考 へても ，結 局 同じ 事で ある. この や う な 考 へ から， 音叉 の 
波 に 近い もの を は' る こ と は か な り 困 難 で あ る. 
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1>) 非 常 に ^ い， そ し て 非 常 に tii: の 多 い ル 調 和 な 估 昔 が あ る 

と假定 した 場 介. —— 棒 の i!i 動 は 方 程 式 が き まっても rj る し ，解 
(1) 

かれても ゐる， し か し 昔 义 は た だ の 棒 で な い. ^ 常 に ネ j<{ 雑 な 
形 を 持って ゐる. その 動 が さらに 複雜 である こと は 容 易 に 
想像され る. 假に昔 叉 を 兩端を 自由にし た 棒 と あ- へ て， そ し て 

§g い 非 調和な 倍音が かた り澤山 あると した ら， そ の 波 は sin- 波 
の やうに ？骨 か に な つ て， そ して 實は 少 し づ つ ゆ が ん だもの が 得 
られる 力 3 も しれな い. 私 共 は こ の 非 調 和 な 倍 昔と 基 昔との 比 
は 知って ゐ る. し 力、 し 初め の條件 が わ 力、 ら な い 力、 ら， そ の 係 救 
をき める こと は出來 ない. ただ それ は澤 山な 非 調和な 倍 昔と 
基 昔 をみ な 集めたら 滑 かな sin- 波 の やうな もの に なるやう に 
係數 をき める より 外に 让 方 な い. こ れ は 實に めん ど う な -Jj 法 
である. そ の 十分な 結果 は， 今 こ の 小 著に は 問 に 合 は な い. し 
かし 音叉の 波の ゆ が み、 を說 明す るに は， お そらく これ は 一番 見 
込みの ある 方法で あらう. 

11〕 音波の 合成. -ー- 音の 母音性. 

音波の 中で は， お そら く 母 昔 はこれ まで 一番 多く 研究され た 
もので あらう. そして sin- 波 を 合成して 人 問の 聲のゃ う な も 
の を 得よ う とい ふこ と も， ヘルム ホ ノレ ッ以來 方々 で 試みら ォし た. 

(1)  私 は， た と へ ば， 

Handbuch  der  Physik  (Geiger  u.  Scheeb,  VIII.  S. 195—202. 
の や う な 事 を 言って ゐる. 

榨 が 振動して ゐる 時に も ，そ の 物 现 的 な 定数 は靜 止して ゐる 時と 
じ 力 >， ど う 力 、，成- は 問題で あ ら う. それ は純粹 に物现 4^ 者の 化-^ で あ る. 

(2)  2C8 ベー ヂの 附記 參 照' 
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それ は 非常に 與 味の ある 實驗 である. 一時， 私 も この 事 を考へ 
て 見た. 

母音の 波が フー リヱの 級數に 展開され た 時に は， 私共 はぜ ひ 
と も 次の 二つの こ と を 注意し なくて はならない. —— その 一つ 
は， それ はた だ數學 的な 書 表 は し 方で， 例へば 水が 水素 と 酸素 と 
に 分析され た とい ふの と は 多少 その 意味が 違 ふとい ふ 事で あ 
る. その 第二 は， フー リ ヱの 級數は 無限 項まで 取った 時 初めて 
正しい の で， それ は 10 項 や 20 項までで 假に 全部 收斂 した と 見る 

と こ ろに 相當 大き な 誤差 を覺悟 しな く て はな ら ない と い ふ 事 

0) 

である. それで フー リヱの 級數の 展開から 得た 結果 を 逆に 作 
圖 しても， も との 波になる と は 力、 ぎらない. 
次に， 音の 合成と いふ 事 に は， 心 理 的な 要素 も かな り 澤山は い 

る 事に ぜひ 注意し な く て は な ら な い. sin- 波 自身が すでに 或 
る 程度の 母音性 を 持つ こ と は， ほ とん ど 一般に 認められた 事實 
である. また トーキーの やうな 場合に は， そ の 母音の 波の 始ま 
る 時の 過渡 状態が 子音の やうに も 聞え る. 電氣發 振 機の 波で 
も ，低 い 方 は bu 或 は b (ち の や う に 聞え， 高い 方 は 1)1、， 或 は ki の や 
うに 聞え る. それで 或る 波 を 合成 して, それが a と 聞え る 力、 0 


(1) 私 も" /3： 昔の フォ ノレ マント を考 へた. 一つ一つの 昔 波の 形に つ 
レ 、 て は， ミ ク 口 フ ォ ンゃ錄 音 機の 十分な 較正が ぜひ 必耍 である. しか 

し フォルマン トと いふ 事き 身 は， 相 1^- あら n な作鬮 である. この お 度 
の ものなら ば， お そ ら く 今の 私の ミ ク 口 フ す ンと錄 昔 機で も に 合 ふ 
力' も しれな レ、. もちろん 二 ツボン 語の フォ ノレ マン ト はすで に 小幡敎 
授 や]^ 橋， 山 本 兩 技 師 などの 發 表した も の が あ る. 私 が 參考の た め に 
試みた もの を， 事々 しく こ こに^く に は 及ばない. すべて ^略した. 
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と閒 える 力 1 とい ふやう な 問 M は， ま づ 心 理 的 に 手 き の な い や う 

に實驗 しなくて はなら な い. そ れ は 相 常 め に ど う な 赏 驗 で あ 

(1) 
る. 


私 は， 例 

へば 

ミ 

ラ 

一 が 

試みた やうに, 

,フ ― リ 二級 數の M 開の 結 

菜 を 合成す る 

と 

レ、 

ふ こ 

と に 多少の 疑 

問 を 持って ゐる. 私 は そ 

の やうな 

事 を 

し 

よ 

ラ と 

は 思 は な い. 

私の しょ う と 思った の は 

下の やう 

な 事 

で 

あ 

る •• 

基音の 

高 さ 

を 

一 

定 し 

た 時に， そ の 基 

昔に どの やう た 調 和 的 な 

倍 昔 を 加 

へた 

ら， 

'そ 

の 母 

音 性 は變る か 

とい ふこと である. つま 

り 或る 一 

定 の 

高 

さ 

の 基 

音に， どの や う 

な 調 和 的 な 倍 昔 を 加へ た 

時が， そ の 

波が 

番 

明瞭 

に a とレ、 よ、 母 

音 性 を 得 る か， 或 は i とい 

ふ 母音性 

を 得 

る 

力、 

と い 

ふやうな 事で 

あ る. 

乙 ォ 1^ は, 

'も ち 

ろ 

ん 

心理 

的な 方 法 で そ 

の 母音性 をき めなくて は 

な ら な い. 

. も 

し， 

'そ 

れが 

きめられ たな 

ら ば， それ は それで 一段落 

となる ベ 

き 實 

で 

あ る, 

. それに は 母 

音の 波 を フーリエ 級數に 

展開す る 

事に 

つ 

レ、 

て 起 

るいろ いろな 

めんどうな 問題 を 省く 事 

が出來 る. それ は 全く 合成と いふ こと だけの 仕事で ある. 問 
題 は 非常に 簡單 になる. もちろ ん， 私 はこの ため に フ オル マン 

トを 參考に はする であら う. し 力、 しそれ は參考 とい ふよ り以 
上に 意味 はない. フォルマン トを 必 す 參考に しな け れ ば な ら 
な い と い ふ こと はない. 合成 はた だ 合成 だけの 事で ある. 


(1) この 事に つ い て も， 私 は 多少 赏驗 した. 電氣發 振 ま:！  で， 振 動 數 
の 列の どの 邊カ 1 ら U や 0 が a にな り， a 力； e や i に な る も、 を 知らう と 
した. その 結果 はこと さ らに 述べる ほどに まだ まとまって ゐ な レ、' 
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そして この 方法で 位相 の 問 題 と か， 或 は そ の 他 の いろいろ な 
問題 も考 へる 事が 出來 るで あら う. 

-た だ この 方 法 で は 次の 事 は 知られな い. —— 人 が 實 際 に 母 音 
と して 發 昔して ゐる もの も， この 合成と 同じ 構造 を もつ 力、. 

この 1>  成の -お 法 は， た だ そ れ だ け の 事 で， 人 の實 際の 母音の 構 

it と は 關 係 な い. それ はまた 別に 考 へるべき ものである. た 

だ 次に それ を考 へる 時の 有力な 一 材料に はなる. 私 は 母音の 
合成と いふ 事 は， この やうに し て， だ ん だんに 實驗 されて 行く ベ 
き もので はな い か と 思 ふ. そのく らゐ この 問題 は大 問 題 で， そ 
のく らゐ， この 實 驗 は 大實驗 である と 思 ふ. 

今 私 は こ の 仕 事の 基礎 に な る isin- 波 を 得る こと を ま づ考へ 
てゐ る. それが すでに 容易なら ぬ 仕事で ある. それが 得られ 
たら， この 仕事 を 多少 試みて みよ うかと 思 ふ. 

私 は 音叉の isiu- 波に ついて ー霄を 費した から， 同じ sin- 波に 
關係 ある この 介 成の 事 を， つ いでに ここに 書き そへ てお く. 


昔 叉の 波 のまが り について は， 兩端 自由な 棒の 振動の 式を考 
へ て， そ の 第 1 倍 昔が 下の や う な 弱 さで かす 力、 に カロ はって ゐる 
と假定 してみ る. 

y  =  sm  .r  +  0.1 sin  2.7()  x 

この 波 は ，， はしがき " で 述べた 昔 叉の 波 に 非常によ く 似 る. 

籼 の 上で 波長 を 測 れ ば， そ れ は 大體 ，，は し がき" で 述べ た 程 
度 の 卜 波 になる. 私 は 音叉の 波が この や うに 出 來てゐ る と は 

'W: は な い. し 力、 しこの やうに しても ，ぜ 叉 の 波 に 非 常によ く 似 


附 ，,ii- - — 校 tl". の 後 で  2()1) 

た も の は f,} ら れ る. 


こ の 

事 か ら 私 は 下 の や ：) な ？苠 

を 考へ る. 

こ の 程度の 赏驗ゃ 測定 

は， 昔 义は大 體で兩 端 

自 

由 な 1 黄 

と 見て 

レ、 \ ^、力、 も し ォし な レ、. そ 才し 

で 時 nn を 測 

る 

に は， 

一 

の 

お を 考 

に 入 れ 

なくて はなら な レ、. つ 

ま 

り 昔 叉の 一 

つ 

一 つ 

の 

波 

で は， 二 

の 程度 

を 越えて は 時 問 は 正 確 

に 

は 測 ら れ な 

い. 

■ — 

の 

程 度を越 

えて 正 

し く 測 るた めに は， も 少 

し 

逸った 何 か 

の 

尺度 

が 

ぜ 

ひ 必 要 

で あ る. 

b) 

音叉の 波 は 理論的に ひ 

づみ 得る. 音 

叉 

の 波 

に 

は 

改 が 

あって 

も， 理論的 に はさし つ か 

な い. 人 の 

に {〜 

な 

ほ 

ci り 1>- 

波 は あ 

つてい い と 思 ふ. 私 は 

は 

じ め に ，， は 

し 

が き 

で 

昔 叉の 

波の ひ 

づみを 全部， 機械 や 測定 

の 

誤差に 入れ 

た 

. も 

ち 

ろ 

ん， 機械 

や 測 定 

に は必す 誤差 は あ る. 

し 

かし 私の あ 

の 

誤差 

の 

見 

積 り は 

おそら 

く 大きす ぎた であらう. 

あ jfL は， こ の 

叉 の 

ひ 

み を ひ 

づ みの 

まま 測り 得た もの だと 

も 

思 は れ る. 

そ 

れで 

人 

の 

聲 の し- 

も， め 

の 測 定から でも， も 少し 

詳 

し く 考へ ら 

れ 

て も 

よ 

か 

ら  う. 

少 く 

と も， 人の 聲の b- 波 は 確 

存在す る も 

の 

で， た 

だ 

機 

械 や 測 

定の 誤差と して 見捨てられな 

い 

ものである 

と 

は 

は 

れ 

よ う. 

(1) この 事に ついて は， 附 錄， 1. の V， ，，波の 模 型 "の 處參 ！ぉ. ベ 一 ヂ 
225 以 下. 

昔 叉の 非 調 禾 n な 倍 音 は， へ ル ム ホルツ も] f で 聞いて ゐ る' この 私 の 
式 を假に 別々 の 音と して れ ば,^ 1 昔 と ^  2 昔と は 20 デシベルの お 
である. 笫 2 昔 は ほとんど 聞えない' 實際 はもつ と强ぃ 非 調 和 な 倍 
昔が あって も いいはず であ る. 昔 叉の 波の ひづ みは 'お 然 のこと で あ 
ら う • 
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